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序

　本書は、財団法人山形県埋蔵文化財センターが発掘調査を実施した、万治ヶ沢遺跡の調査成

果をまとめたものです。

　万治ヶ沢遺跡は、山形県西部の庄内地方南部の鶴岡市にあります。鶴岡市は庄内平野の南部

に位置し、西は日本海、東に出羽三山をのぞむ自然景観豊かなところです。歴史的にも縄文時

代以来数多くの遺跡が確認されており、庄内地方では唯一の古墳である菱津古墳や、県指定史

跡の荒沢窯跡群など重要な遺跡も多く含まれています。江戸時代には徳川四天王の筆頭である

酒井氏が入部し、以後約２５０年にわたって酒井氏の城下町として発展してきました。最近は歴

史小説の舞台として脚光を浴びるなど、歴史的風土の豊かな土地柄です。

　この度、日本海沿岸東北自動車道（温海～鶴岡間）の建設事業に伴い、工事に先立って万

治ヶ沢遺跡の発掘調査を実施しました。調査では縄文時代の土器や石器をはじめ、平安時代の

土器や木炭を焼成した遺構と共に、たくさんの平安時代の土器が見つかり、古代の山形県の歴

史を探る上で多大な成果を得ることが出来ました。

　埋蔵文化財は、祖先が長い歴史の中で創造し、育んできた貴重な国民的財産といえます。こ

の祖先から伝えられた文化財を保護するとともに、祖先の歴史を学び、子孫へと伝えていくこ

とが、私たちに課せられた重要な責務と考えます。その意味で本書が文化財保護活動の啓蒙や

普及、並びに学術研究や教育活動などの一助となれば幸いです。

　最後になりますが、調査において御支援、御協力いただいた関係者の皆様に心から感謝申し

上げます。

　平成２１年３月

財団法人　山形県埋蔵文化財センター　　

理事長　　山口常夫　　
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凡　　例

１　本書は、日本海沿岸東北自動車道（温海～鶴岡）建設に係る「万治ヶ沢遺跡」の発掘調査報告書である。

２　既刊の年報、調査説明会資料などの内容に優先し、本書を持って本報告とする。

３　調査は日本道路公団東北支社（平成１７年度）及び、国土交通省東北地方整備局酒田河川国道事務所（平成１８～２０

年度）の委託により、財団法人山形県埋蔵文化財センターが実施した。

４　本書の執筆は鈴木良仁が担当し、柏倉俊夫、小笠原正道、佐東秀行、安部実、長橋至、伊藤邦弘、黒坂雅人が監

修した。

５　遺構図に付す座標値は、平面直角座標系第Ｘ系（世界測地系）により、高さは海抜高で表す。方位は座標北を表

す。

６　本書で使用した遺構・遺物の分類記号は下記の通りで、現地調査で登録した記号をそのまま用いた。遺構の性格

についてはⅤ章で整理した。

ＳＫ…土坑　　　ＳＱ…窯跡　　　　　　ＳＬ…炉跡　　　　ＳＰ…ピット

ＥＬ…被熱跡　　ＳＸ…性格不明遺構　　ＲＰ…登録土器　　ＲＱ…登録石器

Ｐ…土器　　　　Ｑ…石器　　　　　　　Ｓ…自然礫

７　遺構・遺物実測図の縮尺・網点の用法は各図に示した。土器実測図において、断面が黒塗りの遺物は須恵器をあ

らわす。

８　遺物観察表の（　）内数値は図上復元による推定値を示し、出土地点のＦは覆土を示す。また、Ⅲ章「遺構と遺

物」において、本文中の（　）内数値は残存値を示す。

９　基本層序および遺構覆土の色調記載については、２００２年版農林水産技術会議事務局監修の「新版標準土色帖」に

よった。

１０　発掘調査および本書を作成するにあたり、下記の方々からご協力、ご助言をいただいた。（敬称略）

秋田県埋蔵文化財センター　石澤宏基

秋田県埋蔵文化財センター　磯村亨

岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター　佐々木清文

秋田県教育庁払田柵調査事務所　高橋学
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まん じ が さわ
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  所 在 地 山形県鶴岡市大字矢引字万治ヶ沢
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   国土交通省東北地方整備局酒田河川国道事務所（平成１８～２０年度）

  調査受託者 財団法人山形県埋蔵文化財センター
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     主任調査研究員 黒坂雅人

     主任調査研究員 鈴木良仁（調査主任）

     調 査 員 向出博之
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     専門調査研究員 黒坂雅人

     主任調査研究員 鈴木良仁（調査主任）
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     調 査 課 長 長橋至

     課 長 補 佐 黒坂雅人

     主任調査研究員 鈴木良仁（調査主任）

  調 査 指 導 山形県教育庁社会教育課文化財保護室（平成１７年度）

   山形県教育庁教育やまがた振興課文化財保護室（平成１８～１９年度）

   山形県教育庁文化遺産課（平成２０年度）

  調 査 協 力 国土交通省東北地方整備局酒田河川国道事務所

   東日本高速道路株式会社東北支社鶴岡工事事務所

   鶴岡市教育委員会

   山形県教育庁庄内教育事務所

  委 託 業 務 基準点測量業務　有限会社石井測量設計事務所

   地形・遺構測量（俯瞰撮影）業務　株式会社ワクニ

   理化学分析業務　パリノ・サーヴェイ株式会社
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   理化学分析業務　株式会社日鐵テクノリサーチ

  発掘作業員 秋山弘夫　　阿部継行　　五十嵐梅子　五十嵐嘉世　五十嵐しげ子　伊藤喜久子

   伊藤礼子　　遠藤春子　 　大瀧慎吾　　熊坂兼一　　小松和子　　　小松恒雄

   小松ミハ子　今野茂二　　今野重義　　今野篤次　　今野ミトリ　　斉藤春雄

   佐藤明子　　佐藤一夫　 　佐藤京子　　佐藤サクノ　佐藤定恵　　　佐藤幸子

   佐藤世基　　佐藤隆　　　佐藤隆幸　　佐藤田鶴子　佐藤千江　　　佐藤トキミ

   佐藤登　　　佐藤美恵　 　佐藤美枝子　佐藤美佐子　佐藤翠　　　　佐藤ミヤエ

   佐藤ヤエノ　佐藤庸子　　瀬尾茂　　　瀬尾節子　　瀬尾奉子　　　武田桂三

   長谷川謙三　本間京子　 　三浦節

（五十音順）

 整理作業員 安孫子道子　阿部実生　　伊藤純子　　伊藤みち子　岩田しげ子　　宇野道子

   榎本茂樹　　貝羽美津子　加藤慶則　　齋藤峰子　　佐藤美由紀　　白川美幸

   菅原仁美　　鈴木澄子　　鈴木美紀子　丹野玲子　　塚崎智子　　　新関講二

   服部三枝子　船山留美子　 古内節子　　本間加代子　三橋弘子　　　村山郁子

   吉野茂子

（五十音順）
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１　調査に至る経緯

　万治ヶ沢遺跡は、日本海沿岸東北自動車道（温海～鶴

岡間）の建設事業に先立ち、山形県教育委員会によって

平成１６年度に行われた日本海沿岸東北自動車道（温海～

鶴岡間）に関わる事業予定地内の遺跡詳細分布調査に

よって発見された。平成１６年８月３日～１２日にかけての

山形県教育委員会によるＢ調査（試掘調査）によって、

縄文時代の遺跡として新規に登録されたものである。

　県教育委員会による試掘調査を受け、山形県埋蔵文化

財センターでは本調査に向け、遺構や遺物の分布状況の

把握のために平成１６年１２月１日から３日にかけて１次調

査を実施した。その結果、県教育委員会によって新規に

登録された範囲のほかに、平安時代の遺物の散布地が確

認された。県教育委員会によって登録された範囲をＡ地

点と呼称し、１次調査によって新たに確認された範囲を

Ｂ地点と呼称することになった。

　万治ヶ沢遺跡をはじめ、行司免遺跡や興屋川原遺跡な

どが平成１６年度に新規に登録され、日本海沿岸東北自動

車道（温海～鶴岡間）の事業予定地に遺跡範囲が含まれ

る遺跡について、当時の日本道路公団東北支社と山形県

教育委員会との間で遺跡の取り扱いについて協議が行わ

れた。その結果、建設事業に先立つ記録保存のための緊

急発掘調査を、財団法人山形県埋蔵文化財センターが行

うことになった。

２　調 査 の 経 過

　調査予定地内に伐採された木材が多数散在しており、

調査に支障をきたすことから、４月２５日から２８日にかけ

て、バックホーとキャリアダンプを導入して伐採木の処

理を現地調査に先行して行った。

　５月１０日に万治ヶ沢遺跡・玉作２遺跡ほか５遺跡の日

本海沿岸東北自動車道建設に関わる発掘調査の合同鍬入

れ式調査を行司免遺跡地内で行った。日本海沿岸東北自

動車道建設事業に関わる７遺跡の合同調査事務所を行司

免遺跡に隣接する事業用地内に設け、各遺跡にはユニッ

トハウスを設置して器材置場や休憩場とした。しかし、

万治ヶ沢遺跡の場合は、調査区近くまでの車両の進入は

不可能なので、県道に面した事業用地内に駐車場とユ

ニットハウスを置き、器材置場とした。駐車場から調査

区までは比高差が４０メートルほどあり、進入路も尾根伝

いの山道を利用し、徒歩で移動した。進入路は足場も悪

く、粘土質の土壌のため雨の後などは足元が危険なため、

危険箇所に階段や手すりを設置した。また調査区の南側

を沢が流れており、下流には集落があるため、沢に土砂

が流れ込まないように土留めの柵を設置するなど、環境

整備にも配慮した。

　現地調査は５月９日から８月２０日までの延べ１０４日、実

質７１日間行った。現地調査は、調査区設定、表土除去、

面整理と遺構検出、遺構精査と記録、器材撤収の順で行っ

た。調査区設定の後、重機の進入路が北東側の県道に面

した事業予定地しか確保できないことと、排土置場がＡ

地点とＢ地点の間にある凹地であることから、重機によ

るＡ地点の表土除去を先に行い、その後にＢ地点を行っ

た。表土除去が終了したところから人力による面整理を

行い、遺構の検出に努めた。

　Ｂ地点は南側に開けた凹斜面に立地するため、遺構検

出面までの土砂の堆積の多さや、１次調査の結果からＡ

地点よりも遺構や遺物の分布が密であることが予想され

たため、Ｂ地点の調査を先行し、Ｂ地点の調査に目途が

立った時点でＡ地点の面整理以降の調査を行うこととし

た。

　Ａ地点・Ｂ地点とも植林された杉の切り株が多数存在

したが、Ａ地点は遺構や遺物の分布が希薄なことから、

調査に支障がないと判断したので、切り株はそのままに

した。Ｂ地点については遺物や遺構が多く分布し、遺構

と重なっていることが予想されたので、切り株を除去す

ることにした。

　現地調査の経過は以下のとおりである。

５月９日～１３日

　９日に合同調査事務所を設置し、１１日重機を導入して

からＡ地点の表土除去を行う。

１
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５月１６日～２０日

　１８日にＡ地点の表土除去を終了し、Ｂ地点の表土除去

に入る。

５月２３日～２７日

　２７日でＢ地点の表土除去終了。

５月３０日～６月３日

　委託業務の基準点測量を行う。

６月６日～２４日

　Ｂ地点の面整理と切り株の処理

６月２７日～７月１日

　雨のため現場作業中止の日が多い。

７月４日～８日

　５日に上郷地区地権者現地見学のため来跡。

　Ｂ地点の面整理と遺構確認作業を行うが、天候不順の

ため作業中止の日が多い。

７月１１日～１４日

　Ａ地点の面整理を行う。Ｂ地点の面整理と遺構確認を

行う。

７月１９日～２２日

　Ａ地点の面整理と遺物分布図作成開始する。

　Ｂ地点面整理と遺構精査を開始する。

７月２５日～８月５日

　Ａ・Ｂ地点の遺構精査と記録作業を行う。

　８月４日に委託業務の遺構測量を行う。

８月６日

　現地調査説明会を行う。約１４０名が参加者。

８月８日～１２日

　遺構精査と記録作業を行う。

８月１９日～２０日

　写真撮影と機材撤収を行う。

３　調 査 の 概 要

　調査区のグリッド座標はⅩ系平面直角座標（世界測地

系）を用い、Ｘ座標（南北方向）はアラビア数字、Ｙ座

標（東西方向）はアルファベットで表した。Ｂ地点の調

査範囲の大部分は斜面で、遺物の量が多いことや、遺構

も多数検出されることが予想されたことから、遺物の出

土地点をより限定させるために２ｍ四方のグリッドを用

いた。

　万治ヶ沢遺跡は遺跡内にＡとＢの２地点があることか

ら、整理の段階での遺物の混合を防ぐために、Ａ地点の

Ｙ座標はアルファベットの小文字を用いてＢ地点との区

別を図った。Ｘ座標は－１４３８７０．０００を０として、Ａ地点・

Ｂ地点とも共通とした。それより南方向は数が増加し、

北方向は数が減少するようにした。Ｙ座標は、Ａ地点で

は－９６６２０．０００を基準としａを与え、Ｂ地点では－

９６５６０．０００を基準としてＡを与えた。グリッドの呼称はＹ

軸とＸ軸との組み合わせで、北西角の杭を基準とし、Ａ

地点は「ｔ・９」、Ｂ地点は「Ｔ・９」というように表

記した。

　遺物の取り上げはグリッドを基本とし、遺構出土のも

のに関しては遺構名とグリッドを併記して取り上げた。

　現地調査の撮影器材はデジタルカメラのほかに、３５㎜

判カメラ、６×７の中判カメラ、４インチ×５インチの

大判カメラを用いた。フィルムは、３５㎜判カメラはリバー

サルフィルムだけを用い、中判と大判カメラはリバーサ

ルフィルムとモノクロフィルムを併用した。遺物撮影は

６×７の中判カメラを用い、リバーサルフィルムを使用

した。

４　整 理 の 概 要

　平成１７年度は発掘調査写真の点検と注記、図面の点検

と校正を行った。遺物の整理作業は洗浄・ネーミングと

接合を行った。出土した土器の中で、縄文土器と土師器

は脆いものが多かったので、バインダー処理を行い、表

面をコーティングして劣化を防いだ。

　平成１８年度は遺構図のトレースを行った。接合・復元

をしながら、報告書掲載用の遺物の選び出しを行い、一

部の遺物について実測を行った。

　平成１９年度の整理作業は、遺物実測・トレースと、報

告書掲載の挿図の作成を行った。また、報告書掲載遺物

の写真撮影をおこない、現場・遺構関係の写真の選び出

しを行った。あわせて観察表や地名表の作成を行った。

　平成２０年度は本文の執筆・編集作業と印刷、遺物・記

録類の収納作業を行った。 

２
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１　地 理 的 環 境

　鶴岡市は山形県西部、庄内地方の南半分を占め、北は

庄内平野、西側は日本海に面し、南と東側は山地に囲ま

れ、出羽・朝日山地の西部に位置する。

　遺跡の立地する熊野長峰は、藤倉山中起伏山地に区分

され、地形的には山地および丘陵地である。水系的には

一級河川の赤川水系に属し、大戸川を経て大山川に注ぎ、

赤川に合流する。遺跡は熊野長峰の北側の緩斜面に立地

し、表層地質的には泥岩主体の砂岩・礫岩からなる固結

堆積物で、土壌的には褐色森林土壌で覆われている。遺

跡の付近では赤色風化がみられ、遺跡近くの大谷地区か

ら矢引地区に通じる旧道には、小豆色の土色から名づけ

られたともいわれている「小豆坂」が存在する。

　標高はＡ地点の中央部で約８０～８１ｍ、Ｂ地点の中央部

で約８８～８９ｍを測る。Ａ地点とＢ地点は南北に走る尾根

によって分断されており、地形的には同じ遺跡内での２

地点というより、まったく別の２遺跡といってよい。

　遺跡はＪＲ羽越本線水沢駅から南西に約２．８㎞の、熊野

長峰北側から連なる尾根上の緩斜面に位置する。　Ａ地

点からは眺望が開け、北東に広がる庄内平野や鳥海山、

北には高館山や荒倉山を望むことが出来る。遺跡が所在

する矢引地区は、昭和３０年までは西田川郡上郷村に属し

ていた。

　Ａ地点は北西方向に開けた斜面に立地しており、日当

たりも良い。調査区の南西部には沢があり、その始まり

には水量は少ないが湧水（ｋ・１１グリッド付近）がある。

遺構や遺物の多くは斜面の平坦部に位置していた。一方

Ｂ地点は、調査区の南側にある沢を取り囲むようにして

東側以外が尾根に囲まれ、Ａ地点の視界の開放的な景観

に対して、視界の閉鎖的な景観をなす。調査区南側の沢

は比較的水量が多く、渇水期でも水が枯渇することはな

かった。三方が尾根に囲まれていることによって、この

地方には珍しく風に悩まされることはなかったが、台風

通過のときは沢伝いに強風が吹き込むことがあった。

２　歴史的環境

　鶴岡市の旧市域の遺跡分布は、金峰山・虚空蔵山を中

心とした主に南西部の山地や丘陵に縄文時代や中世の遺

跡が多く分布し、古墳時代から平安時代の遺跡は平野部

に多く分布する。弥生時代の遺跡は三瀬の気比神社内の

宮の前遺跡から土器片が見つかっている。これまで、庄

内地方では平野部を中心に、ほ場整備や工業団地の造成

などの開発事業に伴い、遺跡の事前調査が行われてきた。

その結果平野部では、おもに古墳時代から平安時代にか

けての遺跡が多数調査され、その実態が明らかになりつ

つある。しかしながら、万治ヶ沢遺跡が立地するような

山地においては、遺跡が多数存在するにもかかわらず、

開発に伴う遺跡の事前調査は少なく、近隣の例では、平

成１４年に当センターが調査を行った西向遺跡がある。

　西向遺跡は万治ヶ沢遺跡と同じ上郷地区に所在する縄

文時代中期前葉の遺跡で、北陸の新保・新崎系土器がま

とまった量が出土し、中核集落と考えられている。その

ほか周辺で調査が行われ、ある程度遺跡の内容が明らか

になった遺跡として、奈良～平安時代に操業していた荒

沢窯跡群がある。これまで財団法人致道博物館と立正大

学によって調査が行われ、昭和３３年に県指定史跡に指定

されている。また、城館・経塚・墳墓など中世の遺跡が

多く確認されていることも鶴岡市の遺跡分布の特色とい

える。 

４

番号 遺跡名 種 別 時 代 番号 遺跡名 種 別 時 代
１ 万治ヶ沢遺跡 集落跡・窯跡 縄文・平安 ２７ 石山墳墓 墳墓 平安・中世
２ 行司免遺跡 墓域 奈良・平安 ２８ 地蔵堂山経塚遺跡 経塚 平安・中世
３ 菱津古墳 古墳 古墳 ２９ 広浜楯跡遺跡 城館跡 鎌倉
４ 火打崎Ｂ遺跡 集落跡 古墳 ３０ 大広Ａ遺跡 集落跡 縄文
５ 火打崎Ａ遺跡 集落跡 縄文 ３１ 大広菊台遺跡 祭祀跡 平安・中世
６ 西目経塚遺跡 経塚 中世 ３２ 大広Ｂ墳墓 墳墓 平安・中世
７ 山口Ｂ遺跡 集落跡 古墳 ３３ 矢引経塚遺跡 経塚 古墳
８ 山口Ａ遺跡 集落跡 縄文 ３４ 田川蓮華廃寺 寺院跡 奈良・平安・中世
９ 山口Ｃ遺跡 窯跡 平安 ３５ 柴田山遺跡 集落跡 縄文
１０ 金山Ａ須恵器窯 窯跡 平安 ３６ 関根Ｃ遺跡 集落跡 縄文
１１ 金山Ｂ墳墓 墳墓 平安・中世 ３７ 関根Ｆ遺跡 集落跡 縄文
１２ 由良金山窯跡 窯跡 平安 ３８ 関根Ｄ・Ｄ′遺跡 集落跡 旧石器・縄文
１３ 水沢遺跡 集落跡 平安 ３９ 関根Ｅ遺跡 集落跡 縄文
１４ 大戸遺跡 集落跡 平安 ４０ 熊野神社跡 社寺跡 不明
１５ 荒沢窯跡 窯跡 奈良・平安 ４１ 中山遺跡 集落跡 縄文
１６ 中沢遺跡 集落跡 平安 ４２ 西向遺跡 集落跡 縄文
１７ 玉林坊遺跡 寺院跡 中世 ４３ 御林Ａ・Ｂ遺跡 集落跡 旧石器・縄文
１８ 麓山遺跡 集落跡 縄文 ４４ 楯の山館遺跡 城跡跡 中世
１９ 烏塚墳墓 墳墓 平安 ４５ 浦田遺跡 集落跡 奈良・平安・中世
２０ 丸山集落跡 集落跡 縄文 ４６ 宮の前遺跡 集落跡 弥生
２１ 木の下舘跡 城舘跡 中世 ４７ 段塚墳墓 墳墓 中世
２２ 中里Ｄ遺跡 集落跡 奈良・平安 ４８ 旗本台遺跡 集落跡 縄文
２３ 楯川遺跡 集落跡 平安 ４９ 定福舘遺跡 城館跡 中世
２４ 水沢城の下遺跡 墳墓 平安・中世 ５０ 木谷地沢墳墓 墳墓 中世
２５ 中山遺跡 集落跡 縄文 ５１ 山田墳墓 墳墓 中世
２６ 石山楯遺跡 楯跡 中世 ５２ 鴻之巣寺遺跡 寺院跡 中世

表１　遺跡位置図地名表

Ⅱ　遺跡の位地と環境
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　Ａ地点・Ｂ地点とも遺構記号は現地調査で登録した分

類記号をそのまま踏襲したので、必ずしも遺構の性格と

分類記号が一致していない遺構があるが、本章では現地

調査で登録した記号をそのまま用い、Ⅴ章のまとめで、

遺構の性格について整理を行う。文中の木炭は原料の木

材の形態を保っているものを指す。木炭粒は木材の形態

を保っていないもので細かいものを指し、木炭片は木炭

粒より大きいものを指す。

　また、Ｂ地点から出土した遺物を対象に、胎土分析や

年代測定などの理化学分析を行った。理化学分析の結果

はⅣ章に記載してある。胎土分析で赤焼土器の呼称を用

いているが、委託時点ではまだ赤焼土器の呼称を用いて

いたため、本書では訂正せずにそのまま用いた。おおむ

ね、坏はⅠ１類に、内黒坏はⅠ５類・Ⅱ３・４類に、長

胴甕はⅤ１・２類に、小型平底甕はⅤ３～９類に、堝は

Ⅵ類に該当する。なお荒沢窯跡出土の須恵器に関しては、

鶴岡市教育委員会から分析資料を提供していただいた。

Ａ　地　点

１　Ａ地点の概略

　Ａ地点の調査では１０基の土坑、６９基のピット、３基の

性格不明遺構、炉跡と考えられる焼土を１基登録した。

　検出した遺構は、大きく縄文時代と考えられるものと、

平安時代と考えられるものがある。登録遺物は９１点で、

内訳は、自然礫１点、縄文土器片８０点、石器８点、平安

時代の土師器２点である。

　縄文時代と考えられる遺構はⅢ層を掘り込んでおり、

掘り方もしっかりしているものが多い（第２０図）。その

ほとんどはピットである。検出当初はｐ・５グリッド付

近で検出されたピット群が竪穴住居を構成すると考えた

が、その後の検討で、ピットの配列に竪穴住居の柱穴を

構成するような配列が見られないことから、竪穴住居を

構成するものではないと判断した。また明確に遺物を伴

う遺構はなかった。ピットは調査区西側のやや平坦な範

囲に多く分布する。

　縄文時代の遺物としては土器と石器があるが、遺物の

出土量はそれほど多くない。また、縄文時代と考えられ

るピットと遺物の分布に有意な関連性は見受けられな

かった（第６図）が、ｉ～ｊ・８～７グリッド付近で約

２ｍ四方に遺物の集中地点が見られた。付近は平坦部で

あることから、現地調査では遺構は検出できなかったが、

住居などの遺構が存在した可能性も考えられる。遺物の

分布は第９図に示した。また、表２・３は登録遺物の一

覧である。

　平安時代と考えられる遺構は、土坑と炭窯と考えられ

る遺構である。時期を決定できるような遺物は伴ってい

ないが、Ⅱ層を掘り込んでおり、縄文時代と考えられる

遺構より掘り方が浅いものが多い。時期不明の礫群とし

てＳＸ８３がある。

　遺物の分布も多くなく、調査区北側と、縄文時代の遺

物に混じって少量出土した（第６・９図）程度である。

２　平安時代の遺構

　最初に平安時代の遺構について記述し、続いて遺物に

ついて記述する。その後縄文時代の遺構について記述し、

続いて遺物について記述する。

ＳＫ２土坑（第２０図）

　ｈ・６グリッドに位置し、長軸１７５㎝、短軸１７０㎝、深

さ３７㎝を測る。調査区西側に位置し、平面形はほぼ円形

で、底面は凹凸がある。覆土は１層のみで黒褐色をなし、

固くしまる。遺物を伴わないが、Ⅱ層を掘り込んでいる

ことから、平安時代と考えられる。

ＳＫ３土坑（第２０図）

　ｇ・５グリッドに位置し、長軸１１０㎝、短軸１０５㎝、深

さ２４㎝を測る。ＳＫ２と隣接し、調査区西側に位置する。

平面形はほぼ円形で、覆土は３層からなる。床面は緩い

凹型である。遺構の西側の覆土上半に木炭片を含み、縁

辺ほどその密度が濃い。遺物を伴わないが、Ⅱ層を掘り

込んでいることから、平安時代と考えられる。

ＳＫ５土坑（第２０図）

　ｕ・－１１グリッドに位置し、長軸１００㎝、短軸８０㎝、

８

Ⅲ　遺 構 と 遺 物
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第５図　Ａ・Ｂ地点遺構配置図 
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第６図　Ａ地点遺構配置図 
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第７図　Ｂ地点遺構配置図 
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第８図　Ｂ地点平安時代遺構分布概念図 
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第９図　Ａ地点遺物分布図 
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１９

種別 番号 登録番号 接合関係 挿図
番号

遺物
番号 グリッド 標高（ｍ） 種別 器種 長

（㎜）
幅
（㎜）

厚
（㎜） 時代 時期 備 考

（数字は遺物番号と一致する）

Ｐ １ ８９ ｇ・６ ７９．９２６ 土器 体部？ ３１ ２１ ７ 縄文 不明

Ｐ ２ ９１ ６２ ４８３ ｇ・６ 土器 縄文

Ｐ ３ ９０ ｇ・６ ８０．０１６ 土器 深鉢体部 ４６ ３８ ６．５ 縄文 不明 摩滅著しい

Ｐ ４ ２９ ｇ・５ 土器 深鉢体部 ４４ ３９ ６ 縄文 不明 摩滅著しい

Ｐ ５ ２８ ｉ・６ ８０．５７１ 土器 深鉢体部 ２８ ４４ １０ 縄文 不明 摩滅著しい

Ｐ ６ ２６ ｉ・６ ８０．７９６ 土器 深鉢体部 ２９ ３３ １３ 縄文 不明 摩滅著しい

Ｐ ７ ２０ ６２ ４７０ ｉ・６ ８０．９０８ 土器 縄文

Ｐ ８ ８３ ｉ・６ ８０．８１３ 土器 深鉢体部 ４３ ３５ １１ 縄文 中期 ＲＬの縄文

Ｐ ９ ２５ ｉ・７ ８０．９８０ 土器 ３７ ４１ １１ 縄文 不明 体部にＲＬの縄文

Ｐ １０ ２４ ６２ ４７１ ｉ・７ ８０．９８０ 土器 縄文

Ｐ １１ ２２ ６２ ４７２ ｉ・７ ８０．８３８ 土器 縄文

Ｐ １２ ２３ ｉ・７ ８０．８０５ 土器 深鉢体部 ４４ ４８ １０ 縄文 不明 ＲＬの縄文

Ｐ １３ ２１ ｉ・７ ８０．９６４ 土器 深鉢体部 ２５ ３８ １０ 縄文 不明

Ｐ １４ ８２ ６２ ４７５ ｉ・７ ８０．９６８ 土器 縄文

Ｐ １５ １６ ｊ・７ ８０．９９６ 土器 深鉢口縁 ８５ ５３ １８ 縄文 中期 口縁部縦方向の沈線・横方
向の隆線

Ｐ １６ ８１ ｊ・７ ８０．８６５ 土器 深鉢体部 ４２ ３６ １１ 縄文 中期？ 摩滅著しい

Ｐ １７ ８０ ６１ ４５８ ｊ・７ ８０．８６５ 土器 縄文

Ｐ １８ １４ ｊ・７ ８０．９５５ 土器 深鉢体部 ４３ ５２ １０ 縄文 中期？ 横方向の隆線

Ｐ １９ １３ ＲＰ７９ ６１ ４５７ ｊ・７ ８１．０５１ 土器 縄文 ４５８と同一個体か

Ｐ ２０ ７９ ＲＰ１３ ６１ ４５７ ｊ・７ ８０．９６９ 土器 縄文

Ｐ ２１ ８４ ６２ ４７７ ｊ・６ ８０．９２１ 土器 縄文

Ｐ ２２ １８ ６１ ４５６ ｊ・６ ８０．８６１ 土器 縄文

Ｐ ２３ ８５ ６２ ４７８ ｊ・６ ８０．８６７ 土器 縄文

Ｐ ２４ １７ ｊ・６ ８１．０８５ 土器 深鉢体部 ３８ ２８ １０ 縄文 不明 無文

Ｐ ２５ ８６ ｊ・６ ８１．０２６ 土器 深鉢体部 ４１ ３４ １２ 縄文 中期？ 摩滅著しい

Ｐ ２６ １５ ｊ・６ ８１．０４１ 土器 深鉢体部 ２３ ２１ ９ 縄文 不明 摩滅著しい

Ｐ ２７ ８７ ６１ ４５４ ｊ・６ ８１．０２９ 土器 縄文

Ｑ ２８ ８８ ６０ ４４１ ｋ・６ ８１．１６０ 石器 縄文

Ｐ ２９ １２ ｌ・５ ８１．３２３ 土器 深鉢体部 ３３ ５８ １１ 縄文 中期？ 摩滅著しい

Ｐ ３０ １１ ６２ ４８４ ｌ・５ ８１．３６１ 土器 縄文

Ｐ ３１ １０ ６２ ４６９ ｌ・５ ８１．４１７ 土器 縄文

Ｐ ３２ ４１ ６１ ４５５ ｌ・５ ８１．４４０ 土器 縄文

Ｐ ３３ ２７ ｌ・４ ８１．４０７ 土器 縄文 不明 細片

Ｐ ３４ ８ ｎ・７ ８１．４５７ 土器 深鉢体部 ４０ ４３ ９．５ 縄文 後期？ ＲＬ縄文

Ｑ ３５ ６ ６０ ４４４ ｏ・８ ８１．５５６ 土器 縄文

Ｐ ３６ ７ ６１ ４５０ ｏ・８ ８１．６５７ 土師器 長胴甕 平安 土師器

Ｐ ３７ ５ ６２ ４８１ ｏ・９ ８１．７１６ 土器 縄文

Ｐ ３８ ４ ６２ ４８２ ｏ・９ ８１．７２５ 土器 縄文

Ｑ ３９ ３ ５８ ４２９ ｐ・９ ８２．０７０ 石器 縄文

Ｑ ４０ ２ ６０ ４３９ ｑ・８ ８２．３８７ 石器 縄文

Ｓ ４１ １ ｒ・８ ８２．５０１ 自然礫

Ｐ ４２ ９ ｎ・４ ８１．６７３ 土器 不明 縄文 不明 細片

Ｐ ４３ ４０ ｑ・４ ８２．０２７ 土器 深鉢体部 ２６ ２６ 縄文 中期？ ＲＬの縄文

Ｐ ４４ ７０ ｋ・０ ８０．２０９ 土器 深鉢体部 ３０ ２２ ６ 縄文 不明 摩滅著しい

Ｐ ４５ ７１ ｌ・０ ８０．６１０ 土器 深鉢体部 ３４ ２６ ７ 縄文 不明 摩滅著しい

Ｐ ４６ ６９ ６１ ４６０ ｌ・－１ ８０．３５０ 土器 縄文

Ｐ ４７ ６８ ｌ・－１ ８０．０２３ 土器 底部 ４５ ５６ ８ 縄文 不明

表２　Ａ地点出土遺物（１）　　　種別　　土器　Ｐ　　石器　Ｑ　　自然礫　Ｓ　　番号は第９図の番号と一致する
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２０

種別 番号 登録番号 接合関係 挿図
番号

遺物
番号 グリッド 標高（ｍ） 種別 器種 長

（㎜）
幅
（㎜）

厚
（㎜） 時代 時期 備 考

（数字は遺物番号と一致する）

Ｐ ４８ ３１ ｌ・－１ ８０．４３６ 土器 深鉢口縁 １９ ４５ １０ 縄文 不明 摩滅著しい

Ｐ ４９ ６７ ６１ ４６６ ｌ・－１ ８０．０５０ 土器 縄文

Ｐ ５０ ３２ ｌ・－２ ７９．９０４ 土器 口縁部 ２１ ５２ １１ 縄文 不明

Ｐ ５１ ６６ ６１ ４６３ ｌ・－２ ８０．０３６ 土器 縄文

Ｑ ５２ ７４ ６０ ４４３ ｍ・１ ８１．０６８ 石器 縄文

Ｐ ５３ ７３ ６１ ４６４ ｍ・０ ８０．９１０ 土器 縄文

Ｐ ５４ ７２ ６１ ４６１・４６２ ｍ・０ ８０．８０７ 土器 縄文

Ｐ ５５ ６５ ６２ ４７６ ｎ・１ ８０．４４３ 土器 縄文

Ｐ ５６ ６４ ６１ ４５３ ｎ・１ ８１．３５０ 土器 縄文

Ｐ ５７ ３０ ６２ ４７３ ｎ・０ ８１．３０５ 土器 縄文

Ｑ ５８ ６３ ５９ ４３７ ｎ・０ ８１．１１７ 石器 縄文

Ｐ ５９ ６２ ｎ・－１ ８０．５０７ 土器 深鉢体部 １８ ２６ １４ 縄文 中期？ 横方向の隆帯

Ｐ ６０ ６１ ｎ・－１ ８０．５７４ 土器 深鉢体部 ３２ ３９ ８ 縄文 不明 体部無文

Ｐ ６１ ５６ ｎ・－１ ８０．７１８ 土器 不明 縄文 不明 細片

Ｐ ６２ ５４ ｏ・－２ ８０．５９２ 土器 深鉢体部 ２３ ２４ ８ 縄文 不明 摩滅著しい

Ｐ ６３ ７６ ＲＰ７８ ６２ ４７４ ｐ・１ ８１．４４１ 土器 縄文

Ｐ ６４ ７７ ｐ・０ ８１．４２０ 土器 深鉢底部 ７９ ６４ １６ 縄文 中期？

Ｐ ６５ ７８ ＲＰ７６ ６２ ４７４ ｐ・０ ８１．３９８ 土器 縄文

Ｑ ６６ ５９ ６０ ４４０ ｐ・－１ ８０．９７５ 石器 縄文

Ｐ ６７ ５２ ｐ・－３ ８０．６１７ 土器 深鉢体部 ３２ ３８ ７ 縄文 ＬＲの縄文・４５９と同一個
体？

Ｐ ６８ ５１ ｐ・－３ ８０．７０３ 土器 浅鉢 ２４ ７４ １２ 縄文 中期 隆線・沈線

Ｐ ６９ ４９ ｐ・－３ ８０．７２４ 土器 深鉢体部 ２５ ３５ ７ 縄文 中期 横方向の隆線・沈線

Ｐ ７０ ５０ ｐ・－３ ８０．７１５ 土器 深鉢体部 ２４ ３６ １１ 縄文 中期 横方向の沈線・ＬＲの縄
文・ＲＰ４９と同一個体

Ｐ ７１ ５５ ｑ・－３ ８０．８０８ 土器 口縁部 １７ ４０ １１ 縄文 中期？ 横方向の隆帯・横方向の沈
線

Ｐ ７２ ４８ ＲＰ５２・
５８ ６１ ４５９ ｑ・－３ ８０．９２０ 土器 縄文

Ｐ ７３ ５８ ＲＰ４８ ６１ ４５９ ｑ・－３ ８０．８１８ 土器 深鉢体部 ３８ ６４ ７ 縄文 後期 ＬＲの縄文・４５９と同一個
体？

Ｐ ７４ ５３ ｑ・－３ ８０．８２３ 土器 深鉢体部 １８ ３１ ６ 縄文 不明 体部に縄文？

Ｐ ７５ ４５ ６１ ４６７ ｑ・－２ ８０．９１３ 土器 縄文

Ｑ ７６ ４６ ６０ ４４７ ｑ・－２ ８０．９１３ 石器 縄文

Ｐ ７７ ４７ ｑ・－１ ８０．９３１ 土器 深鉢体部 ３６ ３９ ８ 縄文 不明 ＲＬの縄文・横方向の沈線

Ｐ ７８ ３８ ｑ・０ ８１．１９３ 土器 底部 ４４ ５５ １４ 縄文 不明 摩滅著しい

Ｐ ７９ ７５ ６２ ４７９・４８０ ｑ・０ 土器 縄文

Ｐ ８０ ４２ ６１ ４６５ ｑ・０ ８１．２２４ 土器 縄文

Ｐ ８１ ４３ ｑ・０ ８１．２４１ 土器 深鉢体部 ２１ ３４ ９ 縄文 不明 ＲＬの縄文

Ｐ ８２ ３９ ｑ・０ ８１．２４７ 土器 深鉢体部 縄文 不明 細片

Ｐ ８３ ４４ ｑ・－１ ８１．２５９ 土器 深鉢体部 ３３ ２９ ７ 縄文 不明

Ｐ １９ 土器 深鉢体部 ２３ ２２ １０ 縄文 中期？

Ｐ ３３ ＲＰ３４ ６１ ４４８ ｗ・－１５ ８２．９０２ 土器 縄文

Ｐ ３４ ＲＰ３３ ６１ ４４８ ｗ・－１５ ８２．８９３ 土器 縄文

Ｐ ３７ ｗ・－１５ ８２．８８０ 土師器 坏 平安

Ｐ ６０ ８０．３８４ 土器 縄文

表３　Ａ地点出土遺物（２）
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深さ２５㎝を測る。平面形は南北方向に長い楕円形をなす。

床面はゆるい凹型である。覆土は２層からなり、上層は

木炭粒と焼土を含み、下層は地山を含む。遺物を伴わな

いが、Ⅱ層を掘り込んでいることから平安時代と考えら

れる。

ＳＫ５９土坑（第２０図）

　ｇ・２グリッドに位置し、長軸１１０㎝、短軸１０４㎝、深

さ１４㎝を測る。平面形はほぼ円形で、覆土は２層からな

る。床面は凹型をなす。上層は木炭粒を大量に含み、焼

土も混じる。下層は焼土で被熱して出来たものである。

遺物を伴わないが、Ⅱ層を掘り込んでいることから平安

時代と考えられる。

ＳＫ４土坑（第２０図）

　ｌ・６グリッドに位置し、長軸（１１５）㎝、短軸１１０㎝、

深さ２２㎝を測る。西側が削平されてしまったが、ほぼ円

形である。床面はゆるい凹型である。覆土は２層からな

り、上層は木炭粒と焼土を含む。下層は地山を含む。遺

物を伴わないが、Ⅱ層を掘り込んでいることから平安時

代と考えられる。

ＳＫ８２土坑（第２０図）

　ａａ・１４グリッドの北西向きの斜面に位置し、長軸１１０

㎝、短軸１０８㎝、深さ３５㎝を測る。平面形はほぼ円形で、

ＳＱ１０８１とともに、Ａ地点では最も標高の高いところに

位置する。覆土は３層あり、床面の焼土は被熱してでき

たものである。本来は床面に広く被熱した範囲が広がっ

ていたと考えられる。遺物の出土は無かった。斜面に位

置していることからⅡ層は確認できなかったが、覆土や

掘り込みの様子から平安時代と考えられる。

ＳＱ８１窯跡（第２１図）

　ａａ・１０グリッドの南西向きの斜面に位置し、長軸

（６６８）㎝、短軸（２０８）㎝、標高は遺構中央部で８７．２７

ｍである。平面形は南北方向に長い形をなす。表土の直

下で確認し、ほとんど覆土はない状態であった。南西側

は斜面により崩れてしまった可能性も考えられる。長軸

方向に直行するように緩やかな凹凸がある。遺構の両端

に窪んだ部分がある。土器などの遺物の出土は無かった

が、床面からは木炭が出土した。斜面に位置しているこ

とからⅡ層は確認出来なかったが、表土直下で確認でき

たことや、覆土の様子から、平安時代と考えられる。

３　縄文時代の遺構

ＳＬ４２炉跡（第２０図）

　ｌ・３グリッドに位置する。土層観察のためのトレン

チ掘りを行った時に、断面で焼土が確認できたため、そ

の断面を手がかりに平面で確認したものである。層位的

にはＳＫ７７の覆土上面に位置すると思われる。伴う遺物

はなかったが、Ⅲ層を掘り込んでいることから、縄文時

代と考えられる。

ＳＰ４７ピット（第２０図）

　ｋ・２グリッドに位置しＳＬ４２と同じように、土層観

察のためのトレンチ掘りを行った時に断面で確認でき、

断面を手がかりに平面で確認したものである。平面形は

不明だが、断面では幅６０㎝を測る。伴う遺物はなかった

が、Ⅲ層を掘り込んでいることから、縄文時代と考えら

れる。

ＳＫ７７土坑（第２０図）

　ｌ・２～３グリッドに位置し、残存値で長軸（１７０）㎝、

短軸（６０）㎝を測る。断面の観察からⅢ層を掘りこんで

おり、層位的にはＳＬ４２より古い。断面はＵ字型をなす

溝状の遺構である。東側の床面より人頭大の礫が出土し

たが、被熱や加工の痕跡は無かった。Ⅲ層を掘り込んで

おり、縄文時代と考えられる。

ＳＸ７０性格不明遺構（第２１図）

　ｑ・４グリッドの平坦部に位置し、長軸２５０㎝、短軸

１３８㎝、深さ７３㎝を測る。平面形は不整な長方形で、覆土

は礫や炭化粒を含む。遺物の出土は無かった。Ⅲ層を掘

り込んでいることから、縄文時代と考えられる。

ＳＸ８０性格不明遺構（第２２図）

　ｖ～ｗ・１４～１６グリッドの北西向きの斜面の等高線に

平行な平坦面に位置する。礎石のような扁平な人頭大か

らそれよりも大きい花崗岩や安山岩の礫が分布し、ほぼ

長方形に分布している様子が見受けられた。付近から時

期を決定するような遺物の出土はなかった。礫がⅡ層中

にあることから、平安時代以降と考えられる。

ＳＸ８５性格不明遺構（第２１図）

　ｔ・－１３グリッドの南西向きの斜面に位置する。長軸

５２０㎝、短軸１５１㎝を測る。平面形は長円形で、覆土は礫

を含んだシルト、または礫層である。床面は凹凸があり、

被熱や人為的な掘削の痕跡は無く、遺物は伴わない。プ

２１
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ラン確認の段階では、プランの形状や立地から半地下式

の窯跡の可能性を考えたが、覆土の状態や壁の状況から

人為的なものではないと判断した。

４　遺構外出土遺物

土　器

平安時代

　４４８・４４９は回転糸切りの土師器坏である。Ｂ地点の土

器の分類に当てはめると、坏（Ⅰ）の１類に分類できる。

４５０は土師器甕の体部で、非ロクロ成形と思われる。外

面はハケメ調整が施され、内面はナデ調整が施される。

Ａ・Ｂ地点を通して外面ハケメ調整の土師器は本例のみ

である。

縄文時代

　４５１は、外面はＲＬとＬＲの２種類の原体で施文を行う。

ＲＬの原体は節が太く短い。内面は貝殻条痕を施す。４５２

は深鉢の口縁部の取手である。４５３は口縁部で、沈線で

区画し、内側をＬＲの縄文で施文する。４５４・４５５は同一

個体と考えられ、口唇部に竹管による刺突と沈線で施文

されている。内面は横方向のミガキが施される。４５６は

遺存状態不良である。口唇部に刻み目があり、ＬＲの縄

文が施文され、横方向の沈線がある。４５７・４５８は同一個

体と考えられる。地文はＲＬの縄文で、沈線で区画され

る。４５９は波状口縁で、ＬＲの地文を沈線で区画する。

４６０は地文のＲＬの縄文を山形やクランク文の沈線で区

画する。４６１・４６２は同一個体と考えられる。沈線を施す。

４６３は地文のＲＬの縄文に、粘土紐を貼り付けた隆線があ

る。４６４は器面が摩滅しているが、ＲＬの縄文が施文さ

れる。４６５はＲＬの縄文と、縄文の先端部を押圧している。

４６６は体部だが遺存状態が悪い。４６７～４７３はＲＬの縄文が

施文される。４７４は表面が摩滅している。４７５は表面に縦

方向の太いナデがある。縄文が施文されるが、撚りは不

明である。４７６はＬＲの縄文が施文される。４７７・４７８は

ＲＬの縄文が施文される。４７９・４８０は同一個体と考えら

れ、ＲＬの縄文が施文される。４８１・４８２は同一個体と考

えられ、羽状縄文が施文される。４８３・４８４は底部で、４８３

は急角度で立ち上がり、４８４は緩やかに立ち上がる。

石　器

　４３５は剥片である。表皮があることから剥離の最初の段

階の剥片である。４３６は平基無茎の石鏃で、先端部が欠

損している。４３７は厚みのある縦長剥片を用いた縦長の石

匙である。腹面の右側辺に背面から急角度の剥離を施し

て打面とし、そこから背面（背面左側の剥離面）にむけ

て押圧剥離を行っている。腹面を中心に全体的に光沢が

みられ、使い込まれた感じである。４３８も４３７と同じよう

な剥離を行う。本来は先端が尖っていたと思われるが、

欠損したために刃部を平坦に再生したと考えられる。４３９

は節理が発達している。先端部に二次加工がある。削器

の欠損品の可能性もある。４４０は縦長の剥片を素材とし、

背面両側辺と腹面右側辺から下部にかけて刃部をつくり

だす。４４１～４４６は剥片である。４４３は先端がヒンジ・フ

ラクチャーになる。４４６は縞状の筋が入る黒曜石の剥片で

ある。４４７は安山岩製の凹石である。

Ｂ　地　点

１　Ｂ地点の概略

　Ｂ地点の調査では、主な遺構として陥し穴２基、焼土

を伴う遺構２８基、土坑６基、性格不明遺構６基、地下式

の木炭窯３基を確認した。Ａ地点と同じように、縄文時

代と平安時代の遺構である。

　縄文時代と明確に考えられる遺構は、２基の陥し穴で、

遺物としては縄文土器と石器が出土した。

　Ｂ地点の遺構と遺物の中心をなすのは平安時代のもの

で、多数の遺構を検出し、多数の遺物が出土した。重機

による表土除去の段階で鉄滓が出土し、精査で遺構に

伴って出土することが期待されたが、遺構に伴って出土

したものは１点もなかった。土師器は焼成不良のものが

多く、器面の剥落や土中で胎土が溶け出したものも多く、

全形はわかっても、ケズリやミガキなどの調整が観察で

きないものもあった。

　遺物観察表のグリッド毎出土点数は、接合した破片の

出土地（遺構・グリッド）をあらわしている。カッコ内

の数字は破片数を表している。２３－１はＳＱ１００１・Ｓ１５

（１）となっており、ＳＱ１００１のＳ・１５グリッドから１

点出土していることを表す。２３－５はＳＱ１００２（２）＋

Ｔ１１（１）となっており、ＳＱ１００２で取り上げた遺物が

２点、Ｔ・１１グリッドで取り上げた遺物が１点の計３点

が接合していることを表す。Ｆは遺構の覆土で取り上げ

たことを示している。復元された遺物の帰属であるが、

２２
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破片が複数のグリッドや遺構、あるいは遺構とグリッド

にまたがる場合があるが、遺構で取り上げられた破片が

ある場合には遺構に帰属させた。複数のグリッドにまた

がっている場合には、破片数の多さよりも、より本来の

器形をあらわしている方に帰属させたので、破片数が少

ないグリッドの帰属になっている場合がある。グリッド

毎の出土点数を示すことにより、復元された土器の破片

の散らばりや、接合関係を客観的に示そうとしたもので

ある。

２　平安時代の遺構と遺物

　最初に平安時代の遺構と、そこから出土した遺物につ

いて記述し、続いて平安時代の遺構外出土の遺物につい

て記述する。その後に縄文時代の遺構と遺物について記

述する。

ＳＱ１００１窯跡（第１０図・第２３図）

　Ｓ・１４～１５グリッドの比較的平坦な面に位置し、長軸

１５５㎝、短軸１４０㎝、深さ４４㎝を測る。平面形はほぼ円形

である。覆土には焼土や木炭粒を含み、東側の壁と床の

ほぼ全面に弱い被熱の痕跡が認められた。底面は凹凸が

なく平坦面が多くなだらかで、壁は比較的急に立ち上が

る。

　遺物は覆土からの出土で、土師器の坏・内黒坏・平底

甕・長胴丸底甕のほか、製塩土器片などが出土している。

遺物の遺存状態は悪く、器形がわかるまで復元できたも

のはなく、平底甕の底部と、長胴丸底甕と考えられる口

縁部を図示した。プラン確認の際の観察では、ＳＱ１００２

に切られていた。

ＳＱ１００２窯跡（第１０図・第２３図）

　Ｓ～Ｔ・１４～１５グリッドの比較的平坦な面に位置し、

長軸１３８㎝、短軸１３５㎝、深さ３８㎝を測る。平面形は楕円

形をなす。覆土の１層目には焼土があり、３層目は木炭

粒や木炭片を大量に含み、黒褐色をなす。東側の壁や床

面のほぼ全面に弱い被熱の痕跡が認められた。底面は凹

凸がなくなだらかで、壁もなだらかに立ち上がる。プラ

ン確認の際の観察ではＳＱ１００１を切っている。

　遺物は覆土からの出土で、土師器坏・平底甕・長胴丸

底甕のほか、須恵器壺片や支脚などが出土している。遺

物の遺存状態は悪く、土師器坏・土師器長胴甕・須恵器

壺を図示した。５は須恵器の壺の肩の部分で、ヘラ状の

工具で押しなでた後にナデ調整を行った様子がうかがえ

る。その後に２本で１単位の沈線をめぐらす。

ＳＱ１００３窯跡（第１０図）

　Ｓ～Ｔ・１３～１４グリッドの比較的平坦な面に位置し、

長軸（１８０）㎝、短軸（１６７）㎝、深さは西側で（４５）㎝

を測るが、遺構の大半（東側）は杉の根により破壊され

ているため、本来の大きさや平面形は不明である。断面

観察ができた遺構西側の観察では、覆土は３層あり、壁

や床面は被熱して赤色化していた。床面の直上には炭が

堆積している。

　遺構のほとんどが破壊されているために遺物の出土数

は少なく、土師器の坏の破片が出土したのみで、図示で

きる物はなかった。

ＳＱ１００４窯跡（第１０図・第２３図）

　Ｐ・７～８グリッドの南向きの斜面に位置し、Ｂ地点

から見つかったら遺構の中では最も標高が高い。長軸１１４

㎝、短軸９５㎝、深さ５１㎝を測る。平面形は楕円形をなす。

覆土は１層のみであるが、土器が覆土の中程から同一レ

ベルで出土しており、分層できた可能性がある。床はや

や凹凸があって傾斜しており、北側の壁はなだらかに立

ち上がる。壁や床面が被熱した痕跡は認められなかった。

　遺物は覆土中から土師器の坏や甕類が出土した。その

内、坏を３点図示した。６は器厚がほぼ均一でロクロメ

はあまり目立たない。７は他の２点に比べ口縁部に厚み

を持ち、口縁部の外側に面を持つ。８は６より体部が急

に立ち上がる。

ＳＱ１００５窯跡（第１０図・第２３図）

　Ｐ・８グリッドの南向きの斜面に位置する。長軸１８２㎝、

短軸１１２㎝、深さ（３４）㎝ を測る。平面形は斜面の山側

の２辺が直線の方形基調をなす。床面のほぼ全面と、壁

に被熱した痕跡が認められた。床面の直上には炭が厚く

堆積していた。床面は凹凸がなく比較的平坦である。プ

ラン確認の段階ではＳＱ１００６を切っていることが確認で

きた（写真図版１０）。

　遺物は覆土からの出土で、土師器の坏や甕類が出土し

ている。遺存状態は悪く、器形がわかるまで復元できた

ものはなく、土師器坏と堝を図示した。９の坏は内面に

黒斑が認められ、口縁部の直下に厚みを持つ。１１は堝で

焼成不良だがカキメ調整が見られる。内面に黒色の木炭

粒が付着している。

２３
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ＳＱ１００６窯跡（第１０図・第２３図）

　Ｐ・９グリッドの南向きの斜面に位置する。プラン確

認の段階では周囲より色の濃い茶褐色の楕円形プランが

確認できた（写真図版１０）が、掘り進めるうちにプラン

の輪郭がはっきりしなくなり、最終的には焼土の一部し

か確認できなかった。焼土の南西部に被熱の痕跡がある

ので、周辺の落ち込みくらいまで本来の遺構が広がって

いた可能性がある。確認できた焼土はＳＱ１００５の床面と

同じように、床面が被熱した焼土である。確認できた焼

土は長軸４６㎝、短軸４２㎝である。

　遺物はプランを確認した段階で取り上げたものを含み、

床面や壁面が明確に確認できなかったことから、本遺構

以外のものも含む可能性がある。土師器の坏や甕類が出

土した。遺存状態は悪く、土師器坏１点を図示した。１２

の坏は体部が急角度で立ち上がる器形で、内外面に炭化

粒が付着している。

ＳＱ１０２３窯跡（第１０図・第２６図）

　Ｑ・９グリッドの南向きの斜面に位置し、長軸１７１㎝、

短軸１３４㎝、深さ２４㎝ を測る。平面形は山側に直線を持

つ方形基調を呈し、ほかの遺構との切り合い関係はない。

覆土は焼土や木炭粒を含む。床面は南東部分を除いてほ

とんどが被熱して焼土化しており、やや凹凸があるが比

較的平坦である。遺構西側の方が被熱の痕跡が強い。

　遺物の出土量は少なく、土師器坏のみの出土である。

遺存状態も悪く、坏の断面１点を図示した。５１は内面に

炭化粒が付着している。

ＳＱ１００７窯跡（第１１図・第２３・２４図）

　Ｏ～Ｐ・１２グリッドの傾斜変換線付近に位置し、長軸

１６６㎝、短軸１６１㎝、深さ５３㎝を測る。平面形はほぼ円形

をなす。覆土は木炭粒を少量含む層が多く、床面に近い

層ほど木炭粒が多くなる。覆土中に焼土を含む。床面の

大部分と壁の一部が被熱し、焼土化している。特に西側

でその傾向が強い。床面は平坦で、壁はほぼ垂直に立ち

上がる。

　遺物は覆土の上層や中層からも出土しているが、小型

の破片が多い。下層からは比較的依存状態の良い大型の

破片が出土した。土師器の坏や甕などが出土しており、

土師器坏４点と土師器鉢１点を図示した。土師器の坏は

法量的に大きい１３と、それより小さい１４と１７に分かれる。

１３は底部に炭化粒が付着している。１７は体部外面に黒斑

が見られる。１５は脚付きの鉢で、外面はケズリを施し、

内面はハケメ調整を行う。

ＳＱ１０１９窯跡（第１１図）

　Ｐ・１２～１３グリッドの平坦部に位置する。焼土のみの

確認で、長軸（１２１）㎝、短軸（９８）㎝ を測る。確認で

きた焼土は床面が被熱して出来たものである。本来の形

は不明だが、床面のほかに壁もあったと考えられる。焼

土は平坦であるが、木の根によって欠落している部分が

ある。

　遺物は土師器の坏が少量出土しているが、遺存状態が

悪く、図示できるものはなかった。

ＳＱ１０２０窯跡（第１１図・第２５図）

　Ｐ～Ｑ・１２～１３グリッドの平坦部に位置し、長軸１０８㎝、

短軸７５㎝、深さ１４㎝を測る。平面形は長円形をなす。覆

土は木炭粒や木炭片・焼土を含み、火山灰と見られる白

色シルトをブロック状に含む。床面に僅かであるが被熱

した痕跡が認められた。壁には被熱の痕跡はなかった。

床面は平坦で、壁は急に立ち上がる。

　遺物は覆土からの出土で、土師器の坏や甕が出土して

おり、土師器坏３点を図示した。２５は胎土が緻密で焼成

が良く、口唇部に厚みを持つ。体部外面から底部にかけ

て暗褐色の部分がある。２６の上半部は褐色だが、下半部

は暗褐色の部分が多い。口縁部の内外に炭化物とみられ

る付着物がある。２７は焼成不良のため、内外面の器面の

剥落が目立つ。底部に炭粒が付着している。

ＳＸ１０２１性格不明遺構（第１１図・第２５・２６図）

　Ｑ～Ｒ・１２～１３グリッドの平坦部に位置する。東西方

向に細長い浅い掘り込みで、長軸３０４㎝、短軸１６２㎝を測

る。西側の最深部で深さは２３㎝である。プランは確認で

きたが、しっかりと掘りこんでいる様子ではなかった。

床面や壁面には被熱した痕跡は認められず、覆土からは

焼土や木炭粒が出土した。

　遺物は覆土からの出土で、比較的多くの遺物が出土し、

遺存状態の良いものが多い。土師器の坏、甕、鉢、堝、

製塩土器などが出土した。土師器坏１４点、堝２点、鉢２

点、甕１点、製塩土器１点を図示した。２８・２９は胎土が

緻密である。外面の上半部は横方向のミガキを施し、下

半部は横方向の回転ケズリを行う。底部は切り離し後に

回転ケズリ調整を行う。内面上半部は横方向、下半部は

縦方向のミガキ調整を行い、黒色処理を行う。３０は見込

２４
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みが広く、内面はしっかりと焼けているが、外面は器面

の剥落が見られる。３１は外面底部の立ち上がり部分に横

方向の手持ちのヘラケズリを施す。体部下半には黒斑が

認められる。３２は焼成良好で、内面の体部立ち上がり部

分に粘土の接合の痕跡がみられる。マキアゲ・ミズビキ

法による、粘土の接合痕と考えられる。３３は胎土が緻密

で、内面が黒褐色に変色している部分があり、外面に炭

粒が付着している。３４・３６は胎土が緻密で、外面のロク

ロメは目立たず、内面は平滑である。３４は内外面に木炭

粒が付着し、断面が黒褐色の部分がある。３５は焼成不良

で器面の剥落が著しい。３７は焼成不良で、胎土が黄橙色

をなし白っぽい。３８は底径に対して口径が小さく、器面

が剥落している。３９は内外面の器面の剥離と、体部外面

から底部にかけて黒斑がみられる。４０は口縁直下に厚み

を持つ。４１はあまりロクロメが目立たない。４２は脚付の

鉢である。体部を穿孔して脚の先端を挿入し、接合部に

ナデ調整を行う。４３・４５は鉢に分類した。４３は体部外面

にケズリ調整を施す。４４は製塩土器で、ほかの種別より

混入物の割合が多く、輪積みの痕跡が明瞭である。４６は

長胴甕の体部で、体部外面はタタキ、内面はアテ痕がみ

られ、丸底の長胴甕と考えられる。４７は台付の鉢で、台

の部分に黒斑が見られ、外面に炭粒が付着している。焼

成不良で、器面の剥落が見られる。

ＳＸ１０２２性格不明遺構（第１１図・第２６図）

　Ｒ・１３グリッドの平坦部に位置し、残存値は長軸（９４．０）

㎝、短軸（７５．０）㎝、深さ（２４．０）㎝を測る。平面形は

長円形をなしていたと考えられる。覆土は、上面に火山

灰と思われる白色シルトをブロック状に含む層があり、

それ以外は焼土や木炭粒を含む層である。焼土は二次堆

積である。

　遺物は覆土からの出土で、土師器の坏、甕などが出土

しており、そのうち坏３点を図示した。４８は小振りの坏

で、焼成不良により器面の剥落が見られる。４９は比較的

焼成が良好で、口縁部の直下に厚みを持つ。体部外面に

小さな黒斑がある。５０は接合している破片の片方は黒色

で、もう片方は褐色なので破損後に被熱している可能性

がある。

ＳＫ１０３６土坑（第１１図・第３３図）

　Ｐ・１２グリッドの平坦部に位置し、長軸５０㎝、短軸４８

㎝、深さ２５㎝を測る。平面形は不正形な方形である。掘

り込みはしっかりとしており、覆土は焼土と木炭粒や木

炭片が混在し、固く締まる。

　遺物は土師器の坏が少量出土した。遺存状態は悪く、

坏の断面を１点図示したのみである。５１は焼成不良で、

内面に炭粒が付着している。

ＳＱ１０３７窯跡（第１１図・第３３図）

　Ｐ・１１～１２グリッドの平坦部に位置し、長軸１５４㎝、

短軸１４６㎝、深さ４５㎝を測る。平面形はやや不正形な円形

を呈する。覆土の最上層に焼土があり、被熱し固く焼き

締まっていたが、北半分は木の根によって破壊されてい

た。本遺構の南西部（ＳＱ１００７との間）に焼土があり、

それと一体であった可能性もある。焼土の上には人頭大

の円礫が複数あった。円礫は木の根に添うように位置し、

焼土に本来的に伴うものかどうかは不明である。ただ、

人頭大の円礫は、地山および調査区南側の沢には含まれ

ないことから、人為的に持ち込まれたものであると考え

られる。覆土の中層は木炭粒を僅かに含み、下層は比較

的木炭粒を多く含む。床面はほぼ平坦で、北側の壁はほ

ぼ垂直に立ち上がる。壁の北東側と、床面の北東部分で、

僅かであるが被熱の痕跡を認めた。

　遺物は覆土からの出土で、特に上層と中層からの出土

が多い。比較的多くの遺物が出土したが、器種は土師器

の坏と甕に限定される。１２２・１２３は焼成不良で、器面の

剥落がある。共に胎土は黄橙色をなし白っぽい。１２４は

底部切り離し後に回転ヘラケズリ調整を行い、底部の立

ち上がり部分にケズリを施す。器面の内外面とも黒褐色

を呈する。１２５は底部のタタキ成形を行う長胴丸底甕で、

底部に黒斑がある。１２６も口縁の形や器厚から長胴丸底甕

と考えられる。１２７はロクロ成形で、体部下半部には縦

方向のハケメ調整が施され、内面には横方向のカキメが

ある。長胴平底甕と考えられる。１２８・１２９は平底甕で、

ロクロ成形で内外面とも無調整である。２点とも比較的

焼成は良好である。

ＳＫ１０５４土坑（第１１図）

　Ｑ・１２グリッドの平坦部に位置し、長軸６８㎝、短軸６２

㎝、深さ２７㎝を測る。平面形は不正形な方形をなす。Ｓ

Ｋ１０３６と同様に掘り込みはしっかりとしており、覆土は

焼土と木炭粒が混在し、固く締まる。遺物の出土は無い。

ＳＱ１０１８窯跡（第１２図・第２４図）

　Ｎ～Ｏ・１１グリッドの傾斜変換線付近に位置し、長軸

２５
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３０８㎝、短軸２６６㎝、深さ６５㎝を測る。平面形は基本的に

方形状だが、南東側の斜辺が湾曲する。覆土は最下層が

木炭粒主体の層で、その上に焼土主体の層が堆積し、南

側が焼土の量が多い。この焼土は固く焼きしまってはい

ないが、被熱して焼土化したと考えられる。その焼土主

体の層の上に炭主体の層が堆積する。火山灰らしき灰白

色のシルトをブロック状に含む層もある。北東斜辺に

ピットが１基あり、深さは１２㎝である。

　床面は北隅と南辺を結ぶように緩やかな凹面をなし、

壁は東側が比較的急にたちあがり、西側は緩やかに立ち

上がる。床の南西角の一部（ＥＬ１）と、南東側の斜辺

の凸部分（ＥＬ２）が被熱しており、赤色で硬化してい

る。ＥＬ１は被熱した部分がやや窪んでいる。南側の壁

の一部（ＥＬ３）も被熱し赤色変化しているが、ＥＬ

１・２ほど被熱の痕跡は強くない。また、本遺構の南側

に焼土があるが、本遺構との関係は不明である。

　遺物は覆土からの出土で、覆土下層の炭主体の層と焼

土主体の層の上からの出土である。土師器の坏や甕など

が出土しており、坏３点、甕２点、堝２点を図示した。

１８は口縁付近の断面に黒色化した部分がある。胎土は浅

黄橙色をなし、白っぽい。１９は胎土が緻密で、器面の内

外面に横方向の明確なミガキを施す。口縁部の内外面に

炭化物とみられる付着物があり、口縁が厚い。２０は器高

が高く口径が小さい器形で、外面上半部に暗褐色に変色

した部分がある。口縁部に厚みを持つ。２１・２２は口縁の

形や器厚から平底甕と考えられる。２１は焼成が良好であ

るが、２２は焼成不良で器面の摩滅が著しい。２３・２４は堝

である。２３は焼成が良好である。接合する一方が暗褐色

化しており、もう一方は明褐色で色が異なる。

ＳＱ１０４０窯跡（第１２図・第３４図）

　Ｌ・１２グリッドに位置し、南東向きの斜面に位置する。

ＳＱ１０４１とＳＱ１０４４の間に位置する。北西部（山側）に

壁がある。焼土の残存値は、長軸７５㎝、短軸６４㎝である。

焼土は被熱したもので、やや凹凸がある。木の根によっ

て一部撹乱を受けている。ＳＱ１０４１との前後関係や明確

な境界は不明である。

　遺物は土師器の坏や甕が出土している。坏１点を図示

した。１３７は底部を欠損していて底部の状態は不明だが、

坏に分類しておく。胎土が緻密で混入物は少ない。外面

は口縁付近に横方向のミガキを行い、下半部に横方向の

回転ケズリを施す。内面の口縁付近に横方向のミガキを

行い、体部は縦方向のミガキを施して、黒色処理を行う。

ＳＱ１０４１窯跡（第１２図・第３４図）

　Ｌ・１３グリッドに位置し、南東向きの斜面に位置する。

北東方向にはＳＱ１０４０がつらなり、南東にはＳＱ１０３９が

隣接する。北西（山）側から南側には立ち上がりがある

ことから、ＳＱ１０４０と同じような形態の遺構と考えられ

る。焼土の残存値は、長軸１４８㎝、短軸１１０㎝、深さ２０㎝

を測る。西側の立ち上がり部分から東側の床面にかけて

被熱し焼土化している。床面は比較的平坦である。

　遺物は覆土からの出土で土師器の坏や甕が出土してい

る。坏１点と平底甕１点を図示した。１３８は胎土が緻密

だが焼きむらがあり、内面は比較的良く焼けているが、

外面は焼きのあまいところがある。１３９は平底甕の下半部

で、破片がＳＱ１０３９からも出土している。

ＳＱ１０４４窯跡（第１２図・第３４・３５図）

　Ｍ・１１～１２グリッドの南東斜面に位置し、ＳＱ１０４０・

ＳＱ１０４１と等高線に沿うように立地している。長軸１４６㎝、

短軸１４４㎝、深さ１４㎝で、平面形はほぼ円形である。床面

は南側に窪みがあるがほぼ平坦で、ＳＰ１０５５を切ってい

る。覆土は１層のみで木炭粒や焼土を含んでいる。北側

の床面や壁に弱い被熱の痕跡が認められた。

　遺物は床面とその直上から多くの土師器の坏や甕が出

土した。出土状況から一括性の高い遺物といえる。坏９

点、甕１点を図示した。１４０は焼成不良のため、器面の

剥落が著しい。１４１も焼成不良で、内面に器面の剥落が

みられる。外面底部に黒斑が見られる。１４０・１４１共に胎

土は浅黄橙色で白っぽい。１４２・１４３は比較的焼成が良く、

１４２はロクロナデがほとんど目立たず、１４３は体部が外面

に端反る。１４４・１４５は焼成が不良で器面の剥落が見られ

る。１４６は焼成が比較的良い。見込みが広く、体部は内

碗気味に立ち上がる。１４７は見込み部分に暗褐色の部分が

ある。１４８は焼成不良で器面に剥落がある。１４９は丸底長

胴甕で、口縁と底部付近に黒斑がある。口縁部の残され

た部分は水平で、口唇部が遺存するように観察されたが、

通常この器種は「く」の字型の口縁が付くものであり、

本来この器形なのかは検討を要する。

ＳＱ１０２５窯跡（第１３図・第２７図）

　Ｙ～Ｚ・１３グリッドに位置し、南東向きの傾斜変換線

付近に位置する。ＳＱ１０２６と、ＳＱ１０２７に近接する。長

２６
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軸１８６㎝、短軸１５０㎝、深さ４０㎝を測り、平面形は隅丸方

形の一角が欠けたような形をしており、北東側（山側）

に溝がある。深さは５～１０㎝ほどである。覆土は木炭粒・

焼土を多く含み、床面中央付近に堆積している層は、焼

土と炭が縞状に堆積していることから、複数回の被熱が

考えられる。床面には緩やかに波打つような起伏がある。

床面中央部付近で被熱によりわずかに黒色や赤色に変化

した部分が認められた。

　遺物は覆土からの出土で、土師器の坏や堝・甕、須恵

器坏などが出土しており、土師器坏４点と、須恵器坏１

点を図示した。５５は胎土が緻密で、底部は切り離し後に

ヘラケズリ調整を行う。外面の口縁部付近は横方向のミ

ガキを行い、下半部は横方向の回転ケズリを行う。内面

の口縁付近は横方向、下半部縦方向のミガキ調整を行い、

内面の黒色処理を施す。５６・５８はともに焼成不良で、５６

は外面のロクロナデは目立たず、内面は平滑である。器

面の剥落が見られる。口縁部に厚みを持つ。５８も口縁に

厚みを持つ。５７は比較的焼成良好で、内面に木炭粒が付

着している。口縁に厚みを持つ。５９は復元できた唯一の

須恵器坏で内面に煤状の付着物があり、使用されたこと

が考えられる。

ＳＱ１０２６窯跡（第１３図・第２７・２８図）

　Ｘ～Ｙ・１３～１４グリッドの平坦面に位置する。平面形

はＳＱ１０２７との境界は不明であるが、ＳＱ１０２７と合わせ

た形で凹型をなし、その北西側が本遺構である。単体で

は北東側に直線を持つ方形基調である。長軸は焼土の南

東端までで２００㎝、短軸は１９８㎝、深さ３８㎝を測る。覆土

は床面付近には焼土範囲と重なるように木炭粒や焼土を

多く含む層が分布している。床面は緩やかな起伏があり、

広い範囲が被熱して焼土化している。特に北東側（山側）

でその傾向が強く、北東側は壁の一部も被熱していた。

　遺物は覆土からの出土で、土師器の坏、甕、堝、須恵

器の甕などが出土している。土師器坏３点、甕１点、鉢

１点、須恵器甕１点を図示した。６０は焼成不良で歪みが

ある。６１・６２ともに焼成不良で、６１は器面の剥落があり、

６２は口縁部に厚みを持つ。６３は長胴甕で、口縁の形や器

厚から丸底と考えられる。６４は堝との判別が付きにくい

が、内面底部の屈曲具合から平底と判断し、器厚が薄い

ことから鉢と判断した。外面に縦方向のケズリが施され

る。６５は須恵器の甕で、上半部の破片は見つからなかっ

た。残存部の割れ口がほぼ水平になることや、破片の割

れ方の様子から意識的に上半部が打ち割られたと考えら

れる。破片によっては赤褐色に変色しているものもある

ことから、破片になった段階で一部の破片は二次焼成を

受けたと考えられる。内面のアテ具は上端部は同心円状

のアテ具を用い、下端部は平行状のアテ具を用いている。

ＳＱ１０２７窯跡（第１３図・第２８図）

　Ｙ～Ｚ・１４グリッドの平坦面に位置する。平面形はＳ

Ｑ１０２６と合わせて凹型をなす。長軸は２２５㎝、短軸（１３３）

㎝、深さ２８㎝を測る。ＳＱ１０２６とＳＱ１０２７を通した長軸

は３３３㎝である。覆土は木炭粒と焼土ブロックを含む。床

面は緩やかな起伏がある。床面の南東側に溝があり、深

さは５～１０㎝前後である。中央部付近で、僅かであるが

被熱によって、赤色や黒色に土色変化している部分が認

められた。

　遺物は覆土からの出土で、土師器の坏、甕、堝が出土

している。坏３点と甕２点を図示した。６６は焼成不良で

器面の摩滅が著しい。６７は比較的焼成が良好で、口縁に

厚みを持つ。６８は器面の剥落があり、底部が厚めである。

６９は長胴甕と考えられる。焼成不良で器面の剥落が見ら

れる。７０は底部が欠落しているが、内面底部の傾きから、

平底甕と考えられる。比較的焼成が良好である。

ＳＸ１０１０性格不明遺構（第１３図）

　Ｓ・１４～１５グリッドの平坦面に位置する。焼土のみの

確認である。付近には同じように、焼土のみ確認された

ＳＸ１０１１とＳＸ１０１２がある。ＳＸ１０１０は長軸１３８㎝、短

軸１３０㎝、中央部の標高８８．１４ｍを測る。被熱しており、

ＳＱ１０１９やＳＱ１０４０の焼土が面的に広い範囲が被熱して

いるのに対し、本遺構の場合は焼土の厚みが厚く、ＳＱ

１０１９やＳＱ１０４０と熱の伝わり方が異なる印象を受ける。

遺物の出土は無かった。

ＳＸ１０１１性格不明遺構（第１３図）

　Ｔ・１６グリッドの平坦部に位置する。焼土のみの確認

である。焼土の残存値は、長軸７６㎝、短軸３８㎝、中央部

の標高８７．９３ｍを測る。焼土の状態はＳＸ１０１０と同じよう

な伝わり方と考えられる。

　遺物は土師器の坏や甕が出土したが、遺存状態が悪く、

図示できるものは無かった。

ＳＸ１０１２性格不明遺構（第１３図）

　Ｔ・１６グリッドの平坦部に位置する。焼土のみの確認

２７
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である。焼土の残存値は、長軸５８㎝、短軸５０㎝、中央部

の標高８７．９５㎝を測る。本遺構の焼土の状態は、ＳＸ１０１０

やＳＸ１０１１と同じような状態である。

　遺物は、土師器の坏や甕が出土したが、遺存状態が悪

く、図示できるものは無かった。

ＳＸ１０５９性格不明遺構（第１３図）

　Ｕ～Ⅴ・１６グリッドの平坦部に位置する。南西側には

ＳＸ１０１０・ＳＸ１０１１・ＳＸ１０１２が位置する。長軸は２５４㎝、

短軸は２４０㎝、深さは４９㎝を測る。平面形は不正形な隅丸

方形をなす。底面には凹凸があり、粘土層を掘り込んで

いた。湧水が集まりやすく湿気を帯びる。被熱の痕跡は

無く、遺物の出土も無かった。

ＳＱ１０２８窯跡（第１４図・第２８・２９図）

　Ｖ～Ｗ・１２～１３グリッドの平坦に位置する。切り合い

関係は、ＳＱ１０２９を切っており、ＳＱ１０３０に切られてい

る。平面形は、切り合い関係があるものの、本来はほぼ

円形をなしていたと考えられる。長軸は２０８㎝（ａ－ａ′方

向）、短軸１３５㎝、深さ４８㎝を測る。覆土は木炭粒と焼土

を含む層が多く、東側に炭を多く含む層が分布する。Ｗ・

１３グリッド杭の南約６０㎝の床面に、人頭大の扁平な礫が

あった。床面の東側が一段低くなり、楕円形をなす。遺

構の北側には被熱の痕跡が見られ、赤色化している。特

に一段低くなった東側のほぼ一面が被熱しており、特に

北側が被熱の痕跡が強い。

　遺物は覆土からの出土で、土師器の坏や内黒坏、甕、

堝などが出土している。坏を８点、甕を１点図示した。

７１は比較的焼が良く口縁部に厚みを持つ。底部に黒斑が

ある。７２は体部外面に赤褐色の部分が広い範囲で見られ

るが、内面には見られない。胎土の断面観察でも外面の

表面に膜状に見られる。口縁部に厚みを持つ。外面に木

炭粒が付着している。７３は外面下半部に横方向の回転ケ

ズリを施し、内面は無調整である。見込み部分に器面の

剥落が見られるが、マキアゲ・ミズビキ技法による粘土

の接合面と思われる。口縁部に厚みを持つ。７４は焼成良

好で、内面に緋襷様の黒色の部分があり、緋襷と見られ

る。内面立ち上がり部分にはマキアゲ・ミズビキ技法に

よると思われる粘土の接合痕が見られる。７５は焼成が良

好で、外面の口縁に黒褐色の部分が見られる。７６～７９は

焼成良好で、口縁に厚みを持つ。特に、７９は顕著である。

８０は焼成良好で、器厚が薄い。器面内面の剥落が著しい。

ＳＱ１０２９窯跡（第１４図・第２９図）

　Ｗ～Ｘ・１２グリッドの平坦部に位置する。平面形は切

り合い関係があり本来の形は失われているが、隅丸の三

角形をしていたと考えられる。３基の切り合い関係では

一番古い。残存値は長軸２０５㎝、短軸１９５㎝（ａ－ａ′方

向）、深さ３０㎝ を測る。覆土は床面付近に木炭粒主体の

層が分布し、焼土を含む層も壁の近くに分布する。床面

は、中央部付近で２箇所木の根の撹乱によって焼土が欠

落している。床面中央部を中心に、被熱によって赤色化

した部分が認められた。

　遺物は覆土からの出土で、土師器の坏や、内黒坏、甕、

堝が出土した。８１～８５・８７は坏で比較的焼成が良好であ

る。８１は外面体部中央に黒斑があり、口縁に厚みを持つ。

８３は回転切り離し後に、底部立ち上がり部分に手持ちヘ

ラケズリ調整を施す。外面の立ち上がり部分に黒斑が見

られ、内面にも黒斑の抜けが見られる。外面下半部の焼

きは良いが、内面や外面上半部の焼きは甘い。８４も体部

の内外面に黒斑が見られる。８５の口縁付近は固く焼きし

まっているが、見込みや底部付近は口縁より焼きが甘い。

外面に赤褐色が強い部分が見られる。８６は胎土が緻密で、

体部は直線的に立ち上がり、器厚もほぼ均一である。焼

成不良のため、器面の剥落や摩滅が見られる。８７は胎土

が緻密で、口縁部に厚みを持つ。８８は平底甕の底部で、

焼成不良である。

ＳＱ１０３０窯跡（第１４図・第３０図）

　Ｗ・１３グリッドの平坦部に位置する。平面形は台形を

なし、３基の切り合い関係では一番新しい。長軸２２０㎝

（ｂ－ｂ′方向）、短軸２１０㎝、深さ２３㎝を測る。覆土は南

側の床面直上で焼土が多く、その上には焼土と木炭粒を

含んだ層が堆積する。床面は多少の起伏があり、北西部

分を除いた大部分で被熱の痕跡が認められた。特に南東

側の床面と、南半部の壁でその傾向が著しい。

　遺物は覆土からの出土で、土師器の坏や内黒坏、甕、

堝などが出土している。土師器坏４点を図示した。８９は

焼成良好で特に外面は焼き締まり、見込み部分は黒褐色

を呈する。９０は焼成良好で、体部の一部に黒斑らしきも

のが認められる。口縁が厚く、９１と共に特徴的な形をな

す。９１も焼成良好で、底部の立ち上がり部分に黒斑を認

める。口縁は内外とも屈曲し特徴的である。体部外面に

赤褐色の濃い部分がある。９２は底部切り離し後、底部に

２８
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ヘラケズリ調整を行う。外面下半部に横方向の回転ケズ

リを行う。見込み付近は焼成不良である。体部の内外面

に木炭粒が付着している。

ＳＱ１０３２窯跡（第１５～１６図・第３０～３２図）

　Ｔ～Ｗ・８～９グリッドの南向き斜面に、主軸が等高

線と平行するように位置する。窯の主体部が等高線に平

行するように岩盤を掘り抜いており、主体部に直交する

ように前庭部がある。東西方向は７７０㎝、南北方向は５６０

㎝を測る。主体部の内部には、地山を掘り込んだ時の工

具痕が、床面と壁の立ち上がり部分に残っていた。第１３

図のｆ－ｆ′の縦断面で、左側の一段下がったところが焚

口、そこから右が燃焼室と考えられ、前庭部と呼称した

場所が作業場と考えられる。平面形でも一度閉塞するよ

うに両側の壁が張り出し、縦断面と平面の所見が一致す

ると考えられる。西側の焚口付近から焼成室の一部の天

井は崩落したと考えられるが、焼成室の一部から煙出し

までは遺存し、煙出しの壁も被熱している。通常の遺構

のように平面形での検出には至らず、前庭部と呼称した

山側の面に被熱の痕跡が認められ、被熱の痕跡を頼りに

本遺構の存在を確認した（巻頭写真２）。焼成室西半分

の天井が崩落した状況で、西半分の崩落した天井と、天

井の残っている東側の焼成室内の堆積土を除去した。東

側の焼成室内には、天井と堆積した土砂との間に２０㎝ほ

どの空間が認められた。焼成室の奥の部分に堆積してい

た土砂は、凝灰岩質の砂礫で、地山の岩盤が風化したも

のと思われる。上の堆積層は比較的さらさらしており、

下部ほど湿気を帯びる。拳大から人頭大の凝灰岩の礫が

混入しており、天井が崩落したものが流れ込んで堆積し

たと思われる。床面近くになるにつれて木炭粒の量が多

くなり、床面はほとんどが木炭粒で、厚いところで約２

～３㎝前後堆積していた。

　天井が残っていた部分の焼成室内からは木炭の出土は

なく、木炭は搬出されたと考えられる。Ｖ・８グリッド

からは多くの土師器がまとまって出土した（第３０図９３～

９４・９６～１０３・３１図１０９～１１１）。第１５図の土層断面（ｅ－

ｅ′）の１層からの出土である。これらの土器は、ＳＱ１０３２

での取り上げになっているが、ＳＱ１０３２に伴うものでな

く、ＳＱ１０３２の埋没時よりも新しい土器群である。

　Ｔ・８～９グリッドにかけての部分を前庭部と呼称し

た。覆土は木炭片を多く含む層の上位に焼土を多く含む

層があり、同一層序でも下位には木炭片や木炭粒が多く、

上位は焼土が多いという傾向が観察された。また、Ｔ・

９グリッドにある窪みは、ＳＸ１０４９と関わりがあると考

えられ、その覆土では土層断面（ｅ－ｅ′）の８・１０層

に相当すると考えられる。

　遺物は前述のように前庭部覆土や窯体堆積土からの出

土で、ＳＱ１０３２の床面からの出土はなかった。土師器坏

のほかに平底甕や長胴甕・鉢などが出土している。９３～

１０７は坏で、９６は外面底部の立ち上がり部分に黒斑がある。

９９は内外面に木炭粒が付着している。１０２は外面の一部に

火ハネが見られる。１０４は体部外面に赤褐色の強い部分が

ある。１０６は体部中ほどに黒斑がある。１０８～１１０は甕に

分類した。１０８は焼成良好で器厚が厚い。頸部と体部の

境に突帯を持つ。今回の調査では本例のみの出土である。

１０９・１１０は長胴甕で丸底甕と考えられるものである。１１１

と１１２は鉢である。１１１は下端部に接合面が見られ、平底

になると考えられる。１１１と１１２はそれぞれ別の鉢に細分

したが、１１１が平底と考えられることから、１１２と同じ形

状になる可能性もある。１１２は脚付の鉢に分類した。外

面は立ち上がり部分に一段ケズリを入れて面をつくり、

その部分に穴を穿孔し、手捏ねで成形した脚を挿入して

いる。内面はハケメで調整しているが、脚の突端が内面

に突き出ている。

ＳＱ１０２４窯跡（第１５～１６図・第２６～２７図）

　Ｕ～Ⅴ・９～１０グリッドの、主軸が等高線と直交する

ように位置する。平面形は等高線と直交するように掘り

込んでおり、煙出しと考えられる部分はＳＱ１０３２と切り

合い関係にある。長軸は５２０㎝、幅１８０㎝を測る。覆土は

北側に堆積した８・９と、南側に堆積した６・７があり、

その上に堆積した５、２・３、１・４があるこのうち、

８は粘土が主体で、崩落した天井の可能性がある。８が

天井だったとすれば、６・７は天井崩落後の堆積と考え

られる。被熱の痕跡は認められたが、窯体全面が顕著に

被熱しているという状況ではなかった。

　Ｃ－Ｃ′断面にあるように、発掘所見では床面から煙出

しへの立ち上がり部分に突起があり、不自然な印象を受

けるが、幅５０～６０㎝ほどで手元も暗く、不自由な体勢の

中で、手の感覚と僅かな色の変化を頼りに発掘を行った

ので、掘り過ぎか掘り残しの可能性もあり得る。

　ＳＱ１０３２との切り合い関係は、煙出しと考えられる部

２９
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分がＳＱ１０３２の窯体右側に接続しており、ＳＱ１０３２側か

ら凝灰岩質の礫で塞がれていた。礫はＳＱ１０３２の窯体側

の方が被熱し、ＳＱ１０３２窯体内のほかの部分と同色だっ

たことから、煙道が塞がれた後にＳＱ１０３２の使用によっ

て被熱したと考えられる。よって、ＳＱ１０２４の煙道を切っ

てＳＱ１０３２の窯体が掘られたと考えられることから、Ｓ

Ｑ１０３２が新しく、本遺構のほうが古いと考えられる。

　遺物は覆土からの出土で、窯底からの出土はなかった。

坏のほかに甕や製塩土器が出土している。５２は体部がほ

ぼ直線に立ち上がり、比較的焼成が良好である。５３の体

部下半外面はタタキ、内面はアテが見られる。５４の製塩

土器は輪積の痕跡が明瞭である。

ＳＸ１０４９性格不明遺構（第１５図・第３８～４０図）

　Ｓ～Ｔ・９グリッドに位置し、ＳＱ１０３２の前庭部に位

置する。長さ１６０㎝、幅１００㎝を測る。平面形は玉子型を

なし、ＳＱ１０３２の前庭部を掘り込んでいることから、Ｓ

Ｑ１０３２前庭部より新しいと考えられる。断面は横方向に

丸くふくらむ。遺構西側を中心に僅かな被熱の痕跡が見

られた。すぐ東側にある窪みは本遺構と関連があると考

えられる。

　遺物は全て覆土からの出土で、土師器坏、甕、堝、須

恵器甕、支脚など比較的多くの遺物が出土している。１９３

～２１２は土師器の坏である。１９３は焼成が不良で、内面は

比較的平滑だが、外面は器面の摩滅が見られる。１９４は

比較的大型で、胎土は緻密である。焼成時に出来たと思

われる亀裂がみられ、火ハネも見られる。胎土が赤っぽ

い。１９５は全体的にゆがみが見られる。内面の器面は平

滑だが、外面の一部に二次的と思われる細かい亀裂や変

色が見られる。１９６・１９７は口縁部に厚みを持つ。１９６は

胎土が白っぽい。１９８～２００は器面が比較的平滑である。

１９８は底部に黒斑が見られる。２０１・２０２は焼成不良で器

面の剥落が見られる。２００・２０１は胎土が白っぽい。２０３

は口縁部に厚みを持つ。２０４・２０６・２０７は焼成不良で器

面の剥落が見られ、２０５は全体的にゆがみが見られる。２０８

は焼成が良く胎土が緻密で、底部は切り離し後に回転ヘ

ラケズリを行い、外面は下半部に横方向の回転ケズリを

行う。内面は無調整である。２０９は胎土が緻密で、火ハ

ネが見られる。特に外面で顕著である。２１０の胎土が白っ

ぽい。２１１・２１２は共に底部は切り離し後に回転ケズリを

行い、外面下半部に横方向の回転ケズリを行う。内面の

口縁部付近は横方向、体部は縦方向のミガキを行う。２１３

は大型の台付の鉢で、同一個体がＱ・１２グリッドからも

出土している。底部は切り離し後に回転ヘラケズリが施

され、その後に高台を貼り付け、ケズリかミガキを行っ

ている。外面上部は横方向のミガキが施され、下半部は

横方向のケズリが施される。内面の口縁部付近は横方向、

下部は縦方向のミガキが施される。体部外面に黒斑が見

られる。２１４は須恵器の壺で、内面の底部付近は円礫を

アテ具としている。一部の破片に火ハネが見られること

から、破損後に二次的に被熱した破片であると考えられ

る。２１５～２１７は平底甕で、共に焼成不良で、器面の剥落

や摩滅が見られる。

ＳＱ１０３３窯跡（第１７図）

　ＡＢ～ＡＤ・１５～１９グリッドの平坦な面に、等高線と

直交するように位置する。長さは残存値で９９０㎝、幅は

最大で１５５㎝を測る。北側の先端の平面形がやや凸型をし

ており、煙出しの可能性がある。北側から６５４㎝付近に人

頭大かそれ以上の礫が重なるようにあり、焚口と考えら

れる。礫より北側が焼成室で、礫より南側が作業場と考

えられる。窯体壁には被熱の痕跡がはっきりと残ってい

た。断面形では、焼成室付近で断面上部がオーバーハン

グ状になっているのが観察された。地下式の構造が考え

られる。南側は杉の根によって撹乱を受けており、南西

部にはＳＸ１０３４が本遺構を切って作られている。覆土の

下層に焼土や木炭片を含む層が多く、中層付近は木炭粒

を含む層が多い。覆土に砂礫を含む層が多い。天井の崩

落土を把握することが出来なかった。

　遺物の出土は比較的少なく、土師器の坏や甕、堝など

が出土したが、図化できるものはなかった。

ＳＸ１０３４性格不明遺構（第１７図・第３２～３３図）

　ＡＢ・１８グリッドに位置し、ＳＱ１０３３と切りあってい

る。平面形は隅丸方形をなす。覆土はほぼ単一で、茶褐

色であった。ＳＱ１０３３の覆土を掘り込んでつくられてい

る。

　遺物は覆土からの出土で、比較的多くの遺物が出土し

た。土師器の坏、甕、堝のほか須恵器の壺が出土してい

る。そのうち土師器坏を３点、平底甕を３点、須恵器壺

を２点図示した。１１３は比較的大型の坏で、器面の表面

が化粧土を付着させたように赤褐色を呈する。口縁部に

厚みを持つ。１１４はやや内湾する坏で焼成が良好である。

３０
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１１５は胎土が精製されており緻密だが、焼成が不良のため

器面の剥落が著しい。口縁部に厚みを持つ。１１６・１１７・

１２０は小型の平底甕である。１１６は胴が張らないが、１１７

は胴が張る。１１８と１１９須恵器の壺である。１１８は、破片

がＳＸ１０４９ほか各グリッドに広範囲に散らばっている。

胎土は緻密で焼成も良く、肩の付近には自然釉がかかる。

頸部と胴部の境には凸帯が付く。頸部は人為的に打ち割

られたような状況を呈する。１１９は高台付の壺で、頸部

が欠損している。肩の部分に自然釉が付着している。

ＳＱ１０４５窯跡（第１８図）

　Ｎ・１２～１３グリッドの平坦部に位置する。長さ１３０㎝、

幅９４㎝、深さ１８㎝を測る。平面形は玉子型をなし、西端

に直径１５㎝、深さ２０㎝のピットがある。被熱の痕跡は認

められず、覆土に焼土の混入もなかった。

　遺物は土師器の坏や甕、鉢などが少量出土したが、遺

存状態が悪く図示できるものはなかった。

ＳＱ１０３９窯跡（第１８図・第３４図）

　Ｍ・１３グリッドの平坦部に位置し、ＳＱ１０４６と隣接す

る。長軸（１８０．０）㎝、短軸１７３．０㎝、深さ３６．０㎝を測る。

平面形は長円形のプランに、西側が一段突き出た形をな

す。床面はほぼ平坦で、西側の突き出た部分は階段状の

段を持つ。西側の壁から床面にかけて焼土が見られるが、

突き出た部分には焼土は見られなかった。

　覆土はＳＱ１０４６も覆う黒褐色シルトがあり、床面付近

には焼土が見られる。

　ＳＱ１０４６との前後関係は、平面・断面とも切り合い関

係が確認できなかったので不明である。遺物の接合関係

では、図示した遺物でＳＱ１０４６出土遺物と接合するもの

はなかった。

　遺物は覆土からの出土で、土師器の坏や甕が出土した。

そのうち、土師器坏６点と、土師器甕１点を図示した。

１３０は口縁部に、１３５は外面立ち上がり部分に黒斑を認め

る。１３１は口縁部が外側に開く。１３２と１３３は立ち上がり

が直線的で逆台形の器形をなす。１３６は外面にカキメとタ

タキがみられ、内面にはアテが見られる。長胴丸底甕の

胴部と思われる。

ＳＱ１０４６窯跡（第１８図・第３５～３７図）

　Ｍ～Ｎ・１３～１４グリッドの平坦部に位置し、ＳＱ１０３９

と隣接するが、前後関係は不明である。長軸（１７０．０）㎝、

短軸１６８．０㎝、深さ１８．０㎝ を測る。平面形は不正形な長

方形型をなす。遺構の南西部の壁と、床面の南西部を中

心に被熱の痕跡が見られた。覆土はＳＱ１０３９も覆う層と、

底部に焼土や木炭粒を僅かに含む層がある。

　遺物は床面とその直上から出土し、出土状況から一括

性が高いと考えられる。土師器の坏、皿、甕など比較的

多くの遺物が出土した。特に坏類の割合が圧倒的に多い。

そのうち、坏類２７点、皿２点、甕５点を図示した。また、

図示した遺物でＳＱ１０３９と接合するものはなかった。

　１５０～１７８までは坏で、１５１は体部外面に黒斑が見られ、

口縁部に厚みを持つ。底部に炭粒が付着している。胎土

に赤褐色の強い部分を認める。１５１のように口縁部に厚み

を持つものは１５４・１５６がある。１５２は焼成不良で器面の

剥落が著しい。１５２～１５４は胎土に赤褐色の強い部分があ

る。１５４は体部外面に黒褐色の部分がある。１５５は底径に

対して見込みが広い。１５６は回転切離しの際の両側からの

圧迫でゆがみが大きい。１５７・１５８は焼成不良のため器面

の剥落が著しい。１５９は胎土が精選されて緻密だが、見

込みに焼成時に出来たと思われる亀裂がある。体部の立

ち上がりは内湾する。１６０体部外面に炭粒が付着している。

１６２は焼成不良で器面の剥落がみられる。胎土は白っぽい。

１６３は焼成不良で、底部に黒斑が見られる。１６４・１６６は

焼成不良で器面の剥落がある。１６５は比較的焼成が良好で、

逆台形の器形である。胎土が白っぽい。１６７は緻密な胎

土で比較的焼成がよい。１６８の形は船底形に歪み、口縁

の一部は火ぶくれをおこし、発泡している。１６９は胎土

が緻密で、赤色粒の混入が目立つ。外面胴部中央付近は

暗褐色を呈する。１７０は胎土が緻密で、底部中央に黒斑

が見られる。１７１は器厚が厚く、口唇部が丸みを持つ。

１７５は胎土が赤っぽい。１７６は胎土に粗粒の石英を含み、

白っぽい。焼成不良で内外面の器面に剥落が見られる。

１７８は焼成不良で、器面の摩滅が目立つ。ロクロメは目

立たない。１７９と１８０は皿で、１７９は胎土が緻密で赤色粒

が多く、焼成不良で器面の剥落が目立つ。１８０も焼成不

良で器面の剥落が目立つ。付高台である。１８１は高台坏で、

焼成が不良である。摩滅のためはっきりしないが、高台

内に菊花状のナデが見られる。付高台である。１８２～１８４

は小型平底甕で、１８５・１８６は長胴丸底甕と考えられる。

１８３はロクロメが目立つ。

ＳＱ１０４７窯跡（第１８図・第３８図）

　Ｏ～Ｐ・１７～１８グリッドの平坦部の縁辺に位置する。

３１
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今回見つかった平安時代の遺構の中では標高が低い方で

ある。ＳＱ１０４８と隣接する。ＳＱ１０４８との前後関係は、

平面・断面とも切り合い関係が確認できなかったので不

明である。平面長軸は（２００．０）㎝、短軸１９６．０㎝、深さ

４５．０㎝を測る。平面形は方形をなす。床面の中央部はあ

まり凹凸がないが、周辺部は多少の凹凸が見られ、西側

の壁はなだらかに立ち上がる。床面中央部付近から北側

の床と壁に被熱による焼土が見られる。

　覆土はＳＱ１０４８も覆う層が上層にあり、下層には木炭

粒や焼土ブロックを含む層がある。覆土の一部は灰白色

の火山灰と思われるものを含む。

　遺物出土は少なく、土師器の坏のみである。そのうち

３点を図示した。１８７の胎土は、細粒の混入物を含むが

良く焼き締まり、全体的に明褐色を呈する。ゆがみが少

なく、器面の内外面ともに平滑である。

ＳＱ１０４８窯跡（第１８図・第３８図）

　Ｐ～Ｑ・１２グリッドの平坦部の縁辺に位置する。ＳＱ

１０４７と隣接するが、前後関係は不明である。長軸は１１５㎝、

短軸は１０５㎝、深さ２６㎝を測る。平面形は不正な五角形を

なす。床面はあまり凹凸がなく、ＳＱ１０４７に比べ壁の立

ち上がりは急である。ＳＱ１０４７と接している遺構の西側

の壁と床面の中央付近で被熱による焼土が見られる。特

に壁のほうが床よりも被熱の痕跡が強い。

　覆土はＳＱ１０４７も覆う層が上にあり、下部に木炭粒を

多く含んだ層がある。

　遺物は土師器の坏・甕が出土した。そのうち坏を１点、

甕を２点図示した。１９０は坏の底部で、焼成不良で器面

の剥落が著しい。１９１は胎土や底部の立ち上がりから小型

平底甕と判断した。１９２は長胴甕の口縁部で、カキメが

内外面に見られる。

ＳＱ１０４２窯跡（第１９図）

　Ｎ・１５グリッドの平坦部の縁辺に位置する。ＳＱ１０４３

と隣接する。ＳＱ１０４３との前後関係は、平面・断面とも

切り合い関係が確認できなかったので不明である。長軸

は１５０．４㎝、短軸は（１４３．５）㎝、深さ２０．０㎝を測る。平

面形は不正形な五角形をなす。遺構の北東部に被熱の痕

跡が認められた。

　覆土はＳＱ１０４３も覆う１層のみで、木炭粒や焼土を含

む。

　遺物は土師器の坏や甕が出土したが、遺存状態が悪く、

図示できるものはなかった。

ＳＱ１０４３窯跡（第１９図）

　Ｎ～Ｏ・１４グリッドの平坦部の縁辺に位置する。ＳＱ

１０４２と隣接するが、前後関係は不明である。長軸は１８３．０

㎝、短軸は（１５０．０）㎝、深さ８．０㎝を測る。平面形はＳ

Ｑ１０４２を一回り大きくしたような形で、丁度向き合った

形で隣接している。床面のほぼ全面で被熱の痕跡が認め

られ、特に南西部で強く被熱している。

　覆土はＳＱ１０４２も覆う層の下に、焼土と木炭粒を大量

に含む層がある。

　遺物は土師器の坏と甕がごく少量出土したが、図示で

きるものはなかった。

ＳＱ１０５３窯跡（第１９図）

　Ｌ・１７グリッドの南に面した斜面に位置する。焼土の

みの確認で、被熱によるものと考えられる。杉の切り株

を抜根した際に土色変化が見られ、その際に確認された

遺構である。長軸は１１０㎝、短軸は５０㎝を測る。標高は

８７．９０ｍで、今回見つかった平安時代の遺構では一番標高

が低い。

３　平安時代の遺構外出土の遺物

Ｊ・Ｋグリッド（第４１図）

　２１８・２１９は焼成不良で器面の摩滅や剥落が見られる。

２２０は胎土が緻密で固く焼き締まる。２２１は焼成不良で器

面の摩滅や剥落が見られる。体部が直線的に立ち上がり、

器厚がほぼ同じである。２２２は胎土が緻密で、口縁部内

面に厚みを持つ。２２３は焼成不良で、器面に摩滅が見ら

れる。

Ｍ・Ｎグリッド（第４１～４２図）

　２２４は口縁部の下にくびれを持ち、結果的に口縁部が厚

みを持つ。２２５の胎土は緻密で、口縁部に厚みを持つ。

外面のロクロメはあまり目立たず、内面の器面は平滑で

ある。２２６は胎土が緻密で、焼成も良好である。２２７は須

恵器高台坏で、回転ヘラキリ後に高台をつけている。２２８

は外面底部から立ち上がりに欠けて黒斑が見られ、内面

には黒色の物質が付着している。２２９・２３０は焼成不良で、

器面の摩滅が著しい。２３１は胎土が緻密で、口縁部に厚

みを持つ。内面は平滑である。２３２は内面に煤状の付着

物があることから、製品として使用されたことが考えら

れる。２３３・２３５は比較的焼成良好で、特に２３５は内外の

３２
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器面も平滑である。２３４は焼成不良で、体部の立ち上が

りが丸みを帯びている。２３６は口縁部に厚みを持ち、見

込み部分に黒色の付着物がある。２３７は、底部切り離し

後に回転ヘラケズリを施し、体部下半は回転ヘラケズリ

を行い、上半部は横方向のミガキを行う。内面は口縁部

付近が横方向、体部は縦方向のミガキを行う。丁寧な作

りである。２３８・２３９の胎土は緻密だが、焼成不良のため

器面の摩滅や剥落が見られる。２４０は底部に黒色の付着物

がある。２４１は焼成不良で器面の剥落があり、器厚が厚い。

２４３は皿で、柱状高台である。

Ｏ・Ｐグリッド（第４２～４４図）

　２４４は器面の内外面とも平滑である。底部に穴が開いて

いるが、穿孔による穴ではない。底部切離しの時に、底

部の厚みが十分確保されておらず、底部の薄い部分が焼

成の際に欠け落ちて穴が開いたと考えられる。２４５～２４８

は平底甕で、２４５は二次焼成によると思われる火ハネが器

面の内外に見られる。２４６・２４７は体部に黒斑が見られる。

２４８は底部が欠落しているが、内面の湾曲から平底と考え

られる。２４９・２５８は堝で、体部はやや湾曲しタタキ調整

が行われる。２５８は下部に黒斑が見られる。２５０・２５１は

胎土が緻密であるが、焼成不良のため器面の摩滅が見ら

れる。共に体部が直線的に立ち上がり、ロクロメが目立

たない。２５２は小振りで器厚も薄い。２５３は口縁が外側に

屈曲する。外面から底部にかけて黒色の物質が付着して

いる。２５４は比較的焼成がよく、外面のロクロメが目立つ。

２５５は長胴甕で、カキメが目立つ。２５６は外面に二次焼成

によると考えられる器面の剥落が見られる。そのためか

どうかは不明だが、多量の煤が器面の内外に付着してい

る。２５７は回転切り離し後に回転ヘラケズリを行い、外

面は口唇部から底部にかけて横方向の回転ケズリを行う。

内面は剥落があるが、縦方向のミガキが認められる。外

面の下半を中心に黒斑が見られる。坏より法量が大きい。

２５９は胎土が緻密で焼成が良く、外面はロクロメが目立つ。

底部に黒斑が見られ、外面に木炭粒が付着している。２６０

は底部切り離し後ケズリ調整を行い、体部下半は横方向

のケズリ調整を行う。内面は摩滅しているがミガキ調整

が観察される。２６１はやや粗粒の混入物を比較的多く含む。

底部は欠落しているが、内面の湾曲や全体の大きさから

平底甕と考えられる。２６２も粗粒の比較的混入物を多く含

み、内面の湾曲から平底甕と考えられるが、体部外面下

半に縦方向のケズリが施される。２６３の内面は平滑で、

外面は焼成不良のため一部に器面の摩滅が見られる。２６４

は長胴丸底甕で、体部下半にはタタキ調整が施される。

外面に黒斑が見られる。２６５～２６７は土師器坏である。

Ｑグリッド（第４４～４６図）

　２６５は焼成が均一でなく、口縁部付近に一部還元色を呈

する箇所がある。それ以外は器面の摩滅や剥落が見られ

るが、特に外面で著しい。器厚が極端に薄い。２６６は外

面のロクロメは目立たず、内面は平滑である。２６７は口

縁部に厚みを持つ。胎土は緻密だが、やや大きめの石英

を含む。内面は平滑で、外面に大きめのロクロメを持つ。

２６８・２６９は粗粒の混入物を多く含む。器厚や口縁部の形

から長胴甕と考えられる。２７２・２７３の胎土は緻密だが、

焼成不良のため器面の剥落や摩滅が著しい。２７４は焼成が

均一でなく、還元色の箇所や、焼成不良で器面が剥落し

ている箇所もある。還元色の箇所は固く焼き締まる。２７５

は台付鉢で２１３と同一個体である。２７６～２７８は平底甕であ

る。２７７は胎土や底部の厚み、立ち上りから平底甕と判

断した。２７８は口唇部を摘み上げるような成形を行う。２７９

は胴部に凸帯を持つ甕で、ロクロ成形で、外面は凸帯よ

り下にタタキ調整が施され、円礫状のものをアテ具とす

る。２８０・２８１とも鉢で、体部がほぼ直線で、急角度で立

ち上がる。カキメが目立つ。２８２は手捏ねによる坏型の

ミニチュア土器である。２８３・２８４・２８５は胎土に細粒の

砂と粗粒の混入物を多く含む。２８４は外面のロクロメは目

立たず、内面は平滑で、部分的に還元色を呈する箇所が

あり、その箇所は固く焼きしまる。２８６は外面が無調整で、

内面は工具を用いてのミガキ調整は見られないが、ロク

ロ成形の際に、なめし皮などで念入りに内面調整をした

と考えられる。内面に黒色処理を施す。２８７は胎土が緻

密である。外面のロクロメは目立たず、内面は平滑であ

る。口縁部に厚みを持つ。２８８は須恵器の台付壺で、内

面にはロクロ成形時の指痕が明瞭に残る。見込み中心部

から立ち上がりにかけて自然釉の降灰が見られる。内面

立ち上がりのやや上の部分に明瞭な段差があり、成形時

の接合部と考えられる。

Ｒグリッド（第４６～４７図）

　２８９・２９０は坏で、２８９は焼成良好で、外面のロクロは

目立たず、内面は平滑である。２９０はやや大きめで、焼

成不良のため器面の摩滅が見られる。外面のロクロメも

３３
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目立たず、内面も平滑である。口縁部に厚みを持つ。２９１・

２９４は高台坏で、体部外面下半にケズリ調整を行い、内

面はミガキ調整と黒色処理を行う。底部は回転切り離し

後にナデとケズリ調整を行う。外見上は高台だが、ほと

んど高台としての高さを持たない。高台部分の調整を最

後に行う。削り出し高台と考えられる。２９２は高台坏で、

外面は無調整と考えられ、内面は全面にミガキが施され

る。２９３は胎土が緻密だが焼成不良で、器面の外面に剥

落や摩滅が見られる。口縁部に厚みを持つ。２９５は胎土

に粗粒の混入物を多く含むが、焼成が良好である。器厚

や口縁の形から長胴甕と考えられる。２９６は須恵器の短頸

壺である。焼成良好で、一気に成形しており、ロクロメ

がはっきりしている。２９７は口縁部の形は不明だが、小

型の平底甕である。２９８は残存部の外面と内面は全面に横

方向のミガキを施し、内面は黒色処理を施す。胎土は緻

密である。内面黒色処理を施す場合、台付坏が多いので

台付坏に分類したが、無台坏の可能性もあり得る。

Ｓグリッド（第４７～４８図）

　２９９の胎土は緻密で焼成も良い。残存部の外面は横方向

のケズリが行われ、底面は切り離し後に回転ヘラケズリ

が行われる。内面は上の方では横方向の、下では縦方向

のミガキが行われる。３００は外面上半部に横方向のミガキ

調整を行い、下半部は横横行の回転ケズリを行う。内面

は全面にミガキ調整を行う。回転切り離し後に回転ケズ

リ（ミガキ？）調整を行う。底部は高台を持つが、高さ

はほとんどなく、粘土を貼り付けた後につまみ出しとケ

ズリで調整を行う。３０１・３０２は共に焼成は良いが、ゆが

みが見られる。３０３は胎土が緻密だが、焼成不良で外面

の剥落が著しい。外面は無調整で、内面は口唇部に横方

向、体部は縦方向のミガキを施し、黒色処理を行う。３０４

～３０９は坏で、３０８は比較的焼成が良いが、ほかは不良で

ある。３０４は体部がほぼ直線に立ち上がり、口縁部に厚

みを持つ。３０５は器厚が厚く、外面のロクロメは目立たず、

内面は平滑である。器面の剥落や摩滅が目立つ。３０６は

口縁がやや外反し、器厚もほぼ同じである。３０７は体部

中央付近の器厚が薄い。３０８の体部はほぼ直線に立ち上が

り、外面のロクロメは目立たず、内面も平滑である。底

径が大きい。３０９は器高が低く、体部が湾曲しながら立

ち上がる。器面内外の摩滅や剥落が見られる。３１０は摩

滅しており、付高台かケズリ高台かは確認できない。高

台内に窯印と思われる「一」字のヘラ書きが見られる。

３１１は粗粒の混入物を多く含む。３１２は体部が湾曲し下部

にはタタキ調整が行われる。３１３～３１５・３１９は甕で、粗

粒の混入物を多く含む。器厚や器形から長胴丸底甕と考

えられる。３１６は鉢で、体部が直線で、急角度で立ち上

がる。

Ｔグリッド（第４９～５１図）

　３１８・３１９は比較的焼成良好で、器面の内外面とも平滑

である。３１８器厚がほぼ均一なのに対して、３１９は厚みに

差が見られる。３２０・３２１は共に焼成が不良で、器面の剥

落や摩滅が見られ、口縁部に厚みを持つ。３２２・３２３は共

にロクロメは目立たず、器厚が薄い。口縁部もやや外半

気味である。３２２は口縁部の一部に還元色を呈する部分が

あり、固く焼きしまる。３２４は胎土が緻密で、外面のロ

クロメは目立つが、内面は平滑である。３２５は焼成不良で、

比較的器厚が薄い。３２６は外面のロクロメは目立つが内面

は平滑である。器厚にばらつきがある。口縁部に厚みを

持つ。３２７は胎土が緻密で焼成がよい。外面の口縁付近

は横方向のミガキを施し、下部は横方向の回転ケズリを

施す。内面の口縁付近は横方向の、下部は縦方向のミガ

キを施す。高台は付高台で、高台内も回転ケズリ調整を

行う。口縁部に厚みを持つ。器厚も薄く、丁寧なつくり

である。３２８の外面はロクロメがやや目立ち、下部に手

持ちヘラケズリ調整を施す。口縁部に厚みを持つ。３２９

は胎土が緻密で焼成がよい。内面と外部の上半部は無調

整だが、外面の下部に横方向の回転ケズリを施す。３３０

はやや湾曲した立ち上がりで、器厚はほぼ均一で、器面

の内外面は平滑である。３３１は体部の中央部の器厚が薄く、

結果として口縁部に厚みを持つ。３３２の胎土は緻密だが焼

成不良である。ロクロメは目立たず器厚にばらつきがあ

る。３３３は器厚がほぼ均一で、内湾気味に立ち上がる。

３３４は外面のロクロメがやや目立ち、口唇の先端はやや

尖っている。３３５はロクロメが目立たず、器厚がやや厚い。

口縁部に厚みを持つ。３３６は体部がやや湾曲しながら立ち

上がり、外面のロクロメが目立たず、内面は平滑である。

口縁部に厚みを持つ。３３７はやや小振りで、口縁部に厚

みを持つ。焼成不良のため、器面の剥落や摩滅が見られ

る。器厚が不均一である。３３８は外側に細かなロクロメ

がある。口縁の一部に還元色を呈する部分がある。３３９

は内面の器面は平滑だが、外面は剥落や摩滅が見られる。

３４
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３４０は下半部を欠落しているが、内湾する器形から鉄鉢型

土器と考えられる。口縁部には丁寧にロクロナデが行わ

れ、体部中央にヘラケズリが施される。３４１・３４２は須恵

器長頸壺である。３４１は頸部のみだが、下端部に盛り上

がりの痕跡があることから、凸帯のある長頸壺と考えら

れる。３４２は胎土に細粒の混入物を含み、粗い印象を受

ける。外面の片側と、頸部の内側に自然釉の降下が見ら

れる。３４３～３４６は甕類である。３４３は平底甕で、胴部が

張る。３４４～３４６は底部が欠落しているが、器厚や胎土、

口縁の形から長胴丸底甕と考えられる。３４５・３４６の胴部

下半にはタタキ調整が見られる。３４７の内面は平滑だが、

外面はロクロメが目立つ。３４８の胎土は緻密で、焼成も

よい。内面は平滑だが、外面はロクロメが目立ち、大き

めの黒斑も見られる。３４９はやや厚めの器厚で、ロクロ

メがほとんど目立たない。３５０・３５１の胎土は緻密で、ほ

とんど混入物を含まない。外面の口唇部付近は横方向の

ミガキを施し、体部下半は横方向の回転ケズリを施す。

内面の口唇部は横方向の、体部は縦方向のミガキを施し、

黒色処理を行うなど、非常に丁寧なつくりである。３５１

の方が口縁部に厚みを持つ。内面の黒色処理を施す坏は

有台が多いことから、高台坏に分類した。３５２・３５３は同

じような器形であるが、３５２は焼成不良で器面の一部に剥

落が見られる。３５３は外面にゆるやかなロクロメがあり、

内面の一部に還元色を呈する部分がある。３５４は外面の上

半部は横方向のミガキを施し、下半部には横方向の回転

ケズリを施す。内面の口唇部付近は横方向、体部は縦方

向のミガキを施し、黒色処理を行う。底部は削り出し高

台と思われ、高台内も回転ケズリ調整を行う。３５５は焼

成不良で、器面の摩滅や剥落が著しい。３５６は上半部が

欠損しておりロクロの使用に関しては判断がつかない。

長胴平底甕と考えられる。底部は中央部が上げ底風にな

り、ドーナツ状に砂の付着痕（写真図版５４）がある。外

面は斜めのヘラケズリが施され、内面は接地面の広い工

具での回転ナデ調整が施される。Ｔ・１０グリッドからは

板状土製品が出土している。（写真図版５４）

Ｕ・Ｖグリッド（第５１～５２図）

　３５８は脚付の鉢に分類した。胎土は大型品の割には混入

物が少ない。ロクロ成形後に底部の立ち上がり部分に穴

を穿孔し、脚を挿入している。内面ははみ出た脚の先端

をなで付けたり、外面は周囲を削ったりして成形してい

る。３５７の胎土は緻密で、外面のロクロメは目立たず、

内面は平滑である。３５９は内外とも赤褐色を呈するが、

残存部の約半分が二次焼成を受けたような痕跡があるた

め、そのために変色したとも考えられる。口縁部に厚み

を持つ。３６０・３６３は器面の内外が平滑で、ゆるやかなロ

クロメがある。３６３はゆがみがある。３６１・３６２はロクロ

メが目立たず、器面の内外とも平滑である。器厚もやや

厚めで均一である。３６１は器高が低く体部がやや外反し、

３６２は体部がやや内湾気味に立ち上がる。３６４の外面はロ

クロメが目立つが、内面は平滑である。３６５は焼成不良

で器面の剥落や摩滅が見られる。口縁部に厚みを持つ。

３６６胎土にやや粗粒の混入物を含む。

Ｗ・Ｘ・Ｙ・Ｚグリッド（第５２～５３図）

　３６７の胎土は緻密で混入物をほとんど含まない。外面の

上半部は横方向のミガキを施し、下半部は横方向の削り

を施す。底部は回転ケズリを施す。内面の口縁部付近は

横方向、体部は縦方向のミガキを施し、黒色処理を行う。

３６８は焼成不良で、器面の摩滅や剥落が見られる。３６９は

胎土に粗粒の混入物を多く含む。体部下半にはタタキ調

整を施す。焼成不良でない外面の器面の剥落や摩滅が見

られる。３７０は柱状高台で、残存部の一端が内側に湾曲

していることから、耳皿に分類した。３７１は胎土に粗粒

の混入物を含む。体部はほぼ直線で、急角度で立ち上が

る。３７２・３７３は器厚や器形から長胴丸底甕と考えられる。

３７４は外面に間隔の狭いロクロメがあり、内面は平滑であ

る。焼成不良で、器面内面の摩滅が目立つ。口縁に厚み

を持つ。３７５は体部の外面下半部に横方向の回転ケズリを

行う。内面は器面の剥落が著しく、調整等は不明である。

底部は切り離し後に回転ケズリを行う。３７６は胎土にやや

粗粒の混入物を多く含む。器厚や器形から平底甕と判断

した。

ＡＡ・ＡＣグリッド（第５３～５４図）

　３７７は焼成不良のため、内外面の器面に剥落や摩滅が見

られる。口縁部に厚みを持つ。３７８の体部は直線的に立

ち上がる。外面のロクロメはそれほど目立たず、内面は

平滑である。焼成不良のため、外面の一部は剥落してい

る。３７９の外面のロクロメはそれほど目立たず、内面は

平滑である。焼成不良のため外面の一部は剥落している。

口縁部付近の厚さが薄い。３８０の器厚はほぼ均一で、体

部はほぼ直線状に立ち上がる。ロクロメは目立たない。

３５
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３８１は胎土にあまり混入物を含まない。比較的大きい坏だ

が、器厚が薄く、口縁部がやや外反し、厚みを持つ。３８２

はやや小振りで、体部は湾曲気味に急角度で立ち上がる。

焼成不良で器面の摩滅が著しい。３８３はやや大型で、３８１

や３８７と同じようなつくりである。焼成不良で、器面の

摩滅が著しい。３８４の胎土は緻密だが焼成むらがある。

器面の一部が剥落している箇所がある。３８５の胎土は緻密

だが、焼成不良のため器面に摩滅や剥落が見られる。比

較的器厚が薄作りで、口縁付近が屈曲する。３８６は胎土

が緻密で比較的焼成がよい。外面の一部に還元色を呈す

る箇所がある。３８７の胎土は緻密である。比較的大型で

あるが器厚は薄い。口縁がやや外反する。３８８は焼成不

良のため、器面の摩滅が著しい。３８５ほどではないが口

縁付近が屈曲する。３８９は焼成不良のため、器面の一部

に摩滅や剥落が見られ、特に外面に著しい。

Ｘ ・ Ｏ（第５４図）

　Ｘ・Ｏ（出土地不明）の遺物に関しては、万治ヶ沢遺

跡全体の土器組成や、万治ヶ沢遺跡の性格を考える際に、

参考になると思われるものを選び資料化した。坏に関し

ては、器形的に特徴のあるものを抽出した。

　３９０は体部の外面に煤状の付着物があり、口縁部に黒色

の物質が付着している。３９１は体部がやや湾曲しながら立

ち上がる。器厚が均一である。３９２は胎土にやや粗粒の

石英を含む。ゆがみが大きい。３９３は胎土が緻密で口縁

部の下が薄くなり、結果として口縁が厚みを持つ。３９４

は底部が厚く、体部が薄い。器高が高く、口縁部に厚み

を持つ。３９５は見込みに赤色の物質が付着している。３９６

は皿に分類した。底径が大きく、体部が急角度で立ち上

がる。３９７は高台付耳皿に分類した。胎土は比較的緻密

である。口縁の一端が内碗し、比較的高い高台をつけて

いる。３９８は坏に分類した。３７０と同じく柱状高台である

ことから、耳皿の可能性もある。３９９は坏で、底部は切

り離し後に回転ヘラケズリ調整を行う。体部外面は横方

向の回転ケズリを行い、内面はミガキ調整を行う。４００

は手捏ねのミニチュア土器に分類した。胎土はやや粗粒

の混入物を含むが、固く焼き締まる。４０１は製塩土器で

ある。胎土に粗粒の混入物を多く含むが、焼成が良く固

く焼き締まる。輪積痕が見られるが、外面はケズリとナ

デが行われ、内面にはナデが行われる。４０２は平底甕の

底部で、粗粒の混入物を多く含む。底部は静止糸切と考

えられる。そのほか、１点だけであるが羽口が出土して

いる。残存値は長さ７．０㎝。幅６．０㎝である。（写真図版５４）

被熱の痕跡が顕著で、先端部の胎土が溶け出し、ガラス

化している。残存部は先端部と外面のほかに、内面の一

部がわずかに残っている。鍛冶に関わる遺構が見つかっ

ていないことから、精錬炉に関わる羽口と考えられる。

土 製 品（第５５～５６図）

　４０３はＳＱ１００１からの出土である。手で粘土を握ったよ

うな形をしている。胎土は土器に使われているものと同

じである。用途は不明である。４０４の胎土は緻密で精製

されている。焼成も良好である。縦方向に細かいケズリ

かナデのような調整が行われ、丁寧な作りである。先端

部に縦方向の印刻が見られる。裏側に器面の剥落みられ

る。土師器の胎土と同じなので、時期は平安時代と考え

られる。陽物と考えられる。４０５はＳＸ１０２２からの出土

である。扁平で、中央部に半円の凹型があり、片方から

棒を差し込んで出来たような粘土のめくれが見られる。

用途不明である。土師器の胎土と同じなので、時期は平

安時代と考えられる。４０６はＳＱ１０１８からの出土である。

胎土は緻密で、焼成も良く、粘土の紐をＣ字型に曲げた

ような形をしている。用途不明である。土師器と同じ胎

土なので、時期は平安時代と考えられる。

　４０７～４１３は支脚と考えられるものである。４０７は砂粒を

多く含むが、よく焼き締まる。中空で、棒状のものを軸

に、粘土を巻きつけて成形したと考えられる。上部の内

面は椀型で、中央部はナデ調整を行う。４０８は内面の剥

落があるが、中実と考えられる。上部の内面は椀型でナ

デ調整を行う。下部は逆凹型になる。４０９・４１０は中空で、

４０７と同じように、棒状のものを軸に粘土を巻きつけて成

形したと考えられる。上部の内側はナデ調整を行う。４１１

～４１３は中実で脚の部分は棒状のものを軸に、粘土をまき

つけて成形したと考えられる。上部内側はナデ調整を行

う。いずれも脚の部分が太く、上部が椀型になるなど、

中空と中実の違いはあるが、外見上は斉一性が高い。Ｔ・

１０グリッドから、用途不明の板状土製品が出土している。

砂粒を含むが焼成が良く、ヘラ状の工具による調整があ

る。残存値は縦９．２㎝・幅１０．８㎝・厚さ２．８㎝である。

鉄　滓（第５７図）

　４１４～４２０の７点が出土した。形態上は全て碗型滓で、

遺構に伴うものはなかった。直接製鉄や鍛冶に関わる遺

３６
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構は見つからなかったが、調査区内で木炭窯が見つかっ

たことから、付近で製鉄が行われていた可能性を考え、

精錬滓か鍛冶滓かを明らかにするために、形態や大きさ

から４１４・４１５・４１８の３点を選び、理化学分析を行った。

石 製 品（第５８図）

　４２１は砥石で、Ｓ・１８グリッドより出土した。表裏と

側面が良く使用されている。また報告書には掲載してい

ないが、Ｔ・１１グリッドからも同じような形態の砥石が

１点出土している。

　そのほか石製品ではないが、花崗岩の人頭大ほどの大

きさの被熱した円礫や、被熱したために割れた礫が表土

から複数見つかった。地山や、調査区南側の沢にはその

ような大きさの礫は含まれないので、ほかから持ち込ま

れたと考えられる。また被熱していることから、熱を受

けるような用いられ方が考えられるが、遺構に伴う出土

状況ではなかったので、具体的な用いられ方は不明であ

る。

４　縄文時代の遺構と遺物

遺　構

ＳＫ１０５７土坑（第１９図）

　Ｍ～Ｎ・１５グリッドに位置し、平坦部の縁辺に位置す

る。全長は残存値で２３５㎝、幅５８．０㎝、深さ５３．０㎝を測る。

遺物の出土はなかったが、立地場所や形態から、縄文時

代の陥し穴と考えられる。

ＳＫ１０５８土坑（第１９図）

　Ｋ～Ｌ・１７～１８グリッドに位置し、南に面した斜面に

立地する。全長は残存値で２００㎝、幅４３．０㎝、深さ６７．０

㎝を測る。遺物の出土はなかった。ＳＫ１０５７と同じく、

縄文時代の陥し穴と考えられる。

遺物　土器（第６２図）

　Ａ地点同様に、土器の遺存状態は悪い。４８５は深鉢の

頸部である。ＲＬの地文に、横方向の隆線を貼り付ける。

内面はミガキが施されている。４８６は壺の体部上半である。

ＬＲの縄文の施文後に沈線で区画し、区画内を磨消して

いる。４８７は深鉢の底部で、木目状の圧痕がある。胎土

には砂粒や石英を多く含む。

遺物　石器（第５８～５９図）

　４２２有茎の石鏃で、背面は中央付近まで押圧剥離が施さ

れ、腹面は中央部に主要剥離面が残る。４２３は透明度の

高い黒曜石を素材としている凹基の無茎石鏃で、両面に

押圧剥離が施される。４２４～４２６は石箆で、共に撥形であ

る。４２４は全長の割に刃部が急角度なので、刃部が再生

された可能性がある。４２５は撥形で、両面とも大きめの

剥離が施される。両面に自然面を残していることから薄

型の素材を用いている。４２６は背面と背面の右側面に自然

面が残る。横長の厚みのある薄片を素材にしている。背

面の右側辺に剥離面があることから、石核から剥離され

る以前に、打面をつくり出して素材の厚みを減らそうと

したか、自然面を剥離しようとしたと考えられる。４３７

は削器で、腹面の両側片に急角度の剥離を施す。４２８は

両面に節理面を持ち、両極剥離で出来た剥片と考えられ

る。なお、４２８は４２２と４２７同一母岩と考えられる流紋岩

である。４２９～４３２は剥片である。４２９は本品の剥離時に

垂直割れをおこしている。一部赤色化していることから、

被熱していると考えられる。４３０は背面左側辺下部にガジ

リがある。４３１は背面左側辺に腹面側からの剥離がある。

４３２は先端がヒンジ・フラクチャーになる。４３３は背面左

側面に急角度の剥離を施す。４３４は背面右側辺に使用によ

る刃こぼれがある。 

３７
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　石 　焼土 

ＳＱ１００４（ｃ－ｃ′） 
１　７．５ＹＲ５／８　明褐色シルト　炭をわずかに含む　土器片含む 
 
ＳＱ１００５（ｄ－ｄ′） 
１　１０ＹＲ３／４　　暗褐色シルト　炭・小礫を少量含む　かたくしまっている 
２　１０ＹＲ３／２　　黒褐色シルト　炭が密集しており、かたくしまっている　２層の直下に焼土が分布する 
３　２．５ＹＲ３／２　暗赤褐色シルト　炭をわずかに含み、小礫も少量含む 
４　７．５ＹＲ３／３　暗褐色シルト　小礫を含む　３層に比べやわらかい 
 
ＳＱ１０２３（ｅ－ｅ′）　　 
１　７．５ＹＲ４／３　褐色シルト　　焼土を多く含み、炭も含む 
２　１０ＹＲ２／２　　黒褐色シルト　炭を含み、焼土もわずかに含む 
３　１０ＹＲ３／３　　暗褐色シルト　炭を多く含む　底面は被熱している 

ＳＱ１００１・１００２（ａ－ａ′） 
１　１０ＹＲ４／３　　にぶい黄褐色シルト　焼土 
２　７．５ＹＲ３／２　黒褐色シルト　焼土をわずかに含む 
３　１０ＹＲ３／２　　黒褐色シルト　炭を大量に含む　土器片含む 
４　７．５ＹＲ３／２　黒褐色シルト　炭を少量含む　土器片含む 
５　７．５ＹＲ３／１　黒褐色シルト　大粒の木炭、一部に黄土色のシルトを含む　土器片含む 
６　１０ＹＲ４／２　　灰黄褐色シルト　焼土・炭を少量含む 
７　１０ＹＲ３／２　　黒褐色シルト　炭を大量に含み、焼土も含む　土器片含む 
８　７．５ＹＲ４／２　灰褐色シルト　炭と焼土を少量含む 
９　７．５ＹＲ３／４　暗褐色シルト　炭を少量含む　土器片含む 
 
ＳＱ１００３（ｂ－ｂ′） 
１　７．５ＹＲ３／３　暗褐色シルト　炭・焼土・小礫を少量含む 
　　　　　　　　　　　　　　　　１層と同じレベルの壁面は被熱している 
２　７．５ＹＲ４／３　褐色シルト　　炭を大量に含み、小礫もごくわずかに含む 
３　７．５ＹＲ２／１　黒色シルト　　炭を大量に含み黒色を呈している　底面は被熱部分もある 

第１０図　ＳＱ１００１～１００６・ＳＱ１０２３窯跡実測図
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　石 　焼土 

ＳＱ１００７（ａ－ａ′） 
１　７．５ＹＲ４／３　褐色シルト　　　炭・礫を少量含む 
２　７．５ＹＲ３／３　暗褐色シルト　　炭を少量含み、礫も含む 
３　５ＹＲ３／２　　暗赤褐色シルト　焼土の層である　少量の炭と焼土ブロックにより構成される 
４　１０ＹＲ３／３　　暗褐色シルト　　炭・焼土を少量含む　赤味を帯びる 
５　７．５ＹＲ３／２　黒褐色シルト　　炭を少量含む　土器片含む 
 
ＳＱ１０２０（ｂ－ｂ′） 
１　５ＹＲ３／２　 暗赤褐色シルト　焼土を含む　灰白色の灰をわずかに含む（火山灰か？） 
２　７．５ＹＲ３／３　暗褐色シルト　　炭・焼土を少量含む　 
３　７．５ＹＲ３／２　黒褐色シルト　　炭・焼土を少量含む　 
４　７．５ＹＲ３／１　黒褐色シルト　　炭・焼土を多く含む　かたくしまりがある　 
５　５ＹＲ３／１　 黒褐色シルト　　炭が主体で、焼土もわずかに含む　 
６　５ＹＲ３／３　 暗褐色シルト　　焼土が主体で炭も含む　 
７　７．５ＹＲ３／２　黒褐色シルト　　炭・小礫をわずかに含む　灰白色の灰をわずかに含む（火山灰か？） 
 
ＳＸ１０２２（ｃ－ｃ′） 
１　７．５ＹＲ３／３　　暗褐色シルト　炭を含み、灰白色の灰をわずかに含む（火山灰か？） 
２　５ＹＲ３／２　　　暗赤褐色シルト　焼土を多く含み、炭も少量含む　 
３　７．５ＹＲ１．７／１　黒色シルト　　焼土を多く含み、炭をわずかに含む　 
４　７．５ＹＲ３／４　　暗褐色シルト　焼土を多く含み、炭を少量含む　 
５　５ＹＲ２／２　　 黒褐色シルト　炭・焼土を少量含む 
 
ＳＱ１０３７（ｄ－ｄ′） 
１　２．５ＹＲ３／６　暗赤褐色シルト　炭を少量含み、表面は被熱して焼土化し、硬化している 
　　　　　　　　　　　　　　　　　土器を多く含む 
２　５ＹＲ４／２　　灰褐色シルト　　炭・礫をわずかに含む 
３　１０ＹＲ４／２　　灰黄褐色シルト　炭・礫をわずかに含む 
４　７．５ＹＲ４／２　灰褐色シルト　　炭を含み、礫もわずかに含む　土器片含む 
５　１０ＹＲ３／２　　黒褐色粘土　　　炭を含む 
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第１１図　ＳＱ１００７・１０１９～１０２０・１０３７窯跡、ＳＸ１０２１～１０２２性格不明遺構、ＳＫ１０３６・１０５４土坑実測図
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　焼土 

ＳＱ１０１８（ａ－ａ′） 
１　７．５ＹＲ４／２　灰褐色シルト　　　　炭・小礫を少量含み、かたくしまりがある 
２　７．５ＹＲ３／２　黒褐色シルト　　　　１層より多くの炭を含み、粒状の焼土も少量含む 
３　７．５ＹＲ３／２　黒褐色シルト　　　　大きめの炭を多く含み、焼土もわずかに含む 
４　７．５ＹＲ４／３　褐色シルト　　　　　焼土を多く含み、大きめの炭も少量含む　灰白色の灰を含む（火山灰か？） 
５　７．５ＹＲ２／１　黒色シルト　　　　　炭を大量に含み、焼土も少量含む 
６　５ＹＲ４／３　 にぶい赤褐色シルト　炭・焼土を多く含む 
７　５ＹＲ３／４　 暗赤褐色シルト　　　炭を少量含む　小礫・焼土も含むが１層より多い 
８　７．５ＹＲ３／２　黒褐色シルト　　　　炭・焼土で構成され、一部の箇所で底面が硬化している 

ＳＱ１０４１・１０４０（ｂ－ｂ′） 
１　７．５ＹＲ３／３　暗褐色シルト　　　　炭をわずかに含み、２層のような粘性の高い土をブロック状に含む 
２　５ＹＲ４／４　　にぶい赤褐色シルト　炭・焼土を含み、粘性が高い 
 
ＳＱ１０４４（ｃ－ｃ′） 
１　１０ＹＲ３／４　　暗褐色シルト　　　　炭・焼土を含み、礫も少量含む 
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第１２図　ＳＱ１０１８・１０４０～１０４１・１０４４窯跡、ＳＰ１０５５ピット実測図
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　焼土 

ＳＱ１０２６・１０２５（ａ－ａ′） 
１　５ＹＲ３／２　　暗赤褐色シルト　炭・焼土を多く含み、小礫も多めに含む 
２　７．５ＹＲ３／３　暗褐色シルト　　炭・焼土を多く含む　炭・焼土は縞状に分布する 
３　７．５ＹＲ３／２　黒褐色シルト　　炭・焼土を多く含み、小礫もわずかに含む 
４　７．５ＹＲ３／３　暗褐色シルト　　炭・焼土を大量に含み、小礫も含む 
５　７．５ＹＲ３／３　暗褐色粘土　　　焼土を多く含み、ブロック状に焼土が固まる　礫も含む 
６　５ＹＲ３／１　　黒褐色シルト　　炭を大量に含み、焼土もわずかに含む 
７　７．５ＹＲ３／１　黒褐色シルト　　炭が主体の層で、黄土色のシルトをわずかに含む 
 
ＳＱ１０２６・１０２７（ｂ－ｂ′） 
１　５ＹＲ３／２　　暗赤褐色シルト　炭・焼土ブロックを多量に含み、しまりに欠ける　土器片を含む 
２　５ＹＲ３／１　　黒褐色シルト　　炭を多く含む　土器片含む 
３　７．５ＹＲ３／２　黒褐色シルト　　焼土・炭を大量に含む　炭は１層より多く含む 
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第１３図　ＳＱ１０２５～１０２７窯跡、ＳＸ１０１０～１０１２・１０５９性格不明遺構実測図
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　焼土 

ＳＱ１０２８・１０２９（ａ－ａ′） 
１　７．５ＹＲ３／２　黒褐色シルト　　炭・焼土を少量含む 
２　７．５ＹＲ３／２　黒褐色シルト　　炭・焼土をわずかに含む 
３　７．５ＹＲ３／４　暗褐色シルト　　炭・焼土を少量含む 
４　１０ＹＲ２／３　　黒褐色シルト　　炭・焼土を多く含み、黄土色のシルトもブロック状に含む 
５　５ＹＲ３／２　　暗赤褐色シルト　焼土・炭を多く含み、黄土色のシルトもブロック状に含む 
　　　　　　　　　　　　　　　　　含まれる炭は４層より大きい物が多い 
６　７．５ＹＲ３／１　黒褐色シルト　　炭が主体の層で、粘土を少量含む 
７　１０ＹＲ２／３　　黒褐色シルト　　炭・焼土を多く含み、黄土色のシルトも含む 
８　１０ＹＲ３／３　　暗褐色シルト　　炭・焼土を少量含む 
９　７．５ＹＲ３／４　暗褐色シルト　　炭をわずかに含む 
１０ １０ＹＲ３／４　　暗褐色シルト　　焼土を多く含み、炭も少量含む 
１１ １０ＹＲ３／３　　暗褐色シルト　　炭・焼土・小礫をわずかに含む 
１２ ７．５ＹＲ２／２　黒褐色シルト　　炭が主体の層で、焼土もわずかに含む 
 
ＳＱ１０３０・１０２９（ｂ－ｂ′） 
１　７．５ＹＲ２／２　　黒褐色シルト　炭を多く含み、焼土もわずかに含む　土器片含む 
２　１０ＹＲ３／４　　暗褐色シルト　炭を多く含み、焼土もわずかに含む　小土器片含む 
３　１０ＹＲ２／３　　黒褐色シルト　炭・焼土をわずかに含み、礫も含む 
４　１０ＹＲ４／４　　褐色シルト　　炭が主体の層で、焼土をわずかに含む　小土器片含む 
５　７．５ＹＲ３／３　　暗褐色シルト　焼土を多く含み、炭も少量含む 
６　７．５ＹＲ１．７／１　黒色シルト　　炭を多く含み、焼土もわずかに含む 
７　７．５ＹＲ３／２　　黒褐色シルト　６層より焼土を多く含み、炭をわずかに含む 
８　７．５ＹＲ１．７／１　黒色シルト　　炭が主体の層で、焼土もわずかに含む 
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第１４図　ＳＱ１０２８～１０３０窯跡実測図
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第１５図　ＳＱ１０２４・１０３２窯跡、ＳＫ１０３１土坑、ＳＸ１０４９性格不明遺構実測図 

０ 

（１：４０） 

２ｍ 

ＳＱ１０２４（ａ－ａ′） 
１ ７．５ＹＲ３／３暗褐色シルト 大きめの炭・焼土を多く含む。大きめの礫もわずかに含む。 
２ ７．５ＹＲ４／３褐色シルト 炭・小礫をわずかに含む。 
３ ７．５ＹＲ２／３極暗褐色シルト 炭・焼土を大量に含む。炭は大きな物も含む。 
４ ７．５ＹＲ３／４暗褐色シルト 炭・焼土を大量に含む。 
５ ７．５ＹＲ４／４褐色シルト 炭・焼土を大量に含む。大きなかたまりの炭も含む。 
６ ７．５ＹＲ４／４褐色シルト 炭・焼土を大量に含む。拳大の礫も含む。 
７ ７．５ＹＲ２／３極暗褐色シルト 炭が主体の層で、炭も大きい物が多い。焼土を少量含む。 
８　１０ＹＲ４／４褐色粘土 粘土が主体で、炭・礫も多く含む。 
９ ７．５ＹＲ３／４暗褐色シルト 炭・焼土を大量に含む。 

ＳＱ１０２４（ｂ－ｂ′） 
１ ７．５ＹＲ３／３暗褐色シルト 炭・小礫を含み、稀に大粒の炭も含む。 
２ ５ＹＲ３／２暗赤褐色シルト 炭・小礫を多く含み、稀に大きな礫も含む。 
３　１０ＹＲ３／２黒褐色シルト 炭・小礫を多く含む。大粒の炭や、拳大の礫も含まれる。 
４　１０ＹＲ３／２黒褐色シルト 炭を大量に含み、大粒の炭や原形を保つ炭も見られる。 
  ２層と同じような構成であるが、炭の量が多く拳大の礫や小礫も含む。 
５ ７．５ＹＲ３／２黒褐色シルト 炭・小礫をわずかに含む。 
６ ５ＹＲ３／６暗赤褐色シルト 炭・小礫をわずかに含む。 

ＳＱ１０３２（ｅ－ｅ′） 
１ ７．５ＹＲ４／３褐色粘質土 炭粒（１㎝大）・焼土粒（１～２㎝大）を少量含む。 
２　１０ＹＲ４／２灰黄褐色粘質土 炭粒（１～３㎝大）を中程度含み、焼土粒（１㎝大）も少量含む。土器を多量に含む。 
３ ５ＹＲ３／３暗褐色粘土 砂粒（５㎜大）を多く含み、炭粒（５㎜大）・焼土（１㎝大）を中程度含む。 
４　１０ＹＲ３／１黒褐色粘土 砂粒（５㎜大）・炭粒（２～３㎜大）を多量に含む。 
５ ７．５ＹＲ３／１黒褐色粘土 北側ほど炭粒を多量に含み、他は中程度含む。焼土粒（１～５㎝大）も多量に含む。 
６ ７．５ＹＲ４／３褐色粘土 砂粒（５㎜大）を多量に含み、炭粒・焼土は中程度含む。下の方に５㎝大の礫を含む。 
７　１０ＹＲ４／２灰黄褐色粘土 焼土（５ＹＲ４／３にぶい赤褐）と炭粒・砂粒（５㎜大）を多量に含む。 
８　１０ＹＲ３／１黒褐色粗砂＋粘土 炭を非常に多く含み、焼土粒（５～１０㎜大）が上部に多い。礫（５㎝大）も含む。 
９ ７．５ＹＲ３／２黒褐色粘土 炭粒（５㎜大）を少量含む。 
１０ ７．５ＹＲ４／２灰褐色粘土 炭粒を少量含む。 

　焼土  　石  

ＳＱ１０３２ 
ＳＱ１０３２前庭部 

ＳＸ１０４９ 

ＳＫ１０３１ 

ＳＱ１０２４ 

Ｗ－８ 

Ｕ－１０ 

Ｕ－１１ 

１
 

４
 

６
 

７
 

３
 

２
 

５
 

８
 ９
 

ｆ′ 

ａ
 

ａ
′ 

ａ
 

ｃ
 

ａ
′ 

ｃ
′ 

ｇ
′ 

ｇ
 

ｂ 

１ ３ ２ 

４ 

５ ６ 

ｂ′ 

ｂ′ 

ｂ 

ｄ′ 

ｄ 

ｆ 

８９．６４ 

ｅ
 

１
 

３
 

２
 

ｐ
 ｐ
 ｐ
 

４
 

５
 ６
 

７
 

９
 

１０ 

８
 

ｅ
′ 

ｅ
′ 

ｅ
 

９０
．１ 

９０
．０
９
 

４３ 



９０
．０
 

第１６図　ＳＱ１０２４・１０３２窯跡実測図 
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第１７図　ＳＱ１０３３窯跡、ＳＸ１０３４性格不明遺構実測図 
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ＳＱ１０３３（ａ－ａ′） 
１ ７．５ＹＲ３／２黒褐色粘土 炭粒（５～５０㎜）を少量含む。土器片含む。 
２ ７．５ＹＲ３／３暗褐色粘土 炭粒（５～５０㎜）を微量含む。土器片含む。 
３ ７．５ＹＲ３／３暗褐色粘土 砂粒（５㎜大）を少量含む。 
４ ７．５ＹＲ４／３褐色粘土 砂粒（５㎜大）・炭粒・焼土を多量に含む。 
５ ７．５ＹＲ３／２黒褐色粘土 炭粒・焼土粒を中程度含む。 
６ ７．５ＹＲ３／４暗褐色粘土 砂粒（５㎜大）を多量に含む。上層に焼土、下層に炭粒が多い。 
７　１０ＹＲ４／２灰黄褐色粘土 炭粒（１㎝大）を中程度含み、礫（１～５㎝大）も含む。 
８　１０ＹＲ３／３暗褐色粘土 炭粒を微量含む。単一の土質。 
９ ７．５ＹＲ４／３褐色粘土 焼土（１㎝大）まだらに含み、下層に炭粒（２～３㎝大）を多量に含む。 
１０ ５ＹＲ４／３にぶい赤褐粘土 焼土・炭粒（１㎝大）をまだらに含む。砂粒（５㎜大）も含む。 
１１ ７．５ＹＲ３／４暗褐色粘土 砂粒（５～３０㎜）を多量に含む。上より焼土層→炭層→粘土層の順に堆積する。 
１２ ２．５ＹＲ３／３暗赤褐色粘土 砂粒（５～３０㎜）・炭粒（１～５㎝大）を多量に含む。 
１３ ７．５ＹＲ４／３褐色粘土 砂粒（５㎜大）・焼土・炭粒（２～３㎝大）を少量含む。 
１４ ５ＹＲ４／４にぶい赤褐色粘土 焼土を多く含み、砂粒（５㎜大）・炭粒も少量含む。 
１５ ５ＹＲ４／４にぶい赤褐色粘土 砂粒（５㎜大）を少量含む。下層に炭粒を多く含む。 
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ＳＱ１０３９・１０４６（ａ－ａ′） 
１　７．５ＹＲ３／２　黒褐色シルト　炭・焼土・小礫をわずかに含む　ＳＱ１０４６の範囲で焼土が認められた 
２　５ＹＲ３／２　　暗赤褐色粘土　炭をわずかに含み、底部では焼土がみられる 
３　７．５ＹＲ３／２　黒褐色シルト　炭をわずかに含む 
４　５ＹＲ３／２　　暗赤褐色粘土　炭・焼土をわずかに含む 
 
ＳＱ１０４５（ｂ－ｂ′） 
１　７．５ＹＲ３／２　黒褐色シルト　炭をわずかに含む 
２　７．５ＹＲ４／３　褐色粘土　　　小礫をわずかに含む 
３　７．５ＹＲ４／３　褐色粘土　　　小礫をわずかに含む 
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ＳＱ１０４７・１０４８（ｃ－ｃ′） 
１　７．５ＹＲ４／３　褐色シルト　　炭と焼土を微量含み、灰白色の灰（火山灰？）を含む　土器片含む 
２　７．５ＹＲ４／４　褐色シルト　　炭化粒・焼土ブロック・灰白色の灰（火山灰？）を少量含む　土器片含む 
３　７．５ＹＲ３／３　暗褐色シルト　炭・焼土ブロックを少量含む 
４　１０ＹＲ３／１　　黒褐色シルト　炭を多く含み、焼土も少量含む 
５　７．５ＹＲ４／３　褐色シルト　　炭化粒・少礫を微量含む 

第１８図　ＳＱ１０３９・１０４５～１０４８窯跡実測図
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ＳＱ１０４２・１０４３（ａ－ａ′） 
１　７．５ＹＲ４／１　褐灰色粘質シルト　炭化粒・焼土を多く含む　土器片含む 
２　５ＹＲ３／２　　暗赤褐色シルト　　焼土を大量に含み、炭化粒も含む 
 

第１９図　ＳＱ１０４２～１０４３・１０５３窯跡、ＳＫ１０５７～１０５８土坑実測図
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５１

ＳＫ３（ｂ－ｂ′） 
１　２．５ＹＲ４／４オリーブ褐色シルト　炭化粒をわずかに含む 
２　１０ＹＲ２／２黒褐色シルト　　　　 遺構西側に分布し、木炭片を含む 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　西側縁辺ほど多く含む 
３　２．５ＹＲ５／４黄褐色シルト　　　　かたくしまり、小礫や木炭粒をわずかに含む 
４　２．５ＹＲ５／６黄褐色シルト　　　　凝灰岩質の小礫を含む 
５　２．５ＹＲ５／３黄褐色シルト　　　　３と４が混じり合ったような層で、 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　地山を含む 

ＳＫ５（ｃ－ｃ′） 
１　１０ＹＲ２／２黒褐色シルト 
　　　炭・焼土を含む 
２　１０ＹＲ４／３にぶい黄褐色シルト 
　　　礫を含む 

ＳＫ２（ａ－ａ′） 
１　７．５ＹＲ３／１黒褐色シルト 
　　　小礫を含みかたくしまる 

ＳＫ５９（ｄ－ｄ′） 
１　７．５ＹＲ３／１黒褐色シルト 
　　　炭が大量に含み、焼土も含む 
２　５ＹＲ４／４にぶい赤褐色シルト 
　　　焼土 

ＳＫ４（ｅ－ｅ′） 
１　１０ＹＲ２／２黒褐色シルト 
　　　炭・焼土を含む 
２　１０ＹＲ４／６褐色シルト 
　　　地山を含む 

ＳＫ８２（ｆ－ｆ′） 
１　７．５ＹＲ３／４暗褐色シルト 
　　　礫・炭化粒含む 
２　７．５ＹＲ２／３極暗褐色シルト 
　　　礫・炭化粒含む 
３　７．５ＹＲ２／２黒褐色シルト 
　　　炭化粒・焼土を含む 
　　　底部に焼土有り 

（ｇ－ｇ′） 
Ⅰ　７．５ＹＲ３／３暗褐色シルト　 
Ⅱ　７．５ＹＲ３／４暗褐色シルト　　　しまり有り　炭化物含む 
Ⅲ　５ＹＲ３／６暗赤褐色シルト　　　しまり有り 
１　５ＹＲ４／６赤褐色シルト　　　　砂含む 
２　５ＹＲ５／６明赤褐色シルト　　　砂含む　１よりかたい 
３　５ＹＲ４／３にぶい赤褐色シルト　かたくしまる（ＳＰ４７覆土） 
４　５ＹＲ４／４にぶい赤褐色シルト　炭化物含む（ＳＫ７７覆土） 
５　７．５ＹＲ３／４暗褐色シルト　　　炭化物含む（ＳＫ７７覆土） 
６　１０ＹＲ４／６褐色シルト　　　　　地山まじる（ＳＫ７７覆土） 

０ ２ｍ 

（１：４０） 
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第２０図　ＳＫ２～５・５９・７７・８２土坑、ＳＬ４２炉跡、ＳＰ４７ピット実測図
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５２

ＳＸ８５（ａ－ａ′） 
１　５ＹＲ３／４暗赤褐色シルト　　　礫を含む 
２　７．５ＹＲ５／３にぶい褐色シルト　礫を多く含む 
３　７．５ＹＲ３／３暗褐色礫　　　　　礫が主体の層 
４　７．５ＹＲ５／４にぶい褐色シルト　礫を含む 

ＳＸ７０（ｂ－ｂ′） 
１　７．５ＹＲ３／４暗褐色シルト　　　　礫を含む 
２　７．５ＹＲ４／３褐色シルト　　　　　１よりかたくしまる 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　礫を含む 
３　１０ＹＲ５／３にぶい黄褐色シルト　僅かだが炭化粒を含む 
４　１０ＹＲ５／２灰黄褐色シルト　　　３より多くの炭化粒を含む 
５　１０ＹＲ４／４褐色シルト　　　　　かたくしまる 

０ ２ｍ 

（１：４０） 
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第２１図　ＳＸ７０・８５性格不明遺構、ＳＱ８１窯跡実測図
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５４

挿図 番号 出土
地点 種別 器 種 分類 口径

（㎜）
底径
（㎜）

器高
（㎜） 外面調整 内面調整底部切離 焼成 色 調 混入物 グリッド毎出土点数

２３ １ ＳＱ１００１ 土師器 小型平底甕 Ⅴ ７６ ロクロ ロクロ 回転糸 不良 内・５ＹＲ・７／６・外・同じ 砂粒少・白色粒多 ＳＱ１００１・Ｓ１５（１）

２３ ２ ＳＱ１００１ 土師器 長胴甕 Ⅴ２？ （３１） ロクロ ロクロ 良 内・５ＹＲ・７／４・外・同じ 砂粒少・石英少・長石少・白色粒少 ＳＱ１００１・Ｓ１５（１）

２３ ３ ＳＱ１００２ 土師器 坏 Ⅰ１ ４６．５ ロクロ ロクロ 回転糸 不良 内・７．５ＹＲ・８／４外７．５ＹＲ・８／６ 砂粒少・白色粒少 ＳＱ１００２・Ｔ１５（１）

２３ ４ ＳＱ１００２ 土師器 長胴甕 Ⅴ２ ロクロ ロクロ 良 内・５ＹＲ・７／６・外・同じ 砂粒少・透明多・茶色粒少 ＳＱ１００２・Ｔ１５（１）

２３ ５ ＳＱ１００２ 須恵器 壺 ロクロ ロクロ 良 内・５Ｙ・６／２・外・５Ｙ・６／１ 石英多・白色粒少 ＳＱ１００２（２）＋Ｔ１１（１）

２３ ６ ＳＱ１００４ 土師器 坏 Ⅰ１ｅ （１１０） ６０ ４３．５ ロクロ ロクロ 回転糸 良 内・１０ＹＲ・７／４・外・同じ 砂粒少・石英少・白色粒少 ＳＱ１００４・Ｐ７（４）

２３ ７ ＳＱ１００４ 土師器 坏 Ⅰ１ｃ （１３１） ５６ ５１．５ ロクロ ロクロ 回転糸 良 内・５ＹＲ・７／６・外・同じ 砂粒少・石英少・白色粒少 ＳＱ１００４・Ｐ７（８）

２３ ８ ＳＱ１００４ 土師器 坏 Ⅰ１ａ １１８ ５４ ５４．５ ロクロ ロクロ 回転糸 良 内・７．５ＹＲ・８／６・外７．５ＹＲ・７／６ 砂粒少・石英少・白色粒少 ＳＱ１００４・Ｐ７（６）＋ＳＱ１００４・Ｐ８（１）

２３ ９ ＳＱ１００５ 土師器 坏 Ⅰ１ ロクロ ロクロ 良 内・１０ＹＲ・８／４・外・同じ 黒色粒少・石粒少 ＳＱ１００５・Ｐ８（１）

２３ １０ ＳＱ１００５ 土師器 坏 Ⅰ１ ５６ ロクロ ロクロ 回転糸 不良 内・７．５ＹＲ・８／４・外・同じ 白色粒少・茶色粒少 ＳＱ１００５・Ｐ８（２）

２３ １１ ＳＱ１００５ 土師器 堝 Ⅵ カキメ？ カキメ 不良 内・７．５ＹＲ・８／６・外・同じ 砂粒少・石英少・長石少 ＳＱ１００５・Ｐ８（１）

２３ １２ ＳＱ１００６ 土師器 坏 Ⅰ１ａ （１１４） ５５ ５６ ロクロ ロクロ 回転糸 不良 内・７．５ＹＲ・７／６・外・同じ 石英少・黒色粒少・白色粒少・茶色粒少 ＳＱ１００６・Ｐ９（５）

２３ １３ ＳＱ１００７ 土師器 坏 Ⅰ１ｂ（１５２．５） ５６ ６６．５ ロクロ ロクロ 回転糸 良 内・７．５ＹＲ・７／６・外・同じ 砂粒少・石英少・白色粒少 ＳＱ１００７・Ｆ（４）

２３ １４ ＳＱ１００７ 土師器 坏 Ⅰ１ａ １２３ ５５ ５３ ロクロ ロクロ 回転糸 良 内・７．５ＹＲ・７／６・外・同じ 砂粒少・白色粒少 ＳＱ１００７・Ｆ（５）

２３ １５ ＳＱ１００７ 土師器 脚付鉢 Ⅳ７ ケズリ ハケメ 不良 内・７．５ＹＲ・７／６・外７．５ＹＲ・７／８ 砂粒多・石英少・長石少 ＳＱ１００７・Ｆ（３）

２４ １６ ＳＱ１００７ 土師器 坏 Ⅰ１ （１４０） ロクロ ロクロ 不良 内・７．５ＹＲ・７／６・外・同じ 砂粒少・石英少・長石少 ＳＱ１００７・Ｆ（４）

２４ １７ ＳＱ１００７ 土師器 坏 Ⅰ１ａ （１１６） （５２） ５２．９ ロクロ ロクロ 回転糸 不良 内・７．５ＹＲ・７／６・外１０ＹＲ・４／１ 砂粒少・石英少・長石少 ＳＱ１００７・Ｆ（４）

２４ １８ ＳＱ１０１８ 土師器 坏 Ⅰ１ａ （１２８） （５４） ５５ ロクロ ロクロ 回転糸 不良 内・７．５ＹＲ・８／３・外・同じ 砂粒少・石英少・長石少 ＳＱ１０１８・Ｆ（３）

２４ １９ ＳＱ１０１８ 土師器 坏 Ⅰ７ （１４６） ロクロ・
ミガキ

ロクロ・
ミガキ 内・７．５ＹＲ・６／６・外・同じ 砂粒少 ＳＱ１０１８・Ｎ１１（８）

２４ ２０ ＳＱ１０１８ 土師器 坏 Ⅰ１ｆ （１３６） （６２）（７４．５）ロクロ ロクロ 不明 不良 内・２．５ＹＲ・外・２．５ＹＲ・７／４ 砂粒少・石英少・長石少 ＳＱ１０１８・Ｎ１１（２）＋ＳＱ１０１８（２）＋Ｎ１１（３）＋Ｏ１１（５）

２４ ２１ ＳＱ１０１８ 土師器 小型平底甕 Ⅴ５ ロクロ ロクロ 不明 良 内・７．５ＹＲ・８／６・外・同じ 砂粒少・石英少・長石少 ＳＱ１０１８・Ｎ１１（２）＋ＳＱ１０１８（１）＋Ｎ１１（２）＋ＸＯ（１）

２４ ２２ ＳＱ１０１８ 土師器 小型平底甕 Ⅴ３ １３５ ８７ １２４．５ ロクロ ロクロ 不明 不良 内・５ＹＲ・７／６・外・５ＹＲ・７／８ 砂粒多・石英多・黒色粒多・白色粒多・赤色粒多 ＳＱ１０１８・Ｆ（７）

２４ ２３ ＳＱ１０１８ 土師器 鉢 Ⅳ５
ロクロ・
カキメ・
ハケメ

ロクロ・
ハケメ 良 内・７．５ＹＲ・７／６・外・同じ 砂粒少・石英少・長石少 ＳＱ１０１８・Ｎ１１（２）＋ＸＯ（１）

２４ ２４ ＳＱ１０１８ 土師器 堝 Ⅵ１ （３７６）
ロクロ・
タタキ
（のちナデ）

ロクロ・
カキメ 良 内・７．５ＹＲ・７／６・外・同じ 砂粒少・石英少・赤色粒少・金色粒少 ＳＱ１０１８（１）＋ＳＱ１０１８・Ｎ１１（２）＋Ｎ１１（４）＋Ｐ１２（２）＋

Ｏ１１（１４）＋ＸＯ（５）

２５ ２５ ＳＱ１０２０ 土師器 坏 Ⅰ１ｄ （１３６） ５０ ５０ ロクロ ロクロ 回転糸 良 内・１０ＹＲ・７／８・外・１０ＹＲ・７／６ 砂粒少・石英少・長石少 ＳＱ１０２０（１９）

２５ ２６ ＳＱ１０２０ 土師器 坏 Ⅰ１ａ １２３ ５２ ５３．５ ロクロ ロクロ 回転糸 良 内・７．５ＹＲ・６／６・外・同じ 砂粒少・石英少・長石少 ＳＱ１０２０（１）＋Ｐ１３（１８）＋ＸＯ（６）

２５ ２７ ＳＱ１０２０ 土師器 坏 Ⅰ１ｄ １２０ ４３ ４２ ロクロ ロクロ 回転糸 不良 内・７．５ＹＲ・８／８・外・５ＹＲ・７／８ 砂粒少・石英少・長石少 ＳＱ１０２０（７）

２５ ２８ ＳＸ１０２１ 土師器 内黒坏 Ⅰ５ （１２９） ４８ ５０ ロクロ・
ケズリ ミガキ 不明 良 内・２．５Ｙ・２／１・外・２．５Ｙ・３／１ 砂粒少・石英少・長石少・白色粒少・赤色粒少 ＳＸ１０２１・Ｑ１３（２）＋Ｑ１３（３）＋Ｒ１３（７）

２５ ２９ ＳＸ１０２１ 土師器 内黒坏 Ⅰ５ （１３０） ４７ ５３ ケズリ・
ミガキ ミガキ 不明 良 内・１０ＹＲ・１．７／１・外１０ＹＲ・７／４ 石英少・長石少・黒色粒少・白色粒少 ＳＸ１０２１・Ｑ１３（１）＋ＳＸ１０２１・Ｒ１３（９）＋Ｑ１３（１）

２５ ３０ ＳＸ１０２１ 土師器 坏 Ⅰ１ａ （１２６） ６０ ５１．５ ロクロ ロクロ 回転糸 良 内・７．５ＹＲ・７／８・外・同じ 砂粒多・石英多 ＳＸ１０２１・Ｑ１３（３）

２５ ３１ ＳＸ１０２１ 土師器 坏 Ⅰ２ （１３６） （５１） ５９ ロクロ・
ケズリ ロクロ 回転糸 良 内・７．５ＹＲ・７／６・外・同じ 黒色粒少・茶色粒少・透明粒少 ＳＸ１０２１・Ｑ１３（４）＋Ｑ１３（２）

２５ ３２ ＳＸ１０２１ 土師器 坏 Ⅰ１ａ （１１８） ５５ ５２ ロクロ ロクロ 回転糸 良 内・７．５ＹＲ・８／４・外・同じ 砂粒少・石英少・長石少 ＳＸ１０２１・Ｑ１３（２）＋ＳＸ１０３７・Ｐ１２（１）＋Ｐ１２（１）

２５ ３３ ＳＸ１０２１ 土師器 坏 Ⅰ１ｂ １３４ ４６ ５９．９ ロクロ ロクロ 回転糸 不良 内・７．５ＹＲ・６／８・外７．５ＹＲ・７／８ 砂粒少・石英少・長石少 ＳＸ１０２１・Ｑ１３（１３）

２５ ３４ ＳＸ１０２１ 土師器 坏 Ⅰ１ｂ （１２６） （４６） ５１．５ ロクロ ロクロ 回転糸 良 内・５ＹＲ・５／８・外・同じ 砂粒少・石英少 ＳＸ１０２１・Ｑ１３（４）

２５ ３５ ＳＸ１０２１ 土師器 坏 Ⅰ１ｅ １０５ ５４ ４９ ロクロ ロクロ 回転糸 不良 内・５ＹＲ・７／８・外・同じ 砂粒少・石英少 ＳＸ１０２１・Ｑ１３（３）＋ＸＯ（２）

２５ ３６ ＳＸ１０２１ 土師器 坏 Ⅰ１ａ （１２５） ５５ ５４．３ ロクロ ロクロ 回転糸 不良 内・５ＹＲ・５／８・外・同じ 砂粒少・石英少 ＳＸ１０２１・Ｑ１３（６）

２５ ３７ ＳＸ１０２１ 土師器 坏 Ⅰ１ｅ （１２０） ６０ ４５ ロクロ ロクロ 回転糸 不良 内・１０ＹＲ・８／６・外・同じ 砂粒少・石英少 ＳＸ１０２１・Ｑ１３（６）

２５ ３８ ＳＸ１０２１ 土師器 坏 Ⅰ１ｆ １００ ４６ ５５．５ ロクロ ロクロ 回転糸 不良 内・７．５ＹＲ・７／６・外・同じ 黒色粒少・白色粒少・茶色粒少 ＳＸ１０２１・Ｑ１３（５）

２５ ３９ ＳＸ１０２１ 土師器 坏 Ⅰ１ａ （１２４） ５４ ５６．２ ロクロ ロクロ 不明 不良 内・７．５ＹＲ・８／８・外・１０ＹＲ・８／６ 砂粒少 ＳＸ１０２１・Ｑ１３（１）＋ＸＯ（２）

２６ ４０ ＳＸ１０２１ 土師器 坏 Ⅰ１ａ （１１６） ５０ ４９ ロクロ ロクロ 回転糸 良 内・７．５ＹＲ・７／６・外７．５ＹＲ・８／６ 砂粒少・石英少 ＳＸ１０２１・Ｑ１３（６）

２６ ４１ ＳＸ１０２１ 土師器 坏 Ⅰ１ａ （１１７） ５２ ４９ ロクロ ロクロ 不明 不良 内・７．５ＹＲ・７／６・外７．５ＹＲ・８／６ 砂粒少・石英少・黒色粒少・白色粒少・粗砂少 ＳＸ１０２１・Ｑ１３（５）

２６ ４２ ＳＸ１０２１ 土師器 脚付鉢 Ⅳ７ ロクロ・
ケズリ

ロクロ・
ケズリ 良 内・５ＹＲ・６／６・外・７．５ＹＲ・８／４ 石英少・白色粒少・赤色粒少 ＳＸ１０２１・Ｑ１３（１）

２６ ４３ ＳＸ１０２１ 土師器 鉢 Ⅳ６ ロクロ・
ケズリ ロクロ 良 内・７．５ＹＲ・８／６・外７．５ＹＲ・７／６ 砂粒少・石英少・白色粒少 ＳＸ１０２１・Ｑ１３（２）

２６ ４４ ＳＸ１０２１ 製塩土器 （１５６） 良 内・７．５ＹＲ・７／４・外・同じ 砂粒少・石英少・長石少 ＳＸ１０２１・Ｑ１３（３）

２６ ４５ ＳＸ１０２１ 土師器 鉢 Ⅵ６ ロクロ ロクロ 不良 内・１０ＹＲ・６／６・外・７．５ＹＲ・５／６ 砂粒多・石英多 ＳＸ１０２１・Ｑ１３（２）

２６ ４６ ＳＸ１０２１ 土師器 長胴甕 Ⅴ タタキ アテ痕 良 内・５ＹＲ・８／４・外・同じ 砂粒少・石英少・長石少 ＳＸ１０２１・Ｑ１３（２）

２６ ４７ ＳＸ１０２１ 土師器 台付鉢 Ⅳ３ （１０６） ロクロ ロクロ 不良 内・７．５ＹＲ・８／８・外７．５ＹＲ・８／６ 砂粒少・石英少・雲母少・白色粒少 ＳＸ１０２１・Ｑ１３（２）

２６ ４８ ＳＸ１０２２ 土師器 坏 Ⅰ１ｂ （１０４） ４０ ５１ ロクロ ロクロ 不明 不良 内・５ＹＲ・６／８・外７．５ＹＲ・６／６ 砂粒少・石英少 ＳＸ１０２２・Ｒ１３（２）＋Ｒ１３（２）＋Ｔ１０（１）＋Ｒ１４（１）

２６ ４９ ＳＸ１０２２ 土師器 坏 Ⅰ１ １２２ ロクロ ロクロ 良 内・７．５ＹＲ・７／６・外・同じ 砂粒少・石英少 ＳＸ１０２２・Ｒ１３（８）＋Ｒ１３（４）

２６ ５０ ＳＸ１０２２ 土師器 坏 Ⅰ１ａ （１２４） ５６ ５３ ロクロ ロクロ 回転糸 良 内・７．５ＹＲ・８／４・外・１０ＹＲ・８／４ 砂粒少・石英少・白色粒少 ＳＸ１０２２・Ｒ１３（１）＋Ｒ１３（６）

２６ ５１ ＳＱ１０２３ 土師器 坏 Ⅰ１ ロクロ ロクロ 不良 内・７．５ＹＲ・８／６・外・同じ 砂粒少・石英少・白色粒少 ＳＱ１０２３・Ｑ９（３）

２６ ５２ ＳＱ１０２４ 土師器 坏 Ⅰ１ａ （１２４） ５０ ５１．３ ロクロ ロクロ 回転糸 良 内・５ＹＲ・７／６・外・同じ 砂粒少・石英少・黒色粒少・白色粒少 ＳＱ１０２４・Ｖ１１（５）

表４　遺物観察表（１）　　平安時代・土器
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５５

挿図 番号 出土
地点 種別 器 種 分類 口径

（㎜）
底径
（㎜）

器高
（㎜） 外面調整 内面調整底部切離 焼成 色 調 混入物 グリッド毎出土点数

２７ ５３ ＳＱ１０２４ 土師器 長胴甕 Ⅴ１ （１９３）
ロクロ・
カキメ・
タタキ

ロクロ・
アテ痕・
ヘラナデ

良 内・７．５ＹＲ・７／６・外７．５ＹＲ・８／６ 砂粒多・石英多・白色粒少・砂金少 ＳＱ１０２４上面（４）＋Ｖ１０（２）

２７ ５４ ＳＱ１０２４ 製塩土器 （１０４） １１７ １６９．９ 不明 良 内・７．５ＹＲ・７／６・外・同じ 砂粒多・石英多・白色粒多・赤色粒多 ＳＱ１０２４上面（４）＋Ｘ１３（１）＋Ｖ１０（１）＋Ｔ１０（１）＋
Ｔ１３（１）＋Ｔ１１（１）＋ＸＯ（６）

２７ ５５ ＳＱ１０２５ 土師器 内黒坏 Ⅰ５ （１４１） （６２） ６６．５ ケズリ・
ミガキ ミガキ 不明 良 内・１０ＹＲ・１．７／１・外１０ＹＲ・８／３ 石英少・長石少・黒色粒少・白色粒少 ＳＱ１０２５・Ｚ１３（５）

２７ ５６ ＳＱ１０２５ 土師器 坏 Ⅰ１ｄ （１２５） ４６ ４７ ロクロ ロクロ 回転糸 不良 内・７．５ＹＲ・７／８・外・同じ 砂粒少 ＳＱ１０２５・Ｚ１３（５）

２７ ５７ ＳＱ１０２５ 土師器 坏 Ⅰ１ｃ （１２４） ５４ ４９．１ ロクロ ロクロ 回転糸 良 内・７．５ＹＲ・７／６・外・同じ 砂粒少 ＳＱ１０２５・Ｚ１３（５）

２７ ５８ ＳＱ１０２５ 土師器 坏 Ⅰ１ａ （１３２） （５４） ５５．９ ロクロ ロクロ 不明 不良 内・５ＹＲ・７／８・外・同じ 砂粒少・石英少・白色粒少 ＳＱ１０２５・Ｚ１３（５）

２７ ５９ ＳＱ１０２５ 須恵器 坏 （１ｄ） １３４ ４８ ４２．５ ロクロ ロクロ 回転糸 良 内・７．５Ｙ・５／１・外・７．５Ｙ・６／１ 砂粒多・石英少・白色粒多 ＳＱ１０２５・Ｚ１３（１）＋ＸＯ（３）＋Ｒ１４（１）＋Ｍ１８（１）＋
Ｏ１１（１）

２７ ６０ ＳＱ１０２６ 土師器 坏 Ⅰ１ａ １１４ ５４ ５２ ロクロ ロクロ 回転糸 不良 内・７．５ＹＲ・８／６・外・同じ 砂粒少・石英少・白色粒少 ＳＱ１０２６・Ｙ１４（８）

２７ ６１ ＳＱ１０２６ 土師器 坏 Ⅰ１ａ （１１３） ５４ ４８ ロクロ ロクロ 不明 不良 内・７．５ＹＲ・８／６・外７．５ＹＲ・８／４ 砂粒少 ＳＱ１０２６Ｆ・Ｙ１４（８）

２７ ６２ ＳＱ１０２６ 土師器 坏 Ⅰ１ｃ （１２４） （５４） ４９ ロクロ ロクロ 回転糸 不良 内・５ＹＲ・７／８・外・７．５ＹＲ・７／８ 砂粒少・石英少・白色粒少 ＳＱ１０２６・Ｙ１４（３）＋Ｙ１４（４）

２７ ６３ ＳＱ１０２６ 土師器 長胴甕 Ⅴ１ （２２８） ロクロ・
カキメ ロクロ 不良 内・７．５ＹＲ・８／６・外・同じ 砂粒少・石英少・白色粒少 ＳＱ１０２６・Ｙ１４（１）＋ＳＱ１０２６（３）＋ＸＯ（１）

２７ ６４ ＳＱ１０２６ 土師器 鉢 Ⅳ６
ロクロ・
ケズリ・
カキメ

ロクロ・
カキメ 良 内・５ＹＲ・７／８・外・同じ 砂粒多・石英多・白色粒多・赤色粒少 ＳＱ１０２６・Ｙ１４（１）＋ＳＱ１０２７・Ｚ１４（１）

２８ ６５ ＳＱ１０２６ 須恵器 甕 タタキ アテ痕 不良 内・１０ＹＲ・７／１・外・同じ 砂粒少・石英少 ＳＱ１０２６・Ｙ１４（９）＋ＳＱ１００１・Ｓ１５（１）＋Ｖ１０（１）＋Ｏ１１
（１）＋Ｐ１８（３）＋Ｒ１４（１）＋Ｓ１８（１）＋Ｔ１２（１）＋ＸＯ（１２）

２８ ６６ ＳＱ１０２７ 土師器 坏 Ⅰ１ｂ （１２６） ５０ ５６ ロクロ ロクロ 不明 不良 内・２．５ＹＲ・６／８・外２．５ＹＲ・７／８ 砂粒少・石英少・白色粒少 ＳＱ１０２７・Ｙ１４（４）＋ＳＱ１０２５・Ｚ１３（１）

２８ ６７ ＳＱ１０２７ 土師器 坏 Ⅰ１ｂ （１２０） （４６） ４９．５ ロクロ ロクロ 回転糸 良 内・５ＹＲ・７／８・外・同じ 砂粒少・石英少 ＳＱ１０２７・Ｙ１４（３）＋ＳＱ１０２７・Ｚ１４（１）

２８ ６８ ＳＱ１０２７ 土師器 坏 Ⅰ１ａ （１１７） （５０） ５３．５ ロクロ ロクロ 回転糸 不良 内・５ＹＲ・６／８・外・５ＹＲ・６／６ 砂粒少 ＳＱ１０２７・Ｆ・Ｙ１４（３）＋ＳＱ１０２７・Ｚ１４（３）

２８ ６９ ＳＱ１０２７ 土師器 長胴甕 Ⅴ２ （１９８）
ロクロ・
カキメ・
タタキ

ロクロ・
カキメ・
タタキ

不良 内・５ＹＲ・７／６・外・同じ 砂粒多・石英多・黒色粒少・白色粒多・赤色粒多 ＳＱ１０２７・Ｙ１４（３）＋ＳＱ１０２７・Ｚ１４（１）

２８ ７０ ＳＱ１０２７ 土師器 小型平底甕 Ⅴ４ １２６ ロクロ ロクロ 良 内・７．５ＹＲ・８／８・外７．５ＹＲ・７／８ 砂粒少・石英少・白色粒少 ＳＱ１０２７・Ｙ１４（３）＋Ｚ１４（１）＋ＸＯ（１）

２８ ７１ ＳＱ１０２８ 土師器 坏 Ⅰ１ａ １１４ ５２ ４７ ロクロ ロクロ 回転糸 良 内・５ＹＲ・７／６・外・同じ 砂粒少・石英少・白色粒少 ＳＱ１０２８・Ｗ１３（８）＋ＳＱ１０２９・Ｗ１３（１）＋ＳＱ１０３０・
Ｗ１３（２）＋ＸＯ（３）

２８ ７２ ＳＱ１０２８ 土師器 坏 Ⅰ１ｆ １０８ ４７ ５５．４ ロクロ ロクロ 回転糸 不良 内・７．５ＹＲ・８／６・外・同じ 砂粒少・石英少 ＳＱ１０２８・Ｗ１３（１４）

２８ ７３ ＳＱ１０２８ 土師器 坏 Ⅰ３ （１４４） （５８） ６１ ロクロ・
ケズリ ロクロ 不明 良 内・７．５ＹＲ・７／６・外・同じ 砂粒少・石英少・白色粒少 ＳＱ１０２８・Ｗ１３（３）＋ＳＱ１０３０・Ｗ１３（３）

２９ ７４ ＳＱ１０２８ 土師器 坏 Ⅰ１ａ （１２２） ５６ ５２．３ ロクロ ロクロ 回転糸 良 内・５ＹＲ・７／６・外・同じ 砂粒少 ＳＱ１０２８・Ｗ１２（７）

２９ ７５ ＳＱ１０２８ 土師器 坏 Ⅰ１ａ １１４ ５０ ４８．５ ロクロ ロクロ 回転糸 良 内・７．５ＹＲ・８／６・外・１０ＹＲ・８／４ 砂粒少・白色粒少・赤色粒少 ＳＱ１０２８・Ｗ１３（１０）

２９ ７６ ＳＱ１０２８ 土師器 坏 Ⅰ１ １２６ ロクロ ロクロ 良 内・５ＹＲ・７／６・外・同じ 砂粒少・石英少・白色粒少 ＳＱ１０２８・Ｖ１２（２）＋Ｗ１２（８）

２９ ７７ ＳＱ１０２８ 土師器 坏 Ⅰ１ｃ （１２２） ５４ ４７ ロクロ ロクロ 回転糸 良 内・５ＹＲ・７／６・外・同じ 石英少・白色粒少・透明粒少 ＳＱ１０２８・Ｗ１３（６）

２９ ７８ ＳＱ１０２８ 土師器 坏 Ⅰ１ （１２３） ロクロ ロクロ 良 内・５ＹＲ・６／８・外・同じ 砂粒少・石英少 ＳＱ１０２８・Ｗ１２（４）＋ＳＱ１０２８・Ｖ１２（１）

２９ ７９ ＳＱ１０２８ 土師器 坏 Ⅰ１ａ （１２０） （４８） ５０ ロクロ ロクロ 回転糸 良 内・７．５ＹＲ・８／８・外・同じ 砂粒少・石英少 ＳＱ１０２８・Ｗ１３（１）＋ＳＱ１０２９・Ｗ１３（１）＋ＳＱ１０３０・
Ｗ１３（１）

２９ ８０ ＳＱ１０２８ 土師器 小型平底甕 Ⅴ７ （１２６） ロクロ ロクロ 良 内・７．５ＹＲ・８／４・外・５ＹＲ・７／６ 砂粒少・石英少・長石少 ＳＱ１０２８・Ｖ１２（２）

２９ ８１ ＳＱ１０２９ 土師器 坏 Ⅰ１ａ １２８ ５６ ５４ ロクロ ロクロ 回転糸 良 内・５ＹＲ・７／６・外・同じ 砂粒少・石英少 ＳＱ１０２９・Ｘ１３（１）＋Ｗ１２（３）＋Ｘ１２（１０）

２９ ８２ ＳＱ１０２９ 土師器 坏 Ⅰ１ａ （１１８） （５６） ５１．５ ロクロ ロクロ 回転糸 良 内・５ＹＲ・７／６・外・同じ 砂粒少・黒色粒少・白色粒少 ＳＱ１０２９・Ｘ１３（５）

２９ ８３ ＳＱ１０２９ 土師器 坏 Ⅰ２ １２７．５ ４６ ４９ ロクロ・
ケズリ ロクロ 回転糸 良 内・１０ＹＲ・８／４・外・５ＹＲ・６／４ 砂粒少・白色粒少・赤色粒少 ＳＱ１０２９・Ｙ１４（７）

２９ ８４ ＳＱ１０２９ 土師器 坏 Ⅰ１ａ （１２４） （５０） ５４．３ ロクロ ロクロ 回転糸 良 内・７．５ＹＲ・５／６・外・同じ 砂粒少・石英少 ＳＱ１０２９（１）＋ＳＱ１０２９・Ｙ１４（９）＋ＸＯ（３）

２９ ８５ ＳＱ１０２９ 土師器 坏 Ⅰ１ａ （１２２） ５０ ５４．５ ロクロ ロクロ 回転糸 良 内・５ＹＲ・７／６・外・同じ 砂粒少・白色粒少 ＳＱ１０２９・Ｗ１３（３）

２９ ８６ ＳＱ１０２９ 土師器 坏 Ⅰ１ａ （１３２） （５６） ５７ ロクロ ロクロ 回転糸 不良 内・７．５ＹＲ・８／８・外・５ＹＲ・７／８ 砂粒少 ＳＱ１０２９・Ｙ１４（３）

２９ ８７ ＳＱ１０２９ 土師器 坏 Ⅰ１ａ （１２４） （５５） ５３．５ ロクロ ロクロ 回転糸 良 内・７．５ＹＲ・７／４・外７．５ＹＲ・７／６ 砂粒少・石英少・赤色粒少 ＳＱ１０２９・Ｘ１３（５）

２９ ８８ ＳＱ１０２９ 土師器 小型平底甕 Ⅴ ７０ ロクロ ロクロ 静止糸 不良 内・７．５ＹＲ・７／６・外・５ＹＲ・７／６ 砂粒多・石英多・白色粒少・粗砂少 ＳＱ１０２９・Ｙ１４（２）＋ＳＱ１０２７・Ｚ１４（１）＋Ｚ１４（１）

３０ ８９ ＳＱ１０３０ 土師器 坏 Ⅰ１ａ （１１８） ５０ ５１ ロクロ ロクロ 回転糸 良 内・１０ＹＲ・７／４・外・５ＹＲ・７／６ 砂粒少・石英少 ＳＱ１０３０・Ｗ１３（６）

３０ ９０ ＳＱ１０３０ 土師器 坏 Ⅰ１ａ （１２４） ５２ ５２ ロクロ ロクロ 回転糸 良 内・５ＹＲ・７／８・外・同じ 砂粒少・石英少 ＳＱ１０３０・Ｗ１３（２）

３０ ９１ ＳＱ１０３０ 土師器 坏 Ⅰ１ｆ （１１０） （５５） ５９ ロクロ ロクロ 回転糸 良 内・７．５ＹＲ・７／６・外・５ＹＲ・６／８ 砂粒少 ＳＱ１０３０・Ｗ１３（４）

３０ ９２ ＳＱ１０３０ 土師器 坏 Ⅰ３ （１５８） ５５ ７０．８ ロクロ・
ケズリ ロクロ 不明 不良 内・７．５ＹＲ・７／８・外７．５ＹＲ・７／６ 砂粒少・石英少 ＳＱ１０３０・Ｗ１３（４）＋ＳＱ１０２８・Ｗ１３（２）＋ＳＱ１０２９・

Ｗ１３（２）＋Ｗ１２（３）

３０ ９３ ＳＱ１０３２ 土師器 坏 Ⅰ１ａ １１４ ５４ ５６ ロクロ ロクロ 回転糸 不良 内・７．５ＹＲ・７／６・外・１０ＹＲ・８／６ 砂粒少 ＳＱ１０３２・Ｖ８（９）＋ＳＱ１０３２（２）

３０ ９４ ＳＱ１０３２ 土師器 坏 Ⅰ１ｂ １５２ ５８ ６３ ロクロ ロクロ 回転糸 良 内・７．５ＹＲ・８／４・外・５ＹＲ・７／６ 砂粒少・石英少 ＳＱ１０３２（７）＋ＳＱ１０３２・Ｖ８（６）

３０ ９５ ＳＱ１０３２ 土師器 坏 Ⅰ１ａ（１２６．５）（５４） ５７ ロクロ ロクロ 回転糸 良 内・５ＹＲ・５／６・外・同じ 砂粒少・石英少・長石少 ＳＱ１０３２（３）

３０ ９６ ＳＱ１０３２ 土師器 坏 Ⅰ１ａ １２０ ５６ ５４．２ ロクロ ロクロ 回転糸 不良 内・７．５ＹＲ・８／６・外・同じ 砂粒少・石英少・白色粒少 ＳＱ１０３２・Ｖ８（６）＋ＸＯ（１）

３０ ９７ ＳＱ１０３２ 土師器 坏 Ⅰ１ａ （１２２） ５６ ５４ ロクロ ロクロ 回転糸 良 内・７．５ＹＲ・７／６・外・同じ 砂粒少・石英少・長石少 ＳＱ１０３２・Ｖ８（２）＋ＳＱ１０３２（１）＋Ｕ８（１）

３０ ９８ ＳＱ１０３２ 土師器 坏 Ⅰ１ｆ （１００） ４６ ５０．８ ロクロ ロクロ 回転糸 不良 内・７．５ＹＲ・８／８・外・同じ 砂粒少・石英少（大粒も含む）・長石少 ＳＱ１０３２・Ｖ８（１）＋ＳＱ１０３２（５）

３０ ９９ ＳＱ１０３２ 土師器 坏 Ⅰ１ａ （１１８） （５０） ５１ ロクロ ロクロ 回転糸 不良 内・５ＹＲ・７／８・外・７．５ＹＲ・７／６ 砂粒少・石英少・長石少 ＳＱ１０３２・Ｖ８（３）

３０ １００ ＳＱ１０３２ 土師器 坏 Ⅰ１ａ （１１２） ５２ ５４．５ ロクロ ロクロ 回転糸 良 内・７．５ＹＲ・８／６・外・１０ＹＲ・８／６ 砂粒少・石英少・長石少 ＳＱ１０３２・Ｖ８（３）

３０ １０１ ＳＱ１０３２ 土師器 坏 Ⅰ１ａ １１８ ５０ ５３ ロクロ ロクロ 回転糸 不良 内・７．５ＹＲ・８／６・外・５ＹＲ・７／６ 砂粒少・石英少・白色粒少 ＳＱ１０３２・Ｖ８（１０）

３０ １０２ ＳＱ１０３２ 土師器 坏 Ⅰ１ａ （１１９） ５６ ５０ ロクロ ロクロ 回転糸 不良 内・１０ＹＲ・８／４・外・７．５ＹＲ・８／６ 砂粒少・石英少・長石少 ＳＱ１０３２・Ｖ８（２）＋ＳＱ１０３２（１）

表５　遺物観察表（２）
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５６

挿図 番号 出土
地点 種別 器 種 分類 口径

（㎜）
底径
（㎜）

器高
（㎜） 外面調整 内面調整底部切離 焼成 色 調 混入物 グリッド毎出土点数

３０ １０３ ＳＱ１０３２ 土師器 坏 Ⅰ１ｂ １１５ ４３ ４９．２ ロクロ ロクロ 回転糸 良 内・７．５ＹＲ・７／６・外７．５ＹＲ・８／８ 砂粒少・石英少・長石少 ＳＱ１０３２・Ｖ８（５）＋Ｕ８（１）

３１ １０４ ＳＱ１０３２ 土師器 坏 Ⅰ１ａ （１１９） ５０ ５２ ロクロ ロクロ 回転糸 不良 内・７．５ＹＲ・８／６・外・同じ 石英少・長石少 ＳＱ１０３２（１５）

３１ １０５ ＳＱ１０３２ 土師器 坏 Ⅰ１ａ １１８ ５０ ５４ ロクロ ロクロ 回転糸 良 内・７．５ＹＲ・８／６・外７．５ＹＲ・８／８ 砂粒少・石英少・長石少・白色粒少・赤色粒少 ＳＱ１０３２（６）

３１ １０６ ＳＱ１０３２ 土師器 坏 Ⅰ１ａ １１５ ５６ ４８．５ ロクロ ロクロ 回転糸 良 内・７．５ＹＲ・８／４・外・同じ 砂粒少・石英少・長石少 ＳＱ１０３２（１１）

３１ １０７ ＳＱ１０３２ 土師器 坏 Ⅰ１ｂ （１８５） （４６） ５３ ロクロ ロクロ 回転糸 不良 内・７．５ＹＲ・７／６・外・同じ 砂粒少・石英少・長石少 ＳＱ１０３２（２）

３１ １０８ ＳＱ１０３２ 土師器 甕 Ⅴ１２ （２００） ロクロ・
カキメ ロクロ 良 内・５ＹＲ・７／６・外・７．５ＹＲ・７／６ 砂粒少・石英少・長石少 ＳＱ１０３２・Ｕ８（１）＋Ｔ１０（２）

３１ １０９ ＳＱ１０３２ 土師器 長胴甕 Ⅴ２ （２１６）
ロクロ・
カキメ・
タタキ

ハケメ 不良 内・５ＹＲ・６／８外・７．５ＹＲ・８／８ 砂粒多・石英多・長石多白色粒多 ＳＱ１０３２・Ｖ８（４）

３１ １１０ ＳＱ１０３２ 土師器 長胴甕 Ⅴ１ （１６８） ロクロ ロクロ 良 内・５ＹＲ・６／８・外・５ＹＲ・７／８ 砂粒少・石英少・長石少・白色粒少 ＳＱ１０３２・Ｖ８（３）

３１ １１１ ＳＱ１０３２ 土師器 鉢 Ⅳ５ ロクロ ロクロ 良 内・７．５ＹＲ・８／６・外・同じ 砂粒少・石英少・長石少・白色粒少・赤色粒少 ＳＱ１０３２・Ｖ８（１）

３２ １１２ ＳＱ１０３２ 土師器 脚付鉢 Ⅳ７ （３１８） （１９０） １８７ ロクロ・
ケズリ

ロクロ・
ハケメ 不明 良 内・７．５ＹＲ・８／８・外７．５ＹＲ・７／６ 砂粒多・石英少・長石少・白色粒少・赤色粒少 ＳＱ１０３２（４）＋ＳＱ１０３２・Ｖ８（２）

３２ １１３ ＳＸ１０３４ 土師器 坏 Ⅰ１ｂ （１５８） ６０ ６５ ロクロ ロクロ 回転糸 良 内・５ＹＲ・７／６・外・２．５ＹＲ・６／８ 砂粒少・石英少・長石少 ＳＸ１０３４（１１）

３２ １１４ ＳＸ１０３４ 土師器 坏 Ⅰ１ａ （１２５） ５４ ５１．５ ロクロ ロクロ 回転糸 良 内・１０ＹＲ・７／４・外・同じ 砂粒少・長石少 ＳＸ１０３４（５）

３２ １１５ ＳＸ１０３４ 土師器 坏 Ⅰ１ａ （１２４） ５２ ５５ ロクロ ロクロ 回転糸 不良 内・５ＹＲ・６／８・外・７．５ＹＲ・７／８ 砂粒少 ＳＸ１０３４・ＡＣ１８（５）

３２ １１６ ＳＸ１０３４ 土師器 小型平底甕 Ⅴ９ １２６ ロクロ ロクロ 良 内・７．５ＹＲ・７／４・外・１０ＹＲ・８／４ 砂粒少・石英少・白色粒少 ＳＸ１０３４（１２）＋ＸＯ（２）

３２ １１７ ＳＸ１０３４ 土師器 小型平底甕 Ⅴ８ （１１４） ロクロ ロクロ 良 内・１０ＹＲ・８／６・外・７．５ＹＲ・７／６ 砂粒少・石英少・長石少・白色粒少 ＳＸ１０３４（１４）

３２ １１８ ＳＸ１０３４ 須恵器 壺 カキメ カキメ 良 内・５Ｙ・６／１・外・５Ｙ・５／１ 砂粒多・石英少・長石少・黒色粒少・白色粒多
ＳＸ１０３４・ＡＣ１８（２）＋ＳＸ１０４９（２）＋Ｓ１６（１）＋Ｓ１８（２）
＋Ｓ１１（１）＋Ｕ８（１）＋Ｗ１３（１）＋Ｒ１１（１）＋Ｔ１０（２）＋
Ｆ・Ｔ１０（１）＋ＸＯ（４４）

３３ １１９ ＳＸ１０３４ 須恵器 高台付壺 ６１ ロクロ ロクロ？ 回転箆 良 内・７．５Ｙ・５／１・外・７．５Ｙ・４／１ 砂粒多・石英多・黒色粒多・白色粒多 ＳＸ１０３４（１）

３３ １２０ ＳＸ１０３４ 土師器 小型平底甕 Ⅴ ６４ ロクロ ロクロ 回転糸 不良 内・１０ＹＲ・８／６外・７．５ＹＲ・７／８ 砂粒多・石英少・長石少 ＳＸ１０３４（１）

３３ １２１ ＳＫ１０３６ 土師器 内黒坏 Ⅴ５ ７６ ケズリ ミガキ 不明 良 内７．５ＹＲ・１．７／１・外７．５ＹＲ８／４ 砂粒少 ＳＫ１０３６・Ｗ１３（１）＋ＳＸ１０４９（１）＋Ｖ１２（１）＋Ｗ１２（１）＋
Ｑ１５（１）

３３ １２２ ＳＱ１０３７ 土師器 坏 Ⅰ１ｄ （１３８） ５４ ５１．５ ロクロ ロクロ 回転糸 不良 内・１０ＹＲ・８／３・外・１０ＹＲ・８／４・ 砂粒少・石英少・長石少 ＳＱ１０３７・Ｐ１１（８）

３３ １２３ ＳＱ１０３７ 土師器 坏 Ⅰ１ｂ （１２６） （４４） ５３ ロクロ ロクロ 回転糸 不良 内・７．５ＹＲ・８／４・外・同じ 砂粒少・石英少・長石少 ＳＱ１０３７（１）＋ＳＱ１０３７（１）

３３ １２４ ＳＱ１０３７ 土師器 坏 Ⅰ３ ５６ ロクロ・
ケズリ ロクロ 回転糸 良 内・１０ＹＲ・３／２・外・同じ 石英少・長石少・黒色粒少・白色粒少 ＳＱ１０３７（３）＋ＸＯ（３）

３３ １２５ ＳＱ１０３７ 土師器 長胴甕 Ⅴ２
ロクロ・
カキメ・
タタキ

ロクロ・
アテ痕 良 内・５ＹＲ・７／６・外・５ＹＲ・６／６ 砂粒多・石英多・長石少・白色粒多 ＳＱ１０３７・Ｐ１２（２１）

３３ １２６ ＳＱ１０３７ 土師器 長胴甕 Ⅴ１ （１８８）
ロクロ・
カキメ・
ハケメ

ロクロ・
ハケメ 良 内・７．５ＹＲ・７／４・外・同じ 砂粒少・石英少・長石少・白色粒少・赤色粒少 ＳＱ１０３７・Ｐ１２（３）

３３ １２７ ＳＱ１０３７ 土師器 平底甕？ Ⅴ１０ ハケメ・
カキメ カキメ 良 内・７．５ＹＲ・７／６・外７．５ＹＲ・６／６ 砂粒少・石英少々・長石少・白色粒少 ＳＱ１０３７・Ｐ１２（２）

３３ １２８ ＳＱ１０３７ 土師器 小型平底甕 Ⅴ９ （１３３） ロクロ ロクロ 良 内・７．５ＹＲ・６／６・外・同じ 砂粒少・石英少・長石少 ＳＱ１０３７Ｆ（７）

３３ １２９ ＳＱ１０３７ 土師器 小型平底甕 Ⅴ４ （１５０） ロクロ ロクロ 良 内・７．５ＹＲ・６／６・外７．５ＹＲ・７／４ 砂粒多・石英多・長石多・赤色粒少 ＳＱ１０３７・Ｐ１２（３）＋ＳＱ１０３７（１）

３４ １３０ ＳＱ１０３９ 土師器 坏 Ⅰ１ｄ （１２８） ４８ ５１ ロクロ ロクロ 回転糸 不良 内・７．５ＹＲ・８／８・外・１０ＹＲ・８／４ 砂粒少・石英少・長石少 ＳＱ１０３９（１３）

３４ １３１ ＳＱ１０３９ 土師器 坏 Ⅰ１ａ （１２０） ５０ ５６ ロクロ ロクロ 回転糸 良 内・７．５ＹＲ・７／６外・７．５ＹＲ・８／６ 砂粒少・石英少・長石少・白色粒少 ＳＱ１０３９（５）

３４ １３２ ＳＱ１０３９ 土師器 坏 Ⅰ１ａ （１２０） ５２ ５２ ロクロ ロクロ 回転糸 不良 内・７．５ＹＲ・７／６・外・同じ 砂粒少・石英少・白色粒少 ＳＱ１０３９・Ｍ１３（４）＋Ｍ１３（５）

３４ １３３ ＳＱ１０３９ 土師器 坏 Ⅰ１ｅ （１１８） （６０） ４４ ロクロ ロクロ 回転糸 不良 内・１０ＹＲ・８／４・外・１０ＹＲ・８／６ 石英少・長石少 ＳＱ１０３９・Ｍ１３（４）

３４ １３４ ＳＱ１０３９ 土師器 坏 Ⅰ１ ５０ ロクロ ロクロ 回転糸 不良 内・７．５ＹＲ・７／８・外・同じ 砂粒少 ＳＱ１０３９・Ｍ１３（２）

３４ １３５ ＳＱ１０３９ 土師器 坏 Ⅰ１ ４３ ロクロ ロクロ 回転糸 良 内・７．５ＹＲ・８／６・外・１０ＹＲ・８／６ 砂粒少・赤色粒少 ＳＱ１０３９（６）

３４ １３６ ＳＱ１０３９ 土師器 長胴甕 Ⅴ
ロクロ・
カキメ・
タタキ

アテ痕 良 内・２．５ＹＲ・５／８・外・同じ 砂粒少・石英少・長石少 ＳＱ１０３９・Ｍ１３（３）

３４ １３７ ＳＱ１０４０ 土師器 内黒坏 Ⅰ５ １３０ ケズリ・
ミガキ ミガキ 良 内・１０ＹＲ・２／１・外・１０ＹＲ・８／４ 砂粒少・石英少・長石少 ＳＱ１０４０・Ｔ５（３）＋Ｓ１２（９）＋Ｒ１２（６）

３４ １３８ ＳＱ１０４１ 土師器 坏 Ⅰ１ｃ （１３４） （５６） ５０．７ ロクロ ロクロ 回転糸 良 内・５ＹＲ・６／６・・外・５ＹＲ・７／６ 砂粒少・石英少・長石少・白色粒少 ＳＱ１０４１・Ｌ１３（３）＋Ｌ１３（１）

３４ １３９ ＳＱ１０４１ 土師器 小型平底甕 Ⅴ ６６ ロクロ ロクロ 回転糸 良 内・２．５ＹＲ・５／３・外７．５ＹＲ・７／８ 石英少・長石少 ＳＱ１０４１・Ｌ１３（２）＋ＳＱ１０３９・Ｍ１３（１）＋Ｋ１２（２）＋
Ｌ１２（１）＋Ｌ１３（３）

３４ １４０ ＳＱ１０４４ 土師器 坏 Ⅰ１ｃ （１２６） ５４ ４６．８ ロクロ ロクロ 回転糸 不良 内・７．５ＹＲ・８／４・外・１０ＹＲ・８／３ 砂粒少・石英少・長石少・白色粒少 ＳＱ１０４４（７）

３４ １４１ ＳＱ１０４４ 土師器 坏 Ⅰ１ｄ １２８ ４８ ５０．８ ロクロ ロクロ 回転糸 不良 内・７．５ＹＲ・８／４・外・同じ 砂粒少・石英少・長石少・赤色粒少 ＳＱ１０４４（１５）＋Ｍ１２（１）

３４ １４２ ＳＱ１０４４ 土師器 坏 Ⅰ１ｂ （１２０） ４６ ５９．５ ロクロ ロクロ 回転糸 良 内・７．５ＹＲ・７／６・外・同じ 砂粒少・石英少・長石少 ＳＱ１０４４（２４）

３４ １４３ ＳＱ１０４４ 土師器 坏 Ⅰ１ｃ １２４ ５０ ４８ ロクロ ロクロ 回転糸 良 内・７．５ＹＲ・７／４・外・同じ 砂粒少・石英少・長石少・白色粒少・赤色粒少 ＳＱ１０４４（６）

３４ １４４ ＳＱ１０４４ 土師器 坏 Ⅰ１ｂ １２７ ５０ ５１ ロクロ ロクロ 回転糸 不良 内・７．５ＹＲ・７／６・外・同じ 砂粒少・石英少・長石少・白色粒少・赤色粒少 ＳＱ１０４４（１５）

３５ １４５ ＳＱ１０４４ 土師器 坏 Ⅰ１ａ （１３２） ５４ ５４．５ ロクロ ロクロ 回転糸 不良 内・７．５ＹＲ・７／６・外・同じ 砂粒少・石英少・長石少 ＳＱ１０４４（３）

３５ １４６ ＳＱ１０４４ 土師器 坏 Ⅰ１ａ （１１８） （５２） ５６．５ ロクロ ロクロ 回転糸 良 内・１０ＹＲ・７／６・外・同じ 砂粒少・長石少・白色粒少 ＳＱ１０４４（３）＋Ｍ１２（３）

３５ １４７ ＳＱ１０４４ 土師器 坏 Ⅰ１ｄ （１４２） ５２ ５０．７ ロクロ ロクロ 回転糸 不良 内・１０ＹＲ・８／４・外・同じ 白色粒少 ＳＱ１０４４（１）＋Ｍ１２（２）

３５ １４８ ＳＱ１０４４ 土師器 坏 Ⅰ１ａ （１１５） ４６ ５１．５ ロクロ ロクロ 回転糸 不良 内・７．５ＹＲ・８／６・外７．５ＹＲ・８／８ 砂粒少・石英少・長石少 ＳＱ１０４４（５）

３５ １４９ ＳＱ１０４４ 土師器 長胴甕 Ⅴ１ （１５８） カキメ
（上部）

アテ痕（底
部）・カキ
メ（上部）

不良 内・１０ＹＲ・８／４・外・同じ 砂粒少・石英少・白色粒少 ＳＱ１０４４（６）＋Ｍ１２（１０）＋ＸＯ（３）

３５ １５０ ＳＱ１０４６ 土師器 坏 Ⅰ１ｂ （１３２） ４８ ５３．５ ロクロ ロクロ 回転糸 良 内・５ＹＲ・５／６・外・同じ 砂粒少・石英少・長石少・赤色粒少 ＳＱ１０４６・Ｎ１３（６）＋ＳＱ１０４６（１）＋ＸＯ（１）

表６　遺物観察表（３）
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５７

挿図 番号 出土
地点 種別 器 種 分類 口径

（㎜）
底径
（㎜）

器高
（㎜） 外面調整 内面調整底部切離 焼成 色 調 混入物 グリッド毎出土点数

３５ １５１ ＳＱ１０４６ 土師器 坏 Ⅰ１ｂ １２６ ５０ ５７ ロクロ ロクロ 回転糸 不良 内・２．５ＹＲ・５／８・外・同じ 砂粒少・石英少・長石少・赤色粒少 ＳＱ１０４６・Ｍ１３（６）＋ＳＱ１０４６・Ｍ１４（１）＋ＳＱ１０４６・
Ｎ１４（２）＋ＳＱ１０４６（６）

３５ １５２ ＳＱ１０４６ 土師器 坏 Ⅰ１ １５８ ロクロ ロクロ 不良 内・２．５ＹＲ・６／８・外・同じ 砂粒少・石英少・長石少・白色粒少・赤色粒多 ＳＱ１０４６（３）＋ＳＱ１０４６・Ｎ１３（３）＋Ｎ１４（４）

３５ １５３ ＳＱ１０４６ 土師器 坏 Ⅰ１ｃ １１６ ４７ ４６ ロクロ ロクロ 回転糸 良 内・７．５ＹＲ・７／８・外・５ＹＲ・６／８ 砂粒少・石英少・赤色粒少 ＳＱ１０４６・Ｎ１３（１１）＋ＳＱ１０４６・Ｎ１４（１）＋ＳＱ１０４６・
Ｍ１６（１）＋ＳＱ１０４６Ｆ（１）

３５ １５４ ＳＱ１０４６ 土師器 坏 Ⅰ１ｂ １１６ ４６ ４９．５ ロクロ ロクロ 回転糸 良 内・７．５ＹＲ・６／８・外・同じ 砂粒少・石英少・長石少・赤色粒微少 ＳＱ１０４６・Ｍ１３（１４）＋Ｎ１４（１）

３６ １５５ ＳＱ１０４６ 土師器 坏 Ⅰ１ｄ １３０ ５０ ５１．５ ロクロ ロクロ 回転糸 不良 内・７．５ＹＲ・７／６・外・同じ 砂粒極・石英極・長石極・白色粒少 ＳＱ１０４６・Ｆ（９）＋Ｍ１３（７）＋Ｎ１４（１）＋ＸＯ（３）

３６ １５６ ＳＱ１０４６ 土師器 坏 Ⅰ１ａ １１０ ４８ ５４ ロクロ ロクロ 回転糸 良 内・７．５ＹＲ・７／８・外・同じ 砂粒少・石英少・長石少・赤色粒少 ＳＱ１０４６・Ｍ１３（４）＋ＳＱ１０４６（１２）

３６ １５７ ＳＱ１０４６ 土師器 坏 Ⅰ１ｃ １１９ ５０ ４７．５ ロクロ ロクロ 回転糸 不良 内・２．５ＹＲ・６／６・外・同じ 砂粒少・石英少・長石少・白色粒少・赤色粒少 ＳＱ１０４６・Ｎ１３（１０）

３６ １５８ ＳＱ１０４６ 土師器 坏 Ⅰ１ｃ （１３０） ５４ ５０．３ ロクロ ロクロ 不明 不良 内・２．５ＹＲ・６／８・外・同じ 砂粒少・石英少・長石少・白色粒少・赤色粒少 ＳＱ１０４６・Ｎ１３（８）

３６ １５９ ＳＱ１０４６ 土師器 坏 Ⅰ１ｂ （１３０） ５０ ５７ ロクロ ロクロ 回転糸 良 内・５ＹＲ・７／６・外・５ＹＲ・７／８ 砂粒極・石英極・長石極・赤色粒少 ＳＱ１０４６・Ｎ１３（３）＋ＳＱ１０４６・Ｎ１４（３）

３６ １６０ ＳＱ１０４６ 土師器 坏 Ⅰ１ｃ １３３ ５８ ５０ ロクロ ロクロ 回転糸 不良 内・５ＹＲ・７／６・外・５ＹＲ・７／４ 砂粒少・石英少・長石少・白色粒少・赤色粒少 ＳＱ１０４６（５）

３６ １６１ ＳＱ１０４６ 土師器 坏 Ⅰ１ｂ （１２８） ５０ ５５ ロクロ ロクロ 回転糸 不良 内・５ＹＲ・７／６・外・同じ 砂粒少・石英少・長石少・黒色粒少・白色粒少・
赤色粒少 ＳＱ１０４６・Ｎ１３（８）

３６ １６２ ＳＱ１０４６ 土師器 坏 Ⅰ１ｄ （１３２） ４８ ５０ ロクロ ロクロ 回転糸 不良 内・７．５ＹＲ・７／６・外・同じ 砂粒少・石英少・長石少・白色粒少・赤色粒少 ＳＱ１０４６・Ｎ１３（１２）

３６ １６３ ＳＱ１０４６ 土師器 坏 Ⅰ１ｃ （１４６） ６４ ５２ ロクロ ロクロ 回転糸 不良 内・５ＹＲ・７／８・外・同じ 砂粒少・石英少・長石少・白色粒少・赤色粒少 ＳＱ１０４６・Ｎ１３（４）

３６ １６４ ＳＱ１０４６ 土師器 坏 Ⅰ１ｃ （１２４） ５４ ４５ ロクロ ロクロ 回転糸 不良 内・７．５ＹＲ・７／６・外・同じ 砂粒少・石英少・長石少・白色粒少・赤色粒少 ＳＱ１０４６（８）＋Ｍ１３（２）＋ＸＯ（２）

３６ １６５ ＳＱ１０４６ 土師器 坏 Ⅰ１ａ １１８ ４８ ４７．５ ロクロ ロクロ 回転糸 良 内・１０ＹＲ・７／６・外・１０ＹＲ・７／６ 砂粒少・石英少・長石少 ＳＱ１０４６・Ｎ１４（７）

３６ １６６ ＳＱ１０４６ 土師器 坏 Ⅰ１ｂ （１２２） ４２ ５２ ロクロ ロクロ 回転糸 不良 内・７．５ＹＲ・７／６・外・同じ 砂粒少・石英少・長石少・黒色粒少・白色粒少・
赤色粒少 ＳＱ１０４６・Ｎ１３（６）

３６ １６７ ＳＱ１０４６ 土師器 坏 Ⅰ１ｂ （１２６） ４８ ５１ ロクロ ロクロ 回転糸 良 内・７．５ＹＲ・７／６・外７．５ＹＲ・７／４ 砂粒少・石英少・長石少・黒色粒少・白色粒少・
赤色粒多 ＳＱ１０４６・Ｎ１４（３）

３６ １６８ ＳＱ１０４６ 土師器 坏 Ⅰ１ａ １２．５ ５３ ５２ ロクロ ロクロ 回転糸 不良 内・５ＹＲ・６／６・外・５ＹＲ・７／６ 砂粒少・石英少・長石少 ＳＱ１０４６・Ｎ１４（１８）

３６ １６９ ＳＱ１０４６ 土師器 坏 Ⅰ１ａ （１２０） ５４ ５６．４ ロクロ ロクロ 回転糸 良 内・５ＹＲ・６／８・外・７．５ＹＲ・７／８ 砂粒少・石英少・長石少・白色粒少・赤色粒多 ＳＱ１０４６・Ｎ１３（９）

３７ １７０ ＳＱ１０４６ 土師器 坏 Ⅰ１ｄ （１３３） ５０ ４８ ロクロ ロクロ 回転糸 不良 内・７．５ＹＲ・８／６・外７．５ＹＲ・７／６ 砂粒極・石英極・長石極 ＳＱ１０４６・Ｎ１３（５）

３７ １７１ ＳＱ１０４６ 土師器 坏 Ⅰ１ｃ （１１８） （５０） ４５ ロクロ ロクロ 回転糸 不良 内・１０ＹＲ・８／６・外・同じ 砂粒少・石英少・長石少 ＳＱ１０４６・Ｎ１３（７）

３７ １７２ ＳＱ１０４６ 土師器 坏 Ⅰ１ ５９ ロクロ ロクロ 回転糸 良 内・１０ＹＲ・７／４・外・１０ＹＲ・７／６ 砂粒少・石英少・長石少 ＳＱ１０４６・Ｎ１３（７）

３７ １７３ ＳＱ１０４６ 土師器 坏 Ⅰ１ （１２４） ロクロ ロクロ 不良 内・５ＹＲ・６／８・外・同じ 砂粒少・石英少・長石少・赤色粒少 ＳＱ１０４６（５）＋ＳＱ１０４６・Ｎ１３（３）

３７ １７４ ＳＱ１０４６ 土師器 坏 Ⅰ１ （１３２） ロクロ ロクロ 不良 内・５ＹＲ・７／８外・同じ 砂粒少・石英少・長石少・赤色粒少 ＳＱ１０４６・Ｎ１３（２）

３７ １７５ ＳＱ１０４６ 土師器 坏 Ⅰ１ ５０ ロクロ ロクロ 回転糸 不良 内・２．５ＹＲ・６／８・外・同じ 砂粒極・石英極・長石極 ＳＱ１０４６（６）

３７ １７６ ＳＱ１０４６ 土師器 坏 Ⅰ１ｄ （１５８） ５６ ５２．５ ロクロ ロクロ 回転糸 不良 内・７．５ＹＲ・８／６・外・同じ 砂粒少・石英少・白色粒少 ＳＱ１０４６・Ｎ１３（３）

３７ １７７ ＳＱ１０４６ 土師器 坏 Ⅰ１ ５０ ロクロ ロクロ 回転糸 良 内７．５ＹＲ７／４・１．７／１外５ＹＲ６／６ 砂粒少・石英少 ＳＱ１０４６・Ｎ１３（２）＋ＳＱ１０４６・Ｎ１４（３）

３７ １７８ ＳＱ１０４６ 土師器 坏 Ⅰ１ｄ （１２８） ５０ ４６．５ ロクロ ロクロ 回転糸 不良 内・７．５ＹＲ・８／８・外・同じ 砂粒少・石英少 ＳＱ１０４６・Ｎ１３（６）

３７ １７９ ＳＱ１０４６ 土師器 皿 Ⅲ３ ５０ ロクロ ロクロ 回転糸 不良 内・５ＹＲ・７／８外・５ＹＲ・６／６ 砂粒少・黒色粒少・白色粒少・赤色粒多 ＳＱ１０４６・Ｎ１４（３）＋ＸＯ（１）

３７ １８０ ＳＱ１０４６ 土師器 台付皿 Ⅲ１ １２３ ロクロ ロクロ 不明 不良 内・５ＹＲ・７／８・外・同じ 砂粒少 ＳＱ１０４６（５）＋ＸＯ（１）

３７ １８１ ＳＱ１０４６ 土師器 高台付坏 Ⅱ５ ５６ ロクロ ロクロ 回転糸 不良 内・７．５ＹＲ・７／８・外・同じ 砂粒少・石英少・長石少 ＳＱ１０４６・Ｎ１４（１）

３７ １８２ ＳＱ１０４６ 土師器 小型平底甕 Ⅴ ７２ ロクロ ロクロ 回転糸 不良 内・１０Ｒ・６／６・外・２．５ＹＲ・６／６ 砂粒少・石英少・長石少・白色粒少 ＳＱ１０４６・Ｍ１３（９）＋ＸＯ（１）

３７ １８３ ＳＱ１０４６ 土師器 小型平底甕 Ⅴ （５５） ロクロ ロクロ 回転糸 良 内・７．５ＹＲ・６／６・外・同じ 砂粒少・石英少・長石少 ＳＱ１０４６・Ｍ１３（３）＋ＳＱ１０４６・Ｍ１３（２）

３７ １８４ ＳＱ１０４６ 土師器 小型平底甕 Ⅴ ６５ ロクロ ロクロ 不明 不良 内・７．５ＹＲ・８／６・外・同じ 砂粒少・長石少・白色粒少 ＳＱ１０４６・Ｆ（２）

３７ １８５ ＳＱ１０４６ 土師器 長胴甕 Ⅴ
ロクロ・
タタキ・
カキメ

ロクロ・
アテ痕・
カキメ

不良 内・７．５ＹＲ・８／４・外・同じ 砂粒少・石英多・白色粒少 ＳＱ１０４６・Ｎ１３（３）

３７ １８６ ＳＱ１０４６ 土師器 長胴甕 Ⅴ１ ロクロ・
カキメ

ロクロ・
カキメ 不良 内・１０ＹＲ・８／４・外・７．５ＹＲ・８／６ 砂粒少・石英少・長石少 ＳＱ１０４６・Ｎ１３（３）

３８ １８７ ＳＱ１０４７ 土師器 坏 Ⅰ１ｂ １３９ ４６ ５９ ロクロ ロクロ 回転糸 良 内・７．５ＹＲ・７／８・外・同じ 砂粒少・石英少・長石少・白色粒少・赤色粒少 ＳＱ１０４７

３８ １８８ ＳＱ１０４７ 土師器 坏 Ⅰ１ （１１８） ロクロ ロクロ 良 内・７．５ＹＲ・７／６・外７．５ＹＲ・８／４ 砂粒少・石英少・長石少・白色粒少 ＳＱ１０４７・Ｆ（３）＋ＳＱ１０４８・Ｆ（１）

３８ １８９ ＳＱ１０４７ 土師器 坏 Ⅰ１ ４４ ロクロ ロクロ 回転糸 不良 内・１０ＹＲ・８／３・外・１０ＹＲ・７／６ 砂粒少・石英少・長石少・白色粒少 ＳＱ１０４７（１）

３８ １９０ ＳＱ１０４８ 土師器 坏 Ⅰ１ ５４ ロクロ ロクロ 回転糸 不良 内・１０ＹＲ・８／４・外・７．５ＹＲ・８／４ 砂粒少・石英少・白色粒少 ＳＱ１０４８（１）

３８ １９１ ＳＱ１０４８ 土師器 小型平底甕 Ⅴ ５３ ロクロ ロクロ 回転糸 不良 内・７．５ＹＲ・７／６・外・同じ 砂粒少・石英少・白色粒少 ＳＱ１０４８（２）

３８ １９２ ＳＱ１０４８ 土師器 長胴甕 Ⅴ１？ カキメ カキメ 不良 内・７．５ＹＲ・７／８・外・同じ 砂粒少・石英少・白色粒少・赤色粒少 ＳＱ１０４８（１）

３８ １９３ ＳＸ１０４９ 土師器 坏 Ⅰ１ｂ １１４ ４０ ５３．３ ロクロ ロクロ 回転糸 不良 内・７．５ＹＲ・７／６・外７．５ＹＲ・８／４ 砂粒少・石英少・白色粒少・赤色粒少 ＳＸ１０４９・Ｔ９（１８）

３８ １９４ ＳＸ１０４９ 土師器 坏 Ⅰ１ａ １５４ ６２ ６２．５ ロクロ ロクロ 回転糸 不良 内・７．５ＹＲ・７／６・外・同じ 砂粒少・石英少・長石少・白色粒少 ＳＸ１０４９（４）＋ＳＸ１０４９・Ｔ９（５）

３８ １９５ ＳＸ１０４９ 土師器 坏 Ⅰ１ａ １０８ ４６ ５２ ロクロ ロクロ 回転糸 不良 内・５ＹＲ・６／６・外・同じ 砂粒少・石英少・白色粒少・赤色粒少 ＳＸ１０４９（９）

３８ １９６ ＳＸ１０４９ 土師器 坏 Ⅰ１ｃ （１２４） ５２ ４８．５ ロクロ ロクロ 回転糸 不良 内・７．５ＹＲ・８／６・外・同じ 砂粒少・石英少・白色粒少 ＳＸ１０４９・Ｔ９（１１）

３８ １９７ ＳＸ１０４９ 土師器 坏 Ⅰ１ａ １２２ ５４ ５３ ロクロ ロクロ 回転糸 不良 内・７．５ＹＲ・８／６・外７．５ＹＲ・８／４ 砂粒少・石英少・白色粒少・赤色粒少 ＳＸ１０４９（８）

３８ １９８ ＳＸ１０４９ 土師器 坏 Ⅰ１ａ １２３ ５４ ５０ ロクロ ロクロ 回転糸 不良 内・７．５ＹＲ・８／６・外７．５ＹＲ・８／４ 砂粒少・石英少・長石少・白色粒少 ＳＸ１０４９（５）＋ＳＸ１０４９・Ｔ９（３）

３８ １９９ ＳＸ１０４９ 土師器 坏 Ⅰ１ｂ （１３２） ５１ ５７ ロクロ ロクロ 回転糸 不良 内・７．５ＹＲ・７／８・外・同じ 砂粒多・石英少・白色粒少 ＳＸ１０４９（１５）

３８ ２００ ＳＸ１０４９ 土師器 坏 Ⅰ１ａ １１８ ５０ ４８ ロクロ ロクロ 回転糸 不良 内・１０ＹＲ・８／４・外・１０ＹＲ・８／３ 砂粒粗・石英多・長石少・白色粒多 ＳＸ１０４９（７）

３８ ２０１ ＳＸ１０４９ 土師器 坏 Ⅰ１ｃ （１２２） ５４ ４７ ロクロ ロクロ 回転糸 不良 内・１０ＹＲ・７／６・外・１０ＹＲ・８／６ 砂粒少・石英少・白色粒少 ＳＸ１０４９（４）＋Ｔ９（２）

３８ ２０２ ＳＸ１０４９ 土師器 坏 Ⅰ１ｄ （１３２） ４８ ５０ ロクロ ロクロ 回転糸 不良 内・７．５ＹＲ・８／６・外・同じ 砂粒少・石英少・長石少 ＳＸ１０４９（１）

３８ ２０３ ＳＸ１０４９ 土師器 坏 Ⅰ１ｄ （１３６） （４２） ５０ ロクロ ロクロ 回転糸 不良 内・７．５ＹＲ・８／６・外・同じ 砂粒少・石英少・長石少・白色粒少・赤色粒少 ＳＸ１０４９・Ｔ９（５）

３８ ２０４ ＳＸ１０４９ 土師器 坏 Ⅰ１ａ （１２６） ５２ ５６ ロクロ ロクロ 回転糸 不良 内・７．５ＹＲ・８／６・外・同じ 砂粒少・石英少・白色粒少 ＳＸ１０４９（４）

表７　遺物観察表（４）
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５８

挿図 番号 出土
地点 種別 器 種 分類 口径

（㎜）
底径
（㎜）

器高
（㎜） 外面調整 内面調整底部切離 焼成 色 調 混入物 グリッド毎出土点数

３９ ２０５ ＳＸ１０４９ 土師器 坏 Ⅰ１ｃ （１３８） ６６ ４９．２ ロクロ ロクロ 回転糸 不良 内・７．５ＹＲ・７／８・外・同じ 砂粒少・石英少・白色粒少・赤色粒少 ＳＸ１０４９（８）

３９ ２０６ ＳＸ１０４９ 土師器 坏 Ⅰ１ａ １１８ ５２ ５３ ロクロ ロクロ 回転糸 不良 内・７．５ＹＲ・８／６・外７．５ＹＲ・８／４ 砂粒少・石英少・白色粒少・赤色粒少 ＳＸ１０４９（４）

３９ ２０７ ＳＸ１０４９ 土師器 坏 Ⅰ１ａ １３０ ５６ ５６ ロクロ ロクロ 回転糸 不良 内・７．５ＹＲ・８／６・外・同じ 砂粒少・石英少・白色粒少・赤色粒少 ＳＸ１０４９（１）

３９ ２０８ ＳＸ１０４９ 土師器 坏 Ⅰ３ （１４８） ５４ ６２ ロクロ・
ケズリ ロクロ 不明 良 内・５ＹＲ・６／８・外・同じ 砂粒少・石英少・白色粒少・赤色粒少 ＳＸ１０４９（３）＋ＳＸ１０４９・Ｔ９（１）＋Ｔ１０（１）＋ＸＯ（２）

３９ ２０９ ＳＸ１０４９ 土師器 坏 Ⅰ１ｃ （１３０） （５４） ４９．８ ロクロ ロクロ 回転糸 不良 内・５ＹＲ・７／６・外・同じ 砂粒少 ＳＸ１０４９（１）

３９ ２１０ ＳＸ１０４９ 土師器 坏 Ⅰ１ ５２ ロクロ ロクロ 回転糸 不良 内・１０ＹＲ・８／６・外・７．５ＹＲ・８／６・ 砂粒少・石英少 ＳＸ１０４９（１）＋ＸＯ（１）

３９ ２１１ ＳＸ１０４９ 土師器 坏 Ⅰ４ １２８ ５０ ６２．５ ロクロ・
ケズリ

ロクロ・
ミガキ 不明 不良 内・７．５ＹＲ・８／８・外・５ＹＲ・７／６ 砂粒少 ＳＸ１０４９（３）＋Ｔ９（１）

３９ ２１２ ＳＸ１０４９ 土師器 坏 Ⅰ４ （１８０） ６８ ７５．８
ロクロ・
ケズリ・
ミガキ

ロクロ・
ミガキ 不明 良 内・５ＹＲ・６／８・外・５ＹＲ・７／８ 砂粒少・石英少・白色粒少・赤色粒少 ＳＸ１０４９・Ｔ１０（１）＋Ｔ１０（１６）＋ＸＯ（１）

３９ ２１３ ＳＸ１０４９ 土師器 台付鉢 Ⅳ２ （１３８） （１０６） ９９．２ ケズリ・
ミガキ ミガキ 不明 良 内・１０ＹＲ・８／４・外・１０ＹＲ・８／３ 石英少・白色粒少 ＳＸ１０４９（１）＋Ｔ１０（７） ※４３－２７５と同一個体

４０ ２１４ ＳＸ１０４９ 須恵器 甕 （１９６） ４６３ タタキ アテ痕 良
（堅） 内・５ＹＲ・７／１・外・同じ 砂粒少・石英少

ＳＸ１０４９・Ｔ９（３）＋ＸＯ（２４）＋Ｔ１０（１６）＋Ｔ１６（１）＋
Ｔ１１（６）＋Ｐ１１（８）＋Ｐ１０（１）＋Ｐ１８（２）＋Ｖ１１（１）＋
０１３（３）＋Ｏ１１（１）＋Ｏ９（１）＋Ｑ１２（１）＋Ｕ１０（１）＋
Ｐ１２（４）＋Ｎ１２（１）＋Ｎ１１（３）＋Ｓ１８（１）＋Ｑ９（３）

４０ ２１５ ＳＸ１０４９ 土師器 小型平底甕 Ⅴ３ （１４０） ５４ １０．８ ロクロ ロクロ 不明 不良 内・５ＹＲ・７／８・外・同じ 砂粒多・石英少・白色粒少・赤色粒少 ＳＸ１０４９・Ｔ９（１６）

４０ ２１６ ＳＸ１０４９ 土師器 小型平底甕 Ⅴ ９４ ロクロ ロクロ 不明 不良 内・７．５ＹＲ・８／４・外・同じ 砂粒多・石英少・白色粒少・赤色粒少・金色粒少 ＳＸ１０４９（４）

４０ ２１７ ＳＸ１０４９ 土師器 小型平底甕 Ⅴ ６２ ロクロ ロクロ 回転糸 不良 内・５ＹＲ・７／６・外・５ＹＲ・７／８ 砂粒多・石英少・白色粒少・赤色粒少 ＳＸ１０４９（１）

４１ ２１８ Ｊ・１７ 土師器 坏 Ⅰ１ａ １１６ ５６ ４８ ロクロ ロクロ 回転糸 不良 内・７．５ＹＲ・７／６・外７．５ＹＲ・８／６ 砂粒少・石英少・長石少・白色粒少 Ｊ１７（１０）

４１ ２１９ Ｊ・１７ 土師器 坏 Ⅰ１ｃ （１２３） ５７ ４５ ロクロ ロクロ 回転糸 不良 内・７．５ＹＲ・８／８・外７．５ＹＲ・８／４ 砂粒少・石英少 Ｊ１７（３）

４１ ２２０ Ｊ・１７ 土師器 坏 Ⅰ１ｃ １２８ （６３） ４５ ロクロ ロクロ 回転糸 良 内・７．５ＹＲ・７／６・外・同じ 砂粒少・石英少 Ｊ１７（４）＋ＸＯ（１）

４１ ２２１ Ｊ・１８ 土師器 坏 Ⅰ１ｃ １４３ ５８ ４７．５ ロクロ ロクロ 回転糸 不良 内・７．５ＹＲ・８／８・外・５ＹＲ・７／８ 砂粒少 Ｊ１８（１）＋ＸＯ（１）

４１ ２２２ Ｊ・１８ 土師器 坏 Ⅰ１ｄ （１３４） （５２） ４９ ロクロ ロクロ 回転糸 良 内・７．５ＹＲ・７／６・外・５ＹＲ・７／８ 砂粒少・石英少 Ｊ１８（５）＋ＸＯ

４１ ２２３ Ｋ・１８ 土師器 坏 Ⅰ１ｅ （１１８） （５９） ４９ ロクロ ロクロ 回転糸 不良 内・５ＹＲ・７／８外・同じ 砂粒少・石英少 Ｋ１８（５）＋ＸＯ（１）

４１ ２２４ Ｍ・８ 土師器 坏 Ⅰ１ａ １２４ ５１ ５２ ロクロ ロクロ 回転糸 不良 内・７．５ＹＲ・８／４・外同じ 砂粒少・石英少・長石少・白色粒少・赤色粒少 Ｍ８（１０）

４１ ２２５ Ｍ・８ 土師器 坏 Ⅰ１ｃ （１１９） （５０） ４７．５ ロクロ ロクロ 回転糸 良 内・５ＹＲ・７／６・外・同じ 砂粒少 Ｎ８（４）＋Ｍ８（１）

４１ ２２６ Ｍ・８ 土師器 坏 Ⅰ１ｃ （１１８） （４８） ４６．５ ロクロ ロクロ 回転糸 良 内・１０ＹＲ・８／６・外・７．５ＹＲ・８／６ 砂粒少・石英少 Ｍ８（１）

４１ ２２７ Ｍ・１１ 須恵器 高台付坏 （６０） ロクロ ロクロ 回転箆 良 内・５Ｙ・６／２・外・同じ 砂粒少・白色粒少 Ｍ１１（１）

４１ ２２８ Ｍ・１２ 土師器 坏 Ⅰ１ｃ （１２２） ５１ ４５ ロクロ ロクロ 回転糸 良 内・７．５ＹＲ・７／６外・５ＹＲ・６／８ 砂粒少・石英少 Ｍ１２（７）＋ＸＯ（１）

４１ ２２９ Ｍ・１２ 土師器 坏 Ⅰ１ｂ １２４ （４６） ５１ ロクロ ロクロ 回転糸 不良 内・７．５ＹＲ・７／６外・同じ 砂粒少・石英少・長石少・白色粒少 Ｍ１２（１１）

４１ ２３０ Ｍ・１２ 土師器 坏 Ⅰ１ａ １２４ ５０ ５０ ロクロ ロクロ 回転糸 不良 内・７．５ＹＲ・７／６・外７．５ＹＲ・８／６ 砂粒少・石英少 Ｍ１２（１２）＋Ｋ１２（１）＋Ｍ１２（１）＋ＸＯ（２）

４１ ２３１ Ｍ・１２ 土師器 坏 Ⅰ１ａ （１２１） ５０ ５６ ロクロ ロクロ 回転糸 良 内・７．５ＹＲ・７／６外・同じ 砂粒少・石英少 Ｍ１２（７）

４１ ２３２ Ｍ・１３ 土師器 坏 Ⅰ１ ５２ ロクロ ロクロ 回転糸 良 内・７．５ＹＲ・７／６・外・同じ 砂粒少・石英少・長石少・白色粒少 Ｑ１４（１）＋Ｍ１３（１）

４１ ２３３ Ｍ・１３ 土師器 坏 Ⅰ１ａ （１０８） ４５ ４８．７ ロクロ ロクロ 回転糸 良 内・５ＹＲ・６／６・外・同じ 砂粒少・石英少 Ｍ１３（３）

４１ ２３４ Ｎ・８ 土師器 坏 Ⅰ１ａ １１２ ５４ ４８．５ ロクロ ロクロ 回転糸 不良 内・１０ＹＲ・８／６・外・１０ＹＲ・８／４ 砂粒少・石英少・長石少・黒色粒少・白色粒少 Ｎ８（６）

４１ ２３５ Ｎ・８ 土師器 坏 Ⅰ１ａ （１１７） ４８ ４８．３ ロクロ ロクロ 回転糸 良 内・７．５ＹＲ・７／６外・５ＹＲ・７／８ 砂粒少 Ｎ８（５）

４２ ２３６ Ｎ・１１ 土師器 坏 Ⅰ１ｆ １１０ ３６ ５７ ロクロ ロクロ 回転糸 不良 内・７．５ＹＲ・７／８・外・同じ 砂粒少・石英少・長石少・白色粒少 Ｎ１１（１１）

４２ ２３７ Ｎ・１１ 土師器 坏 Ⅰ４ （１２６） ５４ ５７ ケズリ・
ミガキ ミガキ 不明 不良 内・５ＹＲ・６／８外・５ＹＲ・７／８ 石英少・白色粒少 Ｏ１１（８）＋Ｎ１１（１）

４２ ２３８ Ｎ・１１ 土師器 坏 Ⅰ１ａ （１２９） （５４） ５３ ロクロ ロクロ 回転糸 不良 内・５ＹＲ・７／８・外・同じ 砂粒少 Ｎ１１（５）

４２ ２３９ Ｎ・１１ 土師器 坏 Ⅰ１ａ （１３０） ５２ ５２ ロクロ ロクロ 回転糸 不良 内・５ＹＲ・７／８外・５ＹＲ・７／６ 砂粒少・石英少 Ｖ１１（６）＋Ｖ１２（３）＋Ｎ１１（１）＋ＸＯ（２）

４２ ２４０ Ｎ・１４ 土師器 坏 Ⅰ１ （４２） ロクロ ロクロ 回転糸 良 内・７．５ＹＲ・８／４・外・同じ 砂粒少・石英少 Ｎ１４（１）

４２ ２４１ Ｎ・１５ 土師器 坏 Ⅰ１ｂ （１４０） ５４ ６４．５ ロクロ ロクロ 回転糸 不良 内・５ＹＲ・６／６外・５ＹＲ・６／８ 砂粒多・石英少・長石少・白色粒少 Ｎ１５（１２）

４２ ２４２ Ｎ・１７ 土師器 小型平底甕 Ⅴ ６０ ロクロ ロクロ 回転糸 不良 内・７．５ＹＲ・８／６・外７．５ＹＲ・８／４ 砂粒少・石英少・長石少・白色粒少・赤色粒少・
金色粒少 Ｎ１７（６）

４２ ２４３ Ｎ・１８ 土師器 皿 Ⅲ４ ５４ ロクロ ロクロ 回転糸 良 内・７．５ＹＲ・７／６外・同じ 砂粒少 Ｎ１８（１）

４２ ２４４ Ｏ・１１ 土師器 坏 Ⅰ１ａ １３１ ５３ ５５．５ ロクロ ロクロ 回転糸 不良 内・５ＹＲ・７／８外・同じ 砂粒少・石英少・白色粒少・赤色粒少 Ｏ１１（１）

４２ ２４５ Ｏ・１１ 土師器 小型平底甕 Ⅴ ４６ ロクロ ロクロ 回転糸 良 内・７．５ＹＲ・８／４・外７．５ＹＲ・７／６ 砂粒少・石英少・長石少 Ｏ１１（８）

４２ ２４６ Ｏ・１１ 土師器 小型平底甕 Ⅴ３ １０１ ５０ ９２ ロクロ ロクロ 回転糸 不良 内・５ＹＲ・５／６・外・５ＹＲ・６／６ 砂粒多・石英多・白色粒多・赤色粒多 Ｏ１１（７）

４２ ２４７ Ｏ・１１ 土師器 小型平底甕 Ⅴ３ １２６ ７２ １１６．５ ロクロ ロクロ 回転糸 不良 内・５ＹＲ・７／８・外・同じ 砂粒多・石英多・白色粒多・赤色粒多 Ｏ１１（６）

４２ ２４８ Ｏ・１１ 土師器 小型平底甕 Ⅴ ロクロ ロクロ 不良 内・７．５ＹＲ・７／６・外・１０ＹＲ・８／６ 砂粒少・石英少・長石少 Ｏ１１（９）＋Ｎ１１（２）

４３ ２４９ Ｏ・１１ 土師器 堝 Ⅵ２ｂ
ロクロ・
カキメ・
タタキ

アテ痕・
カキメ 不良 内・５ＹＲ・７／６外・７．５ＹＲ・８／６ 砂粒多・石英多・白色粒多・赤色粒多 Ｏ１１（６）＋ＸＯ（１）

４３ ２５０ Ｏ・１３ 土師器 坏 Ⅰ１ａ （１２１） ５３ ５２．５ ロクロ ロクロ 回転糸 不良 内・７．５ＹＲ・８／６・外７．５ＹＲ・８／４ 砂粒少・石英少・黒色粒少・白色粒少 Ｏ１３（２）＋ＸＯ（１）

４３ ２５１ Ｏ・１４ 土師器 坏 Ⅰ１ａ １２２ ５４ ５４ ロクロ ロクロ 回転糸 不良 内・１０ＹＲ・８／６・外・７．５ＹＲ・８／８ 砂粒少 Ｏ１４（１６）＋ＸＯ（１）

４３ ２５２ Ｏ・１４ 土師器 坏 Ⅰ１ｃ （４９） ４８ ロクロ ロクロ 回転糸 不良 内・７．５ＹＲ・７／８・外・１０ＹＲ・８／４ 砂粒少・石英少 Ｏ１４（６）＋ＸＯ（１）

４３ ２５３ Ｏ・１４ 土師器 坏 Ⅰ１ａ １１８ ５４ ４８ ロクロ ロクロ 回転糸 不良 内・５ＹＲ・６／８外・５ＹＲ・７／６ 砂粒少・石英少・白色粒少 Ｏ１４（４）

４３ ２５４ Ｐ・９ 土師器 坏 Ⅰ１ｂ （１２２） ４７ ５３ ロクロ ロクロ 回転糸 良 内・７．５ＹＲ・７／６・外・同じ 砂粒少・石英少 Ｐ９（４）

４３ ２５５ Ｐ・１０ 土師器 長胴甕 Ⅴ２ ロクロ・
カキメ

ロクロ・
カキメ 良 内・５ＹＲ・７／８・外・２．５ＹＲ・７／８ 砂粒多・石英多 Ｒ１１（１）＋Ｐ１０（１）

表８　遺物観察表（５）
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５９

挿図 番号 出土
地点 種別 器 種 分類 口径

（㎜）
底径
（㎜）

器高
（㎜） 外面調整 内面調整底部切離 焼成 色 調 混入物 グリッド毎出土点数

４３ ２５６ Ｐ・１１ 土師器 坏 Ⅰ１ａ （１２４） ５０ ５５ ロクロ ロクロ 回転糸 良 内・７．５ＹＲ・２／１・外７．５ＹＲ・３／１ 砂粒少・石英少・長石少・白色粒少 Ｐ１１（３）＋ＸＯ（３）

４３ ２５７ Ｐ・１１ 土師器 鉢 Ⅳ１ （２０６） ６８ ７３ ロクロ・
ケズリ

ロクロ・
ミガキ 不明 不良 内・７．５ＹＲ・７／６・外・同じ 砂粒多・石英少・長石少・白色粒少 Ｐ１１（９）

４３ ２５８ Ｐ・１１ 土師器 堝 Ⅵ１
ロクロ・
カキメ・
タタキ

ロクロ・
アテ痕・
カキメ

良 内・１０ＹＲ・８／４・外・同じ 砂粒多・石英少・長石少 Ｐ１１（２）＋ＸＯ（１）

４４ ２５９ Ｐ・９ 土師器 坏 Ⅰ１ｂ １２８ ５０ ５４ ロクロ ロクロ 回転糸 良 内・１０ＹＲ・５／１・外・１０ＹＲ・８／６ 砂粒少 Ｐ９（５）＋Ｑ８（１）＋ＸＯ（１０）

４４ ２６０ Ｐ・１２ 土師器 坏 Ⅰ４ ５９ ケズリ ミガキ 不明 良 内・１０ＹＲ・６／８・外・１０ＹＲ・５／８ 砂粒少・石英少・白色粒少 Ｐ１２（２）

４４ ２６１ Ｐ・１２ 土師器 小型平底甕 Ⅴ７ （１４０） ロクロ ロクロ 不良 内・５ＹＲ・７／８・外・同じ 砂粒多・石英多・長石少・白色粒多・赤色粒少 Ｐ１２（８）

４４ ２６２ Ｐ・１２ 土師器 平底甕？ Ⅴ１１ ロクロ・
ケズリ

ロクロ・
カキメ 良 内・７．５ＹＲ・７／６・外・１０ＹＲ・７／６ 砂粒多・石英少・長石少 Ｐ１２（３）

４４ ２６３ Ｐ・１３ 土師器 坏 Ⅰ１ｂ （１２４） （４９） ５３ ロクロ ロクロ 回転糸 不良 内・５ＹＲ・７／８・外・同じ 砂粒少 Ｐ１３（１２）＋ＸＯ（４）

４４ ２６４ Ｐ・１４ 土師器 長胴甕 Ⅴ１ （１９８） （３５）
ロクロ・
カキメ・
タタキ

ロクロ・
アテ痕・
カキメ

良 内・７．５ＹＲ・８／８・外７．５ＹＲ・８／６ 砂粒少・石英少・長石少・雲母少・白色粒少・金
色粒少 Ｐ１４（５４）

４４ ２６５ Ｑ・８ 土師器 坏 Ⅰ１ｂ （１２２） ４８ ５５．８ ロクロ ロクロ 回転糸 不良 内・５ＹＲ・７／８・外・同じ 砂粒少 Ｑ８（７）

４４ ２６６ Ｑ・９ 土師器 坏 Ⅰ１ｄ （１２２） ４８ ４８ ロクロ ロクロ 回転糸 不良 内・７．５ＹＲ・７／６・外・同じ 砂粒少 Ｑ９（２）

４４ ２６７ Ｑ・９ 土師器 坏 Ⅰ１ａ １１８ ５４ ５２．５ ロクロ ロクロ 回転糸 良 内・７．５ＹＲ・７／６・外・同じ 砂粒少・石英少・長石少・白色粒少 Ｑ９（５）＋Ｒ９（８）＋ＸＯ（１）

４５ ２６８ Ｑ・９ 土師器 長胴甕 Ⅴ２ （２２０）
ロクロ・
カキメ・
タタキ

ロクロ・
カキメ 不良 内・５ＹＲ・７／６外・同じ 砂粒多・石英多・長石多 Ｑ９（５）＋Ｑ９（１）

４５ ２６９ Ｑ・９ 土師器 長胴甕 Ⅴ２ ロクロ・
カキメ

ロクロ・
カキメ 良 内・５ＹＲ・６／６・外・５ＹＲ・６／８ 砂粒多・石英少・白色粒多 Ｑ９（１）

４５ ２７０ Ｑ・１０ 土師器 内黒坏 Ⅰ５ １４２
ロクロ・
ミガキ・
ケズリ

ロクロ・
ミガキ 良 内７．５ＹＲ１．７／１・外７．５ＹＲ７／６ 石英少・長石少・白色粒少 Ｑ１０（１）＋ＸＯ（３）

４５ ２７１ Ｑ・１２ 土師器 高台付皿 Ⅲ１ １２０ ６３ ２９ ロクロ ロクロ 不明 不良 内・７．５ＹＲ・８／６・外・同じ 砂粒少・石英少・白色粒少 Ｑ１２（５）＋ＸＯ（４）

４５ ２７２ Ｑ・１２ 土師器 坏 Ⅰ１ｂ １１８ ４２ ５８ ロクロ ロクロ 回転糸 不良 内・７．５ＹＲ・８／６・外７．５ＹＲ・８／４ 砂粒少・石英少・長石少・白色粒少 Ｑ１２（１２）

４５ ２７３ Ｑ・１２ 土師器 坏 Ⅰ１ａ （１１９） ５０ ５４ ロクロ ロクロ 回転糸 不良 内・５ＹＲ・７／８外・同じ 砂粒少・石英少・白色粒少 Ｒ１２（８）＋Ｓ１２（２）＋ＸＯ（９）

４５ ２７４ Ｑ・１２ 土師器 坏 Ⅰ１ｂ （１１８） ４７ ５１ ロクロ ロクロ 回転糸 不良 内・１０ＹＲ・７／４・外・５ＹＲ・７／６ 砂粒少 Ｑ１２（２）

４５ ２７５ Ｑ・１２ 土師器 台付鉢 Ⅳ２ （２５６） ケズリ・
ミガキ ミガキ 良 内・１０ＹＲ・８／４・外・同じ 石英少・赤色粒少 Ｑ１２（４）※３７－２１３と同一個体

４５ ２７６ Ｑ・１２ 土師器 小型平底甕 Ⅴ３ （１２０） ロクロ ロクロ 良 内・７．５ＹＲ・４／１・・外・同じ 石英少・雲母少・白色粒少 Ｑ１２（３）＋Ｑ１２（２）

４５ ２７７ Ｑ・１２ 土師器 小型平底甕 Ⅴ （９０） ロクロ ロクロ 回転糸 不良 内・５ＹＲ・７／８・外・５ＹＲ・７／６ 砂粒少・石英少・白色粒少 Ｑ１２（１）

４５ ２７８ Ｑ・１２ 土師器 小型平底甕 Ⅴ６ １１３．４ ５９ ９２ ロクロ ロクロ 不明 不良 内・５ＹＲ・７／８・外・５ＹＲ・５／４ 砂粒多・石英少・長石少 Ｑ１２（７）＋ＸＯ（２）

４５ ２７９ Ｑ・１２ 土師器 凸帯付甕 Ⅴ１３ カキメ・
タタキ

カキメ・
アテ痕 良 内・７．５ＹＲ・６／６・外７．５ＹＲ・７／６ 砂粒少・石英少・長石少 Ｑ１２（１）＋Ｔ１０（１）＋Ｔ１０（１）＋ＸＯ（２）＋ＸＯ（３）＋ＸＯ

（１）＋Ｔ１０（２）＋ＸＯ（２）＋Ｓ１１（２） ※同一個体を含む

４５ ２８０ Ｑ・１２ 土師器 鉢 Ⅳ４ ロクロ・
カキメ ロクロ 不良 内・５ＹＲ・６／６・外・同じ 砂粒多・石英少・白色粒多・赤色粒少 Ｑ１２（２）

４５ ２８１ Ｑ・１２ 土師器 鉢 Ⅳ４ ロクロ・
カキメ

ロクロ・
カキメ 良 内・５ＹＲ・７／４・外・同じ 砂粒少・石英少・黒色粒少・白色粒少 Ｑ１２（３）＋ＸＯ（１）

４６ ２８２ Ｑ・１４ ミニチュ
ア土器 （６３） （５０） ２８ ナデ？ ナデ？ 不明 良 内・７．５ＹＲ・８／４・外７．５ＹＲ・８／６ 砂粒少・石英少・白色粒少 Ｑ１４（１）

４６ ２８３ Ｑ・１４ 土師器 坏 Ⅰ１ｃ （１２８） （５３） ４４．５ ロクロ ロクロ 回転糸 不良 内・７．５ＹＲ・７／６外・同じ 砂粒少・石英少 Ｑ１４（２）

４６ ２８４ Ｑ・１４ 土師器 坏 Ⅰ１ａ （１２４） ５４ ５６．５ ロクロ ロクロ 回転糸 良 内・５ＹＲ・７／８・外・同じ 砂粒少・石英少 Ｑ１４（５）

４６ ２８５ Ｑ・１４ 土師器 坏 Ⅰ１ｃ （１２２） （５２） ４７ ロクロ ロクロ 回転糸 不良 内・７．５ＹＲ・７／６・外・同じ 砂粒少・石英少 Ｑ１４（８）

４６ ２８６ Ｑ・１４ 土師器 内黒坏 Ⅰ６ １２６ ４８ ４５．５ ロクロ？ ロクロ 回転糸 不良 内・２．５Ｙ・２／１・外・２．５Ｙ・６／１ 砂粒少・石英少・長石少・白色粒少 Ｑ１４（１３）＋Ｑ１２（１）＋ＸＯ（１）

４６ ２８７ Ｑ・１５ 土師器 坏 Ⅰ１ｂ （１２４） ４９ ５３．５ ロクロ ロクロ 回転糸 不良 内・７．５ＹＲ・７／６・外・同じ 砂粒少・赤色粒少 Ｑ１５（８）

４６ ２８８ Ｑ・２０ 須恵器 壺 ６６ ロクロ ロクロ 不明 良 内・５Ｙ・５／１・外・５Ｙ・３／１ 砂粒少・白色粒多 Ｑ２０（１）＋Ｙ１４（１）＋Ｘ１５（１）＋ＸＯ（２）

４６ ２８９ Ｒ・９ 土師器 坏 Ⅰ１ａ （１１８） ５０ ５５ ロクロ ロクロ 回転糸 良 内・７．５ＹＲ・７／６・外・同じ 砂粒少・石英少 Ｒ９（６）

４６ ２９０ Ｒ・１１ 土師器 坏 Ⅰ１ｂ （１６６） ６０ ７９．８ ロクロ ロクロ 不明 不良 内・７．５ＹＲ・８／６・外・５ＹＲ・７／８ 砂粒少・石英少 Ｒ１１（８）＋ＸＯ（３）

４６ ２９１ Ｒ・１２ 土師器 内黒高台付
坏 Ⅱ４ ６０ ケズリ ミガキ 不明 良 内・１０ＹＲ・１．７／１外・１０ＹＲ・８／４ 石英少・長石少・白色粒少 Ｒ１２（１）＋Ｒ１３（１）＋Ｒ１４（１）＋Ｑ１４（１）

４６ ２９２ Ｒ・１２ 土師器 高台付坏 Ⅱ２ （１５５） ７８ ８２ ロクロ ミガキ 不明 良 内・７．５ＹＲ・７／６・外・同じ 石英少・白色粒少・赤色粒少 Ｒ１２（５）

４６ ２９３ Ｒ・１２ 土師器 坏 Ⅰ１ｃ （１２２） ５０ ４７ ロクロ ロクロ 回転糸 不良 内・７．５ＹＲ・７／６・外・１０ＹＲ・８／６ 砂粒少・石英少 Ｒ１２（３）

４６ ２９４ Ｒ・１２ 土師器 内黒高台付
坏 Ⅱ４ ７３ ケズリ ミガキ 不明 良 内・１０ＹＲ・１．７／１・外１０ＹＲ・８／４ 砂粒少・白色粒少 Ｒ１２（４）＋ＸＯ（２）

４６ ２９５ Ｒ・１２ 土師器 長胴甕 Ⅴ１ ２０３ ロクロ・
カキメ

ロクロ・
カキメ 良 内・５ＹＲ・７／６・外・同じ 砂粒多・石英少・長石少 Ｓ１２（２）＋Ｒ１２（３）＋ＸＯ（１）

４７ ２９６ Ｒ・１３ 須恵器 短頸壺 （１０２） ７０ １１３．５ ロクロ ロクロ 回転糸 良 内・５Ｙ・５／１・外・５Ｙ・４／１ 石英少・白色粒少 Ｒ１３（１）＋Ｒ１６（１）＋Ｔ１４（１）＋ＸＯ（３）

４７ ２９７ Ｒ・１４ 土師器 小型平底甕 Ⅴ （３６） ロクロ ロクロ 不明 不良 内・１０ＹＲ・８／４・外・１０ＹＲ・７／４ 砂粒多・石英少・長石少・白色粒少 Ｒ１４（４）

４７ ２９８ Ｒ・１６ 土師器 内黒坏 Ⅰ５ ミガキ ミガキ 不良 内・１０ＹＲ・３／１・外・１０ＹＲ・７／３ 石英少・長石少・黒色粒少・白色粒少・赤色粒少 Ｒ１６（７）

４７ ２９９ Ｓ・１０ 土師器 坏 Ⅰ４ ６３
ロクロ・
ミガキ・
ケズリ

ミガキ 不明 良 内・７．５ＹＲ・７／６・外・５ＹＲ・７／６ 砂粒少・白色粒少・赤色粒少 Ｔ９（１）＋Ｔ１０（２）＋Ｓ１０（７）＋ＸＯ（１）

４７ ３００ Ｓ・１１ 土師器 内黒高台坏 Ⅱ３ （１６２） ５６ ６４．８ ケズリ・
ミガキ ミガキ 不明 良 内・１０ＹＲ・１．７／１・外１０ＹＲ・８／６ 石英少・白色粒少・赤色粒少 Ｓ１１（４）＋Ｔ１１（２）＋Ｓ１９（１）

４７ ３０１ Ｓ・１２ 土師器 坏 Ⅰ１ａ １２１ ５２ ５２ ロクロ ロクロ 回転糸 良 内・７．５ＹＲ・７／８・外・同じ 砂粒多・石英多・長石少・白色粒多 Ｓ１２（５）＋ＸＯ（３）

表９　遺物観察表（６）
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６０

挿図 番号 出土
地点 種別 器 種 分類 口径

（㎜）
底径
（㎜）

器高
（㎜） 外面調整 内面調整底部切離 焼成 色 調 混入物 グリッド毎出土点数

４７ ３０２ Ｓ・１２ 土師器 坏 Ⅰ１ｃ １２６ ５３ ４６．８ ロクロ ロクロ 回転糸 良 内・７．５ＹＲ・６／４・外７．５ＹＲ・７／４ 砂粒少・石英少・長石少・白色粒少 Ｓ１２（５）＋ＸＯ（２）

４７ ３０３ Ｓ・１２ 土師器 内黒坏 Ⅰ５ （１４２） ロクロ ミガキ 不良 内・１０ＹＲ・２／１・外・１０ＹＲ・８／６ 砂粒少・石英少・白色粒少 Ｓ１２（８）

４７ ３０４ Ｓ・１２ 土師器 坏 Ⅰ１ｂ （１２０） ４６ ５０ ロクロ ロクロ 回転糸 不良 内・５ＹＲ・７／８・外・７．５ＹＲ・７／６ 砂粒少・石英少・長石少 Ｓ１２（３）

４７ ３０５ Ｓ・１２ 土師器 坏 Ⅰ１ａ （１０２） ４８ ４９ ロクロ ロクロ 回転糸 不良 内・７．５ＹＲ・７／８・外・１０ＹＲ・８／６ 砂粒少・石英少 Ｓ１２（８）

４７ ３０６ Ｓ・１２ 土師器 坏 Ⅰ１ｂ （１２５） ４６ ５７．５ ロクロ ロクロ 回転糸 不良 内・５ＹＲ・７／６・外・同じ 砂粒少・石英少・長石少 Ｓ１２（３）

４７ ３０７ Ｓ・１２ 土師器 坏 Ⅰ１ｃ （１２０） ４９ ４７．３ ロクロ ロクロ 回転糸 不良 内・７．５ＹＲ・８／６・外・同じ 砂粒少・石英少 Ｓ１２（３）

４７ ３０８ Ｓ・１２ 土師器 坏 Ⅰ１ｃ （１２２） ６０ ４３．５ ロクロ ロクロ 回転糸 良 内・７．５ＹＲ・７／６・外・５ＹＲ・７／６ 砂粒少・石英少 Ｓ１２（４）

４７ ３０９ Ｓ・１２ 土師器 坏 Ⅰ１ｄ （１３８） ５０ ５０ ロクロ ロクロ 回転糸 不良 内・１０ＹＲ・８／４外・同じ 砂粒少・石英少・長石少 Ｓ１２（５）＋ＸＯ（４）

４７ ３１０ Ｓ・１２ 土師器 高台付坏 Ⅱ６ ５４ ロクロ ロクロ 不明 不良 内・５ＹＲ・７／６外・２．５ＹＲ・７／８ 砂粒少・石英少 Ｓ１２（１）

４８ ３１１ Ｓ・１２ 土師器 小型平底甕 Ⅴ ６４ ロクロ ロクロ 回転糸 良 内・７．５ＹＲ・８／４・外・同じ 砂粒多・石英多・長石少・白色粒多・赤色粒多 Ｓ１２（２）

４８ ３１２ Ｓ・１２ 土師器 堝 Ⅵ１ タタキ・
カキメ

ロクロ・
アテ・
カキメ

良 内・７．５ＹＲ・６／８・外・５ＹＲ・６／６ 砂粒少石英少・長石少・白色粒少 Ｓ１２（３）

４８ ３１３ Ｓ・１２ 土師器 長胴甕 Ⅴ１ （２２０） カキメ カキメ 不良 内・７．５ＹＲ・７／６・外７．５ＹＲ・８／８ 砂粒少・石英少・長石少・白色粒少・赤色粒少 Ｓ１２（５）

４８ ３１４ Ｓ・１２ 土師器 長胴甕 Ⅴ２ カキメ カキメ 良 内・５ＹＲ・７／６・・外・同じ 砂粒少・石英少・長石少・白色粒少・赤色粒少 Ｓ１２（３）

４８ ３１５ Ｓ・１２ 土師器 長胴甕 Ⅴ２？ カキメ カキメ 良 内・５ＹＲ・７／６・外・同じ 砂粒少・石英少・白色粒少・赤色粒少・金色粒少 Ｓ１２（３）

４８ ３１６ Ｓ・１４ 土師器 鉢 Ⅳ４ ロクロ ロクロ・
カキメ 良 内・５ＹＲ・７／８・外・５ＹＲ・６／６ 砂粒少・石英少・長石少・白色粒少 Ｓ１４（１）

４８ ３１７ Ｓ・１８ 土師器 長胴甕 Ⅴ１ カキメ カキメ 良 内・７．５ＹＲ・７／８・外７．５ＹＲ・６／６ 砂粒少・石英少・長石少・白色粒少 Ｓ１８（３）＋Ｓ１９（１）

４８ ３１８ Ｔ・１０ 土師器 坏 Ⅰ１ａ １２０ ５２ ５０ ロクロ ロクロ 回転糸 良 内・７．５ＹＲ・７／６・外・同じ 砂粒少石英少・長石少 Ｔ１０（１５）

４８ ３１９ Ｔ・１０ 土師器 坏 Ⅰ１ａ １２２ ６０ ５２ ロクロ ロクロ 回転糸 良 内・７．５ＹＲ・７／６・・外・同じ 砂粒少・石英少・長石少 Ｔ１０（１５）＋ＸＯ（３）

４８ ３２０ Ｔ・１０ 土師器 坏 Ⅰ１ａ １２０ ５２ ４９．５ ロクロ ロクロ 回転糸 不良 内・７．５ＹＲ・７／６・外・同じ 砂粒少 Ｔ１０（３）

４８ ３２１ Ｔ・１０ 土師器 坏 Ⅰ１ａ １２０ ４９ ５４ ロクロ ロクロ 回転糸 不良 内・７．５ＹＲ・７／６・外７．５ＹＲ・８／４ 砂粒少・石英少・長石少・赤色粒少 Ｔ１０（２）＋ＸＯ（１）

４８ ３２２ Ｔ・１０ 土師器 坏 Ⅰ１ｃ （１３４） （５６） ４８ ロクロ ロクロ 回転糸 良 内・１０ＹＲ・８／６・外・同じ 砂粒少・石英少 Ｔ１０（２）

４８ ３２３ Ｔ・１０ 土師器 坏 Ⅰ１ｄ （１２８） ４９ ４６．８ ロクロ ロクロ 回転糸 不良 内・７．５ＹＲ・７／８・外・同じ 砂粒少・石英少・長石少 Ｔ１０（６）

４９ ３２４ Ｔ・１０ 土師器 坏 Ⅰ１ａ （１２２） ５３ ５２ ロクロ ロクロ 回転糸 良 内・７．５ＹＲ・７／６・外・同じ 砂粒少・石英少 Ｔ１０（５）＋ＸＯ

４９ ３２５ Ｔ・１０ 土師器 坏 Ⅰ１ａ （１２５） ５２ ５４ ロクロ ロクロ 回転糸 不良 内・７．５ＹＲ・７／６・外・同じ 砂粒少・石英少 Ｔ１０（７）

４９ ３２６ Ｔ・１０ 土師器 坏 Ⅰ１ａ ロクロ ロクロ 回転糸 良 内・７．５ＹＲ・７／６・外・同じ 砂粒少・石英少・長石少 Ｔ１０（１０）

４９ ３２７ Ｔ・１０ 土師器 高台付坏 Ⅱ１ １４０ ４６ ６９ ケズリ ケズリ・
ミガキ 不明 良 内・７．５ＹＲ・７／６・外・同じ 石英少・白色粒少 Ｔ１０（１５）

４９ ３２８ Ｔ・１０ 土師器 坏 Ⅰ２ （１１６） ４４ ５３ ロクロ・
ケズリ ロクロ 回転糸 良 内・７．５ＹＲ・７／８・外・同じ 砂粒少・石英少 Ｔ１０（９）＋ＸＯ（３）

４９ ３２９ Ｔ・１０ 土師器 坏 Ⅰ３ １４７ ロクロ・
ケズリ ロクロ 良 内・５ＹＲ・７／６・外・同じ 砂粒少・石英少・白色粒少 Ｔ１０（１０）＋ＸＯ（１）

４９ ３３０ Ｔ・１０ 土師器 坏 Ⅰ１ａ １３１ ５６ ５６ ロクロ ロクロ 回転糸 良 内・７．５ＹＲ・７／６・外・同じ 砂粒少石英少・長石少 Ｔ１０（１１）＋ＸＯ（２）

４９ ３３１ Ｔ・１０ 土師器 坏 Ⅰ１ａ （１３６） ５７ ５６ ロクロ ロクロ 回転糸 良 内・７．５ＹＲ・７／６・外・同じ 砂粒少・石英少 Ｔ１０（９）

４９ ３３２ Ｔ・１０ 土師器 坏 Ⅰ１ａ （１１８） ５６ ５５．８ ロクロ ロクロ 回転糸 不良 内・１０ＹＲ・８／６・外・同じ 砂粒少・石英少 Ｔ１０（４）＋ＸＯ（１）

４９ ３３３ Ｔ・１０ 土師器 坏 Ⅰ１ｂ １２２ ４８ ５４ ロクロ ロクロ 回転糸 良 内・７．５ＹＲ・７／６・外・同じ 砂粒少 Ｔ１０（５）

４９ ３３４ Ｔ・１０ 土師器 坏 Ⅰ１ｄ １３６ ４７ ４５．８ ロクロ ロクロ 回転糸 不良 内・７．５ＹＲ・７／８・外・同じ 砂粒少・石英少・長石少 Ｔ１０（１０）

４９ ３３５ Ｔ・１０ 土師器 坏 Ⅰ１ａ （１２４） ５４ ５２ ロクロ ロクロ 回転糸 不良 内・１０ＹＲ・８／６・外・同じ 砂粒少・石英少・長石少・黒色粒少 Ｔ１０（７）

４９ ３３６ Ｔ・１０ 土師器 坏 Ⅰ１ａ （１２８） ５８ ５３．５ ロクロ ロクロ 回転糸 良 内・７．５ＹＲ・８／６・外７．５ＹＲ・７／６ 砂粒少・石英少 Ｔ１０（１）

４９ ３３７ Ｔ・１０ 土師器 坏 Ⅰ１ａ （１１４） （５４） ５２．５ ロクロ ロクロ 回転糸 不良 内・７．５ＹＲ・８／６・外・１０ＹＲ・８／４ 砂粒少・石英少 Ｔ１０（３）

４９ ３３８ Ｔ・１０ 土師器 坏 Ⅰ１ａ １１３ ４８ ４９ ロクロ ロクロ 回転糸 良 内・１０ＹＲ・８／４・外・同じ 砂粒少・石英少 Ｔ１０（６）

５０ ３３９ Ｔ・１０ 土師器 坏 Ⅰ１ｆ １３８ ４８ ７０ ロクロ ロクロ 回転糸 不良 内・７．５ＹＲ・７／６・外７．５ＹＲ・６／６ 砂粒少・石英少・長石少 Ｔ１０（１９）＋ＸＯ（１）

５０ ３４０ Ｔ・１０ 土師器 鉄鉢型土器 Ⅳ８ （１５２）
ロクロ・
ナデ・
ケズリ

ロクロ 良 内・１０ＹＲ・７／６・外・同じ 砂粒少・石英少・長石少・雲母極 Ｔ１０（２）

５０ ３４１ Ｔ・１０ 須恵器 長頸壺 １２４ ロクロ ロクロ 良 内・５Ｙ・８／２・外・５Ｙ・７／２ 砂粒少・石英少・白色粒少 Ｔ１０（３）

５０ ３４２ Ｔ・１０ 須恵器 長頸壺 ロクロ ロクロ 良 内・Ｎ・４／１・外・Ｎ・３／１ 砂粒多・石英多・白色粒多 Ｔ１０（５）＋Ｔ１１（１）＋Ｓ１２（１）＋ＸＯ（４）

５０ ３４３ Ｔ・１０ 土師器 小型平底甕 Ⅴ４ （１１５） ６４ １４８ ロクロ ロクロ 回転糸 不良 内・７．５ＹＲ・７／６・外・同じ 砂粒少・石英少・長石少 Ｔ１０（７）

５０ ３４４ Ｔ・１０ 土師器 長胴甕 Ⅴ１ （２０７） カキメ カキメ 不良 内・１０ＹＲ・８／６・外・同じ 砂粒少・石英少・長石少 Ｔ１０（３）＋ＸＯ（１）

５０ ３４５ Ｔ・１０ 土師器 長胴甕 Ⅴ２ １９０ タタキ・
カキメ

アテ・
カキメ 良 内・５ＹＲ・７／８・外・同じ 砂粒少々・石英少・長石少 Ｔ１０（１）＋ＸＯ（２）

５０ ３４６ Ｔ・１０ 土師器 長胴甕 Ⅴ１ （１９５） ロクロ・
タタキ

ロクロ・
カキメ 良 内・５ＹＲ・７／６・外・同じ 砂粒少・石英少・長石少・雲母極 Ｔ１０（８）＋ＸＯ（１）

５１ ３４７ Ｔ・１１ 土師器 坏 Ⅰ１ａ １１８ ５６ ５２ ロクロ ロクロ 回転糸 不良 内・７．５ＹＲ・７／６・外・同じ 砂粒少・石英少・長石少 Ｔ１１（１３）＋ＸＯ（２）

５１ ３４８ Ｔ・１１ 土師器 坏 Ⅰ１ａ １２７．５ ５９．５ ５５ ロクロ ロクロ 回転糸 良 内・７．５ＹＲ・７／６・外・同じ 砂粒少・石英少・長石少 Ｔ１１（１３）＋ＸＯ（３）

５１ ３４９ Ｔ・１１ 土師器 坏 Ⅰ１ｂ （１２２） ４８ ５０．５ ロクロ ロクロ 回転糸 不良 内・７．５ＹＲ・７／６・外・１０ＹＲ・７／６ 砂粒やや多・石英やや多・長石やや多 Ｔ１１（８）＋ＸＯ（２）

５１ ３５０ Ｔ・１１ 土師器 内黒坏 Ⅰ５ （１５８） ケズリ・
ミガキ ミガキ 良 内・１０ＹＲ・１．７／１・外１０ＹＲ・８／６ 石英少白色粒少 Ｔ１１（６）

５１ ３５１ Ｔ・１１ 土師器 内黒坏 Ⅰ５ （１４７） ケズリ・
ミガキ ミガキ 良 内・１０ＹＲ・２／１・外・１０ＹＲ・７／４ 砂粒少 Ｔ１１（２）＋Ｓ１０（１）

５１ ３５２ Ｔ・１１ 土師器 坏 Ⅰ１ａ （１１２） ５０ ５１ ロクロ ロクロ 回転糸 不良 内・５ＹＲ・７／８・外・同じ 砂粒少・石英少 Ｔ１１（１０）

５１ ３５３ Ｔ・１１ 土師器 坏 Ⅰ１ａ （１１５） （５２） ５５ ロクロ ロクロ 回転糸 良 内・１０ＹＲ・外・７．５ＹＲ・７／６ 砂粒少・石英少 Ｔ１１（４）

表１０　遺物観察表（７）
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６１

挿図 番号 出土
地点 種別 器 種 分類 口径

（㎜）
底径
（㎜）

器高
（㎜） 外面調整 内面調整底部切離 焼成 色 調 混入物 グリッド毎出土点数

５１ ３５４ Ｔ・１２ 土師器 内黒高台付
坏 Ⅱ４ （１４１） ５８ ５５ ケズリ・

ミガキ ミガキ 不明 不良 内・１０ＹＲ・１．７／１・外１０ＹＲ・８／４ 砂粒少・石英少・白色粒少 Ｔ１２（１）＋Ｂ（１６）

５１ ３５５ Ｔ・１２ 土師器 坏 Ⅰ１ｃ （１２２） ５０ ４８ ロクロ ロクロ 回転糸 不良 内・１０ＹＲ・８／６外・７．５ＹＲ・８／８ 砂粒少・石英少・長石少 Ｔ１２（５）

５１ ３５６ Ｔ・１６ 土師器 平底甕 Ⅴ１４ （９０） ケズリ ヘラナデ 砂底 良 内・７．５ＹＲ・７／６・外・同じ 砂粒少・石英少・長石少 Ｔ１６（４）

５１ ３５７ Ｕ・１０ 土師器 坏 Ⅰ１ｃ （１２５） ５０ ４９ ロクロ ロクロ 回転糸 良 内・７．５ＹＲ・７／８・外・同じ 砂粒少・石英少・長石少 Ｖ１０（４）＋Ｕ１０（１）＋ＸＯ（１）

５１ ３５８ Ｕ・１０ 土師器 脚付鉢 Ⅳ７
ロクロ・
ケズリ・
ナデ

ロクロ・
ケズリ・
ナデ

不明 良 内・７．５ＹＲ・７／６・外・同じ 砂粒少・石英少・長石少 Ｕ１０（６）＋ＸＯ（１）

５１ ３５９ Ｕ・１１ 土師器 坏 Ⅰ１ａ １２０ ４６ ５５ ロクロ ロクロ 回転糸 不良 内・２．５ＹＲ・５／６・外・同じ 砂粒少・石英少・長石少 Ｕ１１（１１）＋ＸＯ（３）

５２ ３６０ Ｕ・１１ 土師器 坏 Ⅰ１ｂ （１１６） ５０ ５０ ロクロ ロクロ 回転糸 良 内・７．５ＹＲ・７／６・外・１０ＹＲ・８／６ 砂粒少・石英少・長石少 Ｕ１１（３）＋ＸＯ（２）

５２ ３６１ Ｕ・１２ 土師器 坏 Ⅰ１ｃ （１２２） ５４ ４１ ロクロ ロクロ 回転糸 良 内・７．５ＹＲ・８／８・外・同じ 砂粒少・石英少・長石少 Ｕ１２（３）

５２ ３６２ Ｕ・１３ 土師器 坏 Ⅰ１ａ （１１８） ５８ ４８．５ ロクロ ロクロ 回転糸 不良 内・７．５ＹＲ・７／６・外・同じ 砂粒少・石英少・長石少 Ｕ１３（６）

５２ ３６３ Ｖ・１０ 土師器 坏 Ⅰ１ｂ （１２８） ５０ ５３ ロクロ ロクロ 回転糸 良 内・７．５ＹＲ・７／６・外７．５ＹＲ・７／８ 砂粒少・石英少・長石少 Ｖ１０（１３）＋Ｖ１１（１）＋Ｕ１０（２）＋ＸＯ（５）

５２ ３６４ Ｖ・１０ 土師器 坏 Ⅰ１ａ （１１８） ５８ ５２ ロクロ ロクロ 回転糸 不良 内・７．５ＹＲ・７／６・外・同じ 砂粒少・石英少長石少 Ｖ１０（１１）＋ＸＯ（３）

５２ ３６５ Ｖ・１０ 土師器 坏 Ⅰ１ａ （１２２） ５０ ５０ ロクロ ロクロ 回転糸 不良 内・７．５ＹＲ・８／８・外・同じ 砂粒少・石英少・赤色粒極 Ｖ１０（１）＋ＸＯ（２）

５２ ３６６ Ｖ・１０ 土師器 小型平底甕 Ⅴ ６０ ロクロ ロクロ 回転糸 不良 内・７．５ＹＲ・８／６・外・同じ 砂粒少・石英少・長石少 Ｖ１０（５）＋ＸＯ（１）

５２ ３６７ Ｗ・１２ 土師器 内黒坏 Ⅰ５ （１４１） （５４） ケズリ・
ミガキ ミガキ 不明 良 内・１０ＹＲ・１．７／１・外１０ＹＲ・７／４ 石英少・白色粒少 Ｘ１１（２）＋Ｗ１２（１）＋ＳＸ１０４９（２）＋Ｗ１３（１）＋Ｘ１４（１）＋

ＸＯ（１）

５２ ３６８ Ｗ・１２ 土師器 坏 Ⅰ１ｄ （１２８） ５１ ５１ ロクロ ロクロ 回転糸 不良 内・１０ＹＲ・８／６・外・１０ＹＲ・８／４ 砂粒少・石英少 Ｗ１２（３）＋ＸＯ（２）

５２ ３６９ Ｗ・１２ 土師器 堝 Ⅵ２ａ ３６２
カキメ・
タタキ・
（ケズリ？）

カキメ・
アテ 不良 内・７．５ＹＲ・８／６・外・同じ 砂粒少・石英少・長石少 Ｗ１２（９）＋ＸＯ（１）

５２ ３７０ Ｘ・１２ 土師器 耳皿 Ⅲ４ ４２ ロクロ ロクロ 回転糸 良 内・５ＹＲ・７／６・外・同じ 石英少・赤色粒少・金色粒少 Ｘ１２（１）

５３ ３７１ Ｘ・１３ 土師器 鉢 Ⅳ５ （２２９） カキメ カキメ 不良 内・２．５ＹＲ・７／８・外２．５ＹＲ・７／６ 砂粒多・石英多・白色粒多・赤色粒少 Ｘ１３（１）

５３ ３７２ Ｘ・１４ 土師器 長胴甕 Ⅴ１ カキメ カキメ 不良 内・５ＹＲ・７／６・外・同じ 砂粒少・石英少・長石少 Ｘ１４（５）

５３ ３７３ Ｘ・１５ 土師器 長胴甕 Ⅴ１ ロクロ・
ハケメ

ハケメ・
カキメ 不良 内・７．５ＹＲ・７／６・外・同じ 砂粒多・石英少・長石少 Ｘ１５（３）

５３ ３７４ Ｙ・１０ 土師器 坏 Ⅰ１ａ （１１７） ５４ ５６ ロクロ ロクロ 回転糸 不良 内・７．５ＹＲ・７／６・外・同じ 砂粒少・石英少・白色粒少 Ｙ１５（１）＋Ｙ１０（１）＋ＸＯ（１）

５３ ３７５ Ｙ・１０ 土師器 坏 Ⅰ３ （１４８） ４５ ６５ ロクロ・
ケズリ ロクロ 不明 不良 内・１０ＹＲ・８／８・外・同じ 砂粒少・石英少 Ｙ１０（３）

５３ ３７６ Ｚ・１４ 土師器 小型平底甕 Ⅴ８ （１３６） ロクロ ロクロ 不良 内・５ＹＲ・７／６・外・５ＹＲ・７／８ 砂粒多・石英多・長石多 Ｚ１４（１２）＋ＸＯ（３）

５３ ３７７ ＡＡ・１２ 土師器 坏 Ⅰ１ａ （１２４） ５３ ５８ ロクロ ロクロ 回転糸 不良 内・７．５ＹＲ・７／６・外・１０ＹＲ・８／６ 砂粒少・石英少 ＡＡ１２（１１）＋ＸＯ（９）

５３ ３７８ ＡＣ・１５ 土師器 坏 Ⅰ１ｂ （１５７） ５０ ６５ ロクロ ロクロ 回転糸 不良 内・１０ＹＲ・８／６・外・７．５ＹＲ・７／６ 砂粒少・石英少・長石少 ＡＤ１５（７）＋ＡＣ１５（２）＋ＸＯ（１）

５３ ３７９ ＡＣ・１５ 土師器 坏 Ⅰ１ａ （１１８） ４８ ５０ ロクロ ロクロ 回転糸 不良 内・１０ＹＲ・８／４・外・同じ 砂粒少・石英少 ＡＣ１５（７）

５３ ３８０ ＡＣ・１５ 土師器 坏 Ⅰ１ｂ １２６ ５０ ５０．５ ロクロ ロクロ 回転糸 良 内・１０ＹＲ・８／６・外・同じ 砂粒少・石英少・長石少 ＡＣ１５（９）

５３ ３８１ ＡＣ・１５ 土師器 坏 Ⅰ１ｄ （１５７） ５６ ６０ ロクロ ロクロ 回転糸 良 内・７．５ＹＲ・７／８・外・同じ 砂粒少・石英少 ＡＣ１５（９）

５３ ３８２ ＡＣ・１５ 土師器 坏 Ⅰ１ａ （１１８） ５０ ５４．５ ロクロ ロクロ 回転糸 不良 内・７．５ＹＲ・８／６・外・同じ 砂粒少・石英少 ＡＣ１５（２）

５３ ３８３ ＡＣ・１５ 土師器 坏 Ⅰ１ａ （１４６） ５８ ６０．８ ロクロ ロクロ 回転糸 不良 内・１０ＹＲ・８／４・外・７．５ＹＲ・７／６ 砂粒少・石英少 ＡＣ１６（７）＋ＡＣ１５（３）＋ＸＯ（１）

５３ ３８４ ＡＣ・１６ 土師器 坏 Ⅰ１ａ １２０ ５４ ４９．５ ロクロ ロクロ 回転糸 不良 内・７．５ＹＲ・８／８・外・同じ 砂粒少・石英少 ＡＣ１６（１９）

５３ ３８５ ＡＣ・１６ 土師器 坏 Ⅰ１ｃ （１２７） ５４ ４９ ロクロ ロクロ 回転糸 不良 内・７．５ＹＲ・７／６・外・同じ 砂粒少・石英少 ＡＣ１６（１２）

５４ ３８６ ＡＣ・１６ 土師器 坏 Ⅰ１ｂ １２６ ４６ ５２．５ ロクロ ロクロ 回転糸 良 内・７．５ＹＲ・７／６・外・同じ 砂粒少・石英少 ＡＣ１６（７）＋ＡＤ１５（４）

５４ ３８７ ＡＣ・１６ 土師器 坏 Ⅰ１ｄ １６０ ６１ ６３．３ ロクロ ロクロ 回転糸 良 内・７．５ＹＲ・７／８・外・同じ 砂粒少・石英少 ＡＣ１６（２０）＋ＡＣ１５（２）＋ＸＯ（１）

５４ ３８８ ＡＣ・１６ 土師器 坏 Ⅰ１ａ １３０ ５２ ５２．３ ロクロ ロクロ 回転糸 不良 内・１０ＹＲ・８／４・外・７．５ＹＲ・７／６ 砂粒少・石英少 ＡＣ１６（７）＋ＡＤ１５（２）＋ＸＯ（３）

５４ ３８９ ＡＣ・１６ 土師器 坏 Ⅰ１ａ （１１３） ４６ ５０．５ ロクロ ロクロ 回転糸 不良 内・７．５ＹＲ・７／６・外７．５ＹＲ・８／８ 砂粒少・石英少 ＡＤ１５（１０）＋ＡＣ１６（２）＋ＡＣ１５（２）

５４ ３９０ Ｘ・Ｏ 土師器 坏 Ⅰ１ｃ （１２８） （５９）（４９．７）ロクロ ロクロ 回転糸 良 内・７．５ＹＲ・７／６・外７．５ＹＲ・７／８ 砂粒少・石英少 ＸＯ（３）

５４ ３９１ Ｘ・Ｏ 土師器 坏 Ⅰ１ｄ （１３０） ５０ ５１ ロクロ ロクロ 回転糸 不良 内・５ＹＲ・７／８・外・同じ 砂粒少・石英少 ＸＯ（４）

５４ ３９２ Ｘ・Ｏ 土師器 坏 Ⅰ１ｃ （１２４） ５４ ４２．５ ロクロ ロクロ 回転糸 不良 内・１０ＹＲ・７／２・外・７．５ＹＲ・７／６ 砂粒少・石英少 ＸＯ（５）

５４ ３９３ Ｘ・Ｏ 土師器 坏 Ⅰ１ｃ （１１５） ４７ ４２．５ ロクロ ロクロ 回転糸 良 内・１０ＹＲ・７／６・外・同じ 砂粒少・石英少 ＸＯ（２）

５４ ３９４ Ｘ・Ｏ 土師器 坏 Ⅰ１ｂ （１２４） ４２ ５８ ロクロ ロクロ 回転糸 良 内・７．５ＹＲ・７／６・外・同じ 砂粒少・石英少 ＸＯ（８）

５４ ３９５ Ｘ・Ｏ 土師器 坏 Ⅰ１ｃ １１４ ４６ ４３ ロクロ ロクロ 不明 不良 内・７．５ＹＲ・８／６・外・１０ＹＲ・８／６ 砂粒多・石英少 ＸＯ（７）

５４ ３９６ Ｘ・Ｏ 土師器 皿 Ⅲ２ （１１７） （７４） ２０ ロクロ ロクロ 静止糸 不良 内・７．５ＹＲ・８／６・外・同じ 砂粒少・石英少 ＸＯ（１）

５４ ３９７ Ｘ・Ｏ 土師器 高台付耳皿 Ⅲ５ ロクロ ロクロ 良 内・７．５ＹＲ・８／６・外７．５ＹＲ・８／４ 砂粒少・石英少 ＸＯ（１）

５４ ３９８ Ｘ・Ｏ 土師器 耳皿 Ⅲ４ ４４ ロクロ ロクロ 良 内・１０ＹＲ・８／６・外・同じ 砂粒少・石英少 ＸＯ（１）

５４ ３９９ Ｘ・Ｏ 土師器 坏 Ⅰ４ ６０ ロクロ・
ケズリ

ロクロ・
ミガキ 回転糸 良 内・７．５ＹＲ・７／６・外・同じ 砂粒少 ＸＯ（２）

５４ ４００ Ｘ・Ｏ ミニチュ
ア土器 ３５ ３３ ３０．５ ナデ ナデ 良 内・７．５ＹＲ・７／６・外７．５ＹＲ・６／６ 石英少・黒色粒少・白色粒少・赤色粒少 ＸＯ（２）

５４ ４０１ Ｘ・Ｏ 製塩土器 １２４ ケズリ・
ナデ

ハケメ・
ナデ 良 内・５ＹＲ・６／６・外・同じ 砂粒少・石英少 ＸＯ（３）

５４ ４０２ Ｘ・Ｏ 土師器 小型平底甕 Ⅴ （６２） ロクロ ロクロ 静止糸 良 内・１０ＹＲ・８／４・外・同じ 砂粒多・石英少・赤色粒少 ＸＯ（１）

６１ ４４８ Ａ地点 土師器 坏 ４９ ロクロ ロクロ 回転糸 不良 内・１０ＹＲ・８／６・外・１０ＹＲ・７／４ 砂粒少・石英少 Ａ地点ＲＰ３３（１）＋ＲＰ３４（１）＋ＲＰ３７（１）※同一個体含む

６１ ４４９ Ａ地点 土師器 坏 ４８ ロクロ ロクロ 回転糸 良 内・５ＹＲ・７／６外・７．５ＹＲ・８／６ 砂粒少・石英少 Ａ地点ｑ１０（１）＋ＸＯ（１）

６１ ４５０ Ａ地点 土師器 長胴甕 ハケメ ナデ 良 内・７．５ＹＲ・６／４・外・同じ 砂粒少・石英少 Ａ地点ＲＰ７（１）

１～４０２はＢ地点出土。４４８～４５０はＡ地点出土

表１１　遺物観察表（８）
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６２

挿図 番号 出土地点 種 別 長（㎜） 幅（㎜） 厚（㎜） 焼成 色 調 混入物 グリッド毎出土点数

５５ ４０３ Ｂ地点 ＳＱ１００１ 土製品 ４２ ４５．５ ３５ 良 １０ＹＲ７／４ 砂粒少 ＳＱ１００１・Ｓ１５（１）

５５ ４０４ Ｂ地点 Ｖ・１５ 土製品 ７６．５ ２５ ２１ 良 ５ＹＲ６／６ 砂粒少 Ｖ１５

５５ ４０５ Ｂ地点 ＳＸ１０２２ 土製品 ３２ ３８ ９ 良 ７．５ＹＲ７／６ 砂粒少 ＳＸ１０２２

５５ ４０６ Ｂ地点 ＳＱ１０１８ 土製品 ２３ １６ ９．５ 良 ７．５ＹＲ７／４ 砂粒少 ＳＱ１０１８

５５ ４０７ Ｂ地点 Ｔ・１０ 支脚 １２６ １００ １６８ 良 内・７．５ＹＲ・６／４・外・５ＹＲ・６／６ 砂粒多 Ｐ１０（１）＋Ｔ１０（２）＋ＸＯ（３）

５５ ４０８ Ｂ地点 Ｓ・１２ 支脚 （１０２） （９６） １６１．５ 不良 内・７．５ＹＲ・７／４・外７．５ＹＲ・６／４ 砂粒多 Ｓ１２（１）＋Ｔ１０（１）

５５ ４０９ Ｂ地点 Ｙ・１６ 支脚 （１０６） ９６ １５６ 不良 内・７．５ＹＲ・６／４・外・５ＹＲ・６／６ 砂粒多 Ｓ１２（１）＋ＸＯ（１）＋Ｚ１５（１）＋Ｙ１６（１）

５６ ４１０ Ｂ地点 Ｕ・１４ 支脚 （１０４） １００ １５５ 良 内・５ＹＲ・６／６・外・２．５ＹＲ・６／６ 砂粒少・
石英少 Ｕ１４（１）＋ＸＯ（４）

５６ ４１１ Ｂ地点 ＳＸ１０４９ 支脚 （１１０） （９６） １４５ 良 内・７．５ＹＲ・６／４・外７．５ＹＲ・７／６ 砂粒少 ＳＸ１０４９（２）＋Ｑ１４（１）＋Ｓ１２（１）＋Ｓ１１
（１）＋ＸＯ（１）

５６ ４１２ Ｂ地点 Ｋ・１８ 支脚 ９５ ８８ １６９ 良 内・７．５ＹＲ・７／６・外・同じ 砂粒多・
石英少 Ｋ１８（３）＋ＸＯ（２）＋Ｔ１２（１）＋Ｊ１８（１）

５６ ４１３ Ｂ地点 Ｎ・１５ 支脚 （１０４） 不良 内・７．５ＹＲ・６／６外・７．５ＹＲ・７／６ 砂粒多 Ｎ１５（１）＋Ｔ１７（１）＋Ｚ１４（１）＋ＸＯ（１）

図版 出土地点 種 別 長（㎜） 幅（㎜） 厚（㎜） 焼成 色 調 混入物 その他

５４ Ｂ地点 Ｔ・１０ 板状土製品 （９．２）（１０．８） ２．８ 良 ５ＹＲ・６／６ 砂粒多 ヘラ状の工具によるナデ

５４ Ｂ地点 Ｘ・Ｏ 羽口 （７．０） （６．０） 内１０ＹＲ６／６・外１０ＹＲ２／１ 砂粒少 被熱による変色・変形あり

挿図 番号 出土地点 グリッド 種 別 長（㎜） 幅（㎜） 厚（㎜）

５８ ４２１ Ｂ地点 Ｓ・１８ 石製品 砥石 ４８．５ ４０ １５

挿図 番号 長（㎜） 幅（㎜） 厚（㎜）

５７ ４１４ Ｘ・Ｏ 鉄滓 １０２．５ １０１ ４０

５７ ４１５ Ｘ・Ｏ 鉄滓 ６８．５ ６１ ２１．３

５７ ４１６ Ｘ・Ｏ 鉄滓 ５７ ６３．５ ２４

５７ ４１７ Ｘ・Ｏ 鉄滓 ６８．５ ３９ １５

５７ ４１８ Ｘ・Ｏ 鉄滓 ８６ ６５．５ ４４．５

５７ ４１９ Ｘ・Ｏ 鉄滓 ６１ ８８ ２６．５

５７ ４２０ Ｘ・Ｏ 鉄滓 ６６．５ ６５ ３２

挿図 番号 地点 グリッド 石 材 器 種 長（㎜） 幅（㎜） 厚（㎜） その他 備 考

５８ ４２２ Ｂ Ｒ・１８ 流紋岩 石鏃 （２４） １１．５ ３．１

５８ ４２３ Ｂ Ｓ・１８ 黒曜石 石鏃 ２２．５ （１３．５） ２．５

５８ ４２４ Ｂ Ｑ・１５ 頁岩 石箆 ７２ ５０ １６

５８ ４２５ Ｂ Ｒ・１４ 流紋岩 石箆 ９４．５ ５５ ２４

５８ ４２６ Ｂ Ｑ・１４ 安山岩 石箆 ６３．５ ３７ １６．５

５８ ４２７ Ｂ Ｓ・１８ 流紋岩 削器 ５１．５ ４２．３ １２．５ ４２２・４２８と同一石材

５８ ４２８ Ｂ Ｒ・１５ 流紋岩 剥片 ５７ ７５ １１

５８ ４２９ Ｂ Ｘ・Ｏ 頁岩 剥片 ５３ ３５．５ １２

５９ ４３０ Ｂ Ｓ・２３ 頁岩 剥片 ６４ ４５ １７

５９ ４３１ Ｂ Ｔ・１７ 頁岩 剥片 ６８ ５４ ２２

５９ ４３２ Ｂ Ｔ・１７ 流紋岩 剥片 ３５ ３６ ６．５

５９ ４３３ Ｂ Ｘ・Ｏ 玉随 削器 ３７ ２０ ５．５

５９ ４３４ Ｂ Ｗ・８ 頁岩 剥片 ５７．５ ３８ ６

５９ ４３５ Ａ ｐ・９ 頁岩 剥片 ３８．５ ４５ １３ ＲＱ３

５９ ４３６ Ａ ｋ・１０ 頁岩 石鏃 ２５ １２ ４

５９ ４３７ Ａ ｎ・０ 頁岩 石匙 ９３．２ ２１ ７．５ ＲＱ６３

５９ ４３８ Ａ ｎ・４ 頁岩 石匙 ６７ ２４ ６

６０ ４３９ Ａ ｑ・８ 玄武岩？ 二次加工のある剥片 １０９．５ ２８ １６．５ ＲＱ２

６０ ４４０ Ａ ｐ・－１ 頁岩 削器 ５０ ２６ ５．５ ＲＱ５９

６０ ４４１ Ａ ｉ・６ 頁岩 剥片 １９ ２２．５ ３ ＲＱ２８

６０ ４４２ Ａ ｏ・１２ 頁岩 剥片 ５３ ４４ １４

６０ ４４３ Ａ ｍ・１ 頁岩 剥片 ５２ ３８．５ ９ ＲＱ７４

６０ ４４４ Ａ ｏ・８ 頁岩 剥片 ４８ ２７ ８ ＲＱ６

６０ ４４５ Ａ Ｘ・Ｏ 頁岩 剥片 ３８ ５６ １０

６０ ４４６ Ａ ｍ・６ 黒曜石 剥片 ２３．５ １６ ３．５

６０ ４４７ Ａ ｑ・－２ 安山岩 凹石 ９７ ６３ ５７ ＲＱ４６

表１２　遺物観察表（９）　　平安時代・土製品

表１３　遺物観察表（１０）　　平安時代・石製品

表１４　遺物観察表（１１）　　平安時代・鉄滓

表１５　遺物観察表（１２）　　縄文時代・石器
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６３

挿図 番号 地点 グリッド 器種 高（㎜） 幅（㎜） 厚（㎜） 焼成 色 調 混入物 その他

６１ ４５１ Ａ ｉ・４ 深鉢 （５１） （４４） （９） 不良 内・１０ＹＲ・６／４・
外・同じ 砂粒多い・白色粒多い

６１ ４５２ Ａ Ｘ・Ｏ 深鉢 （２７） （５０） （２１） 良 内・１０ＹＲ・７／６・
外・同じ 砂粒少々・白色粒多い・赤色粒少々

６１ ４５３ Ａ ｎ・１ 深鉢？ （２５） （４４） （８．５） 良 内・５ＹＲ・６／６・
外・５ＹＲ・７／４ 砂粒多い・石英多い ＲＰ６４

６１ ４５４ Ａ ｊ・６ 浅鉢 （３４） （６９） （８） 不良 内・１０ＹＲ・８／４・
外・同じ 砂粒多い・石英多い ＲＰ８７

６１ ４５５ Ａ ｌ・５ 浅鉢 （４８） （９３） （７．５） ＲＰ４１

６１ ４５６ Ａ ｊ・６ 深鉢 （４７） （６３） （１３） 良 内・７．５ＹＲ・５／３・
外７．５ＹＲ・６／６ 砂粒少々・白色粒少々・赤色粒少々 ＲＰ１８

６１ ４５７ Ａ ｊ・７ 深鉢 （８０） （１２８） （１３） 不良 内・７．５ＹＲ・７／６・
外７．５ＹＲ・７／４

砂粒少々・石英少々・白色粒少々・
赤色粒少々

ＲＰ１３．
ＲＰ７９

６１ ４５８ Ａ ｊ・７
Ｊ・１２ 深鉢 （８８） （８９） （２０） 不良 内・７．５ＹＲ・７／６・・

外・同じ
砂粒少々・石英少々・長石少々・白
色粒少々・赤色粒少々 ＲＰ８０

６１ ４５９ Ａ ｑ・－３ 浅鉢 （５４） （７８） （８） 不良 内・１０ＹＲ・７／４・
外・同じ 砂粒少々・白色粒多い・金色粒多い ＲＰ４８．

ＲＰ５８

６１ ４６０ Ａ ｌ・－１ 深鉢 （４９） （６６） （６） 不良 内・７．５ＹＲ・６／４・
外７．５ＹＲ・７／４ 石英少々・白色粒少々・赤色粒少々 ＲＰ６９

６１ ４６１ Ａ ｍ・０ 深鉢 （３７） （３９） （８） 不良 内・１０ＹＲ・５／３・
外・１０ＹＲ・６／３ 砂粒多い・石英多い ＲＰ７２

６１ ４６２ Ａ ｍ・０ 深鉢 （３７） （５２） （５） 不良 内・１０ＹＲ・６／４・
外・１０ＹＲ・５／４ 砂粒多い・石英多い ＲＰ７２

６１ ４６３ Ａ ｌ・－２ 深鉢 （３８） （５３） （８） 不良 内・１０ＹＲ・８／４・
外・同じ 砂粒多い・石英多い ＲＰ６６

６１ ４６４ Ａ ｍ・０ 深鉢 （３３） （５２） （７） 良 内・１０ＹＲ・５／２・
外・１０ＹＲ・８／６ 石英少々・白色粒少々・赤色粒少々 ＲＰ７３

６１ ４６５ Ａ ｑ・０ 深鉢 （３４） （５２） （１０） 不良 内・１０ＹＲ・４／２・
外・１０ＹＲ・６／４ 白色粒少々 ＲＰ４２

６１ ４６６ Ａ ｌ・－１ 深鉢 （４９） （４９） （８） 不良 内・１０ＹＲ・５／３・
外・１０ＹＲ・６／６ 白色粒少々・金色粒少々 ＲＰ６７

６１ ４６７ Ａ ｑ・－２ 深鉢 （２３） （４２） （７） 良 内・１０ＹＲ・５／３・
外・１０ＹＲ・６／３ 砂粒少々・白色粒多い ＲＰ４５

６２ ４６８ Ａ ｌ・５ 深鉢 （６０） （１０８） （９） 不良 内・１０ＹＲ・７／３・
外・同じ

砂粒少々・石英少々・白色粒少々・
金色粒少々

６２ ４６９ Ａ ｌ・５ 深鉢 （５０） （６２） （９） 不良 内・１０ＹＲ・６／４・
外・１０ＹＲ・７／４

石英少々・白色粒少々・赤色粒
少々・金色粒少々 ＲＰ１０

６２ ４７０ Ａ ｉ・６ 深鉢 （７４） （４７） （１２） 不良 内・１０ＹＲ・５／３・
外・７．５ＹＲ・６／４ 砂粒多い・石英多い ＲＰ２０

６２ ４７１ Ａ ｉ・７ 深鉢 （４８） （３５） （３０） 良 内・１０ＹＲ・６／４・
外・７．５ＹＲ・７／６ 砂粒少々・白色粒少々 ＲＰ２４

６２ ４７２ Ａ ｉ・７ 深鉢 （３８） （３４） （１０） 不良 内・１０ＹＲ・４／１・
外・１０ＹＲ・５／４ 石英少々・白色粒少々 ＲＰ２２

６２ ４７３ Ａ ｎ・０ 深鉢 （３９） （４５） （１１） 不良 内・７．５ＹＲ・７／２・
外７．５ＹＲ・６／６ 砂粒少々・石英少々・白色粒少々 ＲＰ３０

６２ ４７４ Ａ ｐ・０
ｐ・１ 深鉢 （６５） （６８） （１０） 良 内・７．５ＹＲ・５／４・

外・１０ＹＲ・６／６
砂粒多い・石英多い・白色粒多い・
赤色粒少々・金色粒多い

ＲＰ７６・
ＲＰ７８

６２ ４７５ Ａ ｉ・７ 深鉢 （５３） （４６） （１１） 不良 内・１０ＹＲ・５／４・
外・１０ＹＲ・６／６ 砂粒少々・白色粒少々 ＲＰ８２

６２ ４７６ Ａ ｎ・１ 浅鉢？ （３３） （５２） （１１） 良 内・７．５ＹＲ・５／４・
外７．５ＹＲ・５／２ 砂粒多い・石英多い ＲＰ６５

６２ ４７７ Ａ ｊ・６ 深鉢 （５７） （７２） （１１） 不良 内・７．５ＹＲ・４／１・
外７．５ＹＲ・５／４

砂粒多い・石英少々・白色粒少々・
金色粒少々 ＲＰ８４

６２ ４７８ Ａ ｊ・６ 深鉢 （４７） （５７） （１２） 不良 内・７．５ＹＲ・５／２・
外７．５ＹＲ・６／４ 砂粒少々・白色粒多い・石ころ少々 ＲＰ８５

６２ ４７９ Ａ ｑ・０ 深鉢 （３４） （４１） （９） 良 内・１０ＹＲ・３／１・
外・１０ＹＲ・６／４ 砂粒多い・石英多い ＲＰ７５

６２ ４８０ Ａ ｑ・０ 深鉢 （４１） （５４） （９） 不良 ＲＰ７５

６２ ４８１ Ａ ｏ・９ 深鉢 （４７） （３２） （６） 不良 ＲＰ５

６２ ４８２ Ａ ｏ・９ 深鉢 （３６） （２６） （６） 良 内・７．５ＹＲ・７／３・
外７．５ＹＲ・６／４

砂粒少々・石英少々・黒色粒少々・
白色粒少々・金色粒少々 ＲＰ４

６２ ４８３ Ａ ｅ・７ 深鉢 （３１） （６４） （１３） 不良 内・１０ＹＲ・７／４黄橙・
外・同じ 砂粒多い・石英多い ＲＰ９１

６２ ４８４ Ａ ｌ・５ 深鉢 （１５） （７４） （７） 不良 内・１０ＹＲ・７／４・
外・同じ 砂粒多い・石英多い ＲＰ１１

６２ ４８５ Ｂ Ｊ・１８ 深鉢 （６４） （１０８） （９） 不良 内・７．５ＹＲ・８／４・
外７．５ＹＲ・７／４ 砂粒多い・石英多い・長石少々

６２ ４８６ Ｂ
Ｃ・９
Ｑ・９
Ｑ・１０

壺 （６２） （１２０） （８） 良 内・７．５ＹＲ・７／６・
外７．５ＹＲ・７／４ 砂粒多い・石英少々・雲母少々

６２ ４８７ Ｂ ＡＡ・１１ 深鉢底部 （２４） （１１６） （１４） 不良 内・１０ＹＲ・８／６・
外・１０ＹＲ・７／６ 砂粒多い・石英多い

表１６　遺物観察表（１３）　　縄文時代・土器
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表１７　Ｂ地点遺構・グリッド毎器種集計表（１）

番号 出土地点
土師器 坏 土師器 坏 土師器 内黒坏 土師器 高台坏 土師器 高台坏 土師器 台付皿 土師器 皿 土師器 耳皿 土師器 鉢 土師器 台付鉢 土師器 台付鉢 土師器 鉢 土師器 脚付鉢 土師器 鉄鉢

Ⅰ１ 重量 Ⅰ２～４・７重量 Ⅰ５・６ 重量 Ⅱ１ 重量 Ⅱ５・６ 重量 Ⅲ１ 重量 Ⅲ２・３ 重量 Ⅲ４・５ 重量 Ⅳ１ 重量 Ⅳ２ 重量 Ⅳ３ 重量 Ⅳ４～６重量 Ⅳ７ 重量 Ⅳ８ 重量

１ ＳＱ１００１ ３９４ １１４８ ２ １１

２ ＳＱ１００２ １６７ ５４８ １ ７

３ ＳＱ１００３ １ ５

４ ＳＱ１００４ ７９ ９４６

５ ＳＱ１００５ ４２ ２０８

６ ＳＱ１００６ １８０ ６４３ １ １

７ ＳＱ１００７ １４４ ８８８ １ １ １ １２５

８ ＳＸ１０１１ ２３ ６２

９ ＳＱ１０１２ １８ ２９

１０ ＳＱ１０１３ １ １

１１ ＳＱ１０１４ ２ ８

１２ ＳＱ１０１５ ４ ７

１３ ＳＱ１０１７ ３ ４

１４ ＳＱ１０１８ ４６ ４５３ １ ４１ ２ ２６

１５ ＳＱ１０１９ １ ９

１６ ＳＱ１０２０ ７２ ５６５

１７ ＳＸ１０２１ ４９０ ３２８３ ２ ６６ ６ ３０５ ８ ２２５ ７ ６４ １ １０５ １ １７４

１８ ＳＸ１０２２ １０７ ５６０ １ ７ １ １７０

１９ ＳＱ１０２３ １ １８

２０ ＳＱ１０２４ ３９ ３１７

２１ ＳＱ１０２５ ４８９ ２２５７ ２ １２８ １ １９

２２ ＳＱ１０２６ ４５２ ２１４３ １ ２ １ １１９

２３ ＳＱ１０２７ １７７ １３４６ １ ２３

２４ ＳＱ１０２８ ２４８ ２７６１ １ ３０ ２ ２０ １ ５ ２ ３１

２５ ＳＱ１０２９ ５６４ ３２２７ ２ ４６ ４ ２０ ２ ２

２６ ＳＱ１０３０ ２９６ ２１４１ １ １１ ３ ５９ ３ １８ ７ １０４

２７ ＳＱ１０３２ ２８４ ２７５１ １ ５ ２ １２１０

２８ ＳＱ１０３３ ７４ ５１０

２９ ＳＸ１０３４ ４８０ ３１３３ ４ ９

３０ ＳＫ１０３６ ２ ８ １ ５５

３１ ＳＱ１０３７ １２２ ７２０ １ ６９

３２ ＳＱ１０３９ ９１ ８９７ ２ ７

３３ ＳＱ１０４０ １０ ８７ １ ２６７ ２ ５４４

３４ ＳＱ１０４１ ４２ １８０

３５ ＳＱ１０４２ ４６ １６５

３６ ＳＱ１０４３ ８ １０６

３７ ＳＱ１０４４ ２００ １９２０

３８ ＳＱ１０４５ ５７ １０４ １ ３３３

３９ ＳＱ１０４６ １１０３ ６９９１ ２ １４５ ２ １３２ １ ８５ １ ４４

４０ ＳＱ１０４７ ２１ ２９６

４１ ＳＱ１０４８ １９４ ５９７

４２ ＳＸ１０４９ ５２１ ４３６３ ４ ３３３ ２ ４６ １ ３３２

４３ ＳＰ１０５０ ２ ８

４４ ＳＰ１０５５ ３ １５

４５ Ｃ １７ ６ １０

４６ Ｄ ８ ８４ ３３１

４７ Ｄ ９ ２５２ ９４５ １ １３

４８ Ｄ １０ ９８ ３１１

４９ Ｄ １１ ３ ５

５０ Ｉ １６ ２ １９

種別 器種

器種細分 重量

破片数 �
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土師器 長胴甕 土師器 平底甕 土師器 突帯付甕 土師器 甕 土師器 堝 土師器 小片ミニチュア土器 須恵器 甕 須恵器 壷 須恵器 坏 須恵器 高台坏 その他

Ⅴ１～２ 重量 Ⅴ３～９ 重量 Ⅴ１３ 重量 Ⅴ１４ 重量 Ⅵ 重量 重量 重量 重量 重量 重量 重量 製塩土器 重量 土製品 重量支脚重量 その他 重量不明重量

５３ ５０９ １０６ １０２１ ２ ３２ ３５ １ ９ １ ４１ ４ ２２

１３ ８２ ５７ ２７０ １ ２６ １４ ２ １５６ １ ３０ ５ １５

２ ７６ ７ １８５ ３ ２１７ ５

１ １０ ２ ３０ ２ １５７ ７

５ ５０ １０ １３０ ６ ３３０ １４ ２ １１

１０ １０８ ２１ １８５ ６ ２５１ ７ １９ １０７

４ ４７ １ １１ ４ １ １

５ １６ １０ ４８ ９

３ １３３ ７ ３４３ ７ ２８８ ３ １ ２ ５ ４９

７ ６５ ７ ７８ １ ３０ １

９１ １３６４ ８７ １０３５ ２４ １６７７ ２３ １ ９８ １ ５５ ３ ５５

８ ６８ ２３ １５８ ５ １ ７ １ ２３

１１ ２６４ １０ ３４４ ２ １１１４５ １ ９

６２ ６７５ ５３ ７７０ ９ ４８０ ７０ ２ ２４４ １２ ２５

３２ ５７６ ９２ １２６４ １ １１９ ４５ １ ３０００ １ １

２７ ５６０ ３４ １０１６ ９ ６３０ ５ １ ３ １ ２０

１ ８１ ２２ ２０６ ４ １２２ １０ １ １

３０ ５８５ ４９ ６２６ １４ ５４３ １９ １１ ４７ １ ９

１７ ６６０ ２６ ５０６ ３ １８７ ２１

９ ４１２ ２６ １１３６ １１ １ ３０

６ ２７ ３１ ３２０ ３ ２１６

５２ ６５５ １１５ １６７９ ３５ １８３４ ６１ ３３１５６

４９ １１９４ ２６ ７５５ １７ ６００ ９

１３ １２７ １６ ３３０ １ １ ２

２ １１ １

５ １４ １ ４６ １ ５ ２ ３

５ ６４ １ ３ ３

１ ５

７ ７０４ １４ ３３９ ２ ３７ １６ ３ １５

２ １０

２８ ４６０ ５２ ９０８ ８７

１８ １９７ ２８ ２６６ １ ５５ １０

３２ ４２６ ５２ １１４７ ９ ５６８ ３４ １ ７５００ １４２０ ２ ７

１ ３ ４ ２９

６ ４８ ４ ２８ ３ １６７ １６ １ ３

１５ １１９ ２５ ２５４ ２５ ８９５ １８

１３ １２７ ８ ５５ ３ １０６ １４

５ ７７
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表１８　Ｂ地点遺構・グリッド毎器種集計表（２）

番号 出土地点
土師器 坏 土師器 坏 土師器 内黒坏 土師器 高台坏 土師器 高台坏 土師器 台付皿 土師器 皿 土師器 耳皿 土師器 鉢 土師器 台付鉢 土師器 台付鉢 土師器 鉢 土師器 脚付鉢 土師器 鉄鉢

Ⅰ１ 重量 Ⅰ２～４・７重量 Ⅰ５・６ 重量 Ⅱ１ 重量 Ⅱ５・６ 重量 Ⅲ１ 重量 Ⅲ２・３ 重量 Ⅲ４・５ 重量 Ⅳ１ 重量 Ⅳ２ 重量 Ⅳ３ 重量 Ⅳ４～６重量 Ⅳ７ 重量 Ⅳ８ 重量

５１ Ｊ １６ ７ ３５

５２ Ｊ １７ ３２８ １４８２ ２ ４３

５３ Ｊ １８ １７７ ８３５

５４ Ｊ ２１ ２ １０

５５ Ｋ １１

５６ Ｋ １２ ６１ ２４５

５７ Ｋ １６ ４９ １６２

５８ Ｋ １７ ６５ ２７０

５９ Ｋ １８ ５１３ １９５２ １ ８ ２ ６９

６０ Ｋ ２０ ３ １９

６１ Ｋ ２１ ３ １１

６２ Ｋ ２２ １２ ３２

６３ Ｌ ９ １ １１

６４ Ｌ １２ ３３ １７３ １ １５

６５ Ｌ １３ ２４ ２１２ １ １４

６６ Ｌ １４ １９ ５２

６７ Ｌ １７ ５７ １８５

６８ Ｌ １８

６９ Ｌ ２０ ５ ３

７０ Ｌ ２１ ２ ７

７１ Ｌ ２２ ６ ４８ １ ２

７２ Ｍ ８ ２７６ ９９６

７３ Ｍ ９ ３０ １４０

７４ Ｍ １１ １３ １３６

７５ Ｍ １２ １８ ７８７ １ １１

７６ Ｍ １３ ５８ ３９６ １ ２

７７ Ｍ １４ ３８ １５９

７８ Ｍ １６ ３０ １２５

７９ Ｍ １７ １０ ４７

８０ Ｍ １８ ８９ ２９４

８１ Ｍ ２０ ８ １７

８２ Ｍ ２１ ２ １

８３ Ｎ ８ ４５５ ５９０

８４ Ｎ ９ １２ ６０

８５ Ｎ １０ ２９ １４４

８６ Ｎ １１ １７４ ８９７ １ ２７

８７ Ｎ １２ ３４ １７１

８８ Ｎ １３ ４０ ９８

８９ Ｎ １４ １２８ ４４２

９０ Ｎ １５ ２８ １３２

９１ Ｎ １６ １０ １１

９２ Ｎ １７ ５３ ２１２

９３ Ｎ １８ ２９ ４６０ １ ８１

９４ Ｎ ２０ １１ １２７

９５ Ｎ ２１ ５ １２

９６ Ｏ ８ ２ ５

９７ Ｏ ９ １ ２

９８ Ｏ １０ ３７８ １２８７

９９ Ｏ １１ ８９ ６７３ １ ９５

１００ Ｏ １２ １６ ４０ ２ ５１

種別 器種

器種細分 重量

破片数 �
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６７

土師器 長胴甕 土師器 平底甕 土師器 突帯付甕 土師器 甕 土師器 堝 土師器 小片ミニチュア土器 須恵器 甕 須恵器 壷 須恵器 坏 須恵器 高台坏 その他

Ⅴ１～２ 重量 Ⅴ３～９ 重量 Ⅴ１３ 重量 Ⅴ１４ 重量 Ⅵ 重量 重量 重量 重量 重量 重量 重量 製塩土器 重量 土製品 重量支脚重量 その他 重量不明重量

１ ４ ２

１２ ２１０ １０ １３４ ２ １６ ３２

６ ８６ １２ ９８ １７

５ ４８ １２ １４５ ２

２ ６ ２１ １４２ １ １１ ８

３ ２２ ５ ３５ ３ ３４ ２ ２ ３

２０ １８９ ７２ ６９１ ２４ ３５７ ５６ １８７５ １ ４ ６ ２２

２ ９

５ ４９ ５ ６９ ２ ２３ ４

８ ５５ １ ３ ３

２ １３ ３ ３１ １

７ １０３ １１ ９１ ３

１ ６

３ ４２

２０ １６１ １９ １３２ １３ ４１５ １６ ９ ２０ ４ ２４

３ ３２ ４ ９ １ １８

２ ２２ ２ ２８ １ ２３ １ ４

１４ １７４ ６ ３４ ７ ３ １２

１ １ １０

１ ３１ １４ ８８ ５ １１３ ２

３ １９ ８ ４５ ４ ３１ １

１ ２ １ ４ １ ３９

３ ２６ １３ ７３ ７ ３２６ ５

１ ４

１４ １３８ ３ １８ ６ １５３ １８ ５ １３

２ ２６

１ ３ ２ ８３

６ ３４ ２２ １４０ ２２ ３９２ ２５ １ ６５ １ ５ ３ ４

５ ３４ ４ ５３ ３

１ ４ １ ７ １

３ ３１ ４ ２７ １ ２４ ５

１ ６ １ ９ ４ １３０４

２ ２７ １

７ ６４ ２３ ３９０ ５ １０８ １１ ２ ３

９ １１７ ２６ １７２ １２ ２１６ １４ ３ １５

１ １５ ４ ７６ ４

１ ３９

２０ ３４０ １８ ３４５ １２ ４８０ ６０ ５ ７２ ２ ３

７ ４２ ２３ １３８０ １３ ７９８ １

５ ８３ ２５ ９３ ７ ２１８ ２ ７
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６８

表１９　Ｂ地点遺構・グリッド毎器種集計表（３）

番号 出土地点
土師器 坏 土師器 坏 土師器 内黒坏 土師器 高台坏 土師器 高台坏 土師器 台付皿 土師器 皿 土師器 耳皿 土師器 鉢 土師器 台付鉢 土師器 台付鉢 土師器 鉢 土師器 脚付鉢 土師器 鉄鉢

Ⅰ１ 重量 Ⅰ２～４・７重量 Ⅰ５・６ 重量 Ⅱ１ 重量 Ⅱ５・６ 重量 Ⅲ１ 重量 Ⅲ２・３ 重量 Ⅲ４・５ 重量 Ⅳ１ 重量 Ⅳ２ 重量 Ⅳ３ 重量 Ⅳ４～６重量 Ⅳ７ 重量 Ⅳ８ 重量

１０１ Ｏ １３ ８３ ４０２

１０２ Ｏ １４ ２３０ １０１９ ３ ２７

１０３ Ｏ １６ ３ ９

１０４ Ｏ １８ １ ２５ ４ ７

１０５ Ｏ １９

１０６ Ｏ ２０

１０７ Ｐ ７ １７ ４６

１０８ Ｐ ８ ２３６ ９９０

１０９ Ｐ ９ １１８ ６４３

１１０ Ｐ １０ ３３２ １１５０ １ ２６ ３ １８

１１１ Ｐ １１ ２８０ １３９４ ２ １９９ ５ ７１ １ １９１

１１２ Ｐ １２ ２６７ ９００ １ ６３ １ ７３

１１３ Ｐ １３ ２１８ ７４６ ６ １０

１１４ Ｐ １４ ３７８ ９２５ ５ １２

１１５ Ｐ １５ １１１ ２７５

１１６ Ｐ １６ １９０ ５００

１１７ Ｐ １７ ８０ ２６０ １ ４ １ ４

１１８ Ｐ １８ ７３ ３１０ １ ２

１１９ Ｐ １９ １３ ３２

１２０ Ｐ ２０ １４ ４５ １ ４

１２１ Ｑ ７ ３３ １３５

１２２ Ｑ ８ ２６４ １４０８ ２ ５

１２３ Ｑ ９ １０３６ ４１２８ １ １７ １ ２

１２４ Ｑ １０ １３８ ７１０ ３ ６５

１２５ Ｑ １１ ４２０ １２２３ ３ ５

１２６ Ｑ １２ １００３ ４２１３ １ １０２ ２５ １５３ １ １０３ １ ３８４ １ ８９

１２７ Ｑ １３ ２５７ ６８４ １１ ２６

１２８ Ｑ １４ ４６１ ２３１８ ３ ３６ ２９ ４０３

１２９ Ｑ １５ ３３８ ９６２ ６ ４５ ３ ３３

１３０ Ｑ １６ ３２３ ８９５ １ ４

１３１ Ｑ １７ ４１ １４７ １ １

１３２ Ｑ １８ ３０ １１７

１３３ Ｑ ２０ １４０ ５００ １ １１

１３４ Ｑ ２１ ４ ８

１３５ Ｒ ８ １０５ ２５０

１３６ Ｒ ９ ３３４ ８４５

１３７ Ｒ １０ ２３ ７１

１３８ Ｒ １１ ４７７ １３２３ １ ６３ ６ １８

１３９ Ｒ １２ ４４０ ２００７ １ １３４ １６ ３０４ １ １３４

１４０ Ｒ １３ ２５３ １０５２ １４ ４６

１４１ Ｒ １４ ３２８ １０８１ １ ４２ ３ ２１

１４２ Ｒ １５ ２７０ ８３０ １ ５ １ １ １ ６

１４３ Ｒ １６ ４５３ １１４０ ３ ２２ １７ ９５

１４４ Ｒ １７ ２３７ ６７０ １ １

１４５ Ｒ １８ ８１ ２０１ １ ４

１４６ Ｒ １９

１４７ Ｒ ２０ １ ２

１４８ Ｒ ２２ ２ ６

１４９ Ｓ ９ １１ ５５

１５０ Ｓ １０ ６８ ４７０ ２ １１０

種別 器種

器種細分 重量

破片数 �
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６９

土師器 長胴甕 土師器 平底甕 土師器 突帯付甕 土師器 甕 土師器 堝 土師器 小片ミニチュア土器 須恵器 甕 須恵器 壷 須恵器 坏 須恵器 高台坏 その他

Ⅴ１～２ 重量 Ⅴ３～９ 重量 Ⅴ１３ 重量 Ⅴ１４ 重量 Ⅵ 重量 重量 重量 重量 重量 重量 重量 製塩土器 重量 土製品 重量支脚重量 その他 重量不明重量

３ ５ １７ １９９ １ ４ ４

２４ １９４ ４７ ３８０ ８ １４４ ６

３ ２１

１６ １４２ ４２ ３８０ １１ １８２ １６ ４ ２６ ３ １２

１ ４ ３ ６

６ ２２ １

１ １４ ２

２２ ３４７ ２９ ７８２ １０ ２５０ １９ １ １１

８ ８４ １２ １６８

５０ ５７０ ７４ ６２１ ２１ ４４８ ５５ ４ ３８ ３ ４

４７ ６４９ ８１ ９１４ ４４ ９９１ ２８

５５ ７０６ １４８ ５０５ ９ ３４０ ４５ ８ １８ ４ １４

２２ ２５６ ３８ ４０５ １０ ５ ２４

５５ ６９０ ５３ ３４８ １ １９ ３５ １０ ９２

１８ ６５ １４ ８７ １２ ７ ９

１８ ２００ ３５ ２４５ ３ ８９ ２９ １ １１ １５ ９３ ２ ７

１９ １６８ ７６ ４００ ８ ２４７ ５ ２ １１

９ ８６ ７ ５９ ４ ７１

４ １７ １ ２１

２ １７ ８ ２３ ３

１ １０８ ３ ６０

３ ４０ ７ ２４６ １８ ５７３ ３３

４５ ７２９ ９７ １４４４ ６３ １２９３ １９９ １ ３４ １６ ４６ ７ ９

２ ２６ ７ ５４ ６ ９５ ５ １ ６

６２ ５２７ １０３ ９５４ １８ ４５２ ６３ １ １

１４２ １５１８ ３１４ ２９２０ ５４ １７６２ １７７ １１ ５２ ７ ３２

２９ １６７ ５３ ３３７ ２ ３９ ４７ １０ ４１ １ ２

１２８ ９４９ １３４ ９６０ ５ １００ １３８ １ １３ １０ ２８

７８ ６００ １３４ １１３１ ８ １６６ ８８ １ ５ ９ ２６

２５ １８７ ８１ ５１９ ５ ６３ ３６

５ １７ ９ ８８ ３ １０７

２ １０４ ７ ８４

９ ８６ １５ １６５ ５ ７５ ３ ２ ６１３ ２ ７

２ １５

２ １１ １２ １６８ １７

４ ６６ １５ １３１ ７ ２７０ ３０

１ １４ ３ １６ １ ３２

４１ ７１５ ７１ ５５６ １２ ２６０ ６９ ２０ ３９ １ ６

１９０ ２４６２ ２１１ ２２６５ １ ３８４ ８ ３１８ ５４ １ ２８ ８ ２７

５６ ４６０ １０８ ６４７ ２ ４６ １６ ２ ６１９ ２ ７ １ １１

７０ ４６７ ９５ ５２７ ８ ２２０ ５５ ３ ６０ ３１９２ ２ ２ ８ ５７

３５ ２６５ ６９ ３９０ ４ ７７ ３５ １ ４ ３１８８ ５ １６ ３ ７

７１ ４２５ １６０ ８５０ ９ １５０ １０１ ２ ７１ ６ ２２ ７ ９

５７ ５８０ ７９ ５１０ ５ １１３ ２３ ３ １１

１１ ７５ ８ ５４ １５

１ １２

２ ２８

２ ５

２ ２３ １ １７ ３ ８５

２２ １５５ ３６ ２１０ ４ １８５ １１ ４ １５
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７０

表２０　Ｂ地点遺構・グリッド毎器種集計表（４）

番号 出土地点
土師器 坏 土師器 坏 土師器 内黒坏 土師器 高台坏 土師器 高台坏 土師器 台付皿 土師器 皿 土師器 耳皿 土師器 鉢 土師器 台付鉢 土師器 台付鉢 土師器 鉢 土師器 脚付鉢 土師器 鉄鉢

Ⅰ１ 重量 Ⅰ２～４・７重量 Ⅰ５・６ 重量 Ⅱ１ 重量 Ⅱ５・６ 重量 Ⅲ１ 重量 Ⅲ２・３ 重量 Ⅲ４・５ 重量 Ⅳ１ 重量 Ⅳ２ 重量 Ⅳ３ 重量 Ⅳ４～６重量 Ⅳ７ 重量 Ⅳ８ 重量

１５１ Ｓ １１ ３６２ ９８３ １ ２８ ８ ８６

１５２ Ｓ １２ １４１２ ５６４９ １ ７１ ４１ ３３０ １ ７１

１５３ Ｓ １３ １０ ２０

１５４ Ｓ １４ １８６ ５５０ ２ １３ １ ３７

１５５ Ｓ １５ ２６７ ７３０ ２ ３０ ２ ４

１５６ Ｓ １６ ２３６ ６３０ ２ ７

１５７ Ｓ １７ ３８４ １１８６ ２ ９ １ ３

１５８ Ｓ １８ ２５０ ７７４ １ ４

１５９ Ｓ １９ １３２ ４１０ １ １９ １ ２

１６０ Ｓ ２０ ４ １７

１６１ Ｓ ２２ ２０ ６５

１６２ Ｔ ９ ８７ ２９０

１６３ Ｔ １０ １９３６ １１２４１ １１ ３０４ １ １６ １ １６５ １ ６ １ ３９ １ ８９

１６４ Ｔ １１ ９８０ ４３１０ １ １３ １７ ２６８ １ ６

１６５ Ｔ １２ ２９７ １１８６ ３ １２９ ２ １５８

１６６ Ｔ １３ ２ ６

１６７ Ｔ １４ １０９ ２５１ ２ １４

１６８ Ｔ １５ １５０ ５６１ １ ２７

１６９ Ｔ １６ ２００ ４７５ １ １１ １ ２

１７０ Ｔ １７ １６６ ６２０

１７１ Ｔ １８ １６９ ５６０

１７２ Ｔ ２０ ７ ２１

１７３ Ｕ ８ ８１ ２９６

１７４ Ｕ ９ ４４ １２６

１７５ Ｕ １０ ４２ １２０ １ １ １ ５１５

１７６ Ｕ １１ １６５ ８１３

１７７ Ｕ １２ ２１０ ７２５ １ １５

１７８ Ｕ １３ １４２ ５６６

１７９ Ｕ １４ １２３ ３９５ １ ２ １ ３３

１８０ Ｕ １５ ５６ １３１

１８１ Ｕ １６ ２８ ８９

１８２ Ｕ １７ １０６ ３０５ １ ２

１８３ Ｕ １８ ５１ １５７

１８４ Ｕ １９ ４０ １８５ ２ ３１

１８５ Ｖ １０ １４０ ７９５ １ ５

１８６ Ｖ １１ ６９４ ２５４９ ３ ７

１８７ Ｖ １２ ２２２ １１４８ ２ ３９

１８８ Ｖ １３ ９７ ３４１ ２ １０

１８９ Ｖ １４ ４８ １６５

１９０ Ｖ １５ ８３ ２３２

１９１ Ｖ １７ ７２ １５１

１９２ Ｖ １８ ９０ ２９６ １ ３

１９３ Ｖ １９ ６ １７

１９４ Ｗ １０

１９５ Ｗ １１ ２９７ １０２０ ２ ２０

１９６ Ｗ １２ ４８９ ２０８９ １ １５ １２ １６４

１９７ Ｗ １３ ４１３ １６２５ １ ２９ ５ １９ ２ １７

１９８ Ｗ １４ ４０ １６４ １ １０

１９９ Ｗ １５ ６２ ４７０ １ ４ ５ １２

２００ Ｗ １６ ２１ ６０ １ ８

種別 器種

器種細分 重量

破片数 �
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７１

土師器 長胴甕 土師器 平底甕 土師器 突帯付甕 土師器 甕 土師器 堝 土師器 小片ミニチュア土器 須恵器 甕 須恵器 壷 須恵器 坏 須恵器 高台坏 その他

Ⅴ１～２ 重量 Ⅴ３～９ 重量 Ⅴ１３ 重量 Ⅴ１４ 重量 Ⅵ 重量 重量 重量 重量 重量 重量 重量 製塩土器 重量 土製品 重量支脚重量 その他 重量不明重量

６７ ５１５ ７４ ６７３ ３ ９０ ４３ １ ２０ ４ ３

２３５ ２８３６ ７１９ ３８０９ １５ ６５０ １８８ １ ６ １ ７ ２５３１ １０ ２１ ５ ３０

２０ １００ ５２ ２６０ １ ３６ ２３ １ １ ６ １６ ２ １０

１９ １１５ ７１ ４１０ １０ １ ５ ７ ２６

１７ １３０ ８７ ５００ ５３ ４ ９ ３ ２１

５１ ２８７ １４４ ８０９ ３ ７５ ６５ ４ ６

４０ ２４０ ８１ ５０３ ４７ １ ４ １ ６

１４ ７０ ２０ １６３ ２３ １ ３

２ ５７

２ ５ ９ ９０ ３

２１７ ２７８１ ３７４ ４２５３ ４７ ２５３５ １１０ ４１４５０ ５ １５９ １１０２０ ４ ２０

４８ ５０５ １１５ ９１２ ４ ２７９ ７４ ５ １０ １ ３

３１ ２２２ ６６ ６１２ ８ １ ２ ２ ４

６ ６１ ９ ５３ ２ １２３ ７ １ ４ ４ １４

１９ ６３ ４０ ２４４ ２ ７ １７ １ １４ １ ４

４０ ２８７ ５８ ５６２ １ １３３ ２ ７４ １１ １ ２ １ ４

３２ ３０７ ５１ ２８２ ２ ４８ ３０ ２ ９

１２ ７９ ３４ ２５３ １４ １ １８

５ ４６ ２

５ ５０ １ ２２０ ２ ３

２６ ２７４ ４５ ６７０ ２ １４５ １６ ６ ５４ ３ ５

２１ １３０ ８５ ５９０ ３２

１１ １９８ ２４ １５１ ６ １ ９

１２ ７１ １４ ８８ １２ １６３０

３ ３５ ５ ２２ １

６ ５９ ８ ９１ １ ９

５ ７９ １０ ８２ ２０ １ １４

２ １９ ７ ７７ ８

４ ２９ ５ ７０

１３ １３５ １０ ４３５ １ ２７ １４ ９ ３２

８ １６４ ９６ ８８５ ８ ２２５ １３５ ８ ３３

１２ ９５ ３９ ５４６ ４ ２０９ ３８ ８ ２１ １ ４

４ ６６ ８ ８９ １ ２３ ９ ４ １０

１ ２ ３ ５４ ５

４ １４ １７ ８８ １ ２０ ６

４ ３０ １２ ６８ ３ ６２ ３

８ ４９ １２ １１０ ４ ５９ １２ １ ２

３ ９

１ ４８

７ ９２ ４９ ４３０ ２５ ６２０ ７４ １ １３ ２ ２

１ ３６２ ２ ３１

１５ １２２ １３３ １１９７ １０ ２９２ ２５

２ ３５ ８ ７３

４ ３３ １７ １８４ ４ ６３ ５８ ５ ８

１ ８
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７２

表２１　Ｂ地点遺構・グリッド毎器種集計表（５）

番号 出土地点
土師器 坏 土師器 坏 土師器 内黒坏 土師器 高台坏 土師器 高台坏 土師器 台付皿 土師器 皿 土師器 耳皿 土師器 鉢 土師器 台付鉢 土師器 台付鉢 土師器 鉢 土師器 脚付鉢 土師器 鉄鉢

Ⅰ１ 重量 Ⅰ２～４・７重量 Ⅰ５・６ 重量 Ⅱ１ 重量 Ⅱ５・６ 重量 Ⅲ１ 重量 Ⅲ２・３ 重量 Ⅲ４・５ 重量 Ⅳ１ 重量 Ⅳ２ 重量 Ⅳ３ 重量 Ⅳ４～６重量 Ⅳ７ 重量 Ⅳ８ 重量

２０１ Ｗ １７ ２１ ７９

２０２ Ｗ １８ ７６ ３３１

２０３ Ｗ １９ ８５ ３０２

２０４ Ｘ １１ １９ ５４ １ ３２

２０５ Ｘ １２ １９０ ８３７ ２ ２６ ２ ９ ２ ５

２０６ Ｘ １３ ２１６ ８９６ １ ７ １ ５ １ ４８

２０７ Ｘ １４ ２５０ ８１５ １ ５ １ ８

２０８ Ｘ １５ ３１６ １０４０ ５ ４２

２０９ Ｘ １６ ９７ ３５０ １ １９

２１０ Ｘ １７ １１ ２３

２１１ Ｘ １９ ３４ ９２

２１２ Ｙ ３ ２ ２４

２１３ Ｙ １０ ２３７ １２３０ ２ ５ １ ３

２１４ Ｙ １１ ２ ６

２１５ Ｙ １２ １２７ ４５０ ２ １３

２１６ Ｙ １３ １０ １１３ １ ７

２１７ Ｙ １４ ２０９ ７００

２１８ Ｙ １５ ２３０ ９５０ ２ ２３ １ １０ １ ２２

２１９ Ｙ １６ １０４ ３８０ １ ３６

２２０ Ｙ １７ ３１ ６０

２２１ Ｙ １８ １５ ４８

２２２ Ｙ １９ ４９ ８８

２２３ Ｚ １２ ２ ４

２２４ Ｚ １３ ８３ ３３３

２２５ Ｚ １４ ２６５ １０００ １ ５

２２６ Ｚ １５ ２１１ ６４０ １ １５

２２７ Ｚ １６ ２０７ ７９３ １ １２ １ ６

２２８ Ｚ １７ ２３ ５０

２２９ Ｚ １８ １１１ ３００

２３０ Ｚ １９ ４０ １６５

２３１ ＡＡ １２ ２ ７７

２３２ ＡＡ １３ ５ ８

２３３ ＡＡ １７ ５３ ２５５

２３４ ＡＡ １８

２３５ ＡＡ １９ ２ ６

２３６ ＡＢ １１

２３７ ＡＢ １２

２３８ ＡＢ １４ ２ ３

２３９ ＡＢ １７ ３ ９

２４０ ＡＢ １８ １３７ ６３５

２４１ ＡＢ １９ ５３ ２７３

２４２ ＡＣ １４ ３ ７

２４３ ＡＣ １５ １４８ １６６３

２４４ ＡＣ １６ ３９３ ２２４０

２４５ ＡＣ １７ １０２ ６２０

２４６ ＡＣ １８ ７３ ２５４

２４７ ＡＣ １９ ３ ２

２４８ ＡＤ １５ ２９９ １５１９

２４９ ＡＤ １６ ４ １１

２５０ ＸＯ １３２７１８ ５７１５３ ３２ ３９６ １０５ ６２６ ３ ３１ ２９ ４６５ ２ ５４ ３ １１２

１６９８９３２２１８０４ １１４３１８０ ４３９ ４５９１ １０ ５６８ ６９ １２１４ ２ １８８ １１ ２４３ ２ ５ ２ ５７５ ５ ７７７ ３ ３１４ １９ ４３９ ５ ２０２４ １ ８９

種別 器種

器種細分 重量

破片数 �
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７３

土師器 長胴甕 土師器 平底甕 土師器 突帯付甕 土師器 甕 土師器 堝 土師器 小片ミニチュア土器 須恵器 甕 須恵器 壷 須恵器 坏 須恵器 高台坏 その他

Ⅴ１～２ 重量 Ⅴ３～９ 重量 Ⅴ１３ 重量 Ⅴ１４ 重量 Ⅵ 重量 重量 重量 重量 重量 重量 重量 製塩土器 重量 土製品 重量支脚重量 その他 重量不明重量

２ １７ ２ １ １９

１５ ８２ １３ ８７ １ １６ ２

９ ５８ １３ １ ２４ １ １

１ ６４ １

６ １５９ １５ ２８３ ５ ２５３ １４

１０ ５０ ４２ ３９０ １２ ２２７ ３７ ２ １４

１６ ２２５ ３０ ４９１ １０ ２６４ ２８ ２ １

６ ２６ ２８ ３０３ ４ ４７ ３５ ２ １３ ３ ６

２ １１ １４ ６２ ３ ９４ ３６ ３ ５

２ １０ ９ ９９ ３ ３

９ １８８ ４３ ４６０ ７ ２９０ ９ ５ １０

３ １２４ １６ １２４ ２２

１７ ２８０ １ ６０ ２ ７

５ ２２ １７ １０２ ２３ ３ １７ ３ ４

２２ ２７６ ５６ ５５０ ２４ ２ ６ ２ ２

４ ６５ ２１ １３８ ６ ２ ５

１ ９ １

２ ８ ３ ３２

１８ １１９ １４ １ ４０

４ ８２ １６ １９７ ３ ３６ ５ １ ９

２２ ２３５ ７４ ７２５ ４ １６２ ２４ ２４ ６４ ６ ９

３ １０ ２７ １３４ ３８

３ ２２ １７ ９４ ８ １７８ ２９

９ ２３ １ １

１１ １２０ ３２ ２０３ ５ ６３ ２８

１ ２ ７ ４１ ２ ６０ １５

１ ２ １

７ ９５ ６ ９９ ２ １ ６ ２ ６８

１ １８ ６

１ ２ １ ３

１７ ２１５ ３２ ４５０ ９ ４６０ ２０ １ ２

４ ２８ １７ １５８ ２ ５６ ６ ３ ７６ ２ １２ １ ２

２ ２８ ２

２ ７ ３ １２８ ２１

５ ４８ １２ １３４ ３２

１７ ３３７ １６ ２４８ ６ ３１２ １５

６ １０４ １７ １３７ ４ １１３ ４１

１ １２ １

２ １５ ４５

１ １７

１２７０ １３７２３ ４４７２ ３９８５０ ６６３ ２１５２４ ２１００ ２ ２６ ３ １４７ ５ ４９ ３ １２ １ １４９ ６ １５６ ４３２２ ２０６ ７７２

４８２４ ５４３３０ １１６８７１０７９２４ １ ３８４ １ １３３ １６０９ ５３３２７ ６２７４ ３ ３９ ８ １０６７８ ２３６１９７ １１ ２９８ １ ２３ １６１６６０ １７ ３９６ ２４４７２０ ５８５２３３７１５９６５６
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表２２　Ｂ地点遺構別器種重量グラフ（１）
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７５

表２３　Ｂ地点遺構別器種百分比グラフ（１）
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７６

表２４　Ｂ地点遺構別器種重量グラフ（２）
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７７

表２５　Ｂ地点遺構別器種百分比グラフ（２）
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７８

番号 グリッド・遺構 坏類 皿類 鉢類 甕・堝類 製塩土器 支脚 その他・小片 グリッド・遺構 計

１ ＳＱ１００１ １１５９ １５６１ ９ ９８ ２８２７

２ ＳＱ１００２ ５５５ ３７８ ３０ ２９ ９９２

３ ＳＱ１００３ ５ ５

４ ＳＱ１００４ ９４６ ４７８ ５ １４２９

５ ＳＱ１００５ ２０８ １９７ ７ ４１２

６ ＳＱ１００６ ６４４ ５１０ ２５ １１７９

７ ＳＱ１００７ ８８９ ５４４ ２３９ １６７２

８ ＳＸ１０１１ ６２ ５８ ５ １２５

９ ＳＱ１０１２ ２９ ６４ ９ １０２

１０ ＳＱ１０１３ １ １

１１ ＳＱ１０１４ ８ ８

１２ ＳＱ１０１５ ７ ７

１３ ＳＱ１０１７ ４ ４

１４ ＳＱ１０１８ ５２０ ７６４ ５４ １３３８

１５ ＳＱ１０１９ ９ ９

１６ ＳＱ１０２０ ５６５ １７３ １ ７３９

１７ ＳＸ１０２１ ３８７９ ６４ １６９ ４０７６ ９８ ５５ ２５２ ８５９３

１８ ＳＸ１０２２ ５６７ １７０ ２２６ ３５ ９９８

１９ ＳＱ１０２３ １８ １８

２０ ＳＱ１０２４ ３１７ ６０８ １１４５ １１ ２０８１

２１ ＳＱ１０２５ ２４０４ １９２５ ９５ ４４２４

２２ ＳＱ１０２６ ２１４５ １１９ １９５９ ４６ ４２６９

２３ ＳＱ１０２７ １３６９ ２２０６ ２８ ３６０３

２４ ＳＱ１０２８ ２８１６ ３１ ４０９ １１ ３２６７

２５ ＳＱ１０２９ ３２９３ ２ １７５３ ７５ ５１２３

２６ ＳＱ１０３０ ２２２９ １０４ １３５３ ２１ ３７０７

２７ ＳＱ１０３２ ２７５６ １５４８ １３４２ ５６４６

２８ ＳＱ１０３３ ５１０ ５６３ １０７３

２９ ＳＸ１０３４ ３１３３ ９ ４１６８ ６１ ７３７１

３０ ＳＫ１０３６ ６３ ６３

３１ ＳＱ１０３７ ７８９ ２５４９ ９ ３３４７

３２ ＳＱ１０３９ ９０４ ４５７ ３ １３６４

３３ ＳＱ１０４０ ８９８ １１ １ ９１０

３４ ＳＱ１０４１ １８０ ６０ ８ ２４８

３５ ＳＱ１０４２ １６５ ６７ ３ ２３５

３６ ＳＱ１０４３ １０６ ５ １１１

３７ ＳＱ１０４４ １９２０ １０８０ ３１ ３０３１

３８ ＳＱ１０４５ １０４ ３４３ ４４７

３９ ＳＱ１０４６ ７２６８ １２９ １３６８ ８７ ８８５２

４０ ＳＱ１０４７ ２９６ ２９６

４１ ＳＱ１０４８ ５９７ ５１８ １０ １１２５

４２ ＳＸ１０４９ ５０４２ ３３２ ２１４１ ４２０ ４１ ７９７６

４３ ＳＰ１０５０ ８ ８

４４ ＳＰ１０５５ １５ １５

器種 計 ４９４０２ １９３ ９３６ ３４１２０ １２５２ ５０５ ２６４２ ８９０５０

表２６　Ｂ地点　遺構別器種重量表 （単位ｇ）
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７９

ＳＱ１００４

挿図 口径 底径 器高 底指 器指

２３ ６ １１０．０ ６０．０ ４３．５ ５４．５ ３９．５

２３ ７ １３１．０ ５６．０ ５１．５ ４２．７ ３９．３

２３ ８ １１８．０ ５４．０ ５４．５ ４５．８ ４６．２

平均値１１９．７ ５６．７ ４９．８ ４７．７ ４１．７

ＳＱ１００６

挿図 口径 底径 器高 底指 器指

２３１２１１４．０ ５５．０ ５６．０ ４８．２ ４９．１

平均値１１４．０ ５５．０ ５６．０ ４８．２ ４９．１

ＳＱ１００７

挿図 口径 底径 器高 底指 器指

２３１３１５２．５ ５６．０ ６６．５ ３６．７ ４３．６

２３１４１２３．０ ５５．０ ５３．０ ４４．７ ４３．１

２４１７１１６．０ ５２．０ ５２．９ ４４．８ ４５．６

平均値１３０．５ ５４．３ ５７．５ ４２．１ ４４．１

ＳＱ１０１８

挿図 口径 底径 器高 底指 器指

２４１８１２８．０ ５４．０ ５５．０ ４２．２ ４３．０

２４２０１３６．０ ６２．０ ７４．５ ４５．６ ５４．８

平均値１３２．０ ５８．０ ６４．８ ４３．９ ４８．９

ＳＱ１０２０

挿図 口径 底径 器高 底指 器指

２５２５１３６．０ ５０．０ ５０．０ ３６．８ ３６．８

２５２６１２３．０ ５２．０ ５３．５ ４２．３ ４３．５

２５２７１２０．０ ４３．０ ４２．０ ３５．８ ３５．０

平均値１２６．３ ４８．３ ４８．５ ３８．３ ３８．４

ＳＸ１０２１

挿図 口径 底径 器高 底指 器指

２５３０１２６．０ ６０．０ ５１．５ ４７．６ ４０．９

２５３２１１８．０ ５５．０ ５２．０ ４６．６ ４４．１

２５３３１３４．０ ４６．０ ５９．９ ３４．３ ４４．７

２５３４１２６．０ ４６．０ ５１．５ ３６．５ ４０．９

２５３５１０５．０ ５４．０ ４９．０ ５１．４ ４６．７

２５３６１２５．０ ５５．０ ５４．３ ４４．０ ４３．４

２５３７１２０．０ ６０．０ ４５．０ ５０．０ ３７．５

２５３８１００．０ ４６．０ ５５．５ ４６．０ ５５．５

２５３９１２４．０ ５４．０ ５６．２ ４３．５ ４５．３

２６４０１１６．０ ５０．０ ４９．０ ４３．１ ４２．２

２６４１１１７．０ ５２．０ ４９．０ ４４．４ ４１．９

２６２８１２９．０ ４８．０ ５０．０ ３７．２ ３８．８ 土

２６２９１３０．０ ４７．０ ５３．０ ３６．２ ４０．８ 土

２６３１１３６．０ ５１．０ ５９．０ ３７．５ ４３．４ 土

平均値１２１．９ ５１．７ ５２．５ ４２．７ ４３．３

ＳＸ１０２２

挿図 口径 底径 器高 底指 器指

２６４８１０４．０ ４０．０ ５１．０ ３８．５ ４９．０

２６５０１２４．０ ５６．０ ５３．０ ４５．２ ４２．７

平均値１１４．０ ４８．０ ５２．０ ４１．９ ４５．９

ＳＱ１０２４

挿図 口径 底径 器高 底指 器指

２６５２１２４．０ ５０．０ ５１．３ ４０．３ ４１．４

平均値１２４．０ ５０．０ ５１．３ ４０．３ ４１．４

表２７　Ｂ地点　坏・高台坏器高・底径指数（１）
注）表中の「底指」は「底径指数」、「器指」は「器高指数」の略である。表の右欄外で、土はⅠ２～７類、須は須恵器、無印はⅠ１類を示す。

①底径指数＝底径÷口径×１００　　　②器高指数＝器高÷口径×１００　　　　口径・底径の単位は㎜

１．坏 グラフ凡例…　◆：Ⅰ１類　▲：Ⅰ２～７類　■：須恵器
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８０

表２８　Ｂ地点　坏・高台坏器高・底径指数（２）
ＳＱ１０２５

挿図 口径 底径 器高 底指 器指
２７５６１２５．０ ４６．０ ４７．０ ３６．８ ３７．６
２７５７１２４．０ ５４．０ ４９．１ ４３．５ ３９．６
２７５８１３２．０ ５４．０ ５５．９ ４０．９ ４２．３
２７５５１４１．０ ６２．０ ６６．５ ４４．０ ４７．２ 土
２７５９１３４．０ ４８．０ ４２．５ ３５．８ ３１．７ 須
平均値１３１．２ ５２．８ ５２．２ ４０．２ ３９．７

ＳＱ１０２６

挿図 口径 底径 器高 底指 器指
２７６０１１４．０ ５４．０ ５２．０ ４７．４ ４５．６
２７６１１１３．０ ５４．０ ４８．０ ４７．８ ４２．５
２７６２１２４．０ ５４．０ ４９．０ ４３．５ ３９．５
平均値１１７．０ ５４．０ ４９．７ ４６．２ ４２．５

ＳＱ１０２８

挿図 口径 底径 器高 底指 器指
２８７１１１４．０ ５２．０ ４７．０ ４５．６ ４１．２
２８７２１０８．０ ４７．０ ５５．４ ４３．５ ５１．３
２９７４１２２．０ ５６．０ ５２．３ ４５．９ ４２．９
２９７５１１４．０ ５０．０ ４８．５ ４３．９ ４２．５
２９７７１２２．０ ５４．０ ４７．０ ４４．３ ３８．５
２９７９１２０．０ ４８．０ ５０．０ ４０．０ ４１．７
２８７３１４４．０ ５８．０ ６１．０ ４０．３ ４２．４ 土
平均値１２０．６ ５２．１ ５１．６ ４３．４ ４２．９

ＳＱ１０２７

挿図 口径 底径 器高 底指 器指
２８６６１２６．０ ５０．０ ５６．０ ３９．７ ４４．４
２８６７１２０．０ ４６．０ ４９．５ ３８．３ ４１．３
２８６８１１７．０ ５０．０ ５３．５ ４２．７ ４５．７
平均値１２１．０ ４８．７ ５３．０ ４０．２ ４３．８

ＳＱ１０２９

挿図 口径 底径 器高 底指 器指
２９８１１２８．０ ５６．０ ５４．０ ４３．８ ４２．２
２９８２１１８．０ ５６．０ ５１．５ ４７．５ ４３．６
２９８４１２４．０ ５０．０ ５４．３ ４０．３ ４３．８
２９８５１２２．０ ５０．０ ５４．５ ４１．０ ４４．７
２９８６１３２．０ ５６．０ ５７．０ ４２．４ ４３．２
２９８７１２４．０ ５５．０ ５３．５ ４４．４ ４３．１
２９８３１２７．５ ４６．０ ４９．０ ３６．１ ３８．４ 土
平均値１２５．１ ５２．７ ５３．４ ４２．２ ４２．７

ＳＱ１０３０

挿図 口径 底径 器高 底指 器指
３０８９１１８．０ ５０．０ ５１．０ ４２．４ ４３．２
３０９０１２４．０ ５２．０ ５２．０ ４１．９ ４１．９
３０９１１１０．０ ５５．０ ５９．０ ５０．０ ５３．６
３０９２１５８．０ ５５．０ ７０．８ ３４．８ ４４．８ 土
平均値１２７．５ ５３．０ ５８．２ ４２．３ ４５．９

ＳＱ１０３２

挿図 口径 底径 器高 底指 器指
３０９３１１４．０ ５４．０ ５６．０ ４７．４ ４９．１
３０９４１５２．０ ５８．０ ６３．０ ３８．２ ４１．４
３０９５１２６．５ ５４．０ ５７．０ ４２．７ ４５．１
３０９６１２０．０ ５６．０ ５４．２ ４６．７ ４５．２
３０９７１２２．０ ５６．０ ５４．０ ４５．９ ４４．３
３０９８１００．０ ４６．０ ５０．８ ４６．０ ５０．８
３０９９１１８．０ ５０．０ ５１．０ ４２．４ ４３．２
３０１００１１２．０ ５２．０ ５４．５ ４６．４ ４８．７
３０１０１１１８．０ ５０．０ ５３．０ ４２．４ ４４．９
３０１０２１１９．０ ５６．０ ５０．０ ４７．１ ４２．０
３０１０３１１５．０ ４３．０ ４９．２ ３７．４ ４２．８
３１１０４１１９．０ ５０．０ ５２．０ ４２．０ ４３．７
３１１０５１１８．０ ５０．０ ５４．０ ４２．４ ４５．８
３１１０６１１５．０ ５６．０ ４８．５ ４８．７ ４２．２
３１１０７１１８．０ ４６．０ ５３．０ ３９．０ ４４．９
平均値１１９．１ ５１．８ ５３．３ ４３．６ ４４．９
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８１

表２９　Ｂ地点　坏・高台坏器高・底径指数（３）
ＳＸ１０３４

挿図 口径 底径 器高 底指 器指
３２１１３１５８．０ ６０．０ ６５．０ ３８．０ ４１．１
３２１１４１２５．０ ５４．０ ５１．５ ４３．２ ４１．２
３２１１５１２４．０ ５２．０ ５５．０ ４１．９ ４４．４
平均値１３５．７ ５５．３ ５７．２ ４１．０ ４２．２

ＳＱ１０３７

挿図 口径 底径 器高 底指 器指
３３１２２１３８．０ ５４．０ ５１．５ ３９．１ ３７．３
３３１２３１２６．０ ４４．０ ５３．０ ３４．９ ４２．１
平均値１３２．０ ４９．０ ５２．３ ３７．０ ３９．７

ＳＱ１０３９

挿図 口径 底径 器高 底指 器指
３４１３０１２８．０ ４８．０ ５１．０ ３７．５ ３９．８
３４１３１１２０．０ ５０．０ ５６．０ ４１．７ ４６．７
３４１３２１２０．０ ５２．０ ５２．０ ４３．３ ４３．３
３４１３３１１８．０ ６０．０ ４４．０ ５０．８ ３７．３
平均値１２１．５ ５２．５ ５０．８ ４３．３ ４１．８

ＳＱ１０４１

挿図 口径 底径 器高 底指 器指
３４１３８１３４．０ ５６．０ ５０．７ ４１．８ ３７．８
平均値１３４．０ ５６．０ ５０．７ ４１．８ ３７．８

ＳＱ１０４４

挿図 口径 底径 器高 底指 器指
３４１４０１２６．０ ５４．０ ４６．８ ４２．９ ３７．１
３４１４１１２８．０ ４８．０ ５０．８ ３７．５ ３９．７
３４１４２１２０．０ ４６．０ ５９．５ ３８．３ ４９．６
３４１４３１２４．０ ５０．０ ４８．０ ４０．３ ３８．７
３４１４４１２７．０ ５０．０ ５１．０ ３９．４ ４０．２
３５１４５１３２．０ ５４．０ ５４．５ ４０．９ ４１．３
３５１４６１１８．０ ５２．０ ５６．５ ４４．１ ４７．９
３５１４７１４２．０ ５２．０ ５０．７ ３６．６ ３５．７
３５１４８１１５．０ ４６．０ ５１．５ ４０．０ ４４．８
平均値１２５．８ ５０．２ ５２．１ ４０．０ ４１．７

ＳＱ１０４６

挿図 口径 底径 器高 底指 器指
３５１５０１３２．０ ４８．０ ５３．５ ３６．４ ４０．５
３５１５１１２６．０ ５０．０ ５７．０ ３９．７ ４５．２
３５１５３１１６．０ ４７．０ ４６．０ ４０．５ ３９．７
３５１５４１１６．０ ４６．０ ４９．５ ３９．７ ４２．７
３６１５５１３０．０ ５０．０ ５１．５ ３８．５ ３９．６
３６１５６１１０．０ ４８．０ ５４．０ ４３．６ ４９．１
３６１５７１１９．０ ５０．０ ４７．５ ４２．０ ３９．９
３６１５８１３０．０ ５４．０ ５０．３ ４１．５ ３８．７
３６１５９１３０．０ ５０．０ ５７．０ ３８．５ ４３．８
３６１６０１３３．０ ５８．０ ５０．０ ４３．６ ３７．６
３６１６１１２８．０ ５０．０ ５５．０ ３９．１ ４３．０
３６１６２１３２．０ ４８．０ ５０．０ ３６．４ ３７．９
３６１６３１４６．０ ６４．０ ５２．０ ４３．８ ３５．６
３６１６４１２４．０ ５４．０ ４５．０ ４３．５ ３６．３
３６１６５１１８．０ ４８．０ ４７．５ ４０．７ ４０．３
３６１６６１２２．０ ４２．０ ５２．０ ３４．４ ４２．６
３６１６７１２６．０ ４８．０ ５１．０ ３８．１ ４０．５
３６１６８１２５．０ ５３．０ ５２．０ ４２．４ ４１．６
３６１６９１２０．０ ５４．０ ５６．４ ４５．０ ４７．０
３７１７０１３３．０ ５０．０ ４８．０ ３７．６ ３６．１
３７１７１１１８．０ ５０．０ ４５．０ ４２．４ ３８．１
３７１７６１５８．０ ５６．０ ５２．５ ３５．４ ３３．２
３７１７８１２８．０ ５０．０ ４６．５ ３９．１ ３６．３
平均値１２７．０ ５０．８ ５０．８ ４０．１ ４０．２

ＳＱ１０４７

挿図 口径 底径 器高 底指 器指
３８１８７１３９．０ ４６．０ ５９．０ ３３．１ ４２．４
平均値１３９．０ ４６．０ ５９．０ ３３．１ ４２．４
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８２

表３０　Ｂ地点　坏・高台坏器高・底径指数（４）

Ｊ－１７

挿図 口径 底径 器高 底指 器指
４１２１８１１６．０ ５６．０ ４８．０ ４８．３ ４１．４
４１２１９１２３．０ ５７．０ ４５．０ ４６．３ ３６．６
４１２２０１２８．０ ６３．０ ４５．０ ４９．２ ３５．２
平均値１２２．３ ５８．７ ４６．０ ４７．９ ３７．７

Ｋ－１８

挿図 口径 底径 器高 底指 器指
４１２２３１１８．０ ５９．０ ４９．０ ５０．０ ４１．５
平均値１１８．０ ５９．０ ４９．０ ５０．０ ４１．５

Ｍ－８

挿図 口径 底径 器高 底指 器指
４１２２４１２４．０ ５１．０ ５２．０ ４１．１ ４１．９
４１２２５１１９．０ ５０．０ ４７．５ ４２．０ ３９．９
４１２２６１１８．０ ４８．０ ４６．５ ４０．７ ３９．４
平均値１２０．３ ４９．７ ４８．７ ４１．３ ４０．４

ＳＸ１０４９

挿図 口径 底径 器高 底指 器指
３８１９３１１４．０ ４０．０ ５３．３ ３５．１ ４６．８
３８１９４１５４．０ ６２．０ ６２．５ ４０．３ ４０．６
３８１９５１０８．０ ４６．０ ５２．０ ４２．６ ４８．１
３８１９６１２４．０ ５２．０ ４８．５ ４１．９ ３９．１
３８１９７１２２．０ ５４．０ ５３．０ ４４．３ ４３．４
３８１９８１２３．０ ５４．０ ５０．０ ４３．９ ４０．７
３８１９９１３２．０ ５１．０ ５７．０ ３８．６ ４３．２
３８２００１１８．０ ５０．０ ４８．０ ４２．４ ４０．７
３８２０１１２２．０ ５４．０ ４７．０ ４４．３ ３８．５
３８２０２１３２．０ ４８．０ ５０．０ ３６．４ ３７．９
３８２０３１３６．０ ４２．０ ５０．０ ３０．９ ３６．８
３８２０４１２６．０ ５２．０ ５６．０ ４１．３ ４４．４
３９２０５１３８．０ ６６．０ ４９．２ ４７．８ ３５．７
３９２０６１１８．０ ５２．０ ５３．０ ４４．１ ４４．９
３９２０７１３０．０ ５６．０ ５６．０ ４３．１ ４３．１
３９２０９１３０．０ ５４．０ ４９．８ ４１．５ ３８．３
３９２０８１４８．０ ５４．０ ６２．０ ３６．５ ４１．９ 土
３９２１１１２８．０ ５０．０ ６２．５ ３９．１ ４８．８ 土
３９２１２１８０．０ ６８．０ ７５．８ ３７．８ ４２．１ 土
平均値１３０．７ ５２．９ ５４．５ ４０．６ ４１．８

Ｊ－１８

挿図 口径 底径 器高 底指 器指
４１２２１１４３．０ ５８．０ ４７．５ ４０．６ ３３．２
４１２２２１３４．０ ５２．０ ４９．０ ３８．８ ３６．６
平均値１３８．５ ５５．０ ４８．３ ３９．７ ３４．９

Ｍ－１２

挿図 口径 底径 器高 底指 器指
４１２２８１２２．０ ５１．０ ４５．０ ４１．８ ３６．９
４１２２９１２４．０ ４６．０ ５１．０ ３７．１ ４１．１
４１２３０１２４．０ ５０．０ ５０．０ ４０．３ ４０．３
４１２３１１２１．０ ５０．０ ５６．０ ４１．３ ４６．３
平均値１２２．８ ４９．３ ５０．５ ４０．１ ４１．２

Ｍ－１３

挿図 口径 底径 器高 底指 器指
４１２３３１０８．０ ４５．０ ４８．７ ４１．７ ４５．１
平均値１０８．０ ４５．０ ４８．７ ４１．７ ４５．１

Ｎ－８

挿図 口径 底径 器高 底指 器指
４１２３４１１２．０ ５４．０ ４８．５ ４８．２ ４３．３
４１２３５１１７．０ ４８．０ ４８．３ ４１．０ ４１．３
平均値１１４．５ ５１．０ ４８．４ ４４．６ ４２．３
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８３

表３１　Ｂ地点　坏・高台坏器高・底径指数（５）
Ｎ－１１

挿図 口径 底径 器高 底指 器指

４２２３６１１０．０ ３６．０ ５７．０ ３２．７ ５１．８

４２２３８１２９．０ ５４．０ ５３．０ ４１．９ ４１．１

４２２３９１３０．０ ５２．０ ５２．０ ４０．０ ４０．０

４２２３７１２６．０ ５４．０ ５７．０ ４２．９ ４５．２ 土

平均値１２３．８ ４９．０ ５４．８ ３９．４ ４４．５

Ｎ－１５

挿図 口径 底径 器高 底指 器指

４２２４１１４０．０ ５４．０ ６４．５ ３８．６ ４６．１

平均値１４０．０ ５４．０ ６４．５ ３８．６ ４６．１

Ｐ－９

挿図 口径 底径 器高 底指 器指

４３２５４１２２．０ ４７．０ ５３．０ ３８．５ ４３．４

４４２５９１２８．０ ５０．０ ５４．０ ３９．１ ４２．２

平均値１２５．０ ４８．５ ５３．５ ３８．８ ４２．８

Ｏ－１４

挿図 口径 底径 器高 底指 器指

４３２５１１２２．０ ５４．０ ５４．０ ４４．３ ４４．３

４３２５２１２２．０ ４９．０ ４８．０ ４０．２ ３９．３

４３２５３１１８．０ ５４．０ ４８．０ ４５．８ ４０．７

平均値１２０．７ ５２．３ ５０．０ ４３．４ ４１．４

Ｐ－１１

挿図 口径 底径 器高 底指 器指

４３２５６１２４．０ ５０．０ ５５．０ ４０．３ ４４．４

平均値１２４．０ ５０．０ ５５．０ ４０．３ ４４．４

Ｏ－１１

挿図 口径 底径 器高 底指 器指

４２２４４１３１．０ ５３．０ ５５．５ ４０．５ ４２．４

平均値１３１．０ ５３．０ ５５．５ ４０．５ ４２．４

Ｏ－１３

挿図 口径 底径 器高 底指 器指

４３２５０１２１．０ ５３．０ ５２．５ ４３．８ ４３．４

平均値１２１．０ ５３．０ ５２．５ ４３．８ ４３．４

Ｐ－１３

挿図 口径 底径 器高 底指 器指

４４２６３１２４．０ ４９．０ ５３．０ ３９．５ ４２．７

平均値１２４．０ ４９．０ ５３．０ ３９．５ ４２．７
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８４

表３２　Ｂ地点　坏・高台坏器高・底径指数（６）
Ｑ－８

挿図 口径 底径 器高 底指 器指

４４２６５１２２．０ ４８．０ ５５．８ ３９．３ ４５．７

平均値１２２．０ ４８．０ ５５．８ ３９．３ ４５．７

Ｑ－９

挿図 口径 底径 器高 底指 器指

４４２６６１２２．０ ４８．０ ４８．０ ３９．３ ３９．３

４４２６７１１８．０ ５４．０ ５２．５ ４５．８ ４４．５

平均値１２０．０ ５１．０ ５０．３ ４２．６ ４１．９

Ｑ－１５

挿図 口径 底径 器高 底指 器指

４６２８７１２４．０ ４９．０ ５３．５ ３９．５ ４３．１

平均値１２４．０ ４９．０ ５３．５ ３９．５ ４３．１

Ｑ－１２

挿図 口径 底径 器高 底指 器指

４５２７２１１８．０ ４２．０ ５８．０ ３５．６ ４９．２

４５２７３１１９．０ ５０．０ ５４．０ ４２．０ ４５．４

４５２７４１１８．０ ４７．０ ５１．０ ３９．８ ４３．２

平均値１１８．３ ４６．３ ５４．３ ３９．１ ４５．９

Ｑ－１４

挿図 口径 底径 器高 底指 器指

４６２８３１２８．０ ５３．０ ４４．５ ４１．４ ３４．８

４６２８４１２４．０ ５４．０ ５６．５ ４３．５ ４５．６

４６２８５１２２．０ ５２．０ ４７．０ ４２．６ ３８．５

４６２８６１２６．０ ４８．０ ４５．５ ３８．１ ３６．１ 土

平均値１２５．０ ５１．８ ４８．４ ４１．４ ３８．８

Ｒ－９

挿図 口径 底径 器高 底指 器指

４６２８９１１８．０ ５０．０ ５５．０ ４２．４ ４６．６

平均値１１８．０ ５０．０ ５５．０ ４２．４ ４６．６

Ｒ－１１

挿図 口径 底径 器高 底指 器指

４６２９０１６６．０ ６０．０ ７９．８ ３６．１ ４８．１

平均値１６６．０ ６０．０ ７９．８ ３６．１ ４８．１

Ｒ－１２

挿図 口径 底径 器高 底指 器指

４６２９３１２２．０ ５０．０ ４７．０ ４１．０ ３８．５

平均値１２２．０ ５０．０ ４７．０ ４１．０ ３８．５
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８５

表３３　Ｂ地点　坏・高台坏器高・底径指数（７）
Ｓ－１２

挿図 口径 底径 器高 底指 器指
４７３０１１２１．０ ５２．０ ５２．０ ４３．０ ４３．０
４７３０２１２６．０ ５３．０ ４６．８ ４２．１ ３７．１
４７３０４１２０．０ ４６．０ ５０．０ ３８．３ ４１．７
４７３０５１０２．０ ４８．０ ４９．０ ４７．１ ４８．０
４７３０６１２５．０ ４６．０ ５７．５ ３６．８ ４６．０
４７３０７１２０．０ ４９．０ ４７．３ ４０．８ ３９．４
４７３０８１２２．０ ６０．０ ４３．５ ４９．２ ３５．７
４７３０９１３８．０ ５０．０ ５０．０ ３６．２ ３６．２
平均値１２１．８ ５０．５ ４９．５ ４１．７ ４０．９

Ｔ－１０

挿図 口径 底径 器高 底指 器指
４８３１８１２０．０ ５２．０ ５０．０ ４３．３ ４１．７
４８３１９１２２．０ ６０．０ ５２．０ ４９．２ ４２．６
４８３２０１２０．０ ５２．０ ４９．５ ４３．３ ４１．３
４８３２１１２０．０ ４９．０ ５４．０ ４０．８ ４５．０
４８３２２１３４．０ ５６．０ ４８．０ ４１．８ ３５．８
４８３２３１２８．０ ４９．０ ４６．８ ３８．３ ３６．６
４９３２４１２２．０ ５３．０ ５２．０ ４３．４ ４２．６
４９３２５１２５．０ ５２．０ ５４．０ ４１．６ ４３．２
４９３２６１２６．０ ５６．０ ５２．０ ４４．４ ４１．３
４９３３０１３１．０ ５６．０ ５６．０ ４２．７ ４２．７
４９３３１１３６．０ ５７．０ ５６．０ ４１．９ ４１．２
４９３３２１１８．０ ５６．０ ５５．８ ４７．５ ４７．３
４９３３３１２２．０ ４８．０ ５４．０ ３９．３ ４４．３
４９３３４１３６．０ ４７．０ ４５．８ ３４．６ ３３．７
４９３３５１２４．０ ５４．０ ５２．０ ４３．５ ４１．９
４９３３６１２８．０ ５８．０ ５３．５ ４５．３ ４１．８
４９３３７１１４．０ ５４．０ ５２．５ ４７．４ ４６．１
４９３３８１１３．０ ４８．０ ４９．０ ４２．５ ４３．４
５０３３９１３８．０ ４８．０ ７０．０ ３４．８ ５０．７
４９３２８１１６．０ ４４．０ ５３．０ ３７．９ ４５．７ 土
平均値１２４．７ ５２．５ ５２．８ ４２．２ ４２．４

Ｔ－１１

挿図 口径 底径 器高 底指 器指
５１３４７１１８．０ ５６．０ ５２．０ ４７．５ ４４．１
５１３４８１２７．５ ５９．５ ５５．０ ４６．７ ４３．１
５１３４９１２２．０ ４８．０ ５０．５ ３９．３ ４１．４
５１３５２１１２．０ ５０．０ ５１．０ ４４．６ ４５．５
５１３５３１１５．０ ５２．０ ５５．０ ４５．２ ４７．８
平均値１１８．９ ５３．１ ５２．７ ４４．７ ４４．４

Ｔ－１２

挿図 口径 底径 器高 底指 器指
５１３５５１２２．０ ５０．０ ４８．０ ４１．０ ３９．３
平均値１２２．０ ５０．０ ４８．０ ４１．０ ３９．３

Ｕ－１０

挿図 口径 底径 器高 底指 器指
５１３５７１２５．０ ５０．０ ４９．０ ４０．０ ３９．２
平均値１２５．０ ５０．０ ４９．０ ４０．０ ３９．２

Ｕ－１１

挿図 口径 底径 器高 底指 器指
５１３５９１２０．０ ４６．０ ５５．０ ３８．３ ４５．８
５２３６０１１６．０ ５０．０ ５０．０ ４３．１ ４３．１
平均値１１８．０ ４８．０ ５２．５ ４０．７ ４４．５

Ｕ－１２

挿図 口径 底径 器高 底指 器指
５２３６１１２２．０ ５４．０ ４１．０ ４４．３ ３３．６
平均値１２２．０ ５４．０ ４１．０ ４４．３ ３３．６

Ｕ－１３

挿図 口径 底径 器高 底指 器指
５２３６２１１８．０ ５８．０ ４８．５ ４９．２ ４１．１
平均値１１８．０ ５８．０ ４８．５ ４９．２ ４１．１
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８６

Ｖ－１０

挿図 口径 底径 器高 底指 器指

５２３６３１２８．０ ５０．０ ５３．０ ３９．１ ４１．４

５２３６４１１８．０ ５８．０ ５２．０ ４９．２ ４４．１

５２３６５１２２．０ ５０．０ ５０．０ ４１．０ ４１．０

平均値１２２．７ ５２．７ ５１．７ ４３．１ ４２．２

Ｗ－１２

挿図 口径 底径 器高 底指 器指

５２３６８１２８．０ ５１．０ ５１．０ ３９．８ ３９．８

５２３６７１４１．０ ５４．０ ５２．５ ３８．３ ３７．２ 土

平均値１３４．５ ５２．５ ５１．８ ３９．１ ３８．５

ＡＣ－１５

挿図 口径 底径 器高 底指 器指

５３３７８１５７．０ ５０．０ ６５．０ ３１．８ ４１．４

５３３７９１１８．０ ４８．０ ５０．０ ４０．７ ４２．４

５３３８０１２６．０ ５０．０ ５０．５ ３９．７ ４０．１

５３３８１１５７．０ ５６．０ ６０．０ ３５．７ ３８．２

５３３８２１１８．０ ５０．０ ５４．５ ４２．４ ４６．２

５３３８３１４６．０ ５８．０ ６０．８ ３９．７ ４１．６

平均値１３７．０ ５２．０ ５６．８ ３８．３ ４１．７

Ｙ－１０

挿図 口径 底径 器高 底指 器指

５３３７４１１７．０ ５４．０ ５６．０ ４６．２ ４７．９

５３３７５１４８．０ ４５．０ ６５．０ ３０．４ ４３．９ 土

平均値１３２．５ ４９．５ ６０．５ ３８．３ ４５．９

ＡＡ－１２

挿図 口径 底径 器高 底指 器指

５３３７７１２４．０ ５３．０ ５８．０ ４２．７ ４６．８

平均値１２４．０ ５３．０ ５８．０ ４２．７ ４６．８

ＡＣ－１６

挿図 口径 底径 器高 底指 器指

５３３８４１２０．０ ５４．０ ４９．５ ４５．０ ４１．３

５３３８５１２７．０ ５４．０ ４９．０ ４２．５ ３８．６

５４３８６１２６．０ ４６．０ ５２．５ ３６．５ ４１．７

５４３８７１６０．０ ６１．０ ６３．３ ３８．１ ３９．６

５４３８８１３０．０ ５２．０ ５２．３ ４０．０ ４０．２

５４３８９１１３．０ ４６．０ ５０．５ ４０．７ ４４．７

平均値１２９．３ ５２．２ ５２．９ ４０．５ ４１．０

Ⅰ層

挿図 口径 底径 器高 底指 器指

５４３９０１２８．０ ５９．０ ４９．７ ４６．１ ３８．８

５４３９１１３０．０ ５０．０ ５１．０ ３８．５ ３９．２

５４３９２１２４．０ ５４．０ ４２．５ ４３．５ ３４．３

５４３９３１１５．０ ４７．０ ４２．５ ４０．９ ３７．０

５４３９４１２４．０ ４２．０ ５８．０ ３３．９ ４６．８

５４３９５１１４．０ ４６．０ ４３．０ ４０．４ ３７．７

平均値１２２．５ ４９．７ ４７．８ ４０．６ ３９．０

Ｒ－１２・Ｓ－１１・Ｔ－１０・Ｔ－１２

挿図 口径 底径 器高 底指 器指

４６２９２１５５．０ ７８．０ ８２．０ ５０．３ ５２．９

４７３００１６２．０ ５６．０ ６４．８ ３４．６ ４０．０

４９３２７１４０．０ ４６．０ ６９．０ ３２．９ ４９．３

５１３５４１４１．０ ５８．０ ５５．０ ４１．１ ３９．０

平均値１４９．５ ５９．５ ６７．７ ３９．７ ４５．３

表３４　Ｂ地点　坏・高台坏器高・底径指数（８）

２．有台坏（Ⅱ類）
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８７

０ １０㎝ 

（１：３） 
　須恵器 

 
１５ 
（ＳＱ１００７） 

１ 
（ＳＱ１００１） 
 

２ 
（ＳＱ１００１） 
 

３ 
（ＳＱ１００２） 
 

４ 
（ＳＱ１００２） 
 

５ 
（ＳＱ１００２） 
 

６ 
（ＳＱ１００４） 
 

７ 
（ＳＱ１００４） 
 

８ 
（ＳＱ１００４） 
 

９ 
（ＳＱ１００５） 
 

１０ 
（ＳＱ１００５） 
 

１１ 
（ＳＱ１００５） １２ 

（ＳＱ１００６） 
 

１３ 
（ＳＱ１００７） 
 

１４ 
（ＳＱ１００７） 
 

第２３図　ＳＱ１００１～１００２・１００４～１００７出土遺物実測図
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８８

０ １０㎝ 

（１：３） 

 
２４ 
（ＳＱ１０１８） 

１６ 
（ＳＱ１００７） 
 

１７ 
（ＳＱ１００７） 
 １８ 

（ＳＱ１０１８） 
 

１９ 
（ＳＱ１０１８） 
 

２０ 
（ＳＱ１０１８） 
 

２１ 
（ＳＱ１０１８） 
 

２２ 
（ＳＱ１０１８） 
 

２３ 
（ＳＱ１０１８） 

第２４図　ＳＱ１００７・１０１８出土遺物実測図
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８９

０ １０㎝ 

（１：３） 

２５ 
（ＳＱ１０２０） 
 

２６ 
（ＳＱ１０２０） 
 

２７ 
（ＳＱ１０２０） 
 

２８ 
（ＳＸ１０２１） 
 

２９ 
（ＳＸ１０２１） 
 

３０ 
（ＳＸ１０２１） 

 
３１ 
（ＳＸ１０２１） 

３２ 
（ＳＸ１０２１） 
 

３３ 
（ＳＸ１０２１） 
 

３４ 
（ＳＸ１０２１） 
 ３５ 

（ＳＸ１０２１） 
 

３６ 
（ＳＸ１０２１） 

３７ 
（ＳＸ１０２１） 
 

３８ 
（ＳＸ１０２１） 

３９ 
（ＳＸ１０２１） 
 

　ミガキ 　黒色処理 

第２５図　ＳＱ１０２０、ＳＸ１０２１出土遺物実測図
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９０

０ １０㎝ 

（１：３） 

４０ 
（ＳＸ１０２１） 

 
４１ 
（ＳＸ１０２１） 

 
４２ 
（ＳＸ１０２１） 

４３ 
（ＳＸ１０２１） 

４４ 
（ＳＸ１０２１） 

４５ 
（ＳＸ１０２１） 

 
４６ 
（ＳＸ１０２１） 

 
４７ 
（ＳＸ１０２１） 

４８ 
（ＳＸ１０２２） 

 
４９ 
（ＳＸ１０２２） 

 
５０ 
（ＳＸ１０２２） 

 
５１ 
（ＳＱ１０２３） 

 
５２ 
（ＳＱ１０２４） 

第２６図　ＳＸ１０２１～１０２２、ＳＱ１０２３～１０２４出土遺物実測図

Title:T1-T18_001-188.ec5 Page:106 



９１

０ １０㎝ 

（１：３） 
　黒色処理 
　須恵器 
 

５３ 
（ＳＱ１０２４）  

５４ 
（ＳＱ１０２４） 

 
５５ 
（ＳＱ１０２５） 

 
５６ 
（ＳＱ１０２５） 

 
５７ 
（ＳＱ１０２５） 

 
５８ 
（ＳＱ１０２５） 

 
５９ 
（ＳＱ１０２５） 

 
６０ 
（ＳＱ１０２６） 

 
６１ 
（ＳＱ１０２６） 

 
６２ 
（ＳＱ１０２６） 

６３ 
（ＳＱ１０２６） 

 
６４ 
（ＳＱ１０２６） 

第２７図　ＳＱ１０２４～１０２６出土遺物実測図
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９２

０ １０㎝ 

（１：３） 
　須恵器 
 

６５ 
（ＳＱ１０２６） 

 
６６ 
（ＳＱ１０２７） 

 
６７ 
（ＳＱ１０２７） 

 
６８ 
（ＳＱ１０２７） 

６９ 
（ＳＱ１０２７） 

 
 
７０ 
（ＳＱ１０２７） 

 
７１ 
（ＳＱ１０２８） 

 
７２ 
（ＳＱ１０２８）  

７３ 
（ＳＱ１０２８） 

第２８図　ＳＱ１０２６～１０２８出土遺物実測図
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９３

０ １０㎝ 

（１：３） 

　緋欅 
 

７４ 
（ＳＱ１０２８） 

 
７５ 
（ＳＱ１０２８） 

 
７６ 
（ＳＱ１０２８） 

 
７７ 
（ＳＱ１０２８） 

 
７８ 
（ＳＱ１０２８） 

 
７９ 
（ＳＱ１０２８） 

８０ 
（ＳＱ１０２８） 

 
８１ 
（ＳＱ１０２９） 

 
８２ 
（ＳＱ１０２９） 

 
８３ 
（ＳＱ１０２９） 

 
 
８４ 
（ＳＱ１０２９） 

 
８５ 
（ＳＱ１０２９） 

 
８６ 
（ＳＱ１０２９） 

 
８７ 
（ＳＱ１０２９） 

８８ 
（ＳＱ１０２９） 

第２９図　ＳＱ１０２８～１０２９出土遺物実測図
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９４

０ １０㎝ 

（１：３） 

８９ 
（ＳＱ１０３０） 

 
９０ 
（ＳＱ１０３０） 

 
９１ 
（ＳＱ１０３０） 

９２ 
（ＳＱ１０３０） 

９３ 
（ＳＱ１０３２） ９４ 

（ＳＱ１０３２） 

９５ 
（ＳＱ１０３２） 

９６ 
（ＳＱ１０３２） 

９７ 
（ＳＱ１０３２） 

９８ 
（ＳＱ１０３２） 

９９ 
（ＳＱ１０３２） １００ 

（ＳＱ１０３２） 

１０１ 
（ＳＱ１０３２） 

１０２ 
（ＳＱ１０３２） 

１０３ 
（ＳＱ１０３２） 

第３０図　ＳＱ１０３０・１０３２出土遺物実測図
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９５

０ １０㎝ 

（１：３） 

１１１ 
（ＳＱ１０３２） 

１０４ 
（ＳＱ１０３２） １０５ 

（ＳＱ１０３２） 
１０６ 
（ＳＱ１０３２） 

１０７ 
（ＳＱ１０３２） 

１０８ 
（ＳＱ１０３２） 

１０９ 
（ＳＱ１０３２） 

１１０ 
（ＳＱ１０３２） 

第３１図　ＳＱ１０３２出土遺物実測図
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９６

０ １０㎝ 

（１：３） 
　須恵器 
 

１１２ 
（ＳＱ１０３２） 

１１３ 
（ＳＸ１０３４） 

 
１１４ 
（ＳＸ１０３４） 

１１５ 
（ＳＸ１０３４） 

１１６ 
（ＳＸ１０３４） 

１１７ 
（ＳＸ１０３４） １１８ 

（ＳＸ１０３４） 

第３２図　ＳＱ１０３２、ＳＸ１０３４出土遺物実測図
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９７

０ １０㎝ 

（１：３） 
　黒色処理 　須恵器 

 

１１９ 
（ＳＸ１０３４） 

１２０ 
（ＳＸ１０３４） 
 

１２１ 
（ＳＫ１０３６） 

１２２ 
（ＳＱ１０３７） 

１２３ 
（ＳＱ１０３７） 
 

１２４ 
（ＳＱ１０３７） 

１２５ 
（ＳＱ１０３７） 

１２６ 
（ＳＱ１０３７） 

 
１２７ 
（ＳＱ１０３７） 

１２８ 
（ＳＱ１０３７） 

１２９ 
（ＳＱ１０３７） 

第３３図　ＳＸ１０３４、ＳＫ１０３６、ＳＱ１０３７出土遺物実測図
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９８

０ １０㎝ 

（１：３） 
　黒色処理 

１４４ 
（ＳＱ１０４４） 

１３０ 
（ＳＱ１０３９） 

１３１ 
（ＳＱ１０３９） 

１３２ 
（ＳＱ１０３９） 

１３３ 
（ＳＱ１０３９） 

１３４ 
（ＳＱ１０３９） 

１３５ 
（ＳＱ１０３９） 

１３６ 
（ＳＱ１０３９） 

１３７ 
（ＳＱ１０４０） 

１３８ 
（ＳＱ１０４１） 

１３９ 
（ＳＱ１０４１） 

１４０ 
（ＳＱ１０４４） １４１ 

（ＳＱ１０４４） 
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第３４図　ＳＱ１０３９～１０４１・１０４４出土遺物実測図
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第３５図　ＳＱ１０４４・１０４６出土遺物実測図
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第３６図　ＳＱ１０４６出土遺物実測図（１）
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第３７図　ＳＱ１０４６出土遺物実測図（２）
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第３８図　ＳＱ１０４７～１０４８、ＳＸ１０４９出土遺物実測図
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第３９図　ＳＸ１０４９出土遺物実測図（１）
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第４０図　ＳＸ１０４９出土遺物実測図（２）
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第４１図　グリッド出土遺物実測図（１）
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第４２図　グリッド出土遺物実測図（２）
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第４３図　グリッド出土遺物実測図（３）
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第４４図　グリッド出土遺物実測図（４）
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第４５図　グリッド出土遺物実測図（５）
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第４６図　グリッド出土遺物実測図（６）
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第４７図　グリッド出土遺物実測図（７）
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第４８図　グリッド出土遺物実測図（８）
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第４９図　グリッド出土遺物実測図（９）
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１１４
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第５０図　グリッド出土遺物実測図（１０）
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第５１図　グリッド出土遺物実測図（１１）
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第５２図　グリッド出土遺物実測図（１２）

Title:T1-T18_001-188.ec5 Page:132 



１１７

０ １０㎝ 

（１：３） 

３７１ 
（Ｘ・１３） 

３７２ 
（Ｘ・１４） 

３７３ 
（Ｘ・１５） 

３７６ 
（Ｚ・１４） 

３７５ 
（Ｙ・１０） 

３７４ 
（Ｙ・１０） 

３７７ 
（ＡＡ・１２） 

３７８ 
（ＡＣ・１５） 

３７９ 
（ＡＣ・１５） 

３８２ 
（ＡＣ・１５） 

３８１ 
（ＡＣ・１５） 

３８０ 
（ＡＣ・１５） 

３８３ 
（ＡＣ・１５） 

３８４ 
（ＡＣ・１６） 

３８５ 
（ＡＣ・１６） 

第５３図　グリッド出土遺物実測図（１３）
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第５４図　グリッド、Ｘ・０出土遺物実測図
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第５５図　ＳＱ１００１・１０１８、ＳＸ１０２２、グリッド出土遺物実測図

Title:T1-T18_001-188.ec5 Page:135 



１２０

０ １０㎝ 

（１：３） 

４１０ 
（Ｕ・１４） 
 

４１１ 
（ＳＸ１０４９） 

４１２ 
（Ｋ・１８） 

４１３ 
（Ｎ・１５） 

第５６図　ＳＸ１０４９、グリッド出土遺物実測図
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第５７図　鉄滓実測図
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第５８図　Ｂ地点出土石製品・石器実測図
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第５９図　Ａ地点・Ｂ地点出土石器実測図
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第６０図　Ａ地点出土石器・石製品実測図
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第６４図　Ｂ地点遺物分布図（２）土師器坏（Ⅰ１）
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第６６図　Ｂ地点遺物分布図（４）土師器坏（Ⅰ５・６）
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第６９図　Ｂ地点遺物分布図（７）土師器甕（Ⅴ３～９）

Title:T1-T18_001-188.ec5 Page:149 



１３４

２１７２１７ 

３３０３３０ 

５６８５６８ 

６００６００ 

２５１２５１ 

３０３０ 

１６７７１６７７ ２８８２８８ 
３７３７ 

１２２１２２ ５４３５４３ 

１８７１８７ 

６３０６３０ 
２６２６ 

３２３２ 

５５５５ 

１１１１ 

４８０４８０ 

１１９１１９ 

１８３４１８３４ 
２１６２１６ 

４６４６ 
１５７１５７ 

０ 

６ 
Ｐ 

Ｕ Ｚ 

ＡＥ 

Ｋ 

１１ 

１６ 

２１ 

２６ 

２１７ 

３３０ 

５６８ 

６００ 

２５１ 

３０ 

１６７７ ２８８ 
３７ 

１２２ ５４３ 

１８７ 

６３０ 
２６ 

３２ 

５５ 

１１ 

４８０ 

１１９ 

１８３４ 
２１６ 

６ 
Ｐ 

Ｕ Ｚ 

ＡＥ 

Ｋ 

１１ 

１６ 

２１ 

２６ 

２５０ 

４４８ 

９９１ 

３４０ 

１９ 

８９ 

２４７ 

７１ 

２３ 

４１５ 

１８ 

１１３ 

３１ 

３９ 

３２６ 

１５３ 

８３ 

３９２ 

２４ 

１０８ 

２１６ 

４８０ 

３９ 

７９８ 

２１８ 

４ 

１４４ 

１８２ 

１１ 

３４ 

３５７ 

１６ 

５７３ 

６０ 

１２９３ 

９５ 

４５２ 

１７６２ 

３９ 

１００ 

１６６ 

６３ 

１０７ 

７５ 

２７０ 

３２ 

２６０ 

３１８ 

４６ 

２２０ 

７７ 

１５０ 

１１３ 

１８５ 

９０ 

６５０ 

３６ 

７５ 

２５３５ 

２７９ 

１２３ 

７ 

７４ 

４８ 

１４５ 

２２０ ２７ 

２２５ 

２０９ 

２３ 

２０ 

６２ 

５９ 

６２０ 

２９２ 

３６２ 

６３ 

１６ 

２５３ 

２２７ 

２６４ 

４７ 

９４ 

２９０ 

６０ 

３２ 

３６ 

１６２ 

１７８ 

６３ 

６０ 

４６０ 

５６ 

３１２ 

１１３ 

遺構 

グリッド 

１０ｍ 

（１：４００） 

４６ 
１５７ 

７７ 

Ｘ・０　２１５２４ 

第７０図　Ｂ地点遺物分布図（８）土師器堝（Ⅵ１・２）

Title:T1-T18_001-188.ec5 Page:150 



１３５

６４６４ 

３１３１ ２ 

１０４１０４ 
１１９１１９ 

９ 

１７０１７０ １０５１０５ 
４４４４ 

８５８５ 

８１８１ 

８９８９ 

１０３１０３ 

３７３７ 

３９３９ 

５ 

４８４８ 

０ 

６ 
Ｐ 

Ｕ Ｚ 

ＡＥ 

Ｋ 

１１ 

１６ 

２１ 

２６ 

６４ 

３１ ２ 

１０４ 
１１９ 

９ 

６ 
Ｐ 

Ｕ Ｚ 

ＡＥ 

Ｋ 

１１ 

１６ 

２１ 

２６ 

８１ 

８９ 

１０３ 

３７ 

３９ 

５ 

４８ 

遺構 

グリッド 

１０ｍ 

（１：４００） 

　鉢（Ⅳ４～６） 
　台付鉢（Ⅳ３） 
　耳皿（Ⅲ４、５） 
　皿（Ⅲ２、３） 

　台付皿（Ⅲ１） 

１７０ １０５ 
４４ 

８５ 

Ｘ・０　５４ 

第７１図　Ｂ地点遺物分布図（９）土師器

Title:T1-T18_001-188.ec5 Page:151 



１３６

３３２３３２ １２１０１２１０ 

１２５１２５ 

１７４１７４ 

３３３３３３ 

６９６９ 

１６５１６５ 

１１１１ １３４１３４ １５８１５８ 

３８４３８４ 

５１５５１５ ８９８９ 

０ 

６ 
Ｐ 

Ｕ Ｚ 

ＡＥ 

Ｋ 

１１ 

１６ 

２１ 

２６ 

６ 
Ｐ 

Ｕ Ｚ 

ＡＥ 

Ｋ 

１１ 

１６ 

２１ 

２６ 

６９ 

１６５ 

１１ １３４ １５８ 

３８４ 

５１５ ８９ 

遺構 

グリッド 

１０ｍ 

（１：４００） 

３３２ １２１０ 

１２５ 

１７４ 

３３３ 

Ｘ・０　１１２ 

Ｘ・０　３１ 
　台付坏（Ⅱ３、４）

　脚付鉢（Ⅳ７） 
　台付鉢（Ⅳ２） 

　仏鉢（Ⅳ８） 
　鉢（Ⅳ４～６） 

第７２図　Ｂ地点遺物分布図（１０）土師器

Title:T1-T18_001-188.ec5 Page:152 



１３７

４２０４２０ 

５５５５ 

９８９８ ７ 

１１４５１１４５ 

２ 

３０３０ 
４１４１ 

９ 

６３０６３０ 

１４１４ １９１９ 

２４２４ ７６７６ 

６８６８ 

１３１３ 

８７５８７５ 

３４３４ 

１３１３ 

３０４３０４ 

２８２８ 

２０２０ 

７１７１ 

５ ４ 

１９２１９２ 

６０６０ 

１８８１８８ 

７ 

５３１５３１ 

１０２０１０２０ １５９１５９ 

０ 

６ 
Ｐ 

Ｕ Ｚ 

ＡＥ 

Ｋ 

１１ 

１６ 

２１ 

２６ 

６ 
Ｐ 

Ｕ Ｚ 

ＡＥ 

Ｋ 

１１ 

１６ 

２１ 

２６ 

８７５ 

３４ 

１３ ６３０ 

１４ １９ 

２４ ７６ 

６８ 

３０４ 

２８ 

２０ 

７１ 

５ 

１３ 

４ 

１５９ 

１９２ 

７ 

１０２０ 

６０ ５３１ 

１８８ 

遺構 

グリッド 

１０ｍ 

（１：４００） 

４２０ 

Ｘ・０　１４９ 
　製塩土器 

Ｘ・０　３２２ 
　支脚 

Ｘ・０　２６ 
　ミニチュア 

Ｘ・０　１５６ 
　土製品 

５５ 

９８ ７ 

１１４５ 

２ 

３０ 
４１ 

９ 

第７３図　Ｂ地点遺物分布図（１１）その他

Title:T1-T18_001-188.ec5 Page:153 



１　平成１７年度　万治ヶ沢遺跡出土
土器の胎土分析

パリノ・サーヴェイ株式会社

は じ め に

　本報告では、平安時代の窯跡から出土した土器片を対

象として、その材質（胎土）の特徴を明らかにし、土器

の種類、器種および周辺地質などとの比較から、平安時

代の土器製作に関わる資料を得る。

１　試　　料

　試料は、万治ヶ沢遺跡Ｂ地点より出土した赤焼土器２２

点と土師器３点の合計２５点である。いずれも焼成の段階

で失敗して捨てられたものとされている。赤焼土器は試

料番号１～２２が付されており、長胴甕や堝、坏などの器

種がある。土師器は試料番号２３～２５が付されており、い

ずれも坏底部とされている。

　各試料の出土地点および器種などは、分析結果を呈示

した図１に併記する。

２　分 析 方 法

　当社では、これまでに山形県内各地の遺跡から出土し

た土器の胎土分析を行ってきたが、その対象はほとんど

が須恵器であったことから、薄片観察および蛍光Ｘ線分

析を用いることが多かった。今回の試料である赤焼土器

および土師器は、砂粒を比較的多く含み、須恵器などに

比べれば焼成温度が低いために焼成時の高温による鉱物

の変質が少ないことなどから、胎土中に含まれる砂粒の

重鉱物組成を胎土の特徴とする重鉱物分析が適当である

と考えられた。重鉱物分析には、胎土の特徴を類型化し

易い、地質との関連性を考えることができる、などの利

点がある。以下に処理手順を述べる。

　試料は、適量をアルミナ製乳鉢を用いて粉砕、水を加

え超音波洗浄装置により分散、＃２５０の分析篩により水洗、

粒径１／１６㎜以下の粒子を除去する。乾燥の後、篩別し、

得られた１／４㎜－１／８㎜の粒子をポリタングステン酸

ナトリウム（比重約２．９６に調整）により重液分離、重鉱

物のプレパラ－トを作製後、偏光顕微鏡下にて同定する。

鉱物の同定粒数は、２５０個を目標とする。同定の際、不

透明な粒については、斜め上方からの落射光下で黒色金

属光沢を呈するものを「不透明鉱物」とし、それ以外の

不透明粒および変質等で同定の不可能な粒子は「その他」

とする。

３　結　　果

　結果を表１、図１に示す。今回の試料で認められた主

な重鉱物は、斜方輝石、単斜輝石、不透明鉱物の３者で

あり、他に微量の角閃石や緑レン石などが含まれている。

主要な３つの鉱物の量比は、試料によって大きく異なっ

ている。ここでは、その量比により、以下に述べるⅠ～

Ⅳ類までの重鉱物組成を設定した。

Ⅰ類：不透明鉱物が非常に多く、それ以外の鉱物の量比

が１０％程度しかない組成。不透明鉱物以外の鉱物では、

斜方輝石が少量含まれ、微量の単斜輝石、角閃石、緑レ

ン石などが含まれる。今回の試料の中では最も多く認め

られる組成であり、試料番号１～３、６、７、１２～１５、

１９～２１、２３、２５の１４点の試料がこれに分類される。なお、

試料番号２４の土師器は、重鉱物の同定粒数が１００個に満た

なかったためにグラフにはしていないが、不透明鉱物の

多い傾向が窺えることと、他の２点の土師器がいずれも

Ⅰ類であることから、これもⅠ類に分類されると考えら

れる。

Ⅱ類：不透明鉱物が最も多いが、斜方輝石が２０％ほど、

単斜輝石も１０％ほど含まれ、微量の緑レン石を伴う。今

回の試料では、試料番号９の１点のみである。

Ⅲ類：不透明鉱物が最も多いが、単斜輝石が１０％ほど含

まれ、微量の斜方輝石を伴う。今回の試料では、試料番

号８、１１、２２の３点がこれに分類される。

Ⅳ類：不透明鉱物が最も多いが、単斜輝石も２０～３０％ほ

ど含まれ、試料によっては不透明鉱物とほぼ同量程度と

なる。また、１０％程度の斜方輝石も伴う。今回の試料で

１３８

Ⅳ　理 化 学 分 析
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は、Ⅰ類に次いで多く、試料番号４、５、１０、１６、１７、

１８の６点がこれに分類される。

４　考　　察

　今回の分析により、１箇所の窯跡から出土した土器に

おいても、複数種の胎土が混在することが明らかにされ

た。今回の場合、少なくとも４種類の胎土が存在する。

図１のグラフ横に示した表により、胎土分類と対応関係

のある土器の属性をみると、出土位置すなわちグリッド

との間には対応関係は認められない。また、赤焼土器と

土師器との間においても、土師器の胎土であるⅠ類は、

赤焼土器の中にも多数認められることから、今回の試料

の中では、両者間の胎土の違いはないと言える。器種と

胎土との関係については、１対１の対応関係はないが、

以下の対応が認められる。すなわち、坏は土師器も含め

て７点全てがⅠ類であり、小型甕３点もⅠ類である。一

方、長胴甕には、Ⅰ類からⅣ類までの全てが混在するが、

その内訳はⅠ類２点、Ⅱ類１点、Ⅲ類３点、Ⅳ類２点で

あり、Ⅲ類がやや多い様に見えるが、特に集中するとい

うことでもない。さらに、堝については、Ⅰ類とⅣ類が

同数の３点ずつに分かれる。この結果から、材料の選択

あるいは調整において、器種により異なる事情のあった

ことが推定される。これについては、各器種の分析事例

を増やすことにより、器種ごとの胎土の状況を、より明

瞭に捉えることが可能であると考えられる。

　胎土中の重鉱物の由来については、窯跡の立地が材料

の入手事情によるとすれば、窯跡周辺の堆積物であるこ

とになる。万治ヶ沢遺跡周辺の地質は、土谷ほか（１９８４）

や大沢ほか（１９８８）などにより概観することができる。

それらの記載によれば、遺跡の立地する丘陵は、新第三

紀中新世の主に凝灰岩層からなる善宝寺層と呼ばれる地

質により構成されており、さらに局所的に小連寺ドレラ

イトと呼ばれる火成岩体が貫入している。また、丘陵下

の沖積低地は、丘陵から流下する大山川などの河川に

よってもたらされる上述の地質に由来する砕屑物が堆積

していると考えられるが、それに加えて、赤川水系の河

川によって、月山火山の噴出物に由来する砕屑物も多く

堆積していると考えられる。

　土谷ほか（１９８４）の記載では、善宝寺層中の安山岩の

主な重鉱物斑晶は単斜輝石であり、月山火山の噴出物の

主な重鉱物斑晶は、斜方輝石、単斜輝石、鉄鉱物の３者

となっている。また、その容積比では斜方輝石より単斜

輝石の方が若干多い。この記載から、今回の胎土のうち、

Ⅲ類およびⅣ類は、月山火山の噴出物の組成が反映され

ていると見ることができる。したがって、その材料採取

地は、丘陵上あるいは丘陵周縁というよりは、赤川水系

の影響のある低地にある可能性がある。

　一方、Ⅰ類およびⅡ類については、鉄鉱物が多いこと

は、善法寺層でも月山火山の噴出物でも認められること

であるが、単斜輝石よりも斜方輝石が多いという組成は、

土谷ほか（１９８４）の記載する岩石には認められない。し

かし、これだけで、Ⅰ類およびⅡ類の材料採取地が遺跡

から遠隔地にあったとすることはできない。岩石の組成

が、必ずしもそのまま低地堆積物や丘陵上の堆積物に反

映されるわけではないことから、その採取地の推定につ

いては、実際に遺跡周辺の堆積物を分析して確認する必

要がある。

　今後は、上述したように万治ヶ沢遺跡出土土器におけ

る器種と胎土との対応関係を確認することと、庄内平野

南部において、万治ヶ沢遺跡で焼かれた土器がどの程度

広がっているかなどを、各地の遺跡の分析事例を得るこ

とにより、検討していきたいと考える。また、その際に

は、自然堆積物の分析例や、薄片作製観察などにより重

鉱物組成以外の胎土の特性を知ることも必要になると考

えられる。 

１３９

引用文献

大沢�・広島俊男・駒沢正夫・須田芳朗，１９８８，２０万分の１地質図幅「新庄および酒田」，地質調査所．
土谷信之・大沢�・池辺穣，１９８４，鶴岡地域の地質．地域地質研究報告（５万分の１図幅），地質調査所，７７ｐ．
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１４０

試料
番号

カンラ
ン石

斜方
輝石

単斜
輝石 角閃石 酸化

角閃石 黒雲母 緑
レン石

ザクロ
石 紅柱石 電気石 ジル

コン
不透明
鉱物 その他 合計

１ ０ ９ ２ ３ ０ ２ ０ ０ １ ０ ０ ８９ １４４ ２５０

２ ０ ３ ２ ０ ０ ０ １ ０ ０ ０ ２ １８４ ５８ ２５０

３ ０ ０ ０ ０ ０ １ ３ ０ ０ ０ １ １８３ ６２ ２５０

４ １ ４８ ７０ ２ ０ ０ ３ ０ １ ０ ０ ７６ ４９ ２５０

５ １ ２９ ６４ １ ２ ２ ０ ０ ０ ０ １ １２１ ２９ ２５０

６ ０ ２ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ２２２ ２５ ２５０

７ ０ １６ １ ３ １ ０ １ ０ ０ ０ １ １９７ ３０ ２５０

８ ２ ８ ３６ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １３３ ７１ ２５０

９ ０ ５４ ２５ ２ １ １ １０ ０ ０ ０ ０ １１７ ４０ ２５０

１０ ０ ９ ５８ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ １１８ ６４ ２５０

１１ ０ １８ ３２ ５ ２ ０ ７ ０ ０ ０ ０ １０５ ８１ ２５０

１２ ０ ８ ３ ６ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ １２９ １０３ ２５０

１３ ０ ４ １ ０ ０ ０ ０ １ ０ １ ２ １８５ ５６ ２５０

１４ ０ ３ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ ２２６ ２０ ２５０

１５ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １７３ ７６ ２５０

１６ １ １１ ７６ ２ ０ ０ ９ ０ ０ ０ ０ ７７ ７４ ２５０

１７ ０ ２８ ６４ １ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ １０９ ４７ ２５０

１８ ０ １６ ９４ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １１１ ２９ ２５０

１９ ０ １５ ６ ２ １ ０ ３ ０ ０ ０ １ １６７ ５５ ２５０

２０ ０ ２６ ２ ３ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ １５３ ６５ ２５０

２１ ０ １０ ２ ５ ０ ０ ４ ０ ０ ０ １ １１３ ６５ ２００

２２ １ ３ ３３ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ １４８ ６３ ２５０

２３ １ ４ ２ ３ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ １０９ ２５ １４５

２４ １ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ４５ ２３ ７０

２５ ０ ９ １ ３ ０ ０ ２ ０ ０ ０ １ １２３ ２５ １６４

表１　重鉱物分析結果
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１４１

胎土 グリッド 種 別 器 種

Ⅰ Ｑ・１２ 赤焼土器 長胴甕体部底付近

Ⅰ Ｑ・１２ 赤焼土器 堝？底部付近

Ⅰ Ｑ・１２ 赤焼土器 長胴甕体部底付近

Ⅳ Ｑ・１２ 赤焼土器 平底甕底部

Ⅳ Ｑ・１３ 赤焼土器 堝？底部付近

Ⅰ Ｑ・１４ 赤焼土器 堝？底部付近

Ⅰ Ｑ・１４ 赤焼土器 小型甕？底部 平底

Ⅲ Ｑ・１２ 赤焼土器 長胴甕体部

Ⅱ Ｑ・１２ 赤焼土器 長胴甕？底部付近

Ⅳ Ｑ・１２ 赤焼土器 堝？体部

Ⅲ Ｑ・１２ 赤焼土器 長胴甕体部

Ⅰ Ｑ・１２ 赤焼土器 堝？体部

Ⅰ Ｑ・１２ 赤焼土器 小型甕底部 平底

Ⅰ Ｑ・８ 赤焼土器 坏 口縁～体部

Ⅰ Ｑ・８ 赤焼土器 坏 口縁～体部

Ⅳ Ｑ・９ 赤焼土器 堝？ 口縁～体部？

Ⅳ Ｑ・９ 赤焼土器 長胴甕 底部付近

Ⅳ Ｑ・９ 赤焼土器 長胴甕 底部付近

Ⅰ Ｑ・９ 赤焼土器 小型甕？ 底部 平底

Ⅰ Ｑ・９ 赤焼土器 坏 底部

Ⅰ Ｑ・９ 赤焼土器 坏 体部

Ⅲ Ｑ・９ 赤焼土器 長胴甕？ 口縁付近

Ⅰ Ｖ・１１ 土師器内黒 坏底部

Ⅰ Ｔ・１１ 土師器内黒 坏体部

Ⅰ Ｘ・０ 土師器内黒 坏底部

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

８ 

９ 

１０ 

１１ 

１２ 

１３ 

１４ 

１５ 

１６ 

１７ 

１８ 

１９ 

２０ 

２１ 

２２ 

２３ 

２４ 

２５ 

カンラン石 

斜方輝石 

単斜輝石 

緑レン石 

不透明鉱物 

その他 

角閃石 

０ ５０ １００％ 

図１　胎土重鉱物組成
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１４２

図版１　胎土中の重鉱物

１．試料番号９　Ｑ・１２　赤焼土器　長胴甕？　底部付近 ２．試料番号１４　Ｑ・８　赤焼土器　坏　口縁～体部

４．試料番号２１　Ｑ・９　赤焼土器　坏　体部

Ｏｐｘ：斜方輝石　Ｃｐｘ：単斜輝石　Ｈｏ：角閃石　Ｅｐ：緑レン石　Ｏｐ：不透明鉱物

３．試料番号１８　Ｑ・９　赤焼土器　長胴甕　底部付近

０．５㎜
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２　平成１８年度　万治ヶ沢遺跡の自
然科学分析

パリノ・サーヴェイ株式会社

は じ め に

　本報告では、調査区内から出土した炭化材および土器

付着物を対象として、放射性炭素年代測定を行い、その

年代資料を得る。また、万治ヶ沢遺跡より出土した須恵

器と赤焼土器の材質（胎土）の特徴を明らかにすること

により、万治ヶ沢遺跡周辺の土器の製作や使用に関わる

資料を作成する。

Ⅰ　出土炭化材および土器付着物の年代

１　試　　料

　試料は、Ｂ地点の平安時代の赤焼土器焼成遺構とされ

た遺構の覆土より出土した炭化材８点（№１～５、７～

９）と性格不明とされた遺構の覆土より出土した炭化材

１点（№６）および土器付着物１点（№１０）の合計１０点

である。なお、性格不明遺構は木炭窯を掘り込んで形成

されていることが確認されている。各試料の出土遺構名

または出土地点は、結果を呈示した表１に併記する。

２　分 析 方 法

　試料は、超音波煮沸洗浄と酸・アルカリ・酸洗浄（塩

酸１．２Ｎ，水酸化ナトリウム１Ｎ，塩酸１．２Ｎ）により、

不純物を取り除いたあと、グラファイトを合成し、測定

用試料とする。測定機器は、ＮＥＣ製コンパクトＡＭＳ・

１．５ＳＤＨを用いる。放射性炭素の半減期はLIBBYの半

減期５，５６８年を使用する。測定年代は１９５０年を基点とした

年代（ＢＰ）であり、誤差は標準偏差（One Sigma；

６８％）に 相 当 す る 年 代 で あ る。暦 年 較 正 は、

RADIOCARBON CALIBRATION PROGRAM CALIB 

REV５．０（Copyright １９８６－２００５ M Stuiver and PJ 

Reimer）を用い、誤差として標準偏差（One Sigma）を

用いる。

３　結　　果

　同位体効果による補正を行った測定結果を表１に示す。

炭化材９点の年代は、ほぼ１２００年前頃の年代にまとまる。

これに対して、土器付着物は、約１９００年前頃の年代を示

している。

　また、較正した暦年を表２に示す。暦年較正とは、大

気中の１４Ｃ濃度が一定で半減期が５５６８年として算出され

た年代値に対し、過去の宇宙線強度や地球磁場の変動に

よる大気中の１４Ｃ濃度の変動、及び半減期の違い（１４Ｃの

半減期５７３０±４０年）を較正することである。暦年較正に

関しては、本来１０年単位で表すのが通例であるが、将来

的に暦年較正プログラムや暦年較正曲線の改正があった

場合の再計算、再検討に対応するため、１年単位で表し

ている。今回の試料は、北半球の大気中炭素に由来する

較正曲線を用いる。暦年較正は、測定誤差σ、２σ双方

の値を計算する。σは統計的に真の値が６８％の確率で存

在する範囲、２σは真の値が９５％の確率で存在する範囲

である。また、表中の相対比とは、σ、２σの範囲をそ

れぞれ１とした場合、その範囲内で真の値が存在する確

率を相対的に示したものである。

　今回の試料を暦年でみると、炭化材は概ね８世紀後半

～９世紀後半という年代になり、土器付着物は１世紀頃

となる。

４　考　　察

　赤焼土器焼成遺構出土炭化材は、８点の試料全点が

１２００年前頃の放射性炭素年代にまとまる傾向が認められ

た。このことは、万治ヶ沢遺跡の赤焼土器焼成遺構にお

いて、放射性炭素年代で１２００年前、較正暦年代では８世

紀後半～９世紀後半という年代が、有意な年代であるこ

とを示している。この年代を、赤焼土器焼成遺構におい

てどのように解釈するかは、赤焼土器焼成遺構に関する

様々な発掘調査成果を検討した上で判断されるべきであ

り、現時点では、遺構の年代として決定されるものでは

ない。ただし、万治ヶ沢遺跡出土の赤焼土器の年代を考

える上で、今回の測定年代は重要な示唆を与えるものに

なったと言える。

　性格不明遺構出土の炭化材については、放射性炭素年

代測定の誤差や精度を考慮すれば、赤焼土器焼成遺構出

土炭化材とほぼ同年代であると評価される。

　土器付着物の示す放射性炭素年代は、弥生時代に相当

するが、付着物の採取された土器は、発掘調査所見によ

１４３
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１４４

№
出土地点

種 類 補正年代
ＢＰ

δ１３Ｃ
（‰）

測定年代
ＢＰ Code №

出土地点 時代 性 格

１ ＳＱ１００１ 平安時代 赤焼土器焼成遺構 炭化材 １１９０±２０ －２３．９±０．１５ １１７０±２０ ＰＬＮ－９５９９０１

２ ＳＱ１０１８ 平安時代 赤焼土器焼成遺構 炭化材 １２０５±２０ －２５．１±０．１７ １２１０±２０ ＰＬＮ－９５９９０２

３ ＳＱ１０２４ 平安時代 赤焼土器焼成遺構 炭化材 １２１５±２０ －２６．２３±０．２０ １２３５±２０ ＰＬＮ－９５９９０３

４ ＳＱ１０２６ 平安時代 赤焼土器焼成遺構 炭化材 １２２０±２０ －２６．８０±０．１５ １２５０±２０ ＰＬＮ－９５９９０４

５ ＳＱ１０３３ 平安時代 木炭窯 炭化材 １２２０±２０ －２６．４３±０．１４ １２４５±２０ ＰＬＮ－９５９９０５

６ ＳＸ１０３４ 平安時代 性格不明遺構 炭化材 １２５５±２０ －２７．６３±０．１６ １３００±２０ ＰＬＮ－９５９９０６

７ ＳＱ１０４０ 平安時代 赤焼土器焼成遺構 炭化材 １１９５±２０ －２６．２６±０．１７ １２１５±２０ ＰＬＮ－９５９９０７

８ ＳＱ１０４４ 平安時代 赤焼土器焼成遺構 炭化材 １２２０±２０ －２６．４８±０．１４ １２４０±２０ ＰＬＮ－９５９９０８

９ ＳＱ１０４９ 平安時代 赤焼土器焼成遺構 炭化材 １２１０±２０ －３０．１９±０．１８ １３００±２０ ＰＬＮ－９５９９０９

１０ Ｄ・１１ 平安時代 グリッド 土器付着物 １９１０±２５ －２４．６２±０．１３ １９００±２５ ＰＬＮ－９５９９１０

１）年代値の算出には、Libbyの半減期５５６８年を使用。
２）ＢＰ年代値は、１９５０年を基点として何年前であるかを示す。
３）付記した誤差は、測定誤差σ（測定値の６８％が入る範囲）を年代値に換算した値。

№ 補正年代
（ＢＰ） 暦年較正年代（ｃａｌ） 相対比 Code №

１ １１９０±２２
σ ｃａｌ ＡＤ ７８２ － ｃａｌ ＡＤ ７８９ ｃａｌ ＢＰ １，１６８ － １，１６１ ０．１０８

ＰＬＮ－９５９９０１ｃａｌ ＡＤ ８１１ － ｃａｌ ＡＤ ８８０ ｃａｌ ＢＰ １，１３９ － １，０７０ ０．８９２
２σ ｃａｌ ＡＤ ７７５ － ｃａｌ ＡＤ ８９２ ｃａｌ ＢＰ １，１７５ － １，０５８ １．０００

２ １２０７±２１
σ ｃａｌ ＡＤ ７７７ － ｃａｌ ＡＤ ８２８ ｃａｌ ＢＰ １，１７３ － １，１２２ ０．６４５

ＰＬＮ－９５９９０２
ｃａｌ ＡＤ ８３９ － ｃａｌ ＡＤ ８６６ ｃａｌ ＢＰ １，１１１ － １，０８４ ０．３５５

２σ ｃａｌ ＡＤ ７２６ － ｃａｌ ＡＤ ７３７ ｃａｌ ＢＰ １，２２４ － １，２１３ ０．０２５
ｃａｌ ＡＤ ７７１ － ｃａｌ ＡＤ ８８７ ｃａｌ ＢＰ １，１７９ － １，０６３ ０．９７５

３ １２１５±２２
σ ｃａｌ ＡＤ ７７４ － ｃａｌ ＡＤ ８２８ ｃａｌ ＢＰ １，１７６ － １，１２２ ０．６７０

ＰＬＮ－９５９９０３
ｃａｌ ＡＤ ８３８ － ｃａｌ ＡＤ ８６６ ｃａｌ ＢＰ １，１１２ － １，０８４ ０．３３０

２σ ｃａｌ ＡＤ ７１６ － ｃａｌ ＡＤ ７４３ ｃａｌ ＢＰ １，２３４ － １，２０７ ０．０９１
ｃａｌ ＡＤ ７６８ － ｃａｌ ＡＤ ８８６ ｃａｌ ＢＰ １，１８２ － １，０６４ ０．９０９

４ １２１８±２２
σ ｃａｌ ＡＤ ７７３ － ｃａｌ ＡＤ ８２９ ｃａｌ ＢＰ １，１７７ － １，１２１ ０．６７７

ＰＬＮ－９５９９０４
ｃａｌ ＡＤ ８３７ － ｃａｌ ＡＤ ８６７ ｃａｌ ＢＰ １，１１３ － １，０８３ ０．３２３

２σ ｃａｌ ＡＤ ７１３ － ｃａｌ ＡＤ ７４５ ｃａｌ ＢＰ １，２３７ － １，２０５ ０．１１９
ｃａｌ ＡＤ ７６７ － ｃａｌ ＡＤ ８８５ ｃａｌ ＢＰ １，１８３ － １，０６５ ０．８８１

５ １２２０±２２
σ ｃａｌ ＡＤ ７７２ － ｃａｌ ＡＤ ８２９ ｃａｌ ＢＰ １，１７８ － １，１２１ ０．６８２

ＰＬＮ－９５９９０５
ｃａｌ ＡＤ ８３７ － ｃａｌ ＡＤ ８６７ ｃａｌ ＢＰ １，１１３ － １，０８３ ０．３１８

２σ ｃａｌ ＡＤ ７１０ － ｃａｌ ＡＤ ７４６ ｃａｌ ＢＰ １，２４０ － １，２０４ ０．１４５
ｃａｌ ＡＤ ７６６ － ｃａｌ ＡＤ ８８５ ｃａｌ ＢＰ １，１８４ － １，０６５ ０．８５５

６ １２５７±２２

σ ｃａｌ ＡＤ ６９３ － ｃａｌ ＡＤ ７４８ ｃａｌ ＢＰ １，２５７ － １，２０２ ０．８４７

ＰＬＮ－９５９９０６
ｃａｌ ＡＤ ７６４ － ｃａｌ ＡＤ ７７４ ｃａｌ ＢＰ １，１８６ － １，１７６ ０．１５３

２σ
ｃａｌ ＡＤ ６７４ － ｃａｌ ＡＤ ７８２ ｃａｌ ＢＰ １，２７６ － １，１６８ ０．９４７
ｃａｌ ＡＤ ７８９ － ｃａｌ ＡＤ ８１１ ｃａｌ ＢＰ １，１６１ － １，１３９ ０．０４５
ｃａｌ ＡＤ ８４６ － ｃａｌ ＡＤ ８５４ ｃａｌ ＢＰ １，１０４ － １，０９６ ０．００７

７ １１９６±２２
σ ｃａｌ ＡＤ ７８１ － ｃａｌ ＡＤ ７９１ ｃａｌ ＢＰ １，１６９ － １，１５９ ０．１４８

ＰＬＮ－９５９９０７ｃａｌ ＡＤ ８０７ － ｃａｌ ＡＤ ８７２ ｃａｌ ＢＰ １，１４３ － １，０７８ ０．８５２
２σ ｃａｌ ＡＤ ７７３ － ｃａｌ ＡＤ ８９１ ｃａｌ ＢＰ １，１７７ － １，０５９ １．０００

８ １２１８±２２
σ ｃａｌ ＡＤ ７７３ － ｃａｌ ＡＤ ８２９ ｃａｌ ＢＰ １，１７７ － １，１２１ ０．６７７

ＰＬＮ－９５９９０８
ｃａｌ ＡＤ ８３７ － ｃａｌ ＡＤ ８６７ ｃａｌ ＢＰ １，１１３ － １，０８３ ０．３２３

２σ ｃａｌ ＡＤ ７１３ － ｃａｌ ＡＤ ７４５ ｃａｌ ＢＰ １，２３７ － １，２０５ ０．１１９
ｃａｌ ＡＤ ７６７ － ｃａｌ ＡＤ ８８５ ｃａｌ ＢＰ １，１８３ － １，０６５ ０．８８１

９ １２１１±２２
σ ｃａｌ ＡＤ ７７６ － ｃａｌ ＡＤ ８２８ ｃａｌ ＢＰ １，１７４ － １，１２２ ０．６６４

ＰＬＮ－９５９９０９
ｃａｌ ＡＤ ８３９ － ｃａｌ ＡＤ ８６６ ｃａｌ ＢＰ １，１１１ － １，０８４ ０．３３６

２σ ｃａｌ ＡＤ ７２１ － ｃａｌ ＡＤ ７４１ ｃａｌ ＢＰ １，２２９ － １，２０９ ０．０５７
ｃａｌ ＡＤ ７７０ － ｃａｌ ＡＤ ８８７ ｃａｌ ＢＰ １，１８０ － １，０６３ ０．９４３

１０ １９０９±２３
σ ｃａｌ ＡＤ ７１ － ｃａｌ ＡＤ ９２ ｃａｌ ＢＰ １，８７９ － １，８５８ ０．４４９

ＰＬＮ－９５９９１０
ｃａｌ ＡＤ ９８ － ｃａｌ ＡＤ １２５ ｃａｌ ＢＰ １，８５２ － １，８２５ ０．５５１

２σ ｃａｌ ＡＤ ２７ － ｃａｌ ＡＤ ４０ ｃａｌ ＢＰ １，９２３ － １，９１０ ０．０２７
ｃａｌ ＡＤ ４８ － ｃａｌ ＡＤ １３４ ｃａｌ ＢＰ １，９０２ － １，８１６ ０．９７３

１）計算には、RADIOCARBON CALIBRATION PROGRAM CALIB REV５．０２（Copyright１９８６－２００５M Stuiver and PJReimer）を使用
２）計算には表に示した丸める前の値を使用している。
３）１桁目を丸めるのが慣例だが、暦年較正曲線や暦年較正プログラムが改正された場合の再計算や比較が行いやすいように、１桁目を丸めていない。
４）統計的に真の値が入る確率はσは６８％、２σは９５％である
５）相対比は、σ、２σのそれぞれを１とした場合、確率的に真の値が存在する比率を相対的に示したものである。

表１　放射性炭素年代測定結果

表２　暦年較正結果
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り平安時代のものとされている。また、現時点では、万

治ヶ沢遺跡から弥生時代の遺物は確認されていない。し

たがって、今回の測定により得られた年代が、土器の使

用年代を示している可能性は低いと考えられる。付着物

中に含まれていた炭素分は、おそらく、土器を埋積して

いた堆積物等に由来するものであるかも知れない。

Ⅱ　土器の胎土分析

１　試　　料

　試料は、万治ヶ沢遺跡Ｂ地点より出土した土器片１５点

と荒沢窯跡より出土した須恵器片５点の合計２０点である。

万治ヶ沢遺跡出土試料の内訳は、須恵器５点と赤焼土器

１０点であり、いずれも平安時代のものとされている。ま

た、万治ヶ沢遺跡出土須恵器５点は、万治ヶ沢遺跡外で

製作されて、万治ヶ沢遺跡に持ち込まれたと考えられて

おり、これに対して赤焼土器は、焼成遺構とされる遺構

が検出されていることもあり、全て万治ヶ沢遺跡で製作

されたと考えられている。荒沢窯跡は、前述したように

須恵器の生産地遺跡とされている。試料には、№１～２０

までの番号が付されており、№１～５が万治ヶ沢遺跡出

土須恵器、№６～１５が万治ヶ沢遺跡出土赤焼土器、№１６

～２０が荒沢窯跡出土須恵器である。各試料の出土地点、

器種等は、一覧にして表３に示す。

２　分 析 方 法

　当社では、これまでにも山形盆地や庄内平野に分布す

る古代の遺跡から出土した須恵器の胎土分析を行ってい

る。そこでは、須恵器の胎土の特性（高温焼成と比較的

砂粒が少ない）から、薄片作製観察と蛍光Ｘ線分析を併

用し、解析を行っている。一方、赤焼土器は、砂粒を比

較的多く含み、須恵器などに比べれば焼成温度が低いた

めに焼成時の高温による鉱物の変質が少ないことなどか

ら、胎土中に含まれる砂粒の重鉱物組成を胎土の特徴と

する重鉱物分析が適当であると考えられる。重鉱物分析

には、胎土の特徴を類型化し易い、地質との関連性を考

えることができる、などの利点がある。以上のことから、

本報告においても須恵器試料１０点については薄片作製観

察を行い、赤焼土器試料１０点については重鉱物分析を用

いる。また、蛍光Ｘ線分析は、両者計２０点について行う。

以下に各手法の処理過程を述べる。

（１）重鉱物分析

　試料は、適量をアルミナ製乳鉢を用いて粉砕、水を加

え超音波洗浄装置により分散、＃２５０の分析篩により水洗、

粒径１／１６㎜以下の粒子を除去する。乾燥の後、篩別し、

得られた１／４㎜－１／８㎜の粒子をポリタングステン酸

ナトリウム（比重約２．９６に調整）により重液分離、重鉱

物のプレパラ－トを作製した後、偏光顕微鏡下にて同定

した。鉱物の同定粒数は、２５０個を目標とした。同定の際、

不透明な粒については、斜め上方からの落射光下で黒色

金属光沢を呈するものを「不透明鉱物」とし、それ以外

の不透明粒および変質等で同定の不可能な粒子は「その

他」とした。

（２）薄片作製観察

　薄片は、試料の一部をダイアモンドカッターで切断、

正確に０．０３㎜の厚さに研磨して作製する。薄片は岩石学

的な手法を用いて観察し、胎土中に含まれる砂粒を構成

する鉱物片および岩石片の種類構成を明らかにする。ま

た、胎土の基質は、孔隙の分布する程度と砂の配列や孔

隙などの方向性の確認や、基質を構成する粘土が焼成の

結果、どの程度ガラス化してどの程度粘土鉱物として残

存しているか、酸化鉄などの鉄分の含まれる程度につい

て定性的に記載する。

（３）蛍光Ｘ線分析

　ＳｉＯ２、Ａｌ２Ｏ３、ＴｉＯ２、Ｆｅ２Ｏ３、ＭｎＯ、Ｍ

ｇＯ、ＣａＯ、Ｎａ２Ｏ、Ｋ２Ｏ、Ｐ２Ｏ５の主要１０元素お

よびＲｂ、Ｓｒ、Ｚｒ、Ｂａの微量４元素について蛍光

Ｘ線分析法によって分析する。以下に各分析条件を記す。

（１）装　置

　理学電機工業社製ＲＩＸ１０００（ＦＰ法のグループ定量

プログラム）

（２）試料調製

　試料を振動ミル（平工製作所製ＴＩ１００；１０�容タン

グステンカーバイト容器）で微粉砕し、１０５℃で４時間

乾燥する。この微粉砕試料についてガラスビートを以下

の条件で作成する。なお、胎土表面に塗彩または釉薬が

確認される試料については、これらを除去し、試料とし

て供する。

溶融装置；自動剥離機構付理学電機工業社製高周波ビー

トサンプラー（３４９１Ａ１）

１４５
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溶剤及び希釈率；融剤（ホウ酸リチウム）５．０００ｇ：試

料０．５００ｇ

剥離剤；ＬｉＩ（溶融中１回投入）

溶融温度；１２００℃　約７分

（３）測定条件

Ｘ線管；Ｃｒ（５０Kv－５０mA）

スペクトル；全元素Ｋα

分光結晶；ＬｉＦ，ＰＥＴ，ＴＡＰ，Ｇｅ

検出器；Ｆ－ＰＣ，ＳＣ

計数時間；ＰｅａＫ４０ｓｅｃ，Ｂａｃｋ２０ｓｅｃ

３　結　　果

（１）重鉱物分析

　結果を表４、図１に示す。今回の試料で認められた主

な重鉱物は、斜方輝石、単斜輝石、不透明鉱物の３者で

あり、他に少量の角閃石と微量の黒雲母や緑レン石など

が含まれている。当社では、これまでにも万治ヶ沢遺跡

より出土した赤焼土器の分析を行っており、各重鉱物の

量比により、Ⅰ～Ⅳ類までの重鉱物組成を設定した。Ⅰ

類は不透明鉱物が非常に多く、少量または微量の斜方輝

石を伴う組成、Ⅱ類は不透明鉱物が多く、中量の斜方輝

石と少量の単斜輝石を伴う組成、Ⅲ類は不透明鉱物が多

く、中量～少量の単斜輝石を伴う組成、Ⅳ類は斜方輝石、

単斜輝石、不透明鉱物が同量程度に多い組成としている。

今回の各試料の重鉱物組成では、№９、１２～１４の組成が

Ⅰ類に分類され、№６はⅢ類、№７はⅣ類に分類される。

№１０は単斜輝石が非常に多い組成であり、少量の不透明

鉱物と微量の斜方輝石を伴う組成である。ここでは、こ

れをⅤ類とする。№８、１１、１５については、処理後に得

られた重鉱物粒が少量であり、同定粒数が１００個にも満た

なかったため、グラフにはしていない。比較的多く認め

られた鉱物から、それぞれ、Ⅳ類、Ⅰ類、Ⅰ類という分

類が考えられるが、確定はできない。

　なお、上述の胎土分類と各試料の器種との間には、特

に対応関係は認められない。

（２）薄片作製鑑定

　観察結果を表５に示す。各試料間の特性を比べると、

鉱物片の種類構成では、いずれの試料も石英、カリ長石、

斜長石および不透明鉱物を含み、ほとんどの試料で黒雲

母も含むという特徴が認められ、試料間の差異は不明瞭

である。一方、岩石片の種類構成およびシルトサイズの

粒子の含有量において、互いに類似する試料と異なる試

料とが見出され、以下のような分類ができる。

Ａ類：岩石片の特徴として、チャート、凝灰岩、花崗岩

類のいずれか２種類を含む。これに分類される試料は№

３～５の３点である。

Ｂ類：シルト粒子を多く含むことが特徴である。岩石片

は砂岩、凝灰岩、流紋岩・デイサイト、花崗岩類などを

含む。これに分類される試料は、№２と１６の２点である。

Ｃ類：岩石片の特徴として、凝灰岩、流紋岩・デイサイ

ト、花崗岩類といった火成岩を含み、Ａ類やＢ類に認め

られたチャートや砂岩などの堆積岩類が認められないこ

とがあげられる。これに分類される試料は、№１７～２０の

４点である。

Ｄ類：岩石片では、多結晶石英以外に花崗岩類のみしか

認められなかったことからＤ類とした。これに分類され

る試料は、№１の１点である。

（３）蛍光Ｘ線分析

　結果を表６に示す。ここでは試料間の組成を比較する

方法として、以下に示す元素を選択し、それらの値を縦

軸・横軸とした散布図を作成した（図２～６）。

ａ）化学組成中で最も主要な元素（ＳｉＯ２，Ａｌ２Ｏ３）

ｂ）粘土の母材を考える上で長石類（主にカリ長石、斜

長石）の種類構成は重要である。このことから、指標と

して長石類の主要元素であるＣａＯ、Ｎａ２Ｏ、Ｋ２Ｏの

３者を選択し、長石全体におけるアルカリ長石およびカ

リ長石の割合を定性的に見る。実際には、長石類全体に

おけるアルカリ長石の割合（Ｎａ２Ｏ＋Ｋ２Ｏ）／（ＣａＯ

＋Ｎａ２Ｏ＋Ｋ２Ｏ）を横軸とし、アルカリ長石における

カリ長石の割合Ｋ２Ｏ／（Ｎａ２Ｏ＋Ｋ２Ｏ）を縦軸とする。

ｃ）輝石類や黒雲母、角閃石など有色鉱物における主要

な元素。この場合、指標としてこれらの有色鉱物の主要

な元素のうち、ＴｉＯ２、Ｆｅ２Ｏ３、ＭｇＯを選択し、

Ｆｅ２Ｏ３を分母としたＴｉＯ２、ＭｇＯの割合を見る。

ｄ）各微量元素を選択する。組み合わせは、Ｒｂ－Ｓｒ

とＺｒ－Ｂａとする。

　また、これらの散布図では、須恵器と赤焼土器および

須恵器の中では万治ヶ沢遺跡出土品と荒沢窯跡出土品と

で、それぞれ異なる記号で示した。作成した５つの散布

図を概観すると、赤焼土器と須恵器との分離は、それほ

１４６
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ど明瞭ではない。それよりも、須恵器の中で、№１、３、

５のグループとそれ以外のグループに分離する傾向が認

められる。この傾向は、長石類主要元素の散布図とＲｂ

－Ｓｒ散布図において明瞭である。ここでは、便宜上、

前者のグループをａ類とし、後者をｂ類とする。なお、

赤焼土器の中では、特にグループ分けができるような分

布は、いずれの図においても認められない。

４　考　　察

（１）赤焼土器について

　今回の赤焼土器試料では、以前分析を行った万治ヶ沢

遺跡出土試料で最も多く認められたⅠ類が、やはり最も

多く認められた。他に、前回の試料ではⅠ類に次いで多

く認められたⅣ類とその次に多かったⅢ類が、今回の試

料でもそれぞれ１点ずつ認められた。これらの状況は、

ほぼ前回の分析結果に従うものとしてよい。しかし、前

回の試料では認められなかったⅤ類という胎土も１点で

はあるが確認された。ただし、Ⅴ類の組成は、前回の分

析においてⅢ類とした胎土の組成と単斜輝石－不透明鉱

物間の量比関係が逆転しているだけであり、類似性は窺

える。ここでいう類似性とは、共通した地質学的背景が

推定されるという意味である。

　万治ヶ沢遺跡の地質学的背景は、前報でも述べている。

土谷ほか（１９８４）や大沢ほか（１９８８）などによれば、万

治ヶ沢遺跡の立地する丘陵は、新第三紀中新世の主に凝

灰岩層からなる善宝寺層と呼ばれる地質により構成され

ており、さらに局所的に小連寺ドレライトと呼ばれる火

成岩体が貫入している。また、その丘陵下の興屋川原遺

跡の立地する沖積低地は、丘陵から流下する大山川など

の河川によってもたらされる上述の地質に由来する砕屑

物が堆積していると考えられるが、それに加えて、赤川

水系の河川によって、月山火山の噴出物に由来する砕屑

物も多く堆積していると考えられる。さらに、土谷ほか

（１９８４）の記載では、善宝寺層中の安山岩の主な重鉱物

斑晶は単斜輝石であり、月山火山の噴出物の主な重鉱物

斑晶は、斜方輝石、単斜輝石、鉄鉱物の３者となってい

る。また、その容積比では斜方輝石より単斜輝石の方が

若干多い。

　この記載から、万治ヶ沢遺跡におけるⅢ類およびⅣ類

は、月山火山の噴出物の組成が反映されていると考えた。

一方、Ⅰ類については、主体となる鉄鉱物は、善法寺層

にも月山火山の噴出物にも多く含まれるが、少量含まれ

る輝石において、単斜輝石よりも斜方輝石が多いという

組成は、土谷ほか（１９８４）の記載する岩石には認められ

ないことを指摘した。しかし、実際にはⅠ類の試料が最

も多く認められたことから、Ⅰ類の由来する地域を遺跡

から遠隔地にあるとは考えず、周辺の堆積物の重鉱物組

成を確認する必要があるとした。今回の分析においても、

Ⅰ類の試料が多く認められたことは、Ⅰ類の由来が万

治ヶ沢遺跡周辺の堆積物にあるとする所見を支持する結

果といえる。なお、前回認められなかったⅤ類について

は、善宝寺層中の安山岩を起源とする砕屑物が多く含ま

れている堆積物に由来するのかも知れない。

　ところで、今回の分析では、赤焼土器胎土の蛍光Ｘ線

分析による化学組成も求めたが、結果に示したように、

重鉱物組成に認められたような分類をすることはできな

かった。この違いの原因は、それぞれの手法が対象とし

ている胎土の構成要素が異なることによると考えられる。

重鉱物組成は、胎土の中でも砂分のみの特徴であり、化

学組成は砂分も粘土も含めた胎土全体の特徴である。さ

らに、化学組成は、鉱物組成の違いを敏感に反映するも

のでもないという事情（例えば、異なる鉱物でも化学組

成は同じということはよくあることである）もある。こ

れらのことから、万治ヶ沢遺跡出土の赤焼土器の場合は、

胎土中の砂分の重鉱物組成により、複数種の材料が使用

されていることが推定されるが、その違いは、胎土全体

の化学組成では不明瞭になってしまう程度の違いである

と言える。おそらく、近接した場所で採取された粘土や

砂が使用されていることを示唆していると考えられる。

　なお、当社では、万治ヶ沢遺跡より東北東へ３㎞ほど

離れた沖積低地上に位置する興屋川原遺跡で出土した赤

焼土器の分析例がある。重鉱物組成では、今回のⅤ類に

相当する試料が比較的多く認められ、Ⅰ類も認められて

いる。また、蛍光Ｘ線分析による化学組成でも、今回と

同様の散布図により、ほぼ近似する組成であるといえる。

したがって、興屋川原遺跡出土の赤焼土器の多くは、万

治ヶ沢遺跡で焼かれた可能性もある。ただし、その中で、

斜方輝石、単斜輝石および不透明鉱物の量比はⅣ類に相

当するものの、それらに加えて角閃石が少量含まれるこ

とからⅥ類とした重鉱物組成の試料も認められている。

１４７
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現時点では、Ⅵ類の重鉱物組成は、万治ヶ沢遺跡出土試

料には認められないことと、その化学組成が、散布図上

において、万治ヶ沢遺跡出土試料とは大きく異なること

から、興屋川原遺跡で認められたⅥ類の赤焼土器は、万

治ヶ沢遺跡で焼かれたものではない可能性があると考え

られる。Ⅵ類の特徴である角閃石については、善法寺層

の構成する丘陵の中でも熊野長峰付近に分布する田川酸

性岩類（矢内ほか，１９７３）や金峰山付近に分布する母狩

山花崗閃緑岩（土谷ほか，１９８４）などに含まれることか

ら、Ⅵ類の重鉱物組成自体は、興屋川原遺跡や万治ヶ沢

遺跡の地質学的背景と異質であるとは言えない。しかし、

Ⅵ類とした試料の化学組成の違いが大きいことは、Ⅵ類

とした試料の製作地が、興屋川原遺跡や万治ヶ沢遺跡周

辺域ではない可能性もある。

　今後も、各地の遺跡の分析事例を得ることにより、庄

内平野南部における赤焼土器の事情について検討してい

きたいと考える。その際には、自然堆積物の分析例や、

今回の蛍光Ｘ線分析による化学組成のように、重鉱物組

成以外の胎土の特性を知ることも必要であると考えられ

る。

（２）須恵器について

　須恵器試料については、薄片観察により、その胎土を

Ａ～Ｄ類の４つに分類し、蛍光Ｘ線による化学組成では、

ａ類とｂ類の２つに分類した。ここで、両者の分類を組

み合わせてＡａ類のように表示すると、この分類は、各

試料の出土した遺跡に対応している。すなわちＡ類とし

た３点の試料とＤ類の試料は全て万治ヶ沢遺跡出土試料

であり、化学組成も合わせると、Ａａ類が２点、Ａｂ類

が１点、Ｄａ類が１点となる。一方、Ｃ類とした４点は

全て荒沢遺跡出土試料であり、化学組成を合わせても全

点Ｃｂ類となる。Ｂ類とした試料のみ、万治ヶ沢遺跡と

荒沢窯跡とに１点ずつ認められ、化学組成を合わせても

いずれもＢｂ類である。各試料の分類は、試料一覧の表

３に併記する。荒沢窯跡は生産地遺跡であるから、荒沢

窯跡で製作された須恵器には、少なくともＢｂ類とＣｂ

類の２種類の胎土が存在したことになる。今回の試料の

みから判断すれば、万治ヶ沢遺跡出土須恵器の中で、荒

沢窯跡で製作された可能性の高い試料は、Ｂｂ類の№２

のみであると考えられ、他の万治ヶ沢出土須恵器は、荒

沢窯跡以外で製作された可能性がある。

　当社では、これまでに山形盆地、米沢盆地および庄内

平野における古代の窯跡（それぞれ二子沢古窯、蛇崩窯

跡および泉森窯跡）から出土した須恵器試料およびそれ

ぞれの地域の遺跡出土須恵器試料の分析例があるが、各

地域間の胎土の違いは、それほど明瞭ではない。現時点

で認められることとして、薄片観察における定性的な特

徴では、各地域の試料ともに、鉱物片の種類構成は今回

の試料と概ね類似するが、岩石片では流紋岩・デイサイ

トまたは凝灰岩が比較的多く出現する傾向にあり、

チャートなどの堆積岩類は極めて稀である。これは、い

ずれの地域も共通した地質学的背景（特に新第三紀中新

世の堆積岩類、凝灰岩類、溶岩類）を有することが反映

されていると考えられる。この特徴は、今回の薄片観察

分類におけるＣ類に相当する。Ｃ類は、今回の試料では

荒沢遺跡出土試料にのみ認められており、上述した古代

の窯跡出土の須恵器胎土の傾向と整合するものといえる。

　ここで問題となるのは、Ａ類、Ｂ類およびＤ類の胎土

である。いずれの胎土も、上述した山形県内各地の古代

の窯跡試料では、あまり認められない岩石片の種類構成

を示している。前項の赤焼土器の胎土の考察で比較した

興屋川原遺跡では、今回と同様に薄片観察と蛍光Ｘ線分

析による須恵器の胎土分析も行っている。興屋川原出土

須恵器の薄片観察では、Ａ類は古墳時代の須恵器に対応

し、Ｂ類は奈良時代の須恵器に対応する傾向が認められ

た。そして平安時代の須恵器には、Ａ、Ｂ、Ｃの３類が

混在した。なお、Ｄ類は認められていない。これに、今

回の化学組成による分類を合わせると、興屋川原出土の

古墳時代の須恵器はＡｂ類、奈良時代の須恵器はＢａ類、

平安時代の須恵器は、Ａｂ類、Ｂｂ類、そしてＣ類の化

学組成は、散布図上でａ類ともｂ類とも大きく異なる分

布位置を示すことから、Ｃｃ類となる。したがって、興

屋川原遺跡出土の平安時代の須恵器の中には、荒沢窯跡

で製作された須恵器がＢｂ類として混在する可能性はあ

るが、万治ヶ沢遺跡と同様にそれ以外の窯で製作された

須恵器も多く混在すると考えられる。また、万治ヶ沢遺

跡出土の平安時代須恵器とは胎土分類の種類構成が異な

ることから、互いに異なる須恵器の供給事情があった可

能性が高い。

　今後、ある消費地遺跡から出土した須恵器の産地推定

を目的とした場合、薄片観察による岩石片の産状と蛍光
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Ｘ線分析による化学組成とを合わせて、比較する必要が

あると考える。いずれにしても、その検討のためには、

多数の試料の分析例が必要であるが、その傾向を把握す

ることができれば、産地の推定も可能になることが期待

される。 

１４９

№ 出土遺跡 出土地点 種 別 時 代 器種 部位など 発掘所見等 胎土
分類

１ 万治ヶ沢 ＳＱ１００１（Ｓ・１５） 須恵器 平安時代 甕 体部 搬入 Ｄａ

２ 万治ヶ沢 ＳＱ１０２０（Ｐ・１３） 須恵器 平安時代 坏 体部～底部 搬入 Ｂｂ

３ 万治ヶ沢 ＳＸ１０３４（ＡＣ・１８） 須恵器 平安時代 甕 頸部と体部の境目部分 搬入 Ａａ

４ 万治ヶ沢 Ｎ・１１ 須恵器 平安時代 甕 体部 ４片のうちの１片 搬入 Ａｂ

５ 万治ヶ沢 Ｒ・１７ 須恵器 平安時代 壺 底部高台片 搬入 Ａａ

６ 万治ヶ沢 ＳＱ１００４（Ｐ・７） 赤焼土器 平安時代 堝 口縁～体部 万治ヶ沢遺跡で製作 Ⅲ

７ 万治ヶ沢 ＳＱ１０１８（Ｎ・１１） 赤焼土器 平安時代 坏？ 口縁～体部 万治ヶ沢遺跡で製作 Ⅳ

８ 万治ヶ沢 ＳＱ１０２０（Ｑ・１３） 赤焼土器 平安時代 堝 口縁～体部 万治ヶ沢遺跡で製作（Ⅳ）

９ 万治ヶ沢 ＳＱ１０２７（Ｚ・１４） 赤焼土器 平安時代 坏 口縁～体部 やや厚手 万治ヶ沢遺跡で製作 Ⅰ

１０ 万治ヶ沢 ＳＱ１０３３（ＡＢ・１９） 赤焼土器 平安時代 甕 口縁～体部 万治ヶ沢遺跡で製作 Ⅴ

１１ 万治ヶ沢 ＳＱ１０３７ 赤焼土器 平安時代 坏 体部～底部 万治ヶ沢遺跡で製作（Ⅰ）

１２ 万治ヶ沢 ＳＱ１０４６（Ｍ・１３） 赤焼土器 平安時代 坏 口縁部 薄手 万治ヶ沢遺跡で製作 Ⅰ

１３ 万治ヶ沢 ＳＱ１０４９ 赤焼土器 平安時代 甕 体部上半？ 万治ヶ沢遺跡で製作 Ⅰ

１４ 万治ヶ沢 Ｔ・１０ 赤焼土器 平安時代 坏 口縁～底部直上 万治ヶ沢遺跡で製作 Ⅰ
１５ 万治ヶ沢 ＡＣ・１８ 赤焼土器 平安時代 坏 体部～底部 万治ヶ沢遺跡で製作（Ⅰ）

１６ 荒沢 �（２号窯跡にかかるトレンチ） 須恵器 平安時代 甕 体部 荒沢遺跡で製作 Ｂｂ

１７ 荒沢 窯跡Ｘ（３号窯跡にかかるトレンチ） 須恵器 平安時代 坏 体部下半 荒沢遺跡で製作 Ｃｂ

１８ 荒沢 ＲＰ２６（４号窯跡の灰原寄り付近） 須恵器 平安時代 蓋 口縁部 荒沢遺跡で製作 Ｃｂ

１９ 荒沢 Ⅰ（８号窯跡にかかるトレンチ） 須恵器 平安時代 不明 荒沢遺跡で製作 Ｃｂ

２０ 荒沢 Ⅶ（２号窯跡にかかるトレンチ） 須恵器 平安時代 壺？ 肩部 荒沢遺跡で製作 Ｃｂ

表３　土器胎土分析試料一覧および胎土分類

引用文献

大沢�・広島俊男・駒沢正夫・須田芳朗，１９８８，２０万分の１地質図幅「新庄および酒田」，地質調査所．
土谷信之・大沢�・池辺穣，１９８４，鶴岡地域の地質．地域地質研究報告（５万分の１図幅），地質調査所，７７ｐ．
矢内桂三・井上武・大口健志，１９７３，朝日山地の白亜紀後期田川酸性岩類－新第三系グリーン・タフ層基盤岩の再検討－．地質学雑誌，

７９，１１－２２．
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１５０

試料番号 カンラン石 斜方輝石 単斜輝石 角閃石 酸化角閃石 緑レン石 ジルコン 不透明鉱物 その他 合計

６ ０ ３ ２３ ０ １ ０ ０ ２１９ ４ ２５０

７ ０ ２１ ３４ ２ ０ ４ １ ４４ ７ １１３

８ ３ ７ １４ １ ０ ２ ０ ４４ ２２ ９３

９ ０ ２ ０ ０ ０ ０ ０ １６７ １７ １８６

１０ ５ ９ １２１ ２ ０ １０ ０ ６９ ３４ ２５０

１１ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ７５ ６ ８１

１２ ０ １ ３ ０ ０ ０ ０ １６６ ３ １７３

１３ ０ ２０ ４ １ ０ ２ ２ １１１ ８ １４８

１４ ３ ２ １ ０ ２ ４ １ １５７ １３ １８３

１５ ０ ２ １ ０ ０ ０ １ ５５ ３ ６２

胎土 出土地区 種 別 器 種

Ⅲ ＳＱ１００４（Ｐ・７） 赤焼土器 堝（口縁～体部）

Ⅳ ＳＱ１０１８（Ｎ・１１） 赤焼土器 坏？（口縁～体部）

（Ⅳ） ＳＱ１０２０（Ｑ・１３） 赤焼土器 堝（口縁～体部）

Ⅰ ＳＱ１０２７（Ｚ・１４） 赤焼土器 坏（口縁～体部）

Ⅴ ＳＱ１０３３（ＡＢ・１９） 赤焼土器 甕（口縁～体部）

（Ⅰ） ＳＱ１０３７ 赤焼土器 坏（体部～底部）

Ⅰ ＳＱ１０４６（Ｍ・１３） 赤焼土器 坏（口縁部）

Ⅰ ＳＱ１０４９ 赤焼土器 甕（体部上半？）

Ⅰ Ｔ・１０ 赤焼土器 坏（口縁～底部直上）

（Ⅰ） ＡＣ・１８ 赤焼土器 坏（体部～底部）

６ 

７ 

８ 

９ 

１０ 

１１ 

１２ 

１３ 

１４ 

１５ 

カンラン石 

斜方輝石 

単斜輝石 

角閃石 

黒雲母 

緑レン石 

不透明鉱物 

その他 

０ ５０ １００％ 

表４　胎土重鉱物分析結果

図１　赤焼土器の胎土重鉱物組成
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１５１

№
砂
粒

砂
粒

の
種

類
構

成

鉱
物
片

岩
石
片

そ
の
他

全 体 量

淘 汰 度

最 大 径

石 英
カ リ 長 石

斜 長 石

斜 方 輝 石

角 閃 石

白 雲 母

黒 雲 母

緑 廉 石

ジ ル コ ン

不 透 明 鉱 物

チ ャ ー ト

砂 岩
凝 灰 岩

流 紋 岩 ・ デ イ サ イ ト

多 結 晶 石 英

花 崗 岩 類

珪 化 岩

ス フ ェ ル ラ イ ト

火 山 ガ ラ ス

海 綿 骨 針

植 物 珪 酸 体

孔 隙 度

方 向 性

粘 土 残 存 量

含 鉄 量

長 石 の 溶 融 度

ム ラ イ ト 化

備 考
胎 土 分 類

１
○
×
１
．８
△
＋
＋

＋
＋

＋
＋

△
△
×
＋
○
○

石
英
に
は
高
温
ク
ラ
ッ
ク
が
発
達
す
る
。
カ
リ
長
石
は
著
し
く
溶
融
し
、
コ
ア
の
み

が
残
存
す
る
。

D

２
△
×
２
．７
＋
＋
＋

＋
＋

＋
＋
△
＋
＋

＋
＋
△
×
＋
＋
×
×

シ
ル
ト
サ
イ
ズ
の
粒
子
が
多
い
。
火
山
ガ
ラ
ス
は
バ
ブ
ル
ウ
ォ
ー
ル
型
を
呈
す
る
。

凝
灰
岩
岩
片
の
周
囲
に
は
、
膨
縮
組
織
と
み
ら
れ
る
リ
ン
グ
状
の
孔
隙
が
形
成
さ
れ

て
い
る
。

B

３
△
△
０
．７
＋

△
＋

＋
＋
＋

＋
＋

＋
△
○
×
＋
○
○

石
英
に
は
高
温
ク
ラ
ッ
ク
が
発
達
す
る
。
不
透
明
鉱
物
の
周
囲
に
は
、
発
泡
に
よ
る

孔
隙
が
生
じ
て
い
る
。
試
料
表
面
の
一
部
に
は
、
幅
０
．１
㎜
以
下
で
淡
褐
色
～
褐
色

を
呈
す
る
釉
薬
が
塗
布
さ
れ
て
お
り
、
針
状
鉱
物
が
晶
出
し
て
い
る
。

A

４
○
×
１
．５
△
＋
＋

＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋

＋
＋

＋
＋
△
○
○
＋
×
×

火
山
ガ
ラ
ス
は
バ
ブ
ル
ウ
ォ
ー
ル
型
を
呈
す
る
。
黒
雲
母
は
ほ
と
ん
ど
非
晶
質
化
し

て
い
る
。

A

５
○
×
１
．２
△

＋
＋

＋
＋

＋
＋

＋
△
△
×
＋
○
○

シ
ル
ト
サ
イ
ズ
の
粒
子
が
や
や
多
い
。
石
英
に
は
高
温
ク
ラ
ッ
ク
が
発
達
す
る
。
試

料
表
面
に
は
、
微
細
不
透
明
鉱
物
が
塗
布
さ
れ
て
い
る
部
分
や
、
幅
０
．２
㎜
以
下
で

無
色
～
淡
褐
色
の
釉
薬
が
塗
布
さ
れ
て
い
る
部
分
が
あ
る
。
釉
薬
中
に
は
、
針
状
鉱

物
が
晶
出
し
て
い
る
。

A

１６
△
×
１
．９
＋
＋
＋

＋
＋

＋
＋
△
＋

＋
△
△
＋
＋
△
△

シ
ル
ト
サ
イ
ズ
の
粒
子
が
多
い
。
黒
雲
母
は
ほ
と
ん
ど
非
晶
質
化
し
て
い
る
。

B

１７
△
△
０
．９
△

＋
＋
＋

＋
＋

△
×
×
＋
○
○

シ
ル
ト
サ
イ
ズ
の
粒
子
が
や
や
多
い
。
黒
雲
母
は
ほ
と
ん
ど
非
晶
質
化
し
て
い
る
。

不
透
明
鉱
物
の
周
辺
に
径
０
．０
８
ｍ
以
下
の
板
状
鉱
物
が
晶
出
し
て
い
る
部
分
が
あ
る
。
C

１８
○
×
２
．１
△
＋
＋
＋

＋
＋

＋
＋
＋
＋

△
×
△
＋
△
×

カ
リ
長
石
は
結
晶
表
面
部
が
微
弱
に
溶
融
し
て
い
る
。
黒
雲
母
は
ほ
と
ん
ど
非
晶
質

化
し
て
い
る
。
凝
灰
岩
岩
片
の
周
囲
に
は
、
膨
縮
組
織
と
み
ら
れ
る
リ
ン
グ
状
の
孔

隙
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。

C

１９
＋
×
１
．４
＋
＋
＋

＋
＋
＋
＋

＋
＋

＋
＋

＋
△
○
◎
＋
×
×

火
山
ガ
ラ
ス
は
バ
ブ
ル
ウ
ォ
ー
ル
型
を
呈
す
る
。
素
地
は
雲
母
鉱
物
質
で
あ
る
。

C

２０
△
×
１
．０
＋
＋
＋

＋
＋

△
＋
＋
＋

△
×
△
＋
△
×

カ
リ
長
石
は
結
晶
表
面
部
や
劈
開
に
沿
っ
て
微
弱
に
溶
融
し
て
い
る
。
黒
雲
母
は
ほ

と
ん
ど
非
晶
質
化
し
て
い
る
。
凝
灰
岩
岩
片
の
周
囲
に
は
、
膨
縮
組
織
と
み
ら
れ
る

リ
ン
グ
状
の
孔
隙
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。

C

量
比

◎
：
多
量

○
：
中
量

△
：
少
量

＋
：
微
量

×
：
な
し

程
度

◎
：
強
い

○
：
中
程
度

△
：
弱
い

×
：
な
し

表
５
　
胎
土
薄
片
観
察
結
果
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１５２

表
６
　
胎
土
蛍
光
Ｘ
線
分
析
結
果
（
科
学
組
成
）

№
主
要
元
素

微
量
元
素

S
iO
２

（
％
）

T
iO
２

（
％
）

A
l ２O

３

（
％
）

F
e ２
O
３

（
％
）

M
nO

（
％
）

M
g
O

（
％
）

C
aO

（
％
）

N
a ２
O

（
％
）

K ２
O

（
％
）

P ２
O
５

（
％
）

Ig
.lo
ss

（
％
）

合
計

（
％
）

R
b

（
p
p
m
）

S
r

（
p
p
m
）

Z
r

（
p
p
m
）

B
a

（
p
p
m
）

１
７０
．３
２

０
．７
６

２０
．１
５

２
．６
５

０
．０
１

０
．９
４

０
．４
７

１
．０
９

２
．１
２

０
．０
５

１
．４
５

１０
０
．０
０

９３
８４

１８
６

４６
１

２
６４
．５
６

１
．３
４

２２
．４
３

４
．２
０

０
．０
３

１
．５
５

０
．２
４

０
．４
３

１
．８
８

０
．０
４

３
．３
０

１０
０
．０
０

９９
５７

２８
７

３４
８

３
６８
．４
５

０
．９
８

２０
．４
９

４
．４
１

０
．０
１

０
．９
２

０
．６
３

０
．９
１

１
．６
３

０
．０
３

１
．５
４

１０
０
．０
０

９１
１０
３

２６
０

３０
９

４
６４
．７
４

１
．０
４

２２
．７
１

４
．５
２

０
．０
２

０
．９
５

０
．１
１

０
．２
７

２
．２
７

０
．０
４

３
．３
３

１０
０
．０
０

１２
０

４７
２５
２

３４
２

５
７０
．１
０

１
．０
１

１９
．４
２

３
．７
６

０
．０
２

１
．１
２

０
．４
７

０
．９
２

１
．９
１

０
．０
４

１
．２
３

１０
０
．０
０

９１
８４

２３
８

４３
３

６
６７
．５
２

１
．２
７

２０
．８
０

４
．８
４

０
．０
３

１
．６
３

０
．３
２

０
．６
３

１
．７
６

０
．０
４

１
．１
６

１０
０
．０
０

９２
７２

２８
７

３９
０

７
６４
．３
３

１
．１
１

１７
．６
９

３
．８
４

０
．０
２

０
．５
７

０
．３
１

０
．７
８

２
．４
１

０
．０
９

８
．８
５

１０
０
．０
０

１３
８

６９
２６
７

５１
５

８
６３
．１
２

１
．１
７

１９
．２
２

４
．３
５

０
．０
２

０
．７
８

０
．３
３

０
．８
４

２
．３
９

０
．１
４

７
．６
４

１０
０
．０
０

１２
１

７３
２７
２

４８
５

９
６３
．６
６

１
．３
９

２１
．８
８

５
．７
７

０
．０
２

１
．４
６

０
．３
３

０
．４
６

１
．６
５

０
．０
７

３
．３
１

１０
０
．０
０

９６
６６

２８
５

３４
６

１０
６２
．２
７

１
．３
６

１９
．１
５

４
．９
１

０
．０
２

０
．７
４

０
．３
６

０
．７
３

２
．２
９

０
．１
２

８
．０
５

１０
０
．０
０

９８
６３

３１
９

４０
１

１１
６５
．１
４

１
．４
８

２０
．７
６

７
．４
４

０
．０
２

１
．０
４

０
．１
７

０
．１
８

１
．１
２

０
．０
６

２
．５
９

１０
０
．０
０

７２
３９

３４
２

２５
１

１２
６３
．５
４

１
．１
３

２０
．４
７

８
．１
４

０
．０
２

１
．３
９

０
．１
６

０
．３
７

１
．４
５

０
．０
４

３
．２
９

１０
０
．０
０

８５
３７

２３
８

２３
２

１３
６１
．５
２

１
．１
４

２０
．３
８

３
．７
６

０
．０
２

０
．７
８

０
．２
２

０
．７
２

２
．１
６

０
．０
８

９
．２
２

１０
０
．０
０

１２
０

６１
２５
２

４５
３

１４
５８
．９
１

１
．３
４

２０
．５
０

５
．０
２

０
．０
２

０
．４
９

０
．１
５

０
．３
３

１
．５
３

０
．３
２

１１
．４
０

１０
０
．０
０

９５
４２

３０
９

３４
８

１５
５９
．６
１

１
．４
０

１９
．６
９

４
．７
４

０
．０
２

０
．４
０

０
．１
３

０
．３
４

１
．６
２

０
．０
６

１１
．９
９

１０
０
．０
０

１０
０

３９
３１
９

３５
８

１６
６７
．８
５

１
．２
８

２１
．１
８

４
．０
８

０
．０
１

１
．１
７

０
．２
４

０
．３
６

１
．８
０

０
．０
２

２
．０
２

１０
０
．０
０

９９
５８

２７
３

３４
７

１７
６３
．９
３

１
．３
３

２３
．２
９

５
．４
８

０
．０
１

１
．０
９

０
．２
３

０
．２
４

１
．５
１

０
．０
２

２
．８
７

１０
０
．０
０

７０
３３

２８
５

１８
０

１８
６６
．７
８

１
．３
４

２１
．４
１

３
．５
３

０
．０
２

１
．２
１

０
．２
２

０
．２
７

１
．４
８

０
．０
２

３
．７
２

１０
０
．０
０

７９
５０

３０
１

２８
７

１９
６１
．２
６

１
．１
６

１８
．６
６

４
．３
６

０
．０
１

０
．９
３

０
．１
３

０
．４
１

１
．７
５

０
．０
５

１１
．２
８

１０
０
．０
０

１１
７

４８
２８
１

３６
６

２０
６５
．３
６

１
．３
２

２２
．８
３

４
．７
１

０
．０
２

１
．２
７

０
．２
１

０
．３
４

１
．６
２

０
．０
２

２
．３
０

１０
０
．０
０

８９
４８

２８
１

３０
２
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１５３

図６　Ｚｒ－Ｂａ散布図

図５　Ｒｂ－Ｓｒ散布図

図４　有色鉱物主要元素の散布図

図３　長石類主要元素の散布図

図２　Ｓｉｏ２－ＡＩ２Ｏ３散布図
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１５４

図版１　胎土中の重鉱物・胎土薄片（１）

２．重鉱物（№１０　ＳＱ１０３３（ＡＢ－１９）赤焼土器　甕）１．重鉱物（№７　ＳＱ１０１８（Ｎ－１１）赤焼土器　坏？）

３．重鉱物（№１４　ＢⅠ層Ｔ－１０　赤焼土器　坏）

４．薄片（№１　ＳＱ１００（Ｓ－１５）須恵器　甕）

Ｑｚ：石英　Ｏｐｘ：斜方輝石　Ｃｐｘ：単斜輝石　Ｅｐ：緑レン石　Ｏｐ：不透明鉱物

Ｇｒ：花崗岩　Ｇｌ：溶融ガラス

薄片写真左列は下方ポーラー、写真右列は直交ポーラー下。
０．５㎜
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１５５

図版２　胎土薄片（２）

５．薄片（№４　Ｎ－１１　須恵器　甕）

６．薄片（№１６　荒沢窯跡　須恵器　甕）

７．薄片（№２０　荒沢窯跡　須恵器　壺？）

Ｑｚ：石英　Ｋｆ：カリ長石　Ｇｒ：花崗岩　Ｒｙ：流紋岩　Ｐ－Ｑｚ：多結晶石英

写真左列は下方ポーラー、写真右列は直交ポーラー下。
０．５㎜
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３　平成１９年度　万治ヶ沢遺跡出土
赤焼土器の胎土分析

パリノ・サーヴェイ株式会社

は じ め に

　当社ではこれまでに、万治ヶ沢遺跡Ｂ地点から出土し

た炭化材などの放射性炭素年代測定を行い、平安時代の

遺構に関する年代資料を作成した。また、出土した須恵

器と赤焼土器の材質（胎土）の分析により、万治ヶ沢遺

跡で生産された土器の特徴を明らかにするとともに、周

辺の遺跡から出土した赤焼土器や平安時代の須恵器の一

大産地とされている荒沢窯跡より出土した須恵器との比

較も行い、万治ヶ沢遺跡における土器生産の様相につい

て検討を行った。分析結果からは、例えば万治ヶ沢遺跡

から東北東へ３㎞ほど離れた沖積低地上に位置する興屋

川原遺跡から出土した赤焼土器の多くが万治ヶ沢遺跡で

生産された可能性があることや、万治ヶ沢遺跡出土須恵

器の中には、荒沢窯跡で生産された須恵器は少ないこと

などを推定している。

　本報告では、万治ヶ沢遺跡Ｂ地点より出土した赤焼土

器を対象とした胎土分析を行い、その特徴である表面の

赤い色調の成因について検討する。発掘調査所見では、

化粧土のようなものを塗布することによる発色かあるい

は、焼成時の状態によって発色が異なったものであるか

という２通りの可能性が考えられている。したがって、

分析では、土器断面の薄片を作製することにより、その

顕微鏡観察を行い、構造的に塗布の可能性があるか否か

を検討し、さらに、表面の赤色部分と胎土内部の部分と

の化学組成をＥＰＭＡ分析により測定し、その差異の程

度から塗布物の有無について検討する。なお、これらの

分析では、胎土の岩石学的な特徴および化学組成も捉え

ることとする。

１　試　　料

　試料は、万治ヶ沢遺跡Ｂ地点より出土した赤焼土器片

８点である。試料には、試料番号１～８までが付されて

いる。これらのうち、試料番号１～３は、発掘調査所見

により厚めに赤色部分が付着しているとされた土器であ

り、試料番号４は、器壁と胎土の色調が異なるとされて

いる。また、試料番号５～７は、万治ヶ沢遺跡から出土

した一般的な赤焼土器とされており、その中で試料番号

６は器面の色調の変化に富んでいることが指摘されてい

る。試料番号８は胎土の白っぽいものが選択されている。

各試料の実測番号、出土地点は、薄片観察結果を呈示し

た表１に併記する。

　薄片観察およびＥＰＭＡ分析は８点全点を対象とする。

ただし、ＥＰＭＡ分析においては、試料番号１～４の４

点について、赤色部分と胎土内部の２箇所の測定を行い、

試料番号５～８については土器表面のみ１箇所の測定を

行う。したがって、ＥＰＭＡ分析の測定点数は１２点になる。

２　分 析 方 法

（１）薄片作製観察

　薄片は、試料の一部をダイアモンドカッターで切断、

正確に０．０３㎜の厚さに研磨して作製する。薄片は岩石学

的な手法を用いて観察し、胎土中に含まれる砂粒を構成

する鉱物片および岩石片の種類構成を明らかにする。ま

た、胎土の基質は、孔隙の分布する程度と砂の配列や孔

隙などの方向性の確認や、基質を構成する粘土が焼成の

結果、どの程度ガラス化してどの程度粘土鉱物として残

存しているか、酸化鉄などの鉄分の含まれる程度につい

て定性的に記載する。

（２）ＥＰＭＡ分析

　供試材は、測定に適した大きさに切断の後、カーボン

テープ上に固着させ、導電処理（Ａｕ）を施した後、分

析に供する。なお、試料番号１～４については、表面の

赤色部分と赤色部分を削り取り胎土内部を露出させた部

分とを作製し、それぞれの部位について測定を行う。

　分析は、ＥＰＭＡ（Ｘ線マイクロアナライザー）にて

検出された元素濃度を、ＺＡＦ法にて酸化物換算し構成

成分を求める。使用した装置は、ＪＸＡ－８１００型（日本

電子製）である。

３　結　　果

（１）薄片作製鑑定

　観察結果を表１に示す。含まれる砂粒の全体量は、試

料番号３、７、８が中量、試料番号１、２、４が少量、

試料番号５、６が微量である。鉱物片の種類構成では、

いずれの試料も石英、カリ長石、斜長石、黒雲母および

１５６
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不透明鉱物を含み、試料番号２、３、６以外の５点の試

料には緑廉石が含まれる。また、試料番号３、４、６、

７には角閃石または酸化角閃石が認められた。一方、岩

石片の種類構成では、試料番号１、５にはチャートまた

は泥岩の堆積岩類と凝灰岩および安山岩が認められ、試

料番号３には泥岩と凝灰岩、試料番号７にチャートと砂

岩が認められた。試料番号４と８には、上述した岩石片

はいずれも認められず、花崗岩類の岩石片が認められて

いる。さらに試料番号２と６では、上述した岩石片およ

び花崗岩類も認められずに変質岩が認められている。鉱

物片・岩石片以外の砕屑物では、全試料に非晶質粘土粒

子および植物珪酸体が認められ、試料番号２、７、８以

外の５点には火山ガラスが認められた。

　胎土の基質は、いずれの試料もシルト質でセリサイト

を多く含むことで共通する。基質の色調について観察す

ると、試料番号１、２、４の３点については、表面から

深度０．１㎜から最大で深度１．５㎜まで赤褐色化している状

況が認められた。ただし、赤褐色部の境界は漸移的であ

る。他の試料については、基質全体が褐色化しており、

表面と内部の色調の差異はない。

（２）ＥＰＭＡ分析

　結果を表２に示す。試料番号１～４までの表面では、

Ｆｅ２Ｏ３の含有量が高い傾向が認められ、特に試料番号

１と２において顕著である。同時に、これらの試料の表

面ではＡｌ２Ｏ３の含有量が低く、ＭｇＯの含有量が高い

傾向も認めることができる。一方、試料番号１～４の内

部の組成と試料番号５～８までの組成を比べると、試料

番号２以外は、Ｆｅ２Ｏ３が５～６％、ＳｉＯ２が６０％弱、

Ａｌ２Ｏ３が３０％前後で共に概ね近似した値を示すと見

て良い。試料番号２の内部の組成は、Ｆｅ２Ｏ３は近似す

るが、ＳｉＯ２が７０％に近く、Ａｌ２Ｏ３が約２０％など、

他の試料の組成に比べて、有意と考えられる差が認めら

れる。

４　考　　察

（１）赤色部分について

　赤色部分が厚いとされた試料番号１～４のうち、試料

番号３を除く３点には、薄片観察によって表面部分での

赤褐色化が認められた。このことは、肉眼観察による所

見と整合する結果といえる。さらに、試料番号１では、

赤褐色部分に不透明鉱物（おそらく磁鉄鉱などの鉄鉱物

と考えられる）が若干多く含まれる傾向が観察されてい

る。一方、ＥＰＭＡによる成分分析でも、試料番号１と

２に特に顕著に表面部における鉄含有量の卓越が確認さ

れた。これらのことから、特に赤色の発色の強い赤焼土

器の表面には、鉄分が濃集している可能性が高い。ただ

し、赤褐色部と内部との境界は、薄片観察では漸移的で

あったことから、ベンガラのような赤色顔料を塗布した

とは考えられない。ＥＰＭＡ分析により、鉄分のみでは

なく、Ａｌ２Ｏ３やＭｇＯまで有意な差が認められたこと

も考慮すると、鉄分を多く含んだ粘土を薄く表面に塗布

したというような状態が想定できる。この場合、焼成時

の焼結により、表面の粘土と土器本体の粘土との境界が

不明瞭になった可能性がある。

　赤焼土器の赤い色調は、今回の試料番号５～８の薄片

観察でも指摘したように、基本的には素地自体が焼成に

より褐色を呈していることによると思われるが、何らか

の理由により、より赤い色調を強調する場合に、鉄分を

多く含んだ粘土を塗るようなことがあった可能性がある。

（２）胎土について

　当社では、これまでにも山形盆地や庄内平野に分布す

る古代の遺跡から出土した赤焼土器の胎土分析を行って

いる。赤焼土器は、砂粒を比較的多く含み、須恵器など

に比べれば焼成温度が低いために焼成時の高温による鉱

物の変質が少ないことなどから、胎土中に含まれる砂粒

の重鉱物組成を胎土の特徴とする重鉱物分析を行ってき

た。分析結果では、斜方輝石、単斜輝石、角閃石、不透

明鉱物の各重鉱物の量比により、Ⅰ～Ⅵ類までの重鉱物

組成を設定した。これらのうち、万治ヶ沢遺跡出土の赤

焼土器では不透明鉱物が非常に多い組成であるⅠ類の胎

土が多く認められた。また、角閃石を少量含むⅥ類の胎

土は、万治ヶ沢遺跡出土試料の中には認められていない。

　今回の薄片観察では、重鉱物以外の砕屑物も含めた砂

粒の胎土中の産状を記載した。鉱物片の産状は、いずれ

も類似しているが、岩石片の産状では、堆積岩類と凝灰

岩を含む試料番号１、３、５とそれらを含まずに花崗岩

類を含む試料番号４と８という２つのグループを見出す

ことができる。また、試料番号７は、凝灰岩を含まない

が、堆積岩類を含むことや鉱物片では試料番号１と同様

に緑廉石を含み、試料番号３と同様に角閃石と白雲母を

１５７
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１５８

試
料

番
号
遺
物

番
号
出
土
地
点

砂
粒

砂
粒

の
種

類
構

成

鉱
物
片

岩
石
片

そ
の
他

全 体 量

淘 汰 度

最 大 径

石 英
カ リ 長 石

斜 長 石

角 閃 石

酸 化 角 閃 石

白 雲 母

黒 雲 母

ザ ク ロ 石

緑 廉 石

ジ ル コ ン

不 透 明 鉱 物

チ ャ ー ト

泥 岩
砂 岩
凝 灰 岩

安 山 岩

多 結 晶 石 英

花 崗 岩 類

珪 長 岩

鉄 石 英

変 質 岩 （ 粘 土 岩 ）

非 晶 質 粘 土 粒 子

火 山 ガ ラ ス

植 物 片

植 物 珪 酸 体

孔 隙 度

方 向 性

粘 土 残 存 量

含 鉄 量

備 考

１
７２

Ｓ
Ｑ
１０
２８

△
×
０
．９
＋
＋
＋

＋
＋

＋
＋

＋
＋
＋

＋
＋

＋
△
△
◎
＋

火
山
ガ
ラ
ス
は
バ
ブ
ル
ウ
ォ
ー
ル
型
を
呈
す
る
。
基
質
は
シ

ル
ト
質
で
セ
リ
サ
イ
ト
を
多
含
し
、
試
料
表
面
の
片
面
で
は

表
面
か
ら
１
．０
～
１
．５
㎜
の
深
度
ま
で
赤
褐
色
化
し
て
い
る
。

褐
色
部
に
は
、
不
透
明
鉱
物
が
や
や
多
く
含
ま
れ
る
傾
向
が

あ
る
。

２
１１
３
Ｓ
Ｘ
１０
３４

△
△
０
．７
＋
＋
＋

＋
＋

＋
＋
＋
＋

＋
△
○
◎
＋
基
質
は
シ
ル
ト
質
で
、
セ
リ
サ
イ
ト
を
多
く
含
み
、
試
料
表

面
の
片
面
で
は
表
面
か
ら
０
．３
㎜
以
下
の
深
度
ま
で
赤
褐
色

化
し
て
い
る
。

３
３８
２
Ａ
Ｃ
－
１５

○
△
０
．６
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋

△
＋

＋
＋
＋
＋
＋
＋
△
△
○
△
火
山
ガ
ラ
ス
は
バ
ブ
ル
ウ
ォ
ー
ル
型
お
よ
び
軽
石
型
が
認
め

ら
れ
、
脱
ガ
ラ
ス
化
し
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
基
質
は
シ
ル

ト
質
で
セ
リ
サ
イ
ト
を
多
含
し
、
全
体
に
褐
色
化
し
て
い
る
。

４
９５

Ｓ
Ｑ
１０
３２

△
×
１
．２
＋
＋
＋

＋
＋

＋
＋
＋

＋
＋

△
＋

＋
△
△
◎
＋
火
山
ガ
ラ
ス
は
バ
ブ
ル
ウ
ォ
ー
ル
型
を
呈
す
る
。
基
質
は
シ

ル
ト
質
で
セ
リ
サ
イ
ト
を
多
く
含
み
、
試
料
表
面
か
ら
０
．１

～
０
．２
㎜
の
深
度
ま
で
赤
褐
色
化
し
て
い
る
。

５
１８
７
Ｓ
Ｑ
１０
４７

＋
△
０
．６
＋
＋
＋

＋
＋

＋
＋

＋
＋

＋
＋
＋

＋
△
△
◎
＋
火
山
ガ
ラ
ス
は
バ
ブ
ル
ウ
ォ
ー
ル
型
を
呈
す
る
。
基
質
は
シ

ル
ト
質
で
セ
リ
サ
イ
ト
を
多
く
含
み
、
全
体
に
褐
色
化
し
て

い
る
。
チ
ャ
ー
ト
は
鉄
石
英
の
可
能
性
あ
り
。

６
８１

Ｓ
Ｑ
１１
０２
９
＋
△
０
．３
＋
＋
＋
＋

＋
＋

＋
＋
＋
＋

＋
△
△
◎
＋
火
山
ガ
ラ
ス
は
バ
ブ
ル
ウ
ォ
ー
ル
型
を
呈
す
る
。
基
質
は
シ

ル
ト
質
で
セ
リ
サ
イ
ト
を
多
く
含
み
、
全
体
に
褐
色
化
し
て

い
る
。

７
９０

Ｓ
Ｑ
１０
３０

○
×
２
．３
＋
＋
＋
＋

＋
＋

＋
＋
＋

＋
＋

△
＋
○
×
◎
＋
基
質
は
シ
ル
ト
質
で
セ
リ
サ
イ
ト
を
多
く
含
み
、
全
体
に
褐

色
化
し
て
い
る
。

８
２３
１
Ｍ
－
１２

○
×
２
．１
＋
＋
＋

＋
＋

＋
＋

＋
＋

△
＋
○
△
◎
＋
基
質
は
シ
ル
ト
質
で
セ
リ
サ
イ
ト
を
多
く
含
み
、
全
体
に
褐

色
化
し
て
い
る
。

量
比

◎
：
多
量

○
：
中
量

△
：
少
量

＋
：
微
量

×
：
な
し

程
度

◎
：
強
い

○
：
中
程
度

△
：
弱
い

×
：
な
し

表
１
　
胎
土
薄
片
観
察
結
果
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含むことなどから、前者のグループに入れることができ

る。試料番号６については、多結晶石英と変質岩を含む

ことなどから、試料番号２との類似性が指摘されるが、

ＥＰＭＡによる化学組成では、試料番号２と有意な差が

認められることから、試料番号２と同類の胎土とするこ

とはできない。むしろ、薄片観察において、角閃石や火

山ガラスを含むことなど上述した前者のグループとの共

通性も見出せる。したがって、試料番号６も試料番号１、

３、５と同じ分類と考えることができる。以上のことに

より、今回の８点の試料を胎土の特徴から分類するとす

れば、試料番号１、３、５、６、７のグループと試料番

号４、８のグループ、そして試料番号２という３種類を

設定することができる。今回の分析では、重鉱物分析は

行っていないため、Ⅰ～Ⅵ類までの分類との対応関係は

不明であるが、これまでの傾向から見て、上述の８点中

５点（試料番号１、３、５、６、７）が分類されるグ

ループがⅠ類に対応する可能性がある。

　なお、今回の試料の胎土中に認められた鉱物片や岩石

片は、万治ヶ沢遺跡の立地する丘陵を構成している新第

三紀中新世の主に凝灰岩と砂岩、泥岩層からなる善宝寺

層（土谷ほか，１９８４；大沢ほか，１９８８）に由来すると考

えられる。チャートなどは、砂岩や泥岩を構成する砕屑

物に由来するものであり、花崗岩類の岩石片も善宝寺層

の基盤であり金峰山付近に分布する母狩山花崗閃緑岩

（土谷ほか，１９８４）や熊野長峰付近に分布する田川酸性

岩類（矢内ほか，１９７３）に由来すると考えられる。した

がって、上述した薄片観察により分類した各胎土を構成

する材料は、重鉱物組成からも推定されたように、万治ヶ

沢遺跡周辺の堆積物から採取されたと考えることができ

る。

　今後は、重鉱物分析と薄片観察を併用することにより、

より確実な胎土の分類が可能となることが期待される。

また、庄内平野南部における赤焼土器の生産と使用の事

情について、より具体的な解析をするためには、今後も

継続して、各地の遺跡出土赤焼土器の分析事例や遺跡周

辺の自然堆積物の分析例を蓄積することが必要であると

考えられる。 

１５９

試料番号 Fe２O３
（％）

SiO２
（％）

Al２O３
（％）

CaO
（％）

MgO
（％）

TiO２
（％）

Na２O
（％）

K２O
（％）

１
表面 １４．５０ ５０．９０ ２４．５０ １．０１ ２．９４ １．６７ ― ２．５１

内部 ６．１６ ５７．７０ ２８．２０ ０．７２ １．３６ １．８５ ― ３．４２

２
表面 １２．９０ ５９．３０ １８．２０ ― １．６７ ２．５３ ― ５．４２

内部 ４．４５ ６８．５０ ２１．９０ ― ０．４２ １．８７ ― ２．９２

３
表面 ８．８９ ５８．９０ ２６．２０ ― １．９７ １．５３ ― ２．５４

内部 ７．５２ ６２．１０ ２５．３０ ０．３２ １．１０ １．５４ ― ２．１１

４
表面 ７．６０ ５７．４０ ２４．５０ ― １．６２ １．２０ ０．７０ ７．０４

内部 ６．２１ ５９．８０ ２８．８０ ― ０．９３ １．０５ ― ３．２６

５ ５．２６ ５６．５０ ３３．１０ ― １．０３ １．０９ ― ３．００

６ ６．０６ ５７．７０ ３１．１０ ― ０．７５ １．９４ ― ２．４９

７ ６．３０ ５３．６０ ３３．５０ ― ０．５７ １．５７ ― ２．５５

８ ６．０３ ６０．６０ ２７．３０ ― ０．９５ １．５１ ０．５５ ２．９９

表２　ＥＰＭＡによる成分分析結果

引用文献

大沢�・広島俊男・駒沢正夫・須田芳朗，１９８８，２０万分の１地質図幅「新庄および酒田」，地質調査所．
土谷信之・大沢�・池辺穣，１９８４，鶴岡地域の地質．地域地質研究報告（５万分の１図幅），地質調査所，７７ｐ．
矢内桂三・井上武・大口健志，１９７３，朝日山地の白亜紀後期田川酸性岩類－新第三系グリーン・タフ層基盤岩の再検討－．地質学雑誌，

７９，１１－２２．
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１６０

図版１　分析部位

２．試料番号２（挿図番号３２－１１３　　ＳＸ１０３４）１．試料番号１（挿図番号２８－７２　ＳＱ１０２８）

３．試料番号３（挿図番号５３－３８２　ＡＣ・１５） ４．試料番号４（挿図番号３０－９５　ＳＱ１０３２）

５．試料番号５（挿図番号３８－１８７　ＳＱ１０４７） ６．試料番号６（挿図番号２９－８１　ＳＱ１０２９）

８．試料番号８（挿図番号４１－２３１　Ｍ・１２）

分析部位は黄色線で囲った範囲

７．試料番号７（挿図番号３０－９０　ＳＱ１０３０）
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１６１

図版２　胎土薄片

１．試料番号３（挿図番号５３－３８２　ＡＣ－１５）

２．試料番号４（挿図番号３０－９５　ＳＱ１０３２）

３．試料番号７（挿図番号３０－９０　ＳＱ１０３０）

Ｑｚ：石英．Ｐｌ：斜長石．Ｃｈｅ：チャート．Ｍｄ：泥岩．Ｐ－Ｑｚ：多結晶石英．Ｇｒ：花崗岩．

Ｃｌｙ：非晶質粘土粒子．Ｖｇ：火山ガラス．Ｐｏ：植物珪酸体．ＦｅＯ：酸化鉄．

写真左列は下方ポーラー、写真右列は直交ポーラー下。

４．試料番号８（挿図番号４１－２３１　Ｍ・１２）

０．５㎜
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１６２

図版３　土器表面の赤褐色化

１．試料番号１（挿図番号２８－７２　ＳＱ１０２８）

Ｑｚ：石英．Ｋｆ：カリ長石．Ｐｌ：斜長石．Ｏｐ：不透明鉱物．Ｃｈｅ：チャート．

Ｓｅ：セリサイト．Ｐ：孔隙．ＦｅＯ：酸化鉄．

写真左列は下方ポーラー、写真右列は直交ポーラー下。

２．試料番号２（挿図番号３２－１１３　ＳＸ１０３４）

０．２㎜
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４　平成１９年度　万治ケ沢遺跡出土
の理化学分析

（株）日鐵テクノリサーチ

１　は じ め に

　平安時代の遺構から出土した鉄滓３点の理化学的調査

を行った。本調査品はＢ地点から出土したものである。

このＢ地点は、赤焼土器を焼いた窯が多く検出し製鉄用

の炭窯も見つかっているが、鍛冶遺構などの直接鉄生産

にかかわるものは見つかっていない。しかし、これらの

状況から、未調査区域にその存在の可能性が考えられる

ことから、本調査品の成因を探るものである。

２　調 査 試 料

　調査試料の一覧を表１に示した。

３　調査項目と試料調製

３．１　外観観察

　外観的特徴をデジタルカメラおよび実体顕微鏡により

観察・記録した。

　デジタルカメラ　Finepix　Ｆ４０１型（富士写真フィル

ム工業製）

　実体顕微鏡　　　ＳＺ－４０型（オリンパス光学工業製）

３．２　組織調査

　遺物の平均的な箇所を５～１５㎜片に切り取り、半分に

分割し断面が観察面になるように樹脂埋め込みし組織を

固定後、鏡面になるまで研磨し、金属顕微鏡にて観察・

記録した。

　金属顕微鏡　　　ＢＸ５１Ｍ型（オリンパス光学工業製）

３．３　成分分析

　組織観察用に切り取った残りの分について、乳鉢にて

微粉砕し半分を成分分析用残りの半分をＸ線回折用に分

割した。成分分析用試料は、ＪＩＳ法に準拠した方法に

て構成元素を求めた。

　分析元素　Ｔ・Ｆｅ、Ｍ・Ｆｅ、ＦｅＯ、Ｆｅ２Ｏ３、

ＳｉＯ２、Ａｌ２Ｏ３、ＣａＯ、ＭｇＯ、

ＭｎＯ、ＴｉＯ２、Ｖ２Ｏ５、Ｐ２Ｏ５、

Ｋ２Ｏ、Ｎａ２Ｏの１４元素。

　分析方法　Ｍ・Ｆｅ、ＦｅＯ…容量法

Ｋ２Ｏ、Ｎａ２Ｏ…原子吸光法

Ｆｅ２Ｏ３…Ｔ・Ｆｅ、Ｍ・Ｆｅ、ＦｅＯか

らの計算による

他の元素…蛍光Ｘ線法（ガラスビード）

３．４　Ｘ線回折

　３．３項で粉砕した残り半分の粉末は、構成組成をＸ線回

折装置により構成組成を求めた。

　測定条件　ターゲット；Ｃｕ

　　　　　　電圧　　　；４０kV

　　　　　　電流　　　；１５０mA

　　　　　　走査範囲　；５．０°～１００．０°

　測定装置　ＲＩＮＴ１０００型

（広角ゴニオメータ　リガク製）

４　調査結果と考察

４．１　試 料 １

　写真１に外観と断面マクロ・ミクロ組織を、表２に成

分分析結果を示す。また、表３にＸ線回折から得られた

主要組成を、図１に回折スペクトルを示す。大きさは１０２

×１００×４５㎜、重量は６３４．３ｇを測る。全体的には茶褐色

で比較的丸みを帯び重量感のある鉄滓である。底部に相

当する面には数㎜の小石が付着する。上部は湾曲した凹

みを有し、所々に湯玉状の鉄錆（元は半溶融状態の金属

鉄）が存在する。内部の上層部は大小の不規則な空孔が

多く存在し、一部は金属鉄であるが殆どは薄い鉄錆層を

形成している。中央から下層にかけては、ウスタイト（理

論化学組成；ＦｅＯ）、結晶が発達したファヤライト（理

論化学組成；２ＦｅＯ－ＳｉＯ２）と非晶質珪酸塩からな

る。また、ファヤライト中には微細な明灰色鉱物が存在

する。図１のＸ線回折結果から、この鉱物はＭｇ（Ａｌ，

Ｆｅ）２Ｏ４の組成を持つスピネル鉱物と判断される。表

３に示したように、本試料の主要組成はファヤライトと

ウスタイトで、微量成分としてマグネタイト（Ｆｅ３Ｏ４）

とマグネシウム（Ｍｇ）およびアルミニウム（Ａｌ）を

固溶したスピネル鉱物である。表２の成分分析から、鉄

分は６０％強と多く、造滓成分は１８％と少ない。本鉄滓は

溶融あるいは半溶融した鉄浴と接していた炉底近傍にて

生成したものと考えられる。小鍛冶操作にて生成する鉄

滓も鉄分の高いものが一般的であるが、構造的には脆弱

な構造をしており明らかに異なっている。本鉄滓は小規

１６３
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模ながら鋼製造操作（精錬操作）段階にて生成したもの

と考えられる。

４．２　試 料 ２

　写真２に外観と断面マクロ・ミクロ組織を、表２に成

分分析結果を示す。また、表３にＸ線回折から得られた

主要組成を、図２にその回折スペクトルを示す。大きさ

は８６×６０×４８㎜、重量は２７３．３ｇを測る。全体的には茶

褐色であるが凹凸の著しい塊である。底部に相当する面

の一部には、小砂利や粘土物質（炉材の破片と考えられ

る）が付着し、上層部に相当する面は、黒褐色で油脂感

があり空孔が多く存在する。内部には大小の空孔が存在

するものの前記の№１と異なり薄い鉄錆層は少ない。構

成鉱物相は前記の試料と同様に、ウスタイト・ファヤラ

イト・非晶質珪酸塩および僅かなスピネル鉱物からなる。

鉄分は５３％と多く、造滓成分も２８％と若干多い。前記鉄

滓に比べて炉の端部側にて生成したものと考えられる。

本鉄滓も精錬過程において生成したものといえる。

４．３　試 料 ３

　写真３に外観と断面マクロ・ミクロ組織を、表２に成

分分析結果を示す。また、表３にＸ線回折から得られた

主要組成と図３に回折スペクトルを示す。大きさは７０×

６２×１９㎜、重量は６１．８ｇを測る。前記２試料に比べ薄く

板状を呈する。上部に相当する部分は黒褐色で油脂感が

あり凹凸が著しい。また、下層に相当する部分は茶褐色

で一部に鉄錆が存在する。内部は大小の不規則な空孔が

多く存在し脆弱な構造を有している。構成鉱物は前記２

試料と同様に、ウスタイト・マグネタイト・ファヤライ

ト・非晶質珪酸塩からなり僅かにスピネル鉱物からなる。

鉄分は４４％弱と３試料のうちでは最も低く、反面、造滓

成分が３６％と高い。鉄浴の上層部にて生成した比較的流

動性の良い鉄滓と考えられる。しかし、外観的形状およ

び断面組織からみて、通常に見られる流状滓とは異なり、

粘性が高かったか、あるいは温度が低く十分な流動性を

得られないままに生成・固化したものと思われる。本鉄

滓も前記２試料と同様に精錬過程において生成したもの

であるが、前記２試料より最上部にて生成したものと考

えられる。

５　ま　と　め

　万治ヶ沢遺跡から見つかった鉄滓３点の理化学的調査

を行った結果、以下のことが明らかとなった。

１．鉄滓３試料はいずれも、ファヤライトとウスタイト

を主組成に、微量組成としてマグネタイトとマグネシウ

ムやアルミニウムを含有するスピネル鉱物および非晶質

珪酸塩からなる同様の鉱物組成を有していた。

２．３試料は、それぞれ炉の最下層（№１）・炉端部（№

２）・最上層（№３）にて、同時あるいは同様の操業状

況にて生成したものと考えられた。

３．鉄滓の組織構造および成分組成から３試料とも、精

錬過程にて生成したものと考えられた。

４．本遺構には調査試料以外に鉄生産に結びつくものは

見つかっていないが、製鉄用の炭窯が検出していること

を勘案すれば、本遺構近傍の未調査地区には鉄関連遺構

（例えば、炉跡等）の眠っている可能性が考えられ、今

後の調査が期待される。

以上　

神奈川材料センター所長　山本広一

調査・解析担当　伊藤薫、山下理子 

１６４
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１６５

試料 大きさ 分析項目
挿図番号番号 寸法（㎜） 重量（�） 外観観察 組織調査 成分分析 Ｘ線回折

１ １０２×１００×４５ ６３４．３ ○ ○ ○ ○ ５７－４１４

２ ８６×６０×４８ ２７３．３ ○ ○ ○ ○ ５７－４１５

３ ７０×６２×１９ ６１．８ ○ ○ ○ ○ ５７－４１８

試料名 T・Fe M・Fe FeO Fe２O３ SiO２ Al２O３ CaO

１ ６０．９１ ０．５４ ５７．９６ ２１．９０ １２．４８ ３．９１ ０．６４

２ ５３．６３ ０．６３ ５３．５５ １６．２６ １９．７２ ５．８９ １．０６

３ ４３．９６ ０．５５ ４０．９５ １６．５６ ２３．８１ ７．５１ ２．２３

試料名 MgO MnO TiO２ V２O５ P２O５ K２O Na２O

１ ０．４４ ０．０４ ０．６８ ０．０５５ ０．３２２ ０．３１６ ０．１０９

２ ０．７７ ０．０６ ０．４０ ０．０３０ ０．３１９ ０．５６２ ０．１５７

３ １．３８ ０．１１ ０．５０ ０．１５０ ０．９５７ １．２２４ ０．２１５

試料名 主組成 副組成 微量組成

１ ２FeO・SiO２ FeO Fe３O４、Mg（Al－Fe）２O４
２ ２FeO・SiO２ FeO Fe３O４、Mg（Al－Fe）２O４
３ ２FeO・SiO２ FeO Fe３O４、Mg（Al－Fe）２O４

表１　調査鉄滓の一覧表

表３　Ｘ線回折結果

表２　成分分析結果（単位；重量％）
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１６９

写真１　万治ヶ沢遺跡鉄滓、試料１の外観と断面組織

上面 下面

上層部拡大

中央～下層
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１７０

写真２　万治ヶ沢遺跡、試料２の外観と断面組織

上面 下面
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１７１

写真３　万治ヶ沢遺跡、試料３の外観と断面組織

上面 下面
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１　Ａ地点について

縄文時代の遺構と遺物

　今回の調査で、遺構に関して明確な建物跡を確認する

ことは出来なかった。しかし、ＳＬ４２・ＳＰ４７・ＳＫ７７

やいくつかのピットを検出しており、建物跡が存在した

可能性がある。

　ＳＬ４２はＳＫ７７の覆土の上面で確認されたので、縄文

時代とみられる遺構は少なくとも二時期存在することが

考えられる。ＳＬ４２とＳＰ４７は同時期で、ＳＫ７７は先行

すると考えられる。ＳＸ７０についてはやや湾曲した長方

形をなし、覆土は自然堆積と考えられる。人為的な掘り

方と考えておきたい。

　土器については縄文や文様も剥落しているものが多く、

全体の器形が判別できるものの出土はなかった。時期的

にはⅠ群～Ⅲ群に分類することが出来る。Ⅰ群は早期末

～前期初頭に属するものである。Ⅱ群は中期中葉に属す

るものである。Ⅲ群は晩期に属するものである。Ⅰ群に

属する土器は４５１である。Ⅱ群に属する土器が最も多く、

４５２～４６５までである。Ⅲ群に属するものは４８１・４８２であ

る。４６６～４８０はⅡ群に属すると考えられる。４８３と４８４は

時期不明である。

　遺物からは、中期の痕跡が最も多いが、遺物や遺構が

希薄なことなどから、ある程度の規模を持った集落とい

うよりは、狩猟や採集のときなどの一時的な活動の場と

考えられる。

平安時代の遺構と遺物

　平安時代の遺物は土師器坏と甕が包含層から出土して

いる。坏（４４８・４４９）は無調整の回転糸切りで、時期的

には９世紀後半から１０世紀前半が考えられる。甕（４５０）

は体部の一部で、長胴甕の一部と考えられる。遺存状態

が悪く全形や調整が不明な点が多いが、非ロクロ成形で、

ハケメ調整があることから、坏（４４８・４４９）の年代より

は古いことが考えられる。

　遺構は円形の土坑が多い。覆土の状態で２つに分ける

ことが出来る。Ⅰ類は覆土に炭化粒や焼土を含むＳＫ３・

４・５・５９・８２である。Ⅱ類は木炭粒や焼土を含まず、

固くしまるＳＫ２である。Ⅰ類は伏せ焼きで木炭を生産

する製炭土坑と考えられる。Ｂ地点の土師器焼成土坑と

比較して、大きさや形状に規格性が強い。被熱の度合い

も弱く、床面に固い焼土が広がるものは無い。覆土に混

じる焼土の割合も少ない。Ⅱ類は性格不明である。Ⅰ・

Ⅱ類とも遺物の伴出は無い。

　製炭にかかわる遺構と考えられるものにＳＱ８１がある。

急斜面の等高線に平行するように立地する。全体が検出

されていない可能性が高い。形態的にはＡ地点で検出さ

れた製炭土坑や、Ｂ地点で検出された地下式窖窯の木炭

窯とは異なる。木炭が堆積していたことや、斜面に立地

していることなどから、製炭関係の遺構と考えられ、横

口付木炭窯の可能性が高い。ただし、大きさ・時期差・

地理的位置関係などの面で、先行の調査例と比較して問

題がある。仮に横口付木炭窯であった場合、今回の調査

で確認した範囲が横口作業場になる可能性が考えられる。

時期不明の遺構

　時期不明の遺構として、やや扁平な礫で構成されるＳ

Ｘ８３がある。礫の流れ込みということも考えられるが、

地山にはこのような大きな礫は存在せず、ＳＸ８３がある

場所が凹地ではなく、等高線に平行な方形状の平坦地に

あることから、人為的なものと考えたい。時期を示す遺

物はないが、Ⅱ層中にあることから、平安時代以降と考

えられる。

２　Ｂ地点について

縄文時代　遺構・遺物

　縄文時代と考えられる遺構はＳＫ１０５７・１０５８の陥し穴

である。調査区の南側には沢があり、沢に集まる動物を

対象にしたと考えられる。覆土から遺物の出土は無かっ

た。
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　遺物は土器と石器が出土している。Ａ地点に比べ、石

鏃や石箆など、定型石器の割合が高い。土器は中期中葉

（Ａ地点のⅡ群）に属する土器と、後期前葉と考えられ

る土器が出土しているが、量は少ない。４８５は中期中葉

に属し、４８６は後期前葉に属すると考えられる。４８７は胎

土の様子から中期中葉に属すると考えられる。

平安時代の遺構について

　Ⅲ章でも述べたように、現地調査で登録した遺構記号

をそのまま踏襲して整理作業を進め、報告書においても

現地調査のままの遺構記号で表記し、記述した。しかし、

整理を終えて、遺構の性格が明らかになり、現地調査時

の遺構の認識と異なるものも出てきたので、ここで整理

しておきたい。以下の記述は、遺構記号は現地調査のま

まだが、遺構の性格の分類は整理後のものであるので、

遺構記号と遺構の性格が一致しないものがある。

　本書をまとめるにあたり、考えられる遺構の性格をふ

まえて分類した種類は次の通りである。焼土を伴う遺構、

木炭窯跡、土坑、竪穴建物跡、性格不明遺構である。

　周辺地形と遺構の占地傾向や、遺跡全体の遺構配置を

理解する一助として遺構分布概念図（第８図）を作成し

た。これはＢ地点周辺の調査前の周辺地形測量図（１／

１００）に、遺構分布図を重ねたもので、細部の地形は遺

構検出時の地形とは異なるが、大まかな立地の傾向はつ

かめる。

焼土を伴う遺構

　遺構の被熱の様子からⅠ～Ⅲ類に細分できる。Ⅰ類は

床や壁の広い範囲に被熱して赤色化した焼土が認められ

るもので、焼土は硬化しているものが多い。Ⅱ類は床や

壁の広い範囲で被熱の痕跡が認められるが、Ⅰ類より被

熱の度合いが弱く、土色も赤色化ではなく、褐色や黒褐

色に止まるものである。形態的にはⅠと同じものが多い。

Ⅲ類は円形基調で土坑の形態をなし、床と壁にⅡ類と同

じような被熱の痕跡を認めるものである。この点ではⅡ

類と同じであるが、覆土の上面（遺構の上面）に焼土を

伴うものである。この焼土は二次堆積ではなく、覆土が

被熱して赤色化したものである。

　検出された遺構は遺存状態が不良だったが、形態は床

と壁を持つ土坑状の形態が多い。また、斜面の山側とそ

の両側に壁を持つが、谷側には壁を持たない、断面が逆

三角形状の遺構もある。平面形は大きく外形が曲線で構

成される円形基調のもの、外形に直線の部分が含まれる

方形基調のものに２分される。斜面に立地している場合

は、山側が曲線か直線かを重視した。重複関係にあるも

のも多く、本来の遺構の平面形がわからないものも多い。

この平面形態は遺構の遺存状況や、平面形の捉え方など

主観的な要素が多く含まれるので、便宜的な分類である。

数的にはⅠに分類されるものが一番多く１９基を数え、Ⅱ

は８基、Ⅲは１基である。以下分類ごとに性格を考えて

いく。

　Ⅰ類に分類されるものは、ＳＱ１００３・１００５・１００６・１０２３・

１００７・１０１９・１０４０・１０４１・１０２６・１０２８・１０２９・１０３０・１０３９・１０４７・

１０４８・１０４２・１０４３・１０５３・１０１８ＥＬ１の１９基である。遺

構の性格としては、遺構の被熱の状態や形態、遺跡全体

での土師器の出土量の多さなどから、土師器焼成坑と考

えられるものである。

　Ⅱ類に分類されるものは、ＳＱ１００１・１０２０・１０３７・１０２７・

１０４４・１０２５、ＳＸ１０４９、ＳＱ１０４６の８基である。平面形

態はⅠと同じであるが、円形基調のものが多い。また、

ＳＸ１０４９のように、平面は円形基調だが、断面は横方向

に丸く抉るように膨らみを持つものもある。遺構の性格

としては、被熱の痕跡が見られることから、意識的に遺

構内で何かを燃焼したと考えられる。Ⅱ類の遺構の性格

を想起させるものにＳＱ１０４４と、ＳＱ１０４６の遺物出土状

況がある。これら２つの遺構からは坏を中心とした完形

または完形に近い土師器がまとまって出土しており、床

面の被熱の痕跡と土器のまとまりが重なる。またＳＱ

１０４４では１４４・１４９、ＳＱ１０４６では１５１・１５４・１６３・１７０の

ように黒斑がみられるものや、ＳＱ１０４６では１６０のように

木炭粒が付着している土器も出土している。以上の状況

から、土師器焼成坑の可能性が考えられる。ただ、Ⅰ類

とは被熱の度合いが異なるのは明瞭であり、仮にⅠ類と

Ⅱ類が同じ土師器焼成坑だとすれば、それが被熱時間の

差なのか、被熱温度の差なのか、あるいは焼成方法や技

術の違いなのか不明な点がある。

　Ⅲ類に分類されるものはＳＱ１００２の１基で、基本的に

は、床と壁の広い範囲に被熱の痕跡を認めることからⅡ

類と同じ性格の可能性を考える。今回分類に際して重要

視した床や壁の被熱を伴う遺構（Ⅰ・Ⅱ類）と、焼土を
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伴う別の遺構との重複とも考えられるが、遺構の覆土上

面に焼土を伴うことから、Ⅰ・Ⅱ類とは分離し、Ⅲ類を

設けた（Ⅲ章でも述べてあるが、ＳＱ１０３７は覆土上面の

焼土が、他の焼土と関連がある可能性があるので、本類

から除外した）。

　なお、土師器焼成坑の被熱面下部の断ち割りを行って

いないため、被熱面の下部構造については不明である。

表３４に本書での分類を、土師器焼成坑の分類基準である

望月分類に当てはめた一覧を示す。

�

木 炭 窯 跡

　木炭窯は地下式窖窯の木炭窯で、作業場や焚口・燃焼

室などが明瞭なもの（ＳＱ１０３２・ＳＱ１０３３）と、不明瞭

なもの（ＳＱ１０２４）とがある。これら３基を木炭窯とし

た理由は、窯体内や近辺から須恵器が出土しておらず、

灰原が形成されていない点、窯体内の被熱度合いが須恵

器窯と比べて弱い点、遺跡全体の出土遺物に対して須恵

器の量が極端に少なく、不良品が無い点、を理由とした。

時期的には、ＳＱ１０３２は第３０図９３～９４・９６～１０３・３１図

１０９～１１１の土器群より古く、切り合い関係からＳＱ１０２４

第３４表　土師器焼成坑一覧

望月分類断面平面分類遺構

Ｂ類四角円形？Ⅰ１００３

ＡⅠａ２？三角方形Ⅰ１００５

不明不明不明Ⅰ１００６

ＡⅠａ２？三角方形Ⅰ１０２３

ＢⅠｂ四角円形Ⅰ１００７

不明不明不明Ⅰ１０１９

ＡⅠａ２？三角方形Ⅰ１０４０

ＡⅠａ２？三角方形Ⅰ１０４１

ＡⅠａ２？レンズ状方形Ⅰ１０２６

ＢⅠｂ？レンズ状円形？Ⅰ１０２８

ＡⅡａ？レンズ状方形？Ⅰ１０２９

ＡⅡａ？レンズ状方形Ⅰ１０３０

ＢⅠｂ三角円形Ⅰ１０３９

ＡⅡｂ？三角方形Ⅰ１０４７

ＡⅡｂ？三角方形Ⅰ１０４８

不明三角方形Ⅰ１０４２

ＢⅠｄ？レンズ状方形Ⅰ１０４３

不明不明不明Ⅰ１０５３

Ａ類レンズ状方形Ⅰ１０１８ＥＬ１

ＢⅠｂレンズ状円形Ⅱ１００１

Ｂ類四角円形Ⅱ１０２０

ＢⅠｂ四角円形Ⅱ１０３７

ＡⅠａ２？レンズ状方形Ⅱ１０２７

ＢⅠａ三角円形Ⅱ１０４４

不明四角方形Ⅱ１０２５

不明球形円形Ⅱ１０４９

ＡⅠａ２？三角方形Ⅱ１０４６

ＢⅠｂレンズ状円形Ⅲ１００２

はさらに古くなる。また、ＳＱ１０３３はＡＣ１５～１６グリッ

ド出土の土器群（第５３図３７８～３８９）よりも古いことが考

えられる。３基とも窯体に伴う遺物は出土していないが、

前述のようにＳＱ１０３２・１０３３の覆土の上から出土した土

器群から、操業時期はおおまかであるが９世紀後半から

１０世紀前半と考えられる。

土　　坑

　ＳＱ１００４、ＳＫ１０３６・１０５４・１０３１、ＳＱ１０４５、ＳＸ１０５９

がある。このうち、ＳＱ１００４、ＳＫ１０３６、ＳＱ１０４５、Ｓ

Ｘ１０５９が遺物を伴っており、他のものは遺物の伴出はな

かった。大型で不正な隅丸方形のＳＸ１０５９、やや大きめ

で円形基調のＳＱ１００４・１０４５、小型で方形または円形で

深さのあるＳＫ１０３６・１０５４・１０３１がある。ＳＸ１０３４の平

面形は隅丸方形で、断面はすり鉢状をなす。比較的多く

の土器が出土している。本遺構から出土した須恵器壺（３２

－１１８）の破片は広範囲に散乱し、土師器の出土状況と

対照的なあり方を示す。用途は不明である。ＳＱ１００４は

平安時代の遺構の中で最も標高が高く、遺物も比較的多

く出土している。また覆土には木炭や焼土も含まれてお

らず、直下には土師器焼成坑が重複することから、土器

捨て場ではなく、土師器焼成に関わる施設という捉え方

が出来る。ＳＱ１０４５については用途不明である。ＳＫ

１０３６・１０５４・１０３１については形状からロクロピットの可

能性も考えられる。

竪 穴 建 物 跡

　ＳＱ１０１８が該当する。基本的には土師器焼成にかかわ

る遺構と考えるが、形状がほぼ方形で、他の単体で検出

されている土師器焼成坑と形状や規模が大きく異なるこ

とから、竪穴建物跡とした。３つの焼土が同時に存在し

たと考えにくいが、前後関係を捉える事は出来なかった。

遺構内からは比較的多くの土師器が出土していることか

ら、建物内の土師器焼成坑の可能性が考えられる。ＥＬ

１は被熱度も強く、焼土の範囲がやや窪んでいる。Ⅰ類

に分類することが可能である。その場合は望月分類のＡ

類に当てはまると考えられる。ＥＬ２も床と壁の被熱度

が強い。断面が凹形にはならないことから土師器焼成坑

とは考えにくい。ＥＬ３は被熱度が最も弱く、被熱範囲

が狭いので、土師器焼成坑とは考えにくい。ＥＬ２・３
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の成因や性格は不明である。

性格不明遺構

　ＳＸ１０２１・１０２２・１０１０・１０１１・１０１２・１０３４がある。こ

のうち、ＳＸ１０１０・１０１１・１０１２は焼土である。二次堆積

ではなく、その場で被熱して焼土化したと考えられる。

土師器焼成坑としたものは、被熱した焼土が面的である

のに対して、被熱層が厚みを持ち、放射状に熱が伝わっ

たような印象を受ける。焼土の遺存状態が、ＳＱ１０１９や

ＳＱ１０５３とした土師器焼成坑と考えられるものとは明ら

かに異なる。どのような状態で被熱したかは不明である。

　ＳＸ１０２１・１０２２は隣接しており、ＳＸ１０２１は不整形で、

ＳＸ１０２２は長円形であったと考えられる。形状は異なる

が、比較的遺物が多く出土し、覆土には焼土や炭化物が

混じるという点や、土師器焼成坑に囲まれた立地状況と

いう、類似点も多い。この付近は遺構が比較的密集して

いることや、植林された杉の根が多かったということを

考えると、本来あった遺構が作り変えによって破壊され

たり、杉の根や伐根によって破壊されたということも考

えられる。状況からは土師器焼成に関わる何らかの遺構

と捉えておきたい。

　ＳＸ１０５９は不整形な隅丸方形をなし、底面には大きな

窪みがあり、計画的につくられた遺構とは考えにくい。

床面の一部が粘土層を掘り込むことから、土師器の素地

となる粘土の採掘坑と考える。

Ｂ地点の平安時代の土器の種別分類について

　今回の万治ヶ沢遺跡の調査では、平安時代の土器の種

別分類は、焼成方法の違いで須恵器と土師器の二つに分

類した。須恵器は還元焔焼成されたものとし、土師器は

酸化焔焼成されたものとした。

　従来酸化焔焼成の土器については、県内をはじめ東北

地方を中心に土師器のほかに「あかやき土器」や「赤焼

土器」などと呼ばれる一群を設定することがあった。そ

の代表的なものとして無調整の坏や、胴部下半に叩き出

しを行い丸底に成形した長胴甕・堝などがある。それら

の土器群に対しては、「須恵器の技法を用いて酸化焔焼成

された土器」という点では大方の共通理解があるように

思える。しかし、その中身の指すところになると、「太平

洋側の宮城・岩手県では先の桑原氏に代表されるように、

坏・皿等の供膳形態に主眼を置く傾向があり、山形・新

潟県の日本海側では、それに甕、堝の煮沸形態も含めて

理解しようとする傾向が見られる。」（１９８４渋谷）というよ

うに、陸奥国や出羽国といった歴史的な背景や、発掘資

料の蓄積の度合いによって幅があったようである。また、

出羽国の本県と秋田県でも捉え方が異なり、さらに県内

においても北陸地方の影響の強い庄内地方と、陸奥国の

影響の強い内陸地方でも当該期の土器様相が異なること

から、土器群の理解について各地域の影響が認められた。

　先にも述べたように、土器の成・整形においてロクロ

やタタキなどの須恵器の技術が用いられ、酸化焔焼成さ

れていることについては大方の共通理解があると思われ

るが、その焼成施設については黒斑が見られないことか

ら窯の存在が予想された。実際に山海窯跡では窖窯（登

窯）の窯体内から供膳形態の坏や煮沸形態の甕や堝が出

土した。しかし、焼壁土坑や焼成土坑などと呼ばれる土

坑からも同じ内容を持つ土器群が出土することも事実で

ある。これらの事実が、最大公約数的な「須恵器の技法

を用いて酸化焔で焼成された土器」を指す土器群に対し

て、設定当初から「あかやき土器」「赤焼土器」「赤焼き土

器」「赤褐色を呈する土器」「須恵系土器」（以下便宜的に

「赤焼土器」と呼称する）などと多様な呼称が存在し、

また必要だった所以ともいえる。その背景には「還元焔

焼成＝登窯の使用」という須恵器の焼成方法に立脚する

のか、黒斑が見られるものが存在することから「酸化焔

焼成＝野焼き」という土師器の焼成方法に立脚するのか

という焼成方法の違いのみで理解するのではなく、土師

器という古墳時代以来の在地的な土器生産の歴史のなか

に、どのようにして須恵器という律令的な土器生産が組

み入れられていったか、あるいはどのように相互干渉を

持って土器生産が行われたのかという、当時の地域社会

の中で理解しようとした結果であったともいえるのでは

ないだろうか。そのため、土師器・須恵器という、時代

差や地域差はあっても普遍的な概念を持つ用語に対して、

赤焼土器という地域性・土器の生産技術・時代背景とい

う特殊性を含んだ概念で理解しようとしたことが、「須恵

器の技法を用いて酸化焔焼成された土器」の理解を複雑

にしてきた要因でなかろうか。

　今回の調査でも、現地調査から整理作業の途中までは

赤焼土器の呼称を用いて作業を進めてきた。しかし、今
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回本書をまとめるにあたり、調査成果から以下の事柄を

抽出した。

①供膳形態の坏のほかに、煮沸形態の長胴甕や平底甕

に黒斑が見られたこと。

②須恵器を焼成した窖窯（登窯）が見つからなかった

こと。

③土師器を焼成したと考えられる土坑が見つかったこ

と。

④全出土量に対して須恵器の占める割合がごく少量で

あり、供膳形態の坏１点以外は壺や甕などの貯蔵形

態で、酸化焔焼成の土器と器種が競合しないこと。

　という以上の４つの観点から、万治ヶ沢遺跡出土の土

器に対して、土坑で焼成されたのではないかという仮説

から、土師器の範疇で理解できるのではないかという結

論に達した。また出土した酸化焔焼成の土器が、焼成中

のアクシデントにより失敗したり、焼成不良だったため

に捨てられたと考えても、特に坏類では感覚的ではある

が、硬質化が足りず、色彩も茶褐色で、胎土も内面の黒

色処理を行う土師器に近いという印象がある。よって今

回は赤焼土器の用語は用いず、「須恵器の技法を用いて酸

化焔焼成された土器」に対しては、赤焼土器の概念は踏

まえつつも土師器に統一した。

土師器の器種分類について

　土師器の器種分類は、供膳具・煮沸形態の機能的な面

に重点を置き、供膳具は坏・高台坏・皿・鉢に分類し、

煮沸形態は甕・堝に分類した。今回は貯蔵形態の土師器

の出土はなかった。器種毎の分類は表３６と、図７４・７５図

に示した。器種の分類にあたっては、調整の有無や器形

の違いに重きを置いて分類を行った。坏の１類に関して

は、細分するために器高指数と底径指数（表２４～３１）の

相関からａ～ｆの５つに細分した。個々の資料が無調整

で数も多く、器形的も法量的にもそれほど大きな違いが

無い今回の場合は、分類の普遍性を求める上ではある程

度有効だったと考える。

　今回の資料は焼成不良のものも多く、復元時の歪みや、

実測時の選択によって本来の器形とは異なる形で資料化

された個体もあると思われるが、生産遺跡という性格上、

出来るだけ多くの資料提示を行うという意図から資料化

を図ったものである。したがって、実測図や、実測図か

ら資料化した器高指数・底径指数は本来遺物が持つ属性

を正しく表すとは限らないが、大まかな傾向や属性は得

られると考える。また、分類した器種に属する個体数が

少数だったり、１点という場合もあり、イレギュラー的

なことも考えられるが、生産地の一端を示すためにもあ

えて分類し、資料化を行った。

　表１７～２１は遺構・グリッド毎の器種集計表で、破片数

と重量で示した。それをもとに図にしたのが第６５～７５図

の遺物分布図である。図では破片数ではなく重量（復元

済の土器に関しては接着剤と補填材の重量も含む）で分

布を示している。また整理の過程で、器種や種別の変更

があったために、表と図で数値が一致しない場合がある

が、大まかな種別や器種毎の遺物の分布傾向はつかめる

と思う。

　また坏に関しては、遺構毎に出土した坏の外形を重ね

合わせたものを第７６・７７図に示した。底部と中心線を基

準に実測図の外形を重ね合わせたものである。器高指数

や底径指数が比率で示されるために、法量や器形の把握

がしにくいが、器形を重ね合わせたことによって、視覚

的に法量や器形の相関をつかむことが出来る。以下は器

種毎の細分の観点である。

　坏（Ⅰ）は大きく無調整の坏（１）と調整のある坏

（２～７）に分けることが出来る。無調整に坏に関して

は器高指数と底径指数により５つ（ａ～ｆ）に細分した。

細分については指数による細分のため、必ずしも土器の

法量の多少とは一致しない。また坏のなかに、口唇部に

厚みを持つもの（４９・６７・８１・９０など）や屈曲するもの

（９１・１０３・１０５など）があり、器形上の特徴でもある。

ある程度の個体数もあることから意図的に行われたもの

と考える。３は底部切り離し後に底部の回転ケズリを行

う。体部外面は下半部に回転ケズリ調整を施す。４も底

部切り離し後に底部の回転ケズリを行う。体部外面下半

部には回転ケズリを施し、外面口縁部付近には横方向の

非常に平滑で丁寧なミガキを施す。体部内面の口縁部付

近は横方向の、体部下半は縦方向の磨き調整を施す。５

も底部切り離し後に底部の回転ケズリを行い、体部外面

の下半部は回転ケズリを施し、外面口縁部付近には横方

向の非常に平滑で丁寧なミガキを施す。体部内面の口縁

部付近は横方向の、体部下半は縦方向のミガキを施す。
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ここまでは４と同じで、５の場合は内面の黒色処理を施

す。３～５は底部切り離し後に底部の回転ケズリが行わ

れ、体部下半にも回転ケズリを行うという非常に丁寧な

作りである。このことは、成形時と、調整時の２回ロク

ロを使用することになり、しかも体部下半部の回転ケズ

リは、ケズリの幅が狭いことから、ある程度の速さで回

転させながらケズリを行ったことが考えられ、ロクロに

熟練していたことが考えられる。６は基本的には１と同

じ内外面とも無調整であるが、内面に黒色処理を施す。

通常黒色処理を施す場合にはその前段としてミガキが行

われるが、本例の場合はそれがない。しかし内面は黒色

処理を意識してか、平滑に仕上げられている。７は体部

の外面・内面とも丁寧なミガキを施し、内面は黒色処理

を行わない。外面のミガキは、坏や高台坏で体部外面に

ミガキを施すものに比べ、筆の軸のような、ある程度幅

があり、丸みのある工具でのミガキを行う。ミガキの痕

跡も器面に明瞭に残る。坏（Ⅰ４）や高台坏（Ⅱ１）と

も考えられるが、前述のミガキの特徴や、底部が欠損し

ており全形が不明のため、それらとは別に分類した。

　高台坏（Ⅱ）は６つに細分したが、高台については付

高台１～３・５と、削り出し高台４・６の２種類に分類

できる。４・６を削り出し高台とした理由は、外見上高

台部分を強調するために高台脇にケズリがあること、高

台内と高台の高低差があまりないこと、３５４などは三日月

高台になっていること、２９１は高台内にあえて高台を強調

するかのようなケズリ調整があること、高台が剥落した

跡がないこと、逆に高台を接着した跡もみられないこと、

などの理由からである。１は体部外面の下半部には回転

ケズリを施し、外面口縁付近には横方向の平滑で非常に

丁寧なミガキを施す。体部内面の口縁部付近は横方向の、

下半部は縦方向のミガキを施す。高台は付高台で、高台

内にケズリ調整を施す。非常に丁寧な作りで、器壁も薄

く口唇部を意識した作りである。２は体部外面が摩滅し

ているが、無調整と思われる。内面は平滑なミガキを施

す。付高台で、高台内は高台の接着のためと思われるナ

デを行う。ほかの高台坏の高台が低いのに対し、２の高

台は高く、外面の立ち上がり部分に接着させる。３は体

部下半に回転ケズリを施し、外面口縁部付近には横方向

の平滑なミガキを施す。体部内面の口縁部付近は横方向

の、体部下半は縦方向のミガキを施し、内面を黒色処理

する。高台の高さはあまりなく、付高台である。４も体

部下半に回転ケズリを施し、外面口縁部付近には横方向

の平滑なミガキを施す。体部内面の口縁部付近は横方向

の、体部下半は縦方向のミガキを施し、内面を黒色処理

する。３と異なるのは削り出し高台ということである。

５は見込みの部分が皿よりも急に立ち上がるために高台

坏に分類したが、台付皿の可能性もある。付高台で、高

台内には高台接着のためと思われる菊花状のナデが観察

できる。６も見込みの部分が皿よりも急に立ち上がるの

で高台坏に分類した。器面の摩滅が著しく、詳細な観察

が出来ないが、削り出し高台とした前述の事柄が当ては

まると考えられるので削り出し高台に分類した。

　皿（Ⅲ）は出土資料が少ないが５つに細分した。１は

遺存状態が悪く、調整等は不明だが、付高台の皿である。

２は高台の付かないものである。３は回転糸切で無調整

の皿である。４・５は耳皿と考えられるもので、４は柱

状高台で、５は付高台である。

　鉢（Ⅳ）は８種類に細分した。坏や高台坏に似た器形

のものが存在するが、鉢は便宜上口径幅が２００㎜以上のも

のとした。１は坏（Ⅰ４）と調整が非常に類似するが、

口径が２００㎜ 以上なので鉢に区別した。非常に薄く、丁

寧な作りである。２は付高台で、体部の内面はミガキを

施し、体部外面の下半部はケズリ、上半部はミガキを施

す。高台内もケズリを施す。非常に丁寧な作りである。

３は高めの付高台で、高台坏（Ⅱ２）にも同じような器

形があるが、口径が２００㎜を超えると思われるので鉢に分

類した。４は破片資料であるが、体部が直線で急に立ち

上がり、カキメが見られる。口縁が外反するものとそう

でないものがある。５は体部がほぼ直線で、約４５度前後

で立ち上がる。体部は無調整である。６も体部は直線で、

約４５度前後で立ち上がるが、体部にケズリ調整が入る。

７は脚付きの鉢で、基本的に３脚と考えられる。底部は

平底で、体部は基本的に無調整だが、脚の接合部付近で

は接合の際のナデやケズリなどの調整が見られる。４～

６は破片のみで全形が不明であるが、器厚や破片下端の

断面などから、平底と考えられる。５・６は７と同一器

種と成りうる可能性もある。８は鉄鉢型土器で、体部に

ケズリ調整を施す。

　甕（Ⅴ）

　甕は、ロクロ成形で、調整を施すもの（１～２・１０～
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１１）と、ロクロ成形で無調整のもの（３～９）とに大き

く２つに分類した。１２・１３は破片で全形がわからないが、

煮沸形態だろうということで甕に分類した。１と２は長

胴の甕で、底部は叩き出しによる成形が行われ、丸底と

なる。ロクロ成形の時にヘラ状の工具を用いるために、

カキメが残る。１と２の違いは、１は口縁と体部の屈曲

がはっきりし、胴部が張るものである。２は口縁と体部

の屈曲がはっきりせず、胴部があまり張らないものであ

る。１と２は口縁の形態でさらに細分が可能である。３

～９は小型の平底甕である。体部は無調整で、ロクロ成

形のときに工具を用いないのでロクロメである。口縁と

体部の屈曲の度合いや、胴部の張り、口縁の形態で細分

した。１０・１１はおそらく平底の甕になると思われるが、

小型平底甕と異なり、工具を用いてロクロ成形を行って

いるために、カキメが残る。１０は体部下半に縦方向のハ

ケメが施される。１１は体部下半に縦方向のケズリが施さ

れる。１２は頸部と体部の境に突帯を持つ。１３は胴部に突

帯をもち、タタキが施される。１４は現時点の底部の観察

からは非ロクロ成形であると考えられるが、内面底部の

立ち上がり部分には回転ナデ調整が見られるので、回転

による成形が行われた可能性が考えられる。平底の長胴

甕と考えられる。体部外面にはケズリが施される。底部

が一番特徴的で、砂底の底部で、ドーナツ状に砂が付着

している。ロクロの使用の有無に関しては、今後の完形

資料での観察結果に待ちたい。１２～１４は器形的にはやや

異質だが、今回出土した甕類と比べても胎土に違和感は

ないことから、搬入品ではなく、遺跡内で焼成されたと

考えられる。

　堝（Ⅵ）

　堝は器厚が厚く体部が湾曲し、体部下半にタタキを施

すものであり、この２点が鉢（Ⅳ２～６）と大きく異な

る点である。このことは、丸底に成形するために、叩き

出しを行うことに由来すると思われる。大きく２つに分

類した。１は口縁の先端部がつまみあがるもので、２は

外反するものである。２は先端の形状でさらに細分でき

る。

　以上が今回出土した土師器についての器種分類である

が、土師器については焼成遺構が見つかっていることか

ら、遺跡内で生産されたと考えたい。そのほか製塩土器

や支脚などの土製品も未使用と思われる状態で出土して

いることから、遺跡内の土師器焼成遺構で生産されたと

考えたい。また、脚付きの鉢（Ⅳ７）や鉄鉢型土器（Ⅳ

８）など、希少性のある器種が生産されている。これら

は、一般集落以外の供給先が予想される遺物である。

土師器坏の胎土について

　土師器坏で、個体によって表面は赤褐色で、内面は灰

白色というものがあり、赤褐色の部分が層になっている

ものが確認された。代表的なものに７２がある。理化学分

析の結果では、鉄分を多く含んだ粘土を塗布していた可

能性が指摘されている。同じ鶴岡市の西谷地遺跡からは、

８世紀後半の「赤彩される酸化焔焼成の坏類の一群」が

理化学分析の結果「成形後に酸化鉄を多く含む粘土を回

転させながら刷毛塗りの後、９００度程度で焼成し赤く発色

させたもの」とされている。本遺跡の場合は、赤色化し

た部分に厚みがあり、回転刷毛塗りは考えにくく、別の

方法で塗られたことが考えられる。また、旧八幡町の小

平２遺跡からは、ベンガラを塗った土器が出土している。

意図的に土器を赤色化させて、他の土器と色彩的に区別

化しようとする行為が、奈良・平安時代の庄内地方では

ある程度普遍的に行われていた可能性がある。技術的な

系譜や赤色化の背景が、どの時代まで連続的に遡ること

が出来るのかを探ることが今後の課題であろう。

　また、胎土が白っぽいもの（２３１など）もあり、感覚

的ではあるが、焼きの甘いものに多いように感じられた。

同様に焼きの甘いものに、器面の表面に剥落やはじけが

認められるもの（１０２・１２２・１９４など）があり、土中で

の遺存状況や二次焼成の可能性も考えられるが、消費地

ではあまり見られない痕跡なので、焼成時に起こった状

況と考えることが出来るのではないだろうか。

　同じ鶴岡市の塔の腰遺跡から出土した赤焼土器の坏

（本書の土師器坏の１類）の胎土が①～⑤の５つに分類

されており、そのうち①～④は、肉眼的であるが本遺跡

の坏１類の胎土や焼き上がりと類似している。このよう

なことから、塔の腰遺跡の坏も土師器焼成坑で焼成され

た可能性が考えられる。

須恵器の器種分類について

　今回出土した須恵器は少数であることから、土師器の

ような分類表や分類図の作成は行わなかったが、坏・甕・

１７８
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壺が出土している。これらについては、他所で生産され

て、万治ヶ沢遺跡に持ち込まれたと考えたい。

　坏はＳＱ１０２５から出土しているが土師器坏の分類に当

てはめると１ｄに分類される。

製塩土器について

　今回の調査では、器形全体がわかる製塩土器が１点

（５４）と、口縁部の資料２点（４４・４０１）を図示した。

円筒形土製支脚の可能性も考えられるが、体部に孔やス

リットを持たないことから、容器ということに重きを置

いて、製塩土器に分類した。二次的な被熱の痕跡は見受

けられないので、遺跡内で土師器と一緒に焼成されたと

考えたい。

支脚について

　今回の調査で円柱状の土製支脚がまとまって出土して

おり、中空になるものが４点、中実のものが３点である。

従来の出土例と比較して大型の印象を受け、また頭部が

凹型をなすことが特徴とも言える。掘立柱建物跡が主体

の庄内地方では、住居の構造が良くわかっていないが、

頭部の凹部が丸底甕の底部形態と合致することから、竈

に据付の支脚の可能性も考えたい。

土器のまとまりについて

　今回の調査では、遺構に伴うと考えられる資料はＳＱ

１０４４・１０４６以外得ることが出来なかった。それ以外の資

料は遺構の覆土からの出土と、グリッドである程度まと

まりを持って出土した土器で、資料的な面では一括性に

欠ける。遺構の資料を扱う際も覆土からの出土という非

常に制約のあるものになってしまったが、以下の①～④

を抽出した。

①ＳＱ１０４４・１０４６以外で、遺構単位である程度数量的に

まとまって出土したものは以下の通りである。

　�ＳＸ１０２１　　�ＳＱ１０２５　　�ＳＱ１０２６、１０２７

　�ＳＱ１０２８、１０２９、１０３０　　　�ＳＸ１０４９

②グリッド単位で、ある程度まとまりを持って出土して

いると考えられる資料は以下の通りである。抽出した

観点は、出土したグリッドが複数の遺構と重なりがな

いこと、１または２グリッドから集中して出土してい

ること、完形または完形に近い土器が出土しているこ

● ● ●

● ●

と、という点である。抽出したのは以下の通りである。

　�Ｍ・８グリッド　　　　�Ｓ・１２グリッド

　�Ｊ・１７～１８グリッド　　�ＡＣ・１５～１６グリッド

　�Ⅴ・８グリッド

③ＡＣ１５～１６グリッド出土の土師器は、ＳＱ１０３３の覆土

の上位から出土したので、ＳＱ１０３３の埋没時よりは新

しいと考えることが出来る。ＡＣ１５～１６グリッド出土

の土器群と、ＳＸ１０３４は直接的な層位関係は持たない

が、調査の経過や土層の堆積からすると、ＡＣ１５～１６

グリッドから出土した土器群はＳＸ１０３４より新しいこ

とが考えられる。Ⅴ・８グリッド出土の一群も、ＳＱ

１０３２の埋没した堆積土の上から出土したので、ＳＱ

１０３２の埋没時よりも新しいということが考えられる。

④明確な遺構の重複関係が認められ、覆土からではある

が遺物が伴うのは以下の通りである。

　・ＳＱ１０２９→１０２８→１０３０

　以上の①～④のうち、③と④から坏の外形の変化を示

したのが第７８図の坏の変遷図である。これは③と④に該

当する各遺構と、ＡＣ・１５～１６から出土した坏の外形を

重ねたものである。前述のように、覆土とグリッドから

の出土であることで、層位的に不安定な要素を含んでい

る。またそれぞれの土器群に時期差があっても、外形や

法量等の比較では、細かい相違より、全体として相似の

方が見いだされる。この事は器高指数と底径指数からも

裏付けられている。これらの時期差は、器形や法量には

あらわれないほどに密接したものと考えられる。しかし、

相反するようであるが個別の事例を見ていくと、それぞ

れ土器群ごとの特徴が見受けられる。ＳＱ１０２９→ＳＱ

１０２８→ＳＱ１０３０の変遷を見ていくと、ＳＱ１０２９では体部

の下部はやや膨らむもの（８１・８２など）があるが、直線

的に立ち上がり、口縁も体部の延長で立ち上がり、あま

り変化のないもの（８６・８７）もある。ＳＱ１０２８では体部

が直線的に立ち上がり、口縁部は体部の延長で立ち上が

るもの（７５・７６など）もあるが、口縁部が外に反るなど、

変化のあるもの（７１・７２など）も出てくる。ＳＱ１０３０は

個体数が少ないが、口縁部に屈曲や厚みを持つ（９０・９１）

など口縁部に特徴のあるものが出てくる。

　ＳＸ１０４９→Ｖ・８では、ＳＸ１０４９の坏は体部がやや内

湾気味に立ち上がるもの（１９８・１９９など）と、比較的直

線的に立ち上がるもの（２０１・２０２）があるが、口縁部の

● ●

● ●

●
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先端はあまり変化がなく、体部の延長気味に立ち上がる

ものが多い。Ｖ・８では体部が直線的に立ち上がるもの

（１００・１０１など）もあるが、やや内湾に立ち上がるもの

（９７・９８）や、口縁部に厚みがあったり外側に反るもの

（９３・９９など）が多くなる。

　ＳＸ１０３４→ＡＣ１５～１６では、ＳＸ１０３４の個体数が少な

いが、器厚が薄く、内湾気味に立ち上がり、口縁も体部

の延長に立ち上がるものが多い。ＡＣ１５～１６も器厚が薄

いものが多く、口縁は外側に反るもの（３８１・３８３・３８７

など）が多くなる。土器群ごとの特徴はうかがえるが、

明確に時期差を区別できないほどに、近接した時期差の

表れともとらえることが出来るのではないだろうか。

土器の年代について

　今回の調査では、直接的に年代を示す資料の出土はな

かったので、先学の成果に基づいて年代を考えたい。先

学の成果として、山形県全体を生産地と消費地に分けて

編年を組み立てた阿部（１９９８）、阿部・水戸（１９９９）の

一連の作業と、庄内地方北部の集落跡の遺構単位で遺物

を抽出し、詳細な土器の変遷を組み立て、火山灰と法量

分布から実年代を考察した植松（２００８）の作業がある。

　ここでは、「土器のまとまりについて」で述べたように、

それぞれの遺構から出土した土器群の時代差は、器形や

法量で区別できるほど明確ではないと考えられるので、

遺跡全体での年代を考えることにしたい。

　基本的に庄内地方の９世紀後葉の土器様相は、坏類は

須恵器が急激に減少し、土師器がそのほとんどを占める。

須恵器は壺や甕などの貯蔵形態が多くなる。１０世紀には

いると、坏は須恵器が姿を消し、土師器の坏になり、内

黒や両黒の高台坏が一定量を占めるようになる。このよ

うな庄内地方の土器様相のなかで、万治ヶ沢遺跡の坏の

組成をみると、無調整の坏（Ⅰ・１）が主体を占め、そ

れに内黒の高台坏（Ⅱ３・４）が伴うことから、大きく

は１０世紀の年代が考えられる。

　坏（Ⅰ・１とⅡ３・４）の土器の組成を考えると、阿

部（１９９８）では１０世紀第１四半期の上高田Ⅰｂ期新に並

行すると考えられる。生産遺跡では、阿部・水戸（１９９９）

の９世紀第４四半期～１０世紀台四半期の山海窯跡群ＳＫ

１８・９６・１７焼壁土坑に並行すると考えられるが、坏Ⅱ

３・４が欠落する。植松（２００８）では内黒の高台坏（Ⅱ

３・４）の類似からⅥ期‐２期（１０世紀第一四半期前

半・新）に並行すると考えられる。Ⅰ３・４・５やⅡ１

のように底部のほかに器面の両面に調整を施すような坏

はあまり類例が無いが、Ⅰ５の類例は、新潟県発久遺跡

（１９９１新潟県旧笹神村教育委員会）で出土しており、そ

の年代が８～９世紀の年代が考えられているようである。

また、須賀井（２００３）によれば県内でも８世紀後半に、

坏の成形が古墳時代以来の非ロクロからロクロ成形への

転換の様相を示すとされており、底部のほかに内外面に

調整を施す坏類の技術的・歴史的な系譜を探る上で参考

になると考えられる。

　今回の調査では覆土に火山灰と考えられる白色粘土を

含む遺構として、ＳＱ１０１８・１０２０・１０４７、ＳＸ１０２２があ

る（ただし、火山灰と考えられるものは理化学分析にか

けていないので、火山灰とは断定できない。）。白色粘土

がブロック状に堆積しており、土器との関係が明確でな

いが、白色粘土が十和田ａ火山灰としてみた場合、それ

ぞれの遺構の出土土器と、植松（２００８）と比較しても器

形や組成には矛盾がないと思われる。よって、万治ヶ沢

遺跡で生産された土師器の年代は１０世紀の第１四半期の

土器群ととらえてよさそうである。しかし、５９のように

須恵器の坏や、１１９の壺は時期的に古くなると考えられる

が、他所から持ち込まれて万治ヶ沢遺跡で使用されたと

考えれば、土師器の年代観に影響はないと考えられる。

平安時代における万治ヶ沢遺跡の性格について

　「平安時代の遺構について」で述べたとおり、土師器

焼成遺構と、製炭遺構が見つかっていることから、土師

器と木炭の生産遺跡である。時期は、出土した土師器か

ら１０世紀第１四半期かそれよりも古い時期と考えられる。

出土した鉄滓の理化学分析の結果では、製鉄炉の最下層・

炉端部・最上層で、精錬の過程で生成されたとの結果が

得られている。そのほかに羽口が出土している。遺跡範

囲からは製鉄炉や廃滓場などの直接製鉄に関わる遺構は

見つからなかったが、周辺は砂鉄が多い地域でもあり、

緩やかな丘陵が広がり、沢には水があるなど、製鉄を行

う立地環境が整っている。また秋田県・福島県・新潟県

などの調査でも、製炭遺構の近くからは製鉄遺構が見つ

かっており、両者は一体の関係でもあることから、今回

の調査区の近隣に、製鉄遺構の存在が十分に予想される。
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また、工人達の住居や工房の存在も予想される。

　菅原（１９９７）は土師器生産体制を①土師器生産専業型、

②須恵器精算付随型、③手工業コンビナート内生産型、

④集落内生産型、の４つに分類している。その中で③の

手工業コンビナート生産型は、「窯業部門と製鉄関連部門

の一体生産が行われ、大規模な手工業生産地を形成して

いる」とある。今回の調査区内からは製鉄関連部門に関

わる遺構は見つからなかったが、前述のように近隣に製

鉄関連の遺構の存在が予想されることから、万治ヶ沢遺

跡を上記の分類に当てはめると、③の手工業コンビナー

ト内生産型に分類されると思う。さらに伊藤（２００２）は、

秋田県内では、手工業コンビナート内生産型は９世紀後

半以降、特に９世紀第４四半期から１０世紀第１四半期頃

に多く、地域的には八郎潟東側周辺から米代川下流周辺

に集中するとしている。出羽国北半の秋田県では、手工

業型コンビナート内生産型が９世紀第４四半期から１０世

紀第１四半期に多いと言う事実が、同じ出羽国南半の山

形県でも確認できたと言うことは、出羽国内での土器や

製鉄などの手工業生産体制を考える上で、一つの手がか

りとなるであろう。

　さらに、土器の製作を考えた場合、出土した長胴甕や

堝にはタタキの技法が見られ、坏にはミガキや黒色処理

を行うなど、調整には須恵器と土師器の両方の技法が取

り入れられている。焼成には酸化焔の技法が取り入れら

れるなど、須恵器と土師器の両方の技術がみられる。あ

る程度斜面に囲まれて、地理的にまとまりがあると考え

られる今回の調査範囲からは、須恵器を焼成した窖窯は

見つかっていない（もしかしたら近隣には存在する可能

性もあるが）ことから、万治ヶ沢遺跡の場合は須恵器の

工人と土師器の工人の密接な交流の状態をさらに進めて、

工人が両方の技術を会得していたと考えることができな

いだろうか。１０世紀に入ると坏類は土師器のみとなり、

須恵器は貯蔵形態の壺や甕に限られてくるなど、須恵器

と土師器の器種が相互補完するようになり、それに伴い

従前のような土師器工人と須恵器工人がそれぞれを製作

するよりも、両方の技術を持った工人が作り分けを行っ

た方が合理的といえる。製鉄とあわせて考えた場合に、

製鉄には大量の木炭が必要になり、木炭の原料である木

材は土器生産でも必ず必要で、土器生産と鉄の生産で共

通する原料の木材の確保が大きな課題であろう。そのよ

うななかで、手工業コンビナート内生産型であれば、土

器生産の経営者と鉄製生産の経営者が同じと考えられる。

大量に消費する木材資源の有効利用のためにも、土器生

産においてより木材の消費量が少ない土師器で対応可能

な器種については土師器で、貯蔵形態は須恵器でという

作り分けの明確化も可能なのではないだろうか。そのよ

うな背景が手工業コンビナート内生産型を生んだ遠因に

はならないだろうか。

　調査の成果から、万治ヶ沢遺跡の周辺では土師器や土

製品の生産のほかに、製鉄も行っていたことが十分に予

想され、万治ヶ沢遺跡も含まれる荒沢古窯跡群や鶴岡南

部古窯跡群を含めた庄内南部古窯群を考えれば、土器か

ら鉄までをある程度の期間にわたって生産していたこと

が考えられる。その中で万治ヶ沢遺跡では、１０世紀の初

め頃に土師器の生産と、製鉄のための製炭を担っていた

遺跡といえる。翻れば、庄内地方の南部において、継続

的に一定量の鉄と土器の需要があり、その生産を支える

社会的な基盤が確立していたといえよう。今後の課題と

して、生産されたものの供給先と、生産を支えた社会的

基盤の解明が待たれるところである。

１８１

Title:T1-T18_001-188.ec5 Page:197 



１８２

０ 

４ 

５ 
（３７１） 

7 
（１１２） 

２ 
（２１３） 

１ 
（２５７） 

１ 
（２７１） 

１ 
（３２７） 

（８） 
１ａ 

（１５１） 
１ｂ 

２ 
（２９２） 

３ 
（３００） 

４ 
（３５４） 

５ 
（１８１） 

６ 
（３１０） 

２ 
（３９６） 

３ 
（１７９） 

４ 
（３７０） 

５ 
（３９７） 

３ 
（４７） 

８ 
（３４０） 

６ 
（４３） 

（２８１） 

（３１６） 

１０㎝ 

（１：６） 

鉢（Ⅳ） 

皿（Ⅲ） 

高台付坏（Ⅱ） 

坏（Ⅰ） 

（１７） 
（３３） 

２ 
（３２８） 

３ 
（９２） 

（１６０） 
１ｃ 

（１６３） 

４ 
（２１２） 

（１７６） 
１ｄ 

（１７０） 

５ 
（２８） 

（６） 
１ｅ 

（３５） 

６ 
（２８６） 

（３８） 
１ｆ 

（２０） 

７ 
（１９） 

　黒色処理 　ミガキ 

第７４図　Ｂ地点土師器器種分類図（１）

Title:T1-T18_001-188.ec5 Page:198 



１８３

０ 

２ｂ 
（２９７） 

２ａ 
（３６９） 

１ 
（２４） 

１１ 
（２６２） 

１０ 
（１２７） 

（５３） 

（２６４－１） 

（２６４－２） 

１０㎝ 

（１：６） 

堝（Ⅵ） 

甕（Ⅴ） 

１ 

１３ 
（２７９） 

１２ 
（１０８） 

（３４５） 

（１２５） 

２ 

１４ 
（３５６） 

９ 
（１２８） 

７ 
（２６１） 

５ 
（２１） 

３ 
（２４７） 

８ 
（１１７） 

６ 
（２７８） 

４ 
（３４３） 

第７５図　Ｂ地点土師器器種分類図（２）
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第７６図　坏外形（１）
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第７７図　坏外形（２）

Title:T1-T18_001-188.ec5 Page:201 



１８６

０ 

ＳＱ１０２９ 
Ⅰ１ 

ＳＱ１０２９ 
Ⅰ２（８３） 

ＳＱ１０２４ 
Ⅰ１ 

ＳＱ１０２８ 
Ⅰ１ 

ＳＱ１０２８ 
Ⅰ３（７３） 

Ｖ・８グリッド 
Ⅰ１ 

ＳＸ１０４９ 
Ⅰ１ 

Ｖ・８グリッド 
Ⅰ１ 

ＳＸ１０３４ 
Ⅰ１ 

ＡＣ・１５～１６ 
Ⅰ１ 

ＳＱ１０３０ 
Ⅰ１ 

ＳＱ１０３０ 
Ⅰ３（９２） 

１０㎝ 

（１：３） 

第７８図　Ｂ地点土師器坏変遷図
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１８７

器種 小分類 細分類 ロクロ
使用 底部調整 体部外面調整 体部内面調整 内面黒色

処理 底部形態 底部
切り離し 分類の観点 備考

坏
（Ⅰ）

１

ａ 使用 無 ロクロ ロクロ 無 平底 回転糸切 器高指数４０．０～４９．９ 底径指数４０．０～４９．９

ｂ 使用 無 ロクロ ロクロ 無 平底 回転糸切 器高指数４０．０～４９．９ 底径指数３０．０～３９．９

ｃ 使用 無 ロクロ ロクロ 無 平底 回転糸切 器高指数３０．０～３９．９ 底径指数４０．０～４９．９

ｄ 使用 無 ロクロ ロクロ 無 平底 回転糸切 器高指数３０．０～３９．９ 底径指数３０．０～３９．９

ｅ 使用 無 ロクロ ロクロ 無 平底 回転糸切 底径指数５０．０以上

ｆ 使用 無 ロクロ ロクロ 無 平底 回転糸切 器高指数５０．０以上

２ 使用 無 下部に手持ち
ヘラケズリ ロクロ 無 平底 回転糸切

３ 使用 回転ケズリ 回転ケズリ ロクロ 無 平底 回転糸切？

４ 使用 回転ケズリ 回転ケズリ・
ミガキ ミガキ 無 平底 回転糸切？

５ 使用 回転ケズリ 回転ケズリ・
ミガキ ミガキ 有 平底 回転糸切？ 内黒土器

６ 使用 無 ロクロ ロクロ 有 平底 回転糸切 黒色土器。内面は工具を用いてのミガキは認められない。
なめし皮などを用いた成形か？

７ 使用 不明 ミガキ ミガキ 無 不明 不明

高台坏
（Ⅱ）

１ 使用 回転ケズリ 回転ケズリ・
ミガキ ミガキ 無 付高台 回転糸切？ 高台が低い

２ 使用 ナデ ロクロ ミガキ 無 付高台 回転糸切？ 高台の高い

３ 使用 回転ケズリ 回転ケズリ・
ミガキ ミガキ 有 付高台 回転糸切？ 内黒土器

４ 使用 回転ケズリ、
ミガキ

回転ケズリ・
ミガキ ミガキ 有 削出高台？ 回転糸切？ 内黒土器

５ 使用 菊花状のナデ？ 不明 不明 無 付高台 回転糸切？ 台付皿より見込部分の立上りが急 台付皿の可能性もあり

６ 使用 不明 不明 不明 無 削出高台？ 回転糸切？ 台付皿より見込部分の立上りが急

皿
（Ⅲ）

１ 使用 不明 不明 不明 無 付高台 回転糸切？ 器面摩滅のため調整等不明

２ 使用 無 ロクロ ロクロ 無 平底 静止糸切？

３ 使用 無 ロクロ ロクロ 無 平底 回転糸切

４ 使用 無 ロクロ ロクロ 無 平底 静止糸切？ 柱状高台 耳皿、３７０に似ることから２４３と３９８も一括した

５ 使用 無 ロクロ ロクロ 無 付高台 不明 高台付耳皿

鉢
（Ⅳ）
口径が
２００㎜
以上

１ 使用 回転ケズリ 回転ケズリ ミガキ 無 平底 回転糸切？ 坏より法量が大きく、胎土の混入物も坏より多い。

２ 使用 回転ケズリ 回転ケズリ ミガキ 無 付高台 高台の幅が広く低い

３ 使用 不明 ロクロ ロクロ？（内面摩
滅のため不明） 無 付高台 高台の幅が狭く高い

４ 使用 不明 カキメ カキメ 無 不明 体部がほぼ直線で、体部が急角度で立上る

５ 使用 不明 カキメ？ カキメ？ 無 不明 体部がほぼ直線で、体部が４５度前後で立上る 鉢５～７は破片資料が多いので詳細は不明な点が多い。
５・６は７と同一器種の可能性もありうる。

６ 使用 不明 ケズリ カキメ？ 無 平底？ 体部がほぼ直線で、体部が４５度前後で立上る。５とは、体
部ケズリ調整の有無で異なる。

７ 使用 無 カキメ、ケズリ カキメ、ヘラナデ 無 付脚 脚付鉢

８ 使用 不明 ロクロ、ケズリ ロクロ 無 不明 鉄鉢型土器

甕
（Ⅴ）

１ 使用 タタキ カキメ、タタキ カキメ、アテ痕 無 丸底 口縁と体部の屈曲がはっきりし、胴部が膨らむ。口縁の形
態でさらに細分が可能。 長胴丸底甕

２ 使用 タタキ カキメ、タタキ カキメ、アテ痕 無 丸底？ 口縁と体部の屈曲がはっきりせず、胴部があまり膨らまな
い。口縁の形態で、さらに細分が可能。 長胴丸底甕

３ 使用 無 ロクロ ロクロ 無 平底 回転糸切 口縁と体部に僅かな屈曲があり、同部が張らないもの 小型平底甕

４ 使用 無 ロクロ ロクロ 無 平底 回転糸切 口縁と体部に僅かな屈曲があり、同部が張るもの 小型平底甕

５ 使用 無 ロクロ ロクロ 無 平底？ 口縁と体部の屈曲がはっきりするもの 小型平底甕

６ 使用 無 ロクロ ロクロ 無 平底 回転糸切 口縁を摘み上げるように成形するもの 小型平底甕で、やや大型のもの（２７８）と小型のもの（２９７）
がある。

７ 使用 無 ロクロ ロクロ 無 平底？ 口縁部に厚みを持ち、口縁と体部の境がはっきりしないも
の 小型平底甕

８ 使用 無 ロクロ ロクロ 無 平底？ 口縁と体部の厚さがほぼ同じで、胴部が張るもの 小型平底甕

９ 使用 無 ロクロ ロクロ 無 平底？ 口縁と体部の厚さがほぼ同じで、胴部が張らないもの 小型平底甕

１０ 使用 不明 カキメ、ハケメ カキメ 無 平底？ 体部外面下部に縦方向のハケメ調整を行う。 平底甕？ ３～９の平底甕と異なり、工具を用いてロクロ
成形を行う。

１１ 使用 不明 カキメ、ケズリ カキメ 無 平底？ 体部外面下部に縦方向のケズリ調整を行う。 平底甕？ ３～９の平底甕と異なり、工具を用いてロクロ
成形を行う。

１２ 使用 不明 カキメ カキメ 無 不明 頸部と体部の境に突帯を持つ

１３ 使用 不明 タタキ アテ痕 無 不明 胴部に突帯を持つもの 突帯付甕

１４ 不使用？ 無 ケズリ ヘラナデ 無 砂底 底部中央部が上げ底風になる

堝
（Ⅵ）

１ 使用 タタキ タタキ アテ痕 無 丸底 体部は丸みを持ち、口縁の先端が真上方向につまみあがる
もの

２
ａ 使用 タタキ タタキ アテ痕 無 丸底？ 体部は丸みを持ち、口縁の先端が横方向に開く。先端が尖

る。

ｂ 使用 タタキ タタキ アテ痕 無 丸底？ 体部は丸みを持ち、口縁の先端が横方向に開く。先端が丸
い。

表３６　Ｂ地点出土土師器　器種分類表
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写 真 図 版

調査区から見た鳥海山
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写真図版　１

調査区全景　左手前Ａ地点・右奥Ｂ地点（南西から）

Ａ地点遠景（北西から）奥の連なる山は金峰山（左）と母狩山（右手の高い頂き）
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写真図版　２

Ａ地点全景航空写真（写真上が北方向）
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写真図版　３

Ｂ地点全景航空写真（写真右が北方向）
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写真図版　４

遺跡遠景（北西から） Ａ地点調査風景（南から）

Ａ地点調査前状況（南東から） Ａ地点全景（南東から）

Ｂ地点調査前状況（南西から） Ｂ地点調査前状況（北東から）

Ｂ地点斜面部調査前状況（南西から） Ｂ地点平坦部調査前状況（東から）
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写真図版　５

Ｂ地点北側斜面部面整理状況 Ｂ地点伐根処理作業

Ａ地点面整理状況 Ｂ地点調査状況

Ａ地点遺物記録作業 調査説明会（平成１７年８月６日）

Ｂ地点（５３－４０４）出土状況（Ｖ・１５） Ｂ地点（３１－１１９）出土状況（ＳＸ１０３４）

Title:ANB_t1t2_p001_p055.ec5 Page:7 



写真図版　６

Ｂ地点ＳＱ１００３（手前）・ＳＱ１００２（左奥）・ＳＱ１００１（右奥）完掘状況（北東から）

Ｂ地点ＳＱ１０２９（手前）・ＳＱ１０３０（左奥）・ＳＱ１０２８（右奥）完掘状況（北東から）
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写真図版　７

Ｂ地点ＳＱ１０３７（左手前）・ＳＱ１００７（中奥）・ＳＱ１０１８（右）完掘状況（北東から）

Ｂ地点ＳＱ１０１８完掘状況（北西から）Ｂ地点ＳＱ１０４４（左）・ＳＱ１０４０（中）・ＳＱ１０４１（右）完掘状況（北西から）
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写真図版　８

Ｂ地点ＳＸ１０４９（左）・ＳＱ１０３２前庭部完掘状況（南から）右はＳＱ１０３２

ＳＱ１０３２前庭部土層断面（南西から）第１２図
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ＳＱ１００１・１００２・１００３完掘状況（南西から）

ＳＱ１００１断面（南西から） ＳＱ１００２断面（南西から）

ＳＱ１００３断面（北から） ＳＱ１００３完掘状況（南東から）
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ＳＱ１００４・１００５・１００６完掘状況（南西から）

ＳＱ１００４・１００５・１００６検出状況（南から） ＳＱ１００４・１００５・１００６検出状況（南から）
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ＳＱ１００４断面（西から） ＳＱ１００４完掘状況（南西から）

ＳＱ１００５断面（西から） ＳＱ１００５完掘状況（南から）

ＳＱ１００６完掘状況（西から） ＳＱ１０２３焼土検出状況（南から）

ＳＱ１０２３断面（西から） ＳＱ１０２３完掘状況（東から）
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ＳＱ１００７断面（西から） ＳＱ１００７完掘状況（南から）

ＳＱ１０１９完掘状況（東から） ＳＱ１０２０断面（南から）

ＳＸ１０２２断面（南から） ＳＸ１０２２完掘状況（南東から）

ＳＱ１０３７断面（東から） ＳＱ１０３７完掘状況（北東から）

Title:ANB_t1t2_p001_p055.ec5 Page:14 



写真図版　１３

ＳＱ１０２６断面（南から） ＳＱ１０２５断面（南から）

ＳＱ１０２６断面（西から） ＳＱ１０２５完掘状況（南東から）

ＳＱ１０２７（手前）・１０２６（奥）完掘状況（南西から）
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ＳＱ１０１８断面（西から） ＳＱ１０１８完掘状況（北東から）

ＳＱ１０４０完掘状況（南東から） ＳＱ１０４１完掘状況（南東から）

ＳＱ１０４４遺物出土状況（南東から） ＳＱ１０４４断面（西から）

ＳＱ１０４４遺物出土状況（南東から） ＳＱ１０４４・ＳＰ１０５５完掘状況（東から）
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ＳＸ１０１０完掘状況（南西から） ＳＸ１０１１完掘状況（南から）

ＳＸ１０１２完掘状況（南から） ＳＸ１０５９完掘状況（北東から）

ＳＱ１０２８断面（南から） ＳＱ１０２９断面（南から）

ＳＱ１０３０（左）・ＳＱ１０２９（右）断面（東から） ＳＸ１０４９完掘状況（南西から）
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ＳＱ１０２４断面（南から） ＳＱ１０２４断面（南西から）

ＳＱ１０２４完掘状況近接（南から） ＳＱ１０２４断面（西から）

ＳＱ１０３２内部状況（東から） ＳＱ１０３２（左写真の左側近接）（南から）

ＳＱ１０２４煙道（ＳＱ１０３２窯体右側）近接（南から） ＳＱ１０３２煙道（南から）
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ＳＱ１０３９断面（南西から） ＳＱ１０４６断面（南西から）

ＳＱ１０４６完掘状況（北東から） ＳＱ１０３９完掘状況（北東から）

ＳＱ１０４５南断面（南から） ＳＱ１０３９完掘状況（南東から）

ＳＱ１０４７（左）・１０４８（右）断面（南東から） ＳＱ１０４７（左）・１０４８（右）完掘状況（南東から）
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ＳＱ１０３３断面北側（南西から）

ＳＱ１０３３断面・断面やや中央（南西から） ＳＱ１０３３断面（南西から）

ＳＱ１０３３断面中央（北西から） ＳＱ１０３３断面南側（北西から）

ＳＱ１０３３完掘状況（北西から） ＳＱ１０３３完掘状況（南西から）
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ＳＱ１０４２・１０４３断面（南東から） ＳＱ１０４２完掘状況（南東から）

ＳＱ１０５３完掘状況（南から） ＳＫ１０５７完掘状況（東から）

ＳＱ１０４２・１０４３完掘状況（東から）
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ＳＫ２検出状況（南から） ＳＫ２断面（南東から）

ＳＫ３検出状況（南東から） ＳＫ３断面（南東から）

ＳＫ４検出状況（南から） ＳＫ４断面（南から）

ＳＫ５検出状況（南から） ＳＫ５断面（南から）
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ＳＫ５９検出状況（南から） ＳＫ８２断面（南西から）

ＳＬ４２検出状況（南東から） ｎ・４～ｋ・３グリッド断面（南西から）

ＳＸ８５検出状況（南西から） ＳＸ７０断面（南西から）

ＳＱ８１完掘状況（南から） ＳＸ８３検出状況（南から）
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体部上半横方向のミガキ　立上り～底部縦方向のミガキ（３９－２１３） 体部上半部横方向のミガキ　下半部回転ケズリ　付高台　底部回転ケズリ　黒斑

体部上半部横方向のミガキ　体部下半～底部縦方向のミガキ（３９－２１２） 体部上半部横方向のミガキ　下半部横方向の回転ケズリ　底部回転ケズリ

体部上半横方向のミガキ　体部下半部～底部縦方向のミガキ　付着物（４２－２３７） 体部外面上半部横方向のミガキ　下半部横方向の回転ケズリ　底部回転ケズリ

立ち上がり部分　手持ちヘラケズリ（４９－３２８） 体部外面上半部横ミガキ下半部横方向回転ケズリ　底部回転ケズリ　付高台（４９－３２７）
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体部外面横方向回転ケズリ　底部回転ケズリ　内面無調整（３９－２０８） 体部外面外面横方向のケズリ　底部回転ケズリ　内面無調整（３０－９２）

体部外面横方向回転ケズリ　底部回転ケズリ　内面ミガキ黒色処理（２５－２８） 体部外面横方向回転ケズリ　底部回転ケズリ　内面ミガキ黒色処理（４３－２５７）

底部調整　　底部回転ケズリ　削り出し高台？（４６－２９４） 底部調整　　底部回転ケズリ　削り出し高台？（４６－２９１）

底部調整　　底部回転ケズリ　削り出し高台？（５１－３５４） 底部調整　　底部回転ケズリ　付高台？（４７－３００）
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写真図版　５３

脚部接合状況と立ち上がり部分のケズリ調整（３２－１１２） 内面の輪積み痕（２７－５４）

外面の調整と脚部の接合（２６－４２） 内面の調整（２６－４２）

脚部内面（５６－４１０） 脚部内面（５６－４１１）
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写真図版　５４

板状土製品表（Ｔ・１０） 板状土製品裏（Ｔ・１０）

羽口斜め（Ｘ・Ｏ） 底部砂底（５１－３５６）

底部木炭粒の付着（２３－１３） 内面立上り部分の粘土接合痕（２５－３２）
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写真図版　５５
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報告書抄録
まんじがさわいせきはっくつちょうさほうこくしょふ り が な

万治ヶ沢遺跡発掘調査報告書書 名

副 書 名

巻 次

山形県埋蔵文化財センター調査報告書シリーズ名

第１７２集シリーズ番号

鈴木良仁編 著 者 名

財団法人山形県埋蔵文化財センター編 集 機 関

〒９９９－３１６１　山形県上山市弁天二丁目１５番１号　TEL ０２３－６７２－５３０１所 在 地

２００９年３月３１日発行年月日

調査原因調査面積調査期間東　経北　緯
コードふりがな

所　在　地

ふりがな

所収遺跡名 遺跡番号市町村

日本海沿
岸東北自
動 車 道
（温海～
鶴岡間）
建設

第１次
１７１㎡

第２次
３,６００㎡

第１次
２００４１２０１～
　２００４１２０３
第２次

２００５０５０９～
　２００５０８２０

１３９度

４４分

３２秒

３８度

４２分

４２秒

平成１６年度

新規登録
６２０３

 山形県 
やまがたけん

 鶴岡市 
つるおかし

 大字矢引 
おおあざやびき

 字  万治ヶ沢 
あざ まんじがさわ

 万治ヶ沢遺跡 
まんじがさわいせき

特記事項主な遺物主な遺構主な時代種　別所収遺跡名

数は少ないが、縄文時代
の土器や石器がＡ・Ｂ地
点から出土した。Ａ地点
からは陥し穴が検出され
た。
平安時代の遺構は、Ａ地
点からは炭窯が検出され
た。Ｂ地点からは多数の
土師器の焼成遺構と、木
炭窯が検出された。
（文化財認定箱数：１３６）

縄文土器
石器
縄文土器
石器

土師器

土師器
須恵器
土製品

Ａ地点　土坑　　１
　　　　炉跡　　１
Ｂ地点　陥し穴　２

Ａ地点　木炭窯　６

Ｂ地点　土師器焼成
　　　　遺構　　２８
　　　　木炭窯　３

縄文時代

平安時代

集落跡

生産跡

 万治ヶ沢遺跡 
まんじがさわいせき

　縄文時代　Ａ地点からは縄文時代中期の土器を中心に、土器や石器が出土した。炉跡
や土坑が検出されたが、狩や採集などの一時的な活動の場と考えられる。Ｂ地点からは
陥し穴のほかに、石器が出土した。狩の場であったと考えられる。
　平安時代　Ａ地点からは、遺物の出土はごく僅かだが、遺構としては木炭窯が検出さ
れた。Ｂ地点からは多数の土師器の焼成遺構と、大型の木炭窯が検出された。遺構は検
出されなかったが、製鉄に関わる鉄滓や羽口も出土していることから、この付近は土器
や鉄の生産拠点だったことが考えられる。

要　　　約
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